










『大宰府条坊跡JIX

例

1.本書は、太宰府市教育委員会が行なった平成元年度から平成 6年度までに実施した大宰府

条坊跡第87・98・106・118・141次調査の発掘調査報告書であるo

2.本書に掲載した発掘調査の原因、調査期間等の調査に関わる経緯については、各調査の報

告部分に記載している。

3.本書に掲載した調査年度は、平成元年度から平成 6年度にかけて実施してきたものである

ため、調査組織ならびに整理参加者は第11章にまとめた。なお整理作業は各調査終了後随時

行なってきたが、主として平成 7年度に実施した。

4.遺構の実測は主として各調査担当者が行なったが、第87次調査についての実測作業はアジ

ア航測株式会社による航空測量による図化作業を行なった。また実測作業に関して、谷由紀子

・柴田剛・桧垣みどりの援助を得、図の浄書は調査担当者ならびに森田レイ子・谷由紀子・

上村英士・松隈里恵子・狭川孝子が行なった。

5.遺物の実測は、調査担当者ならびに井上信正・田中克子・河田聡・森田レイ子・谷由紀子

・上村英士・鶴味加代子が行なった。図の浄書は調査担当者ならびに森田レイ子・谷由紀子

.上村英土が行なった。

6.遺構の写真撮影は調査担当者が行ない、空中写真は岡空中写真企画・アジア航測株式会社

が行なった。遺物の写真撮影はフォトハウスおか(代表:岡 紀久夫)が行なった。

7.遺構実測図および遺構配置図は全て国土調査法第11座標系を基準としている。したがって

図中に記載される方位は特に注記のないかぎり座標北 (G.N)を指している。磁北と座標

北との偏差は西偏 6030'(1992年)であるo

8. 出土した金属製品の応急処置は、狭川麻子・山中幸子・下川可容子が担当した。

9.本書に掲載される遺構番号は、以下の要領で理解されるo

条 87 SE 015 

遺跡名/調査<!X."，1!;f$Jm;¥遺構番号

10.本書の執筆は、目次及び項目末尾に記し、編集は中島恒次郎が行った。

11.出土遺物および図面、写真等の記録は太宰府市教育委員会が保管している。

12.本書に掲載した遺物の分類は、以下に記載された分類によっているo

土器 太宰府市教育委員会 (1983)r大宰府条坊跡IU

太宰府市教育委員会(1992)r宮ノ本遺跡II-窯跡篇一』

陶磁器太宰府市教育委員会(1983)r大宰府条坊跡IIj

瓦 石松好雄・高橋章 (1983)r大宰府出土瓦について(二)Jr九州歴史資料館研究

論集 4j

焼塩壷 森田勉(1983)r焼塩壷考J r大宰府古文化論叢 -下巻-j

石鍋 森田勉 (1983)r滑石製容器-特に石鍋を中心として一J r悌教審術j148号
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硯 横田賢次郎 (1983)r福岡県内出土の硯について 一分類と編年に関する一試案一」

『九州歴史資料館研究論集 9j

権衡吉村靖徳 (1995)r権衡に関する一考察 -福岡県内出土権状製品の検討と課題一J

『九州歴史資料館研究論集20j

なお森田論文については、以下の文献に再録されている。

森田勉氏遺稿集・追悼集刊行会(1995)r大宰府陶磁器研究』

また、報告文中にて示される時期(大宰府E期など)については、以下のTab.1に示す。

紀年銘共伴資料

大85502340

734r天平6J

長岡京右京102次50

10201踊 1

784r延暦3J

大74S0205A

927r延長5J

平安京左京4条磁Z

1坊SE8‘

1091 r寛治5J

大3350605

1224r貞応3J

大109、111803200

1304r嘉元2J

大455X1200

1330r元徳2J

大70501805

1501r文亀元年』

(森田・横倒)

年代銀

①大宰府史跡 | ②南条坊 | ③大宰府 | ④大宰府史跡 |⑤大宰府条坊跡

森田・償問 | 前川 | 森田 |森田・鎖国型式の移動に| 山本

lml lBI 1~1 伴う年代の動〈可能性 1992

1500寸 70801805

Tab.l 大宰府の土器型式と年代
( ):後日追加された原誠遺楠 援l筑前型土師器が長岡京より出土

( )②で前川氏が比定した遺構 中島恒次郎 (992)r都へ行った土器Jr古文化談叢
①織田賢次郎・森田勉 (1978)r大宰府出土の土師器に関する覚え曾きJr九州歴史資料館研究論集 2J 第28集j

②前川威洋 ()978)r土師器の分類および編年とその共伴土器についてJr福岡南パイパス関係埋蔵文化 議2陶磁器の共伴
財調査報告第8集(下)J 平安京調査会(1975)r平安京跡発掘調査報告ー友

③森田勉(198.1)r大宰府の出土品③ 土様・陶磁器Jr悌教審術 146J 京四条一坊ー』
③山本信夫 (1988)r大宰府にお付る古代末から中世の土穏・陶磁器J r中近iit土器の基礎研究 l'IJ @大85SD23~Oは、1Iと m を含む。 m は少ない。
⑤山本信夫 (1992)r大宰府Jr第l回古代土器研究会資料@大74SD205Aは、四と肢を含む。

なお文献q過は、森田勉氏遺稿集・追悼集刊行会(1995)r大宰府陶磁器研究』に再録。@大33S凶05はXVlと畑を含む。

@大45SX12∞は邸と xxを含む。
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1 .はじめに

太宰府は、福岡平野と筑紫平野を分かつ、脊振山系と四王寺山系にはさまれた狭小な平野に

所在し、地形的にも歴史的にも、古くから路集まるところとして河川および交通の要として息

づいてきている。

今回報告する各調査は、いずれも大宰府条坊跡に所在しており、太宰府市の市街地の西寄り、

鏡山猛によって推定された右郭九条六坊周辺に位置し (Fig.2)、平成元年度より実施した調

査結果をまとめているo 報告する各調査に先立ち、周辺は太宰府市による観世音寺土地区画整

理事業に伴う事前調査として、トレンチによる調査が昭和54年度より太宰府市教育委員会によ

って実施されている (Fig.1)。調査の成果は既に明らかにされているが、個々の調査の規模

が狭小であったこと、広範囲にわたってトレンチによる調査であったことから、大宰府条坊跡

右郭九条六坊周辺の状況を把握するには不十分と言わざるを得ない結果となった。したがって区

画整理終了後ではあったが、調査原因の発生に伴い発掘調査を実施してきているのが現状である。

近年の発掘調査の実施により、不明確であった大宰府条坊域の様相が次第に明らかになりつ

つあり、条坊痕跡の存否をはじめとして、それまで議論の対象となっていた課題が、少しづつ

ではあるが解決の方向へと向かい始めているo しかし、調査の進展に伴って、様々な事象が表

出し、条坊施工時期や具体的な規模に関する課題など、新たなる課題が蓄積されつつあること

も事実であるo いずれにしても遺物個々にわたる微視的な視野から大宰府条坊跡の歴史的意義

にわたる巨視的な視野に至るまで、数多くの課題が山積されつつある今日、何らかの模索が行なえ

ればと考える。

大宰府条坊跡が所在する

太宰府市街地にも開発の波

は押し寄せ、福岡市のベッ

ドタウンとして人口も増え

続けている。また大宰府条

坊跡周辺においても数多く

の遺跡が破壊の岐路に立た

され、発掘調査によって明
条87

らかになる部分と、開発に

よって破壊されてゆく部分

が存在している。そのよう

な中で、鴻臆館から大宰府

への道の検出や条坊外にお

ける古代の集落形態、さら
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Fig.2 報告調査地点位置概念図(S= 1/50，000) 
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調査次数 推定条坊 地 番 調査期間 調査内容 トレンチ番号 掲載文献

4次調査 右郭九条七坊 通古賀4丁目 1979.12.13 4トレンチ (1) 

5次調査 右郭十条六坊 通古賀4丁目530他 1979.12.20----1980.1.8 奈良期.土焼、平安期井戸、東西溝等
18-24 (1) 
トレンチ

7次調査 右郭八条六坊 通古賀2丁目375・1他 1980.12.1----1980.12.10 中世杭列
4・5

(2) トレンチ

8次調査 右郭八・九条六坊 通古賀2丁目404他 1980.12.4----1980.12.17 平安期南北潟、ピット
6-8 

(2) 
トレンチ

15次調査 右郭八条六坊 通古賀2丁目265.4 1981.3.11----1981.3.19 奈良期:ピット、平安期土境、ピット 15トレンチ (2) 

87次調査 右郭九条六坊 通古賀2丁目249-3他 1989.11.28----1990.1.30 奈良期掘立柱建物、平安期道路、井戸 本書掲載

98次調査 右郭十一条五坊 通古賀4丁目530 1990.7.6----1990.7.23 飛鳥期整地、奈良期井戸、平安期井戸 本書掲載

106次調査 右郭九条六坊 通古賀2丁目250-1他 1990.12.13----1991.3.15 奈良期道路、平安期掘立柱建物、井戸 本書掲載

118次調査 右郭九条六坊 通古賀2丁目248・1他 1991.12，2-1992，1，27 縄文期満、平安期道路、井戸、掘立柱建物 本書掲載

141次調査 右郭九条六坊 通古賀3丁目236他 1993.9.21----1993.11.10 奈良期掘立柱建物、平安期.掘立柱建物、南北満 本書掲載

175次調査 右郭十・十一条五坊 通古賀5丁目547他 1995，11，26----1996.1，31 奈良期井戸、平安期潟、井戸 平度成調7査年
」一一一

文献 (1)太宰府市教育委員会 (1982)r大宰府条坊跡 1 J (2)太宰府市教育委員会 (1983)r大宰府条坊跡 IU 

Tab.2 報告地点周辺の調査状況

には官人の墓域と考えられる宮ノ本遺跡の調査等、市域の西部にて繰り広げられている佐野地

区土地区画整理事業の進展に伴う広域発掘調査によって様々な事象が明らかになりつつある。

また筑前国分寺や国分尼寺を結び水城東門への取付け道路を推定させ得る道路痕跡、僧寺・尼

寺の規模や御笠団印出土地周辺遺跡の調査など条坊外での官的な施設の検討が行なえる成果が

次第に整いつつある。さらに大宰府前史として弥生時代の集落や墓域を検出した国分松本遺跡

の調査や、大宰府造営直前の道路痕跡を検出した原口遺跡の調査など、大宰府の成り立ちを考

える上で貴重な成果を納めつつある。また大宰府の廃絶後の状況を知る上で、市域の東部に展

開した太宰府天満宮周辺で栄えた門前町の調査も進み、太宰府全域を見た場合の集落変遷に関

わる課題も次第に成果をあげつつあるといえる。しかし一方で市民への啓発の不十分さから破

壊の憂き目をみる遺跡も少なからず存在し、調査の充実とともに市民啓発の手立てが望まれる

ところであるo

大宰府条坊跡に関する主要な論考を以下に記述しておく D

鏡山猛 (1968) r大宰府都城の研究』

岸 俊 男 (1983) r大宰府と都城制J r大宰府古文化論叢一上巻一』

金田章裕 (1989) r大宰府条坊プランについてJ r人 文 地 理 第41巻第5号J
狭川真一 (1990) r大宰府条坊の復原 一発掘調査成果からの試案一J r条里制研究 6号』

狭川真一 (1990) r天下の一都会J r太宰府市史 一考古資料編-j

倉住康彦 (1990) r都市大宰府をめぐる若干の考察J r九州歴史資料館研究論集 15j 

鬼塚久美子 (1992)r 8世紀大宰府の計画地割についてJ r人文地理第44巻第2号』

(中島恒次郎)

円

L
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番号 遺跡名 遺跡内容

1 新町遺跡 古代末期~近世にかけての集落

2 馬場遺跡 古代末期~近世にかけての集落

3 五条遺跡 中世の集落および墓域

4 辻遺跡 古代の集落、道路

5 御周笠辺団印遺出土地跡 原始(古墳)から古代の集落

6 御笠団印出土地 御笠団印採集地

7 遠賀団印出土地 遠賀団印採集地

8 筑前国分寺跡 古代の寺院跡

9 筑前国分尼寺跡 古代の寺院跡

10 陣ノ尾遺跡 原始(弥生期~古墳期)の墓域

11 国分松本遺跡 原始(弥生期)の集落および墓域

12 国分千足遺跡 原始(弥生期)から古代の集落

13 水城跡 古代の防衛施設

14 篠振遺跡 古代の窯跡、中世の墓

15 原口遺跡 原古代始の(弥集生落期お)のよ集び落道路、

16 前田遺跡 原始古(弥代生の期集~落古お墳よ期び)道の集路落、

17 宮ノ本遺跡 原お始よび(弥墓生域期、~古古代墳の期墓)域の集・落窯跡

企:瓦窯跡

Fig.3 大宰府条坊跡周辺の遺跡
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II. 調査組織

本書に掲載した調査は、複数年度にわたって実施したため、以下に各年度の調査組織につい

て年度ごとに記述するo なお調査担当者および試掘調査担当者については、各調査報告の中に

調査に至る経過というかたちで記述しているが、ここではゴチック体の活字にて記述しておく。ー

また、整理作業年度については主として作業を実施した平成 7年度の組織を記載した。

(中島恒次郎)

大宰府条坊跡第87次調査(平成元年度)

総括 教育長 藤喜人(---..，元年 6月30日)

長野治己(元年 8月8日---..，)

西山義則

関岡勉

鬼木富士夫

阿部大治

白水伸司

山本信夫

狭川真一

城戸康利

緒方俊輔

山村信柴

中島恒次郎

狭川麻子(2年 1月5日'"'-')

大宰府条坊跡 第98次・第106次調査(平成 2年度)

総括 教育長 長野治己

庶務 教育部長 西山義則

社会教育課長 関岡勉

文化財係長 鬼木富士夫

主任主事 阿部大治

主事 白水伸司

主任技師 山本信夫

狭川真一(条坊98次)

城戸康利(2年 7月1日---..，)

城戸康利('"'-'2年 6月30日)
緒方俊輔

山村信栄

中島恒次郎(条坊106次)

狭川麻子

大 宰府条坊跡第118次調査(平成 3年度)

総括 教育長 長野治己

庶務 教育部長 中川シゲ子

文化課長 佐藤恭宏

埋蔵文化財係長 富田譲
文化振興係長 大田重信

主任主事 岡部大治

川谷豊

山本信夫

狭川真一

城戸康利

緒方俊輔

庶務

長課
長

長
育
係

部

教

財

育
会
化
事

教

社

文

主

調査 技師

技師(嘱託)

調査

技師

技師(嘱託)

調査 主任技師
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島
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塩
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長
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師
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主

技

主

技

技

跡坊条府

括

務

査

宰

総

庶

調

大

整理・報告(平成 7年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

文化課長

文化財保護係長

文化振興係長

主任主事

主事

調査 技術主査

主任技師

技師

技師(嘱託)

長野治己

白木三男

花田勝彦

高田克二(-"5月31日)
和田敏信(6月 1日'""')
大田重信

阿部大治

川谷豊

今村江利子

山本信夫

狭川真一

城戸康利

山村信楽

中島恒次郎

重松麻里子(-----6月30日)
井上信正

高橋学

下川可容子

松川博一

(整理作業参加者)

相川寿美子、安芸朋江、上村英士、河田聡(現山口県豊浦町教育委員会)、久保喜代香、

酒井三保子、田崎道子、谷由紀子、鶴味加代子、原野正子、藤野由貴子、松隈里恵子、

宮崎亮一、森田レイ子、横山美津子、吉田勝子

発掘調査および整理報告にあたって、次の方々から御教示、資料提供を賜った、記して心よ

り感謝申し上げます。

赤司善彦、伊野近富、宇野隆夫、尾上実、川越俊一、鈴木重治、西口寿生、福田正継、

前田達男、溝口孝司、森隆、森島康雄、百瀬正↑亘、橋本久和

- 6ー
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III. 調査の概要

1 .第87次調査

1 )調査に至る経過

太宰府市通古賀 2丁目249-3他(旧地名:大字通古賀字権入・北ノ橋)において、昭和63

年12月20日に宅地拡張を目的とした文化財取り扱いに関わる問い合わせが、地権者である和田

彰氏より太宰府市教育委員会にあった。当地は、鏡山猛氏推定復原案による大宰府条坊跡右郭

九条六坊に位置しており、昭和46年に計画立案された観世音寺土地区画整理に先立つ文化財の

試掘調査によって、埋蔵文化財が包蔵されている可能性が高い区域に入るため、建物を建築す

る計画の有無ないしは建築計画の内容によって、埋蔵文化財の取り扱いが生じる旨を伝えた。

その後計画変更が生じ、貸倉庫建築の計画となり、文化財の有無および文化財の規模確認のた

め、平成元年 1月23日に試掘調査を実施した。その結果現地表面下約 1mに埋蔵文化財が確認

でき、協議の結果、発掘調査を実施することで合意をみた。発掘調査は平成元年11月28日から

平成 2年 1月30日にかけて実施じた。試掘調査は、山本信夫が、発掘調査は狭川真一・中島匡

次郎が担当した。開発対象面積は774m2、発掘調査面積は320m2を測る。

2 )層位

当地は既に観世音寺土地区画整理事業により、真砂土による埋立が，約40cm為されており、真

砂土による盛土を除去すると土器細片を少量含む淡茶色の遺物包含層が堆積しているo この遺

物包含層を除去すると遺構検出面に至るo 遺構の多くは黄茶色の地山形成土に切り込むかたち

で検出されるが調査区南側において一部茶黄色土の整地層下に淡茶色の遺構が検出された。し

たがって、当該調査区においては、 2面の生活面が形成されているo

3 )遺構

検出された遺構は、層位の項にて記述したように I面と II面からなり、主として遺構 I面か

ら平安時代のものが、遺構II面からは奈良時代のものが検出された。

遺構 I面からは井戸、溝、土境、道路が主として検出されている。遺構II面からは、建物、

土墳が検出されている。以下その概要について、遺構 I面から順に記述するo

一遺構 I面一

井戸

87SE015 調査区南端部の中央付近に検出された井戸で、溝87SD018に切られる状況で確認

した。一辺約2.5mを測る隅丸方形の平面形を呈し、完掘時の深さは約1.48mを測る。井戸枠

自体は腐植により残存しなかったが、層相の違いから四隅に丸杭を配し、方形の平面形を有す

一7 ー
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るように枠材を組む構造と推定される。枠内および裏込め土の堆積状況は、まず枠内について

は上位より、茶黒色土→灰茶色土→灰茶色砂質土→灰色粘土が堆積している。最上位に堆積し

ている茶黒色土層には、主として完形に近い土器が重なるように多量に出土し、遺物の堆積状

況に規則性が認められないことから、一括廃棄によるものと考えられるo 枠内において、他の

下位に堆積する各層からは、あまり遺物等が出土しないため、井戸自体の機能が放棄された段

Y -45.420 
。 10m 

Fig.4 条坊跡第87次調査遺構実測図(1/200) 

- 8 -



調査区南壁土層観察図
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調査区南壁土層

1.表土(真砂土:区画整理事業に伴う盛り土。)

2.表土(廃材を含む埋め立て土。)

3.茶縄色土(lcmないし0.5cmの土器片を少量混入。)

4.茶色土(1cmないし0.5cmの土器片を少畳混入。)

5.賛茶色土(3cm-1cmの土器片を少量混入。)

6.灰茶色土(2cm-0.5cmの土器片・炭化物片を多〈混入。)

7.淡黒茶色土(1cm-O. 5cmの土告書片を少量混入。)

8.鳳茶色土(3cm-1cmの土録片・炭化物片を多〈混入。)

9.展色炭化物混入土(3cm-1cmの土器片・炭化物片を極めて多〈混入。)

10.灰茶色土(3cm-1cmの土録片・炭化物片を少量混入。)

11淡灰茶色土(3cm-1cmの土器片・炭化物片を少量混入。)

12灰茶色土(3cm-1cmの土器片・炭化物片を少量混入。)

13.茶縞色土(3cm-1cmの土穏片・炭化物片を少量混入。)

14.灰茶色中粒砂(o.3cm以下の土器片を極少量混入。)

15.灰茶色土(o.3cm以下の土器片・炭化物片を多〈混入。)

16.茶灰色土(lcm-0.5cmの土器片・炭化物片を極微量混入。)

17.茶貧色土(1cm-0.5cmの土器片・炭化物片を極微量混入。)

18.貧茶色土(1cm-0.5cmの土器片・炭化物片を極微量混入。路面上の堆積層)

遺物静との対応関係

茶偶色土 :3層 50018黒茶色土 :7-9層 50018茶色土 :11・12層 50018茶黒色土:14層

m 

調査区西壁土層観察図

;鍾E2

飼査区西壁土層

1.表土(真砂土 区画整理事業に伴う盛り土。)

2.黒茶色土

3.茶偏色土(遺物包含層、遺稿検出時における除去土層。)

4.灰茶色土(遺物包含層、遺構検出時における除去土層。)

5. ;炎茶色土(土器等を少量混入し、浪人物の長軸方向は水平。)

6.茶色土(2cm以下の土器・炭化物を少畳混入し、混入物の長軸方向は不規則。)

7.賞茶色土(茶色土を基質とし、2cm以下の黄色土ブロックを多〈混入している。)

8.茶色土(lcm以下の角磯状炭化物を多〈含み、土層上位に集中して堆積している。)

9.黄茶色土(lcm以下の土器・炭化物片を少量混入している。5cm程度の焼け石も含t:.)
10灰茶色土(5cm以下の土器・炭化物片を極少量混入。)

11目灰賞茶色土(1cm以下の炭化物片を少量混入。)

12.黄色土(溝彼自E時の地山鑓乱土)

----一 一一」魁~

一一一ーーー-

13.茶黄色土(溝機能時の地山混乱土)

14.茶色土(2cm以下の土器片を少量混入し、混入物の長軸方向は不規則。)

15.灰茶色土(2cm以下の土器片を極少量混入し、浪人物の長軸方向は不規則。)

16.賞茶色土((1(I均等に黄色土・茶色土の混合土。1cm以下の土器片を極少量混入。)

17.茶色組粒砂(角型車状の粗粒砂)

18.灰茶色細粒砂

19.茶貧色土(10cm以下の土緑片を少量混入。50005が切ることから路面上の堆積物の可能性大。)

遺物群との対応関係

茶褐色土 :2・3層 50005;炎茶色土 :5層 50005灰茶色土:欠失 50005茶色土 :6層
50005黒茶色土・ 8層 50040:14・15層
【記載注記]

中粒砂等の粒径区分はWentworth(1922)の粒径区介を用いている。

(勘米良亀齢他編(1979)f岩波講座 地球科学 5 地球表層の物質と環境jに自己載)

Fig.5 条坊跡第87次調査基本土層実測図(1/40) 
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階で、廃棄土墳として転用されたものと考えられるo 裏込め土は、上位より茶色土→黄色土と

茶色土の混合土がそれぞれ堆積しており、上位にある茶色土は井戸枠崩壊に伴う土と判断され、

下位に堆積している混合土は、基盤層を形成する黄色土を多く含んでいることから、地山の掘

り起こし後、あまり時間を経ずに井戸造営が行なわれたものと考えられる。

枠内の堆積土および裏込め土内に包含されている遺物には、時期差に換言できる差異は認め

られないため、長期にわたる使用はなされていないものと推定できる。

O 

0 
』

2m 

87SE015土層模式図

1.茶黒色土(炭化物混入、土器多量出土)
2灰茶色土 5黄色プロック土混入茶色土

3.灰茶色砂質土 6.裏込め崩壊土(茶色土)
4灰色粘土 7.黄色土および茶色土の胎土

Fig. 6 87SE015遺構実測図(1 /40) 
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『大宰府条坊跡』区

875El12 調査区中央部にて検出した井戸で、 87SE015同様に溝87SD018に切られている D

井戸枠材は腐植によって残存していなかったが、土質の違いから、丸杭を四隅に配し方形を呈

する枠構造を有していたものと判断できる。一辺1.56mを測る隅丸方形を呈し、残存する深さ

1.88mを測る。枠内および裏込めの堆積土は、まず枠内の堆積土は上位より茶黒色土→灰色土

の関係で堆積しているo また裏込め土は、井戸上位にのみ確認でき、灰白色土が堆積しているo

各堆積土中からは、顕著な遺物の出土が無いことから、井戸放棄後短期間のうちに自然埋没し

ていったものと考えられるo

溝

8750005 調査区西側に南北に延びる直線の溝で、調査区北側において、西へ曲折している。

溝幅約1.5m-----2.0mを測り、残存する深さ約0.81mから0.21mを測る。溝内に堆積した土は上

位より、淡茶色土→灰茶色土→茶色土→黄茶色土→茶黒色土→茶色土→淡灰茶色土が堆積して

いるo それぞれの土が溝全体にわたって確認できているわけではなく、各所に堆積した土の確

認状況から導き出し

た。特に西へ曲折す

る箇所において、堆

積状況が複雑化する

状況にあるo また溝

底部分は凹凸が確認

できるo 各土層から、

遺物が出土している。

溝の方向は別表の通 。
り (Tab.3)。

8750018 調査区

のほぽ中央に南北に

縦断し先述した 87

SD005とほぽ平行し

て検出した溝で、溝

幅約3.0m、残存す

る深さ約0.77mから

0.33mを測るo 溝内

に堆積した土は上位

より黒茶色土→茶色

土→茶黒色土が堆積

しているo 主として

L --.l 

DL=28.500m 

Fig. 7 87SE1l2遺構実測図(1/40) 
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上位二層が溝全体に堆積している。 87SD005同様に溝底には凹凸が確認できる。溝の方向は別

表の通り (Tab.3)0 

8750033 調査区東部中央に北東方向から南西方向へ直線的に延びる溝で、残存長約5.70m、

残存する深さ約O.15mを測るo 残存状況は良好とはいえず、僅かに凹みを確認したにすぎない。

8750040 調査区北西部に僅かに検出した溝で、南から北へ落ちる状況を確認していたが、

調査最終段階で重機により拡張掘削を行なったところ、北側の上がりを確認したため (Pla.

5 )、溝と判断した。残存する深さは約O.52mを測る。溝内の堆積土は、上位より茶色土→灰

茶色土が堆積しているo 溝の方向は別表の通り (Tab.3)。

土墳

875KOOl 調査区南西部に検出した土壌で直径約2.06mのほぼ円形を呈すると考えられるが、

調査区外へ遺構が延びていることから全景は不明である。埋没土の堆積状況は、上位より黒茶

色土→茶灰色土が堆積している。

875K010 調査区の南部、 87SD018の南延長部分に検出した土壌で、調査区外へ展開してい

るため詳細は不明であるが、検出できた範囲では隅丸方形を呈していると考えられる。長軸長

2.90m、残存する深さO.4mをそれぞれ測る。埋没土の堆積状況は、上位より灰色土→茶黒色

土→灰茶色土が堆積しているo

875K020 調査区南部に位置し、 87SE015に切られる状況で検出できた。残存している形状

は不整形で、その大半を87SE015の造営に伴って欠失しているため不明である。残存する深さ

はO.26mを測る。土境内より、土師器の坪が完形に近い形で出土している。

875K143 調査区北東部に検出した不整形の土捷で、北部を河川の氾濫によって欠失してい

ることから、詳細は不明である。北部へ落ちる状況で検出している。

道路

875Fl00 ほぽ同時期に埋没したと考えられる溝87SD005および溝87SD018にはさまれた空

間を道路遺構と認定した。道路面には、小穴が検出されているが、いずれも87SE015ならびに

87SE112と同時期の遺物を出土していることから、屋敷地として機能していた時期のものと考

えられ、道路機能時には全て埋没していたものと考えられる。道路面において舗装事業の痕跡

は確認できなかった。道路の中心軸は、座標北に対しN-0014'-Eの振れを有している (Tab.

3) 0 

875F150 西方へ曲折する溝87SD005と調査区の北端部で検出した溝87SD040にはさまれた

空間を道路遺構と認定した。両者の溝とも西に隣接する試掘調査現場にて延長部分を検出でき

ており、今次調査区より西方へ延び、ているものと考えられる。道路の中心軸は、座標北に対し

N-88
0
24'-Eの方向へ振れている (Tab.3)。道路路面幅は約2.70mを測るo

その他の遺構

875X008 現在の御笠川による氾濫によって掘削がなされた際に堆積した土で、遺跡の残存

-13-
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状況も、当該遺構より北側は欠失している。周辺の

試掘調査により調査区の東南方向へ向けて広がる傾

向にあり、河川の蛇行に伴う掘削が広がっているも

のと考えられるo

875X066 調査区北西部に位置し、調査区外へ西

方に広がるように検出できた。深さ約0.2mの不整 Lー

形の凹み。

875X067 調査区北東部に検出した小穴。茶色土

が堆積しているo

。 25cm 

DL=28.500m 
875X076 調査区南東部に検出した不整形の凹み

で、茶色土が堆積しているo 残存する深さは、約

0.5mを測る。

875X086 87SX086の下位より検出した不整形の

凹みで、残存する深さは約0.66mを測るo

875X137 調査区北東部に検出した小穴で、直径

約0.31mの円形を呈し、残存する深さ0.23mを測るo

埋没土は茶色土が堆積し、遺構内部から完形の土師
Fig.8 87SX137遺構実測図(1 /10) 

器丸底;郎aが 2枚伏せた状況で出土

しているo
掘立柱建物

一遺構II面一

調査区南東部分にのみ検出するこ

とができた。調査区南東方向へ展開 道路側溝

するものと考えられ、周辺の試掘調

査によっても、南東方向へ遺構の検

出が確認されてきているo 調査区内

では僅かな遺構しか検出できなかっ

たため、遺構の性格および具体的な

状況についての検討は、南部の発掘

調査によるしかない。

掘立柱建物

遺構番号

8750005 

8750005 

8750018 

8750040 

道路

遺構番号

875F100 

87SF150 

抽出
Point 

NP 

5P 

EP 

WP 

NP 

SP 

EP 

WP 

抽出
Point 

NP 

SP 

EP 

WP 

遺構任意中点座標
方位角

X座標 Y座標

56.241.200 -45.419.500 
N3

o
7'45"E 

56.219.250 -45.418.300 

56.244.475 -45.421.500 
N84

o

53'52"E 
56.244.350 -45.422.900 

56.235.500 -45.414.150 

56.225.200 -45.414.350 

56.249.300 -45.421.200 
N90

o

E 
56.249.300 -45.423.000 

遺構任意中点座標
方位角

X座標 Y座標

56.236.200 -45.416.700 
NO

o

14'5"E 
56.224.000 -45.416.750 

56.247.000 -45.421.200 

56.246.950 -45.423.000 

8758045 調査区南東部に検出し

た建物で、調査区南東方向へ展開す

るものと考えられるため全容は不明

である o 検出した柱聞は平均で約 Tab.3 条坊87次主要遺構座標値

-14一
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2.424m、建物の座標北方向からの振れは、南北柱方向でみてN-8
0

-Eを示す (Tab.3)0

土墳

87SK 152 調査区南端部分にて検出した凹みで、残存状況は悪く、深さ0.13mを測る。

87SK159 調査区南端部分にて検出した凹みで、残存状況は悪く、深さ0.25mを測るo

87SK 166 調査区南端部分にて検出した凹みで、残存状況は悪く、深さ0.18mを測るo 当該

土壌からは、弥生時代のものと考えられる石斧が出土していることから、周辺地域での弥生時

代 の 遺 跡の存在をうかがわせる。(中島恒次郎)

4 )遺物

掘立柱建物出土遺物

87SB045b (Fig. 9 ) 

須恵器

蓋 3(1) 口径16.0cmを測るo 偏平な形状で天井部は組いへラ削りを行なう。

F一一一一 ー一一ーニュー司 ーョ・圃・・圃圃』ーー一

01，Dcm 

Fig.9 掘立柱建物出土遺物実測図

井戸出土遺物

87SE015 (Fig.1O'"'-'12) 

須恵器

鉢 (86'"'-'88) 86・87は口径23.1・24.0cmを測る。胎土はいずれも精選されそれぞれ明灰色、

淡灰色を呈し、焼成も良好である o 86は口縁端部を玉縁状に内側に折り曲げた痕跡が観察され

る。 87の底部は糸切りで、口縁部は内外面とも黒色を呈する。いずれも篠窯系と考えられる。

88は口径27cmに復原され、胎土は砂粒を多めに含み組い。青灰色を呈し焼成、還元ともに良好。

搬入品(産地不明)と考えられる。

土師器

坪a(1 '"'-'50) 口径10.3'"'-'12. 5cm、器高1.7'"'-'2.8cmを測るo 底部は磨耗しているものを除

き、すべてへラ切りされる o 体部下位もしくは中位に屈曲を有するものが多い。小皿aに分類

できる可能性もある。

小皿a2 (51) 口径14.0cm、器高2.6cmを測るo 口縁部が丸く外反し、口縁端部の内側に

は浅い沈線が巡るo 手担ねで器肉は薄く仕上げられ、外面体部から底部に指頭圧痕が残ってい

る。畿内よりの搬入品と考えられるo

小皿c(52'"'-'56) 口径11.65'"'-' 13. 3cm、器高2.3'"'-'2.6cmを測る D いずれも皿部を偏平につくるo

椀a(57-----70・78) 口径10.45.........13.1cm、器高2.9.........4.1cmを測る。体部は下位に丸味をもち、

口縁部まで立ち気味で端部を外反させるものが多い。 61-----65・68・69は内面にミガキ bを施す。

68・69は体部が開く o 70は磨耗のため内面の調整は不明。 78は口径15.0cmで内面にミガキbを

施す。 68-----70・78は形態は直線的に上方へ伸び、る体部を有しているが、ミガキ bを施している

F
h
d
 

t
Eふ
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Fig. 10 87SE015出土遺物実測図(1 ) 
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三ヲ ヨ写主

jlJJJゴJJ

Fig.11 87SE015出土遺物実測図(2 ) 
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95 

Fig.12 87SE015出土遺物実測図(3 ) 
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ことから椀aに含めた。

口径11.65---.....13. 3cm、器高4.3---""'6.15cm、高台径6.8---.....8. 9cmを測る。椀c2(71---.....77・79---.....84)

体部に丸味があり、 75・83は口縁部は立ち気味で、その他は外反する。 72・75・77・80---.....84は

内面にミガキ bを行なう。

口径12.0---.....27.8cmに復原される o 91は小窪で外面は横ナデ、 92は内面は窪 (91---.....93・95)

ナデ調整される。 93は外面は叩きの後ナデ消し、内面に指頭圧痕が残る。口縁部外面下から体

部全体に煤状炭化物が付着する o 95は口縁部が立ち気味で、胴部内面は手持ちへラ削りを行な

つ。

胎土は明黄白色を呈し、砂粒を含んで組い。外面に指頭圧痕が多く残るo 中心(94) 器台

部の穴は直径1.4cmを測る。

黒色土器

口縁口径15.lcm、器高6.0cm、高台径8.0cmを測る。体部下位は丸く張り出し、椀c2(85) 

B類。部は直線的に立ち上がるo 内外面とも丁寧なミガキ Cを行なう。

緑紬陶器

口径12.9cmに復原される o 素地は黄茶色を呈し精選され、粕は暗緑色で光沢があ椀 (89)

る。土師質である。

越州窯系青磁

口径16.6cmに復原される。体部は外側へ直線的に開く。素地は、灰色を呈し精選椀 (90)

I類。されているが、粕は剥落している。

石製品

ミニチュア鍋か?滑石製で、最大径2.2cmを測る。小さな脚を推定4足削り出す。鍋 (96)

瓦類

XN類。

て一一」ーイ

巴〆?

平瓦 (97) 凹面に布目圧痕、凸面は平行線叩きに「未」の左字を記す。

ミ三二仁二弓371

℃二二主とイ

モヨ/ノ
ト一一ーと三ユベ~ 7 

にI二ヨ5

にご寸 フグ

:仁三三ラ下
物
協
協
P
，ハ 15 

87SE015各土層出土遺物実測図
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87SE015灰茶色土 (Fig.13)

土師器

小皿a(1----...4) 口径10.6-----11. 4cm、器高1.7-----1. 9cmを測るo 底部はすべてへラ切りされ

る。 2は口縁の内外面に黒色の炭化物が付着する。

椀a(5・6) 口径12.4・12.2cm、器高3.5・3.0cmを測るo 体部下位に丸味があり、口縁

部はわずかに外反する。いずれも体部は横ナデ、見込みには不定方向のナデ調整を行なう。底

部はへラ切れ

87SE015灰色粘土 (Fig.13)

土師器

王手a(8) 口径l1.8cm、器高1.9cmを測るo 見込みは不定方向のナデを行ない、外面底部に

板状圧痕が残る。底部はへラ切り o

87SE015黄茶色土 (Fig.13)

土師器

坪a(9) 口径11.4cm、器高2.5cmを測る D 見込みから口縁部外面にかけて黒色の炭化物が

付着する。底部はへラ切り。

石製品

砥石(10) 残存長5.6cm、幅5.4cm。使用痕が不明瞭で砥石とは断定できない。材質は硬質

砂岩。

金属製品

万子 (11・12) いずれも鉄製。 11は小ぶりで、残存長6.0cm。刃部と中子が残る o 12は腐食

のため刃部の大きさは不明。

釘(13----...15) 鉄釘。 13は折れ曲がった頭部が残り、 14・15は両端とも欠損するo 断面はい

ずれも四角形である D

87SEl12 (Fig.14) 

須恵器

鉢(5・6) 6は口径24.0cmに復原されるo 胎土は黄白色を呈し、口縁部の外側は黒灰色

となるo 瓦質である。 5は小片だが、胎土は明灰色を呈し精選される。焼成良好。いずれも篠

窯系。

土師器

丸底坪c(4) 口径15.0cm、器高5.lcmを測るo 内面はミガキ bを丁寧に行ない、外面体部

下位は爪を立てたような圧痕が残るo

灰紬陶器

椀(2 ) 高台径6.8cmを測る。見込みは平滑になっており、外面は体部下位から底部にかけ

て黄白色のヌタ(? )がついている。底部は糸切り o

-20ー
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Fig. 14 87SE1l2出土遺物実測図

越州窯系青磁

椀(3 ) 素地は茶灰色を呈し精選されている。粕は茶色味の強い緑灰色で光沢がある。口

縁部内面に毛彫りの文様が帯状に巡る。 III類。

白磁

皿(1 ) 素地は灰白色を呈し、やや粗い。外面は露胎で、体部下位はへラ削りされる。 II

類。椀のW類とも考えられる。

土噴出土遺物

87SK001 (Fig.16) 

土師器

小皿a2 (1) 口径11.2cm、器高0.9cmを測る。口縁部内側に浅い沈線が巡る。底部はへラ

切れ

丸底ヰa(2) 口径16.0cm、器高3.5cm。内面はミガキ bを施しているo

黒色土器

椀c(3) 高台底部は欠損するが径6.0cm前後を測る。内面にはミガキcを施し、体部は丸味

があるo A類。

87SK010 (Fig.15) 

土師器

小皿a(1""'"'3) 口径9.9""'"'10. Ocm、器高1.0""'"'1.3cmを測り、底部はいずれもへラ切りされる。

丸底坪a(4) 口径14.8cm。内面はミガキbを施し、外面は指頭圧痕の上から丁寧にナデを

行ニなっている。

87SK010 

ベヶーーにz グ て一一一~ー グ 2

~ ムダイミ三長矛
Fig.15 87SKOI0出土遺物実測図
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87SK010茶黒色土 (Fig.15)

白磁

口径13.5cm、器高3.7cm、高台径6.4cmを測る。素地は灰白色を呈しやや粗く、わ皿(5 ) 

口縁部外面に推定 5.-...， 6ずかに空色味を帯びた透明感のある粕が外面体部下位まで施されるo

箇へラで押圧して輪花をっくり、見込みには段がつく。外面は体部上位までへラ削りを行なう o

未分類。

金属製品

鉄製で、折れ曲がった頭部が残る。残存長2.7cm。断面は四角形と考えられるo釘(6 ) 
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Jfa (4 '"'"'12) 口径11.35-----13. 05cm、器高2.6'"'"'3. 2cmを測る o 5は内外面に黒色の煤が付

着する。磨耗したものが多いが、概ね明黄白色を呈し、底部はすべてへラ切りであるo

椀c1 (13・14) 口径12.8・13.25cm、器高3.8・4.1cm、高台径7.6・7.7cmを測るo 直線的

に体部が開く。 14は、体部内外面とも横ナデを行なう。

黒色土器

椀c2 (15) 口径16.7cm、器高5.75cm、高台径8.9cmを測る。内面は丁寧にミガキ Cを行な

い、外面はナデによる凹凸がついている o 口縁部外面まで黒変している o A類。

87SK143 (Fig.16) 

土師器

椀c1 (16) 口径12.6cm、器高4.4cm、高台径8.0cmを測る。体部は直線的に聞き横ナデ調整

されている。

越州窯系青磁

椀 (17) 底部径7.7cmを測るo 底部は円盤状をなし、見込みに白色の目土が残るo 素地は明

灰色で、黒色の細粒を含み、黄茶色のやや光沢のある粕が体部外面中位まで施される。 II-2類。

狛犬(18) 高さ6.5cmほどを測る。素地は灰色で、黒色の細粒を含み、褐色の柚が内外面に

まわっているo 中空構造になっているが型造りではなく手作りである。顎部は欠損するが、顔

面の右端のやや開いた下唇に牙が貼付され、口は阿形になっている。目、耳、鼻、足は粘土を

貼り付け、たて髪や自の輪郭はへラを使って成形され、台座等に接合されていたと考えられるo

II類と同様の素地質を有する。

87SK159 (Fig.17) 

須恵器

蓋c3 (19) 口径19.05cm。天井部は丁寧にへラ削りされ、擬宝珠状のつまみがつく。

坪c(21・22) それぞれ口径11.1・13.3cm、器高3.45・4.1cm、高台径7.3・9.4cmを測る。

体部は横ナデ、見込みには不定方向のナデを行なう o

.ITila (20) 口径15.6cmに復原される。底部はへラ切り。口縁部内外面とも黒変する。

窪 (23) 口径30.0cm、器高25.4cmに復原される D 横耳を推定二個貼り付け把手にしているo

外面は体部上位まで平行叩きを行ない、内面に同心円の当て具痕が残る。明灰色を呈し、焼成

.還元ともに良好。

87SK166 (Fig.17) 

須恵器

蓋 3 (24) 口径12.8cmを測る。天井部はへラ切り後ナデ調整。内面は平滑で、転用硯と考

えられる。口縁部外面は黒灰色になっている。

査蓋 (25) 口径16.8cmに復原されるo 天井部はへラ削りされ、口縁端部を丸く外側にひき

出している。

内
べ
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口径11.1'"'-' 14 . 9cm、器高3.5'"'-'4. Ocmを測るo 体部を横ナデ、見込みは不定方坪c(26'"'-'28) 

向のナデを行なっている。底部はへラ切り。

口縁部のみの破片である。内面に自然粕が付着し、外面にカキ目が残るo翠 (30)

土師器

¥ー-1ェーーノ20

31 

こ d
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87SK166 

モ三う lOcm 。
土壌出土遺物実測図(2 ) 
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『大宰府条坊跡JIX

皿b(29) 胎土は明赤褐色を呈する。小片で、磨耗しているため調整は不明。

石製品

石斧 (31) 残存長6.0cmで、刃部は4.9cmを測る。一部刃こぼれで欠損する。材質は緑色片

岩。混入品と考えられる。

溝出土遺物

875D005 (Fig.18) 

須恵器

円面硯(3 ) 底部径23.Ocm。圏台は高めで、大ぶりの硯と考えられる。外面は茶褐色から暗褐

色を呈し、焼成は良好。外面に格子叩きの痕が残る。圏台部には円形と長円形の透かしがあるo

土師器

丸底杯a(4・5) それぞれ口径14.7・14.8cmを測る。内面はミガキ bを行ない、 5は押

し出しされたところに指頭圧痕が残っている。

緑紬陶器

椀(2 ) 高台径は6.0cmに復原される。明灰色の素地で精選されており、土師質に焼き上げ

られているo 底部は糸切り後高台を貼付するo

灰柚陶器

椀(1 ) 口径13.8cmを測る。素地は明灰色を呈し精選されている。体部は横ナデを行ない、

残存部に柏は確認できなかった。

越州窯系青磁

椀(6 ) 高台径6.6cmを測る。素地はやや茶色味をおびた灰白色で精選されているo 全面施

粕後、高台畳付の紬はカキ取られ、目跡が残る。 1-2類。

白磁

椀(7 ) 口径16.0cmを測り、長い玉縁の口縁をもっo N類。

石製品

器種不明(8 ) 滑石製で、口径2.2cm、高さ2.0cmほどの筒状の容器を 2つ連結させたまま

削って成形しているo 底部内面は扶り痕を残すが、他は丁寧に削られるo 用途不明。

875D005灰茶色土 (Fig.18)

須恵器

鉢(9'"'-' 11) 9と10は同一個体と考えられ、口径は22.2cmに復原される。口縁部を内側に

折り曲げ玉縁状につくる D 底部は糸切り。 11は破片だがやはり口縁部を内側に折り曲げたもの。

いず、れも胎土は灰白色を呈し、口縁部外面が黒灰色になっており、瓦質に焼成されている。篠

窯系D

土師器

F
H
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87SD005・040出土遺物実測図Fig.18 

口縁端部及び底部の一部を欠くが、器高7.0cm、最大径7.2cm程で、横ナデ調整小査 (19)

されるo 体部と底部の一部が黒色になっている。

8750005茶色土 (Fig.18)

土師器

口径11.6cmを測り、皿部は体部が外側に聞き偏平になっている D小皿c(13) 

緑紬陶器

高台径7.4cm。素地は灰色から茶灰色を呈す。高台の形状は、高台内面に段がつき、皿(14)

高台の内側にはハリを使った痕跡が残る。底部は糸切り o 須恵質で近江産と考えられる。

-26-
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Fig. 19 87SD018出土遺物実測図

椀 (12・16) 12は高台径8.2cm。円盤状の底部の内側を削って高台をつくる。素地は灰色か

ら茶灰色を呈し、黒色の細粒を含む。黄色味の強い緑灰色の粕が内面に残る。 II-2a類。 16は

高台径8.1cmを測る。素地は精選されるが、紬は発色が悪く灰色味をおびた黄緑色を呈する。

全面施紬後、高台畳付の粕をカキ取る。 1-2類。

白磁

皿(15) 口径16.0cm前後に復原されるo 外面は体部上位まで削り、見込みには段があるo

やや黄色味をおびた白色の不透明な粕が施されるo 羽類。

瓦類

丸瓦(18) 凹面は布目圧痕、凸面は斜格子叩きで「小ト瓦」の左字が記される。 X類。

875D018 (Fig.19) 

須恵器

鉢 (2"-'5) いず、れも篠窯系の鉢で、 2の底部は糸切り。 3"-'5は口縁部を玉縁状につく

るo 3は口径23.4cmに復原され、 2・4・5は瓦質になっている。

白磁

椀(1 ) 口径14cmを測る o 素地は灰白色を呈し精選され、紬は淡く空色をおびた透明粕で

光沢があるo 口縁端部は玉縁の変形したものと考えられ、 II類と考えられる。

875D018黒茶色土 (Fig.20)

須恵器

猿面硯(18) 凸面はハケ調整で、須恵器壷の転用硯である。凹面は平滑でわずかに墨痕が

残る。

土師器

丸底坪a(1"-'3) 口径14.6"-'16. Ocmを測るo いずれも内面にミガキbを行なう D 底部はへ

ラ切りであるo

緑紬陶器

椀(4 ) 高台径は8.2cmを測るo 見込みはへラ磨きされ、底部はへラ削りを行なう o 見込み

と外面底部にハリの痕跡が残っている。須恵質。

-27-
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灰軸陶器

椀(5 ) 高台径7.4cmを測る。底部は糸切り。見込みが平滑になっており、使用による磨耗

と考えられる。見込みと外面の体部から高台にかけて淡く赤色顔料が残る。

段皿(6 ) 口径14.0cmを測る。素地は明灰色を呈し精選されるが、砂粒を多めに含んでい

る。口縁部は外側からへラで押圧し輪花をつくるo

越州窯系青磁

椀(7・8) 7は高台径7.2cm。素地は明灰色を呈し黒色の細粒を含む。化粧掛けの上から

施紬されるが発色が悪い。見込みに白色の目土が残る。 II-2類。 8は口径14.6cmで、素地は

精選されている o 体部外面はへラで縦方向に押圧し、口縁部は刻みをいれて輪花をつくる o

1-2b類。

白磁

椀 (9'"'"'14) 9は灰白色の精選された素地に淡い空色をおびた光沢のある粕が施されてい

るo 輪花になっており、 E類と考えられる。 10は口縁に玉縁をもち、体部上位まで削るo N類。

12は見込みに浅い段をもち、体部外面は片切り彫りで線刻される。体部下位以下は施粕しないo

X1I-1b類。 11は口径19cm前後、器高7.0cmを測り、精選された素地に空色味をおびた透明粕が

施される o XI類。 13は口径15.2cm、器高7.1cmを測る。見込みに段があり、口縁部がわずかに

外反する。 V-1類。 14は高台径6.2cm。高台を浅く削りだし、青味をおびた透明紬が施されて

いる。 N類。

皿(15) 口径11.0cm。外面は口縁部下まで削り、見込みに段をもつo 粕は淡い空色を呈し

た透明粕である。 II-la類。

石製品

石鍋 (16) 平底で底部径は20.0cm前後o 内面の削りは粗く、底に黒く焦げた物質がこびり

っき、体部外面は黒色の煤が付

着する D 滑石製。

器種不明 (17) 板状で角は

丸く削られ、凹面は平滑になっ

ている。滑石製。硯の可能性が

あるo

砥石(19) 4面使用され、

敵打痕が残る D 材質は砂岩。

金属製品

鎌 (20) 鉄製鎌の刃先。厚

さは0.35'"'"'0.lcm。

r 宵了 ぃ斗イ
日:d¥ιゴご:d.

¥4.d ¥ 七プデ

Fig. 21 87SD033出土遺物実測図
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8750033 (Fig. 21) 

白磁

椀 (1""'7) 1は高台径5.8cm。高台を高く削りだし見込みに浅い段をもっo 粕は灰色味を

おびた透明粕である。 V類。 2・5・6はそれぞれ高台径6.7・6.1・7.4cmを測るo 高台を浅く

削りだし、体部外面下位まで淡い空色をおびた透明紬が施される o N類。 3・4は高台の内側

を斜めに削り、わずかに青味をおびた透明粕に細かい貫入がはいる o II類。 7は口径16.0cmを

測り、体部外面上位まで削って、口縁端部を外反させる。紬は淡い空色味をおびた透明柚が施

される。 v-2類。

8750040 (Fig .18) 

平瓦 (20) 凸面に斜格子と三重の半円を合わせた叩き痕が残るo

その他の遺構出土遺物

875X002 (Fig.22) 

須恵器

鉢(1 ) 口径25cm前後を測る。胎土は灰色を呈し、細かい黒色の粒子を多く含んでいる。

口縁は内側に折り曲げて玉縁になっている。篠窯系。

875X008 (Fig.22) 

越州窯系青磁

椀(2 ) 高台径7.4cmo 高台は円盤状の底部の内側を浅く削り取る。粕は内面は剥落するが

化粧土がかかっており、やや黄色味をおびた緑灰色を呈する。 II-2a類。

白磁

椀(3 ) 口径15.0cmを測る。口縁部が緩く内湾し、灰白色の素地に、淡い青色を帯びた透

明粕が施される D 貫入あり o II-3x4類。

陶器

査(4 ) 底部径7.6cm。素地は灰色で白色の砂粒を含む。高台形状と、胴部下位に目跡が残

存することから四耳壷羽-2類と考えられる o また全面施粕されるが、粕はやや発色が悪く、

くすんだ灰緑色を呈し、手由調からA'類に分類される。

金属製品

釘(5・6) 鉄製釘で、両先端とも欠損するo 断面は四角形であるo

875X012 (Fig.22) 

須恵器

鉢(8 ) 胎土は灰白色を呈する o 瓦質である。口縁は玉縁をつくり、内側に浅い沈線が巡

る。篠窯系。

越州窯系青磁

nυ つd
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Fig.22 その他の遺構出土遺物実測図(1 ) 

椀(7 ) 高台径7.3cm。素地は黄色味をおびた灰色を呈し精選されている。全面施粕後、高

台畳付のみ紬をカキ取るo 見込みと高台底部には目跡が残っている。 1-2a類D

白磁

椀(9 ) 口径16.4cmを測る。外面の上位まで粗く削り、青味をおびた半透明の粕が施され

ている。体部は外側へ明臥状に開いて、口縁端部が外へ折れ曲がる o V -4類。

87SX026 (Fig.22) 

金属製品

釘 (11) 鉄製釘の頭部。残存長2.7cm。断面は四角形を呈す。

87SX039 (Fig.22) 

金属製品

釘 (12) 鉄製釘。頭部の一部を欠損する。残存長6.2cm。

87SX053 (Fig.22) 

越州窯系青磁

椀 (10) 口径21.0cmを測り、体部は直線的に外へ開く。素地は茶灰色を呈し精選され、淡

黄茶色の粕が施されている o 1類。

87SX064 (Fig.22) 

金属製品

一31-
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釘 (13) 鉄製釘。先端部を欠損している。残存長2.7cm。

87SX066 (Fig.23) 

須恵器

『大宰府条坊跡jlX

鉢 (20) 灰白色のキメの細かい胎土で、瓦質であるo 口縁を玉縁状につくる。篠窯系。

土師器

小皿a(14) 口径9.2cm、器高1.65cmを測る。底部はへラ切り後ナデを行なう。

丸底杯a(16'"'"'19) 口径14.65'"'"'15.0cm、器高3.0'"'"'3.5cmを測る。 19は磨耗して調整不明だ

が、他は内面にミガキbを行なっているo

椀c(15) 高台径5.6cmで、低い高台を貼り付けている。見込みは磨きを行なったと考えら

れる。

灰紬陶器

段皿 (21) 口径は12.6cm前後を測るo 素地は明灰色を呈し精選され、紬は確認できなかっ

た。小さい高台を貼り付けるo

白磁

椀 (22'"'"'24) 22は高台径4.9cm。見込みに段がつき、高台を高く削り出す。 V類。 23は浅い

削り出しの高台で、淡い空色の透明紬が外面の体部下位まで施される。 W類。 24は見込みに浅

い段がつく。紬調は淡い空色を呈し、半透明で光沢がある。 II類。

石製品

石鍋 (25) 口径21cm、器高9.5cm前後を測る o 4個の方形の耳を削り出し、外面は横方向に

丁寧に削って成形されている。底部外面から体部上位まで黒い煤が付着する。滑石製石鍋A群。

瓦類

軒平瓦 (26) 胎土は白色砂粒を多量に含む。焼成は良好。内区に左から右へ流れる偏行唐

草文、外区に凸鋸歯文とわず、かに珠文が残っている。

87SX067 (Fig.23) 

須恵器

蓋 3 (28) 口径15.2cmを測るo 天井部はへラ切り後ナデ調整される o 外面は口縁部が暗灰

色に変色し、重ね焼きしたと考えられる。

大蓋 3 (30) 口径は29.Ocmを測り、天井部はへラ削りされる。口縁部内面に鋭い沈線が巡る。

坪c(27) 口径13.5cm、器高3.4cmo 底部から体部へ鋭く屈曲し、外方へ大きく開く体部形

態を有している D

鉢b(29) 口径24.7cmを測り、内面は灰色、外面は暗灰色を呈す。口縁端部は平坦におさ

める。

高坪 (32) 杯部のみ残存、わずかに脚部の接合痕が残っているo 口径26.6cm。底部は口縁

部近くまで粗くへラ削りされる o

-33ー
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土師器

高不b(31) 脚部径11.4cmを測る。脚は下位で外側に開き、先端で下方に屈曲するo 内側

に粘土がねじれた痕が残る。焼成はやや不良。

焼塩査 (33) 胎土は明黄白色で、口縁の一部は黒変しているo 円錐状を呈し、内面はへラ

状の工具でなでたと考えられる。外面には指頭圧痕が残る。 II-b類。

87SX076 (Fig.23) 

越州窯系青磁

椀 (34・35) 34は高台径7.0cm。見込みには段がつき、高台は円盤状の底部の内側を丸く削

ってつくっている。体部外面にへラで縦沈線をいれ、黄灰色の粕を施す。 II-la類。 35は口

径16.6cm、器高5.9cmで、蛇の目高台。素地に黒い細粒を少量含む。粕は明るい黄茶色に発色

する。 II-l類。いずれも化粧掛けされているo

坪 (36) 口径15.1cm、器高4.1cmを測るo 底部は糸切り。素地は灰色を呈し黒色の細粒を含

む。紬は明黄茶色で、口縁部の一部は褐彩である。見込みに黄白色の目土が残る。青磁褐彩。

87SX082 (Fig.24) 

土師器

杯a(37) 口径11.1cm、器高2.5cmを測るo 明茶灰色を呈し、底部はへラ切りされる。

椀c2 (38) 口径12.2cm、器高5.1cm、高台径7.0cmを測る。体部は丸味をもち、口縁は直線

的に伸びる。内面はミガキ bの痕跡が残っている D

87SX084 (Fig. 24) 

越州窯系青磁

椀 (39・40) 39は高台径7.1cmで、円盤状高台をもっ。紬は明るい黄灰色で光沢がある。

II-2類。 40は平底の椀で底部と体部の境を面取りしている。灰色味を帯びた黄緑色の紬が施

され、見込みに白色の目土、面取りされた部分に目跡が残る。 II-3類。

87SX086 (Fig.24) 

土師器

杯a(41) 口径11.4cm、器高3.2cm。体部は横ナデ調整で、底部はへラ切りされる。

椀c1 (42) 口径12.8cm、器高4.7cm、高台径9.0cmを測る。体部は直線的に開き、高台は底

部の一番外側に貼付される。

焼塩壷 (46) 燈色味をおびた茶灰色を呈し、内面に目の粗い布目痕、外面に多数の指頭圧

痕が残るo 筒状の焼塩壷の破片。 I類。

越州窯系青磁

椀 (43・44) 43は高台径6.8cm。素地は茶灰色を呈し精選され、明るい緑灰色の粕を全面に

施した後、高台畳付のみカキ取っている。体部外面にへラで縦沈線をいれる。 1-2b類。 44

は高台径9.4cm。全面施粕後高台畳付の紬をカキ取る。紬の発色が悪くほとんど白濁して黄白

AUτ つu



『大宰府条坊跡』皿

1-2類。色を呈す。

高台径5.2cm。濁った灰緑色の紬を全面に施して、高台畳付の粕をカキ取る。高台皿 (45)

1 -2類。畳付に目跡が残る。

87SX103 (Fig.24) 

須恵器

口縁は玉縁状にっくり、焼成・還元ともに良胎土は灰色を呈し精選されている。鉢 (47)

好。篠窯系。

87SX104 (Fig.24) 

須恵器

口縁は折り曲げて玉縁をつくった跡が観暗灰色を呈し、焼成・還元ともに良好。鉢 (48)

87SX086 
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87SX147 

灰軸陶器

~\\\ 

87SX164 55 

Fig.25 その他の遺構出土遺物実測図(4 ) 

椀 (49) 口径は16cm前後に復原される。素地は明灰色を呈しキメがやや粗い。灰色味をお

びた淡緑色の紬が外面体部上位まで施されるo

87SX109 (Fig.24) 

瓦類

平瓦 (50) 凹面は布目圧痕、凸面は平行叩きで「未」の左字が記される D 焼成はやや不良。

XN類。

87SX131 (Fig. 24) 

土師器

月¥C (51) 口径13.5cm、器高3.8cm、高台径8.1cmを測る。樟色味の強い茶灰色を呈し、内外

面ともミガFキaを施す。底部はへラ削りされる o

87SX137 (Fig.24) 

土師器

丸底坪a(52"'-'54) 口径は15.1"'-'15.2cmo 53は内面にミガキ bを行なう。

87SX147 (Fig.25) 

土師器

嚢a(55) 口径25.2cm前後に復原される。胎土は糧茶灰色を呈し砂粒を多く含んで組い。
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胴部外面はハケ調整、内面は手持ちのへラ削りを行なうロ

87SX149 (Fig.25) 

越州窯系青磁

椀 (56) 高台径8.0cm。円盤状の底部の内側を削り高台をつくる。粕は黄色味をおびた緑灰

色を呈し体部外面下位まで施される o II-2a類。

87SX164 (Fig.25) 

須恵器

坪 (58) 口径16.0cmを測る。明灰色を呈し内外面とも横ナデ調整される。

査蓋 (57) 口径19.0cm前後を測る。天井部はへラ削りされるo

87SX168 (Fig. 25) 

須恵器

小坪a(59) 口径9.6cm、器高2.3cmを測る。暗灰色を呈し、焼成・還元ともに良好。底部

外面に渦状痕が残り、粘土紐の痕跡と考えられる。

87SX171 (Fig.25) 

土師器
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『大宰府条坊跡』皿

椀a(60) 口径14.6cm、器高5.5cm。器肉が厚めで外面は手持ちのへラ削りを行ない、内面

は縦方向、外面は横方向にミガキCを施す。内外面に煤が付着する。

茶褐色土出土遺物 (Fig.26)

須恵器

鉢(2・3) 2は口径21.6cm前後を測り、口縁部を内側に折り曲げ玉縁をつくるo 口縁部

外面は黒灰色を呈し、焼成は瓦質である。篠窯系。 3は明灰色のキメの粗い胎土で、体部内面

は手持ちへラ削りを行なう o 焼成は良好。

土師器

小皿a(1) 口径9.0cm、器高1.2cm。底部はへラ切り o 底部中央に外側から径0.6cmの孔を

穿つ。

椀(8 ) 口径は13.0cm前後を測るo 手提ね土器で粘土紐の跡が残るo 胎土は茶灰色を呈し、

内外面に明赤褐色の顔料が塗布されている。

越州窯系青磁

椀(9・10) 9は口径17.4cm。素地は灰色を呈し、精選されている。明緑灰色の半透明粕

が施される o 1類。 10は口径17.0cmを測り、口縁部が玉縁状になっている。素地は暗灰色で黒

い細粒を含み、化粧掛けの上から灰緑色の粕が施される。 II-f類。

白磁

椀(4 ) 高台径6.4cm。乳白色のよく精選された素地にわずかに黄白色をおびた透明粕が施

されるo 高台は蛇の目高台。 1類。

皿 (5'"'-'7) 5は底径3.4cmo 素地は灰白色を呈し、見込みに浅い段をもっ。 II系。 6は高

台径4.9cmを測る。素地は灰白色を呈し、淡い空色をおびた透明粕が体部外面下位まで施され

るD 底部外面にハマの痕跡が残る o II-1a類o 7は口径12.9cmを測り、灰白色の精選された

素地をもつo 口縁部外面に細くへラで縦沈線をいれ、端部に刻みをいれて輪花とする。 E類。

石製品

器種不明 (12) 側面は凹み削り、中央部は穿孔したと考えられるo 完全な形状は不明。軽

石製。浮子の可能性がある。

金属製品

万子 (11) 残存長5.1cm。刃の幅 1cm程を測る小形の鉄製万子。

瓦類

軒丸瓦 (13) 複弁で外区内縁に珠文、外縁に凸鋸歯文を配する。焼成良好。

整地層出土遺物 (Fig.27)

須恵器
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Fig.27 整地層出土遺物実測図

坪c(2) 口径14.8cm、器高4.6cm、高台径10.0cmを測る。底部はへラ切り後、組くナデを

行なう o 茶灰色を呈し還元不良。

大杯c(3) 口径18.4cm、器高6.0cm、高台径12.8cmを測る o 暗青灰色を呈し焼成・還元と

もに良好。底部はへラ削りされる。

査蓋(4 ) 口径17.0cm。天井部はへラ削りされる。

鉢b(6) 口径27.0cm前後に復原されるo 体部は横ナデ調整され、焼成良好。

壷e(5) 最大径20cm前後を測るo 肩部に断面三角形の凸帯を貼り付け、胴部外面はへラ削

りを行なう。内面に石灰質の物質が付着している。

黒色土器

杯(1 ) 口径は14.0cm前後を測る o 外面は底部から体部へ丁寧にへラ削りし、内外面にミ

ガキaを施すo A類。

白磁

椀(7 ) 椀W類の玉縁口縁の一部。淡い青色の柚が厚めに施されるo 混入品と考えられるo

石製品

石鍬(8 ) 長さ2.0cm、幅1.5cmを測る。黒曜石製の剥片鍛。混入品と考えられる。

表土出土遺物 (Fig.28)

須恵器

鉢(9・10) 9の口径は21.0cm前後を測る。いずれも胎土は灰白色を呈し、口縁部外面が
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宍主 て司弓r平斗イジ?
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。

Fig.28 表土出土遺物実測図

黒灰色になっている。瓦質である。篠窯系。

高麗青磁

デシ

椀 (ll) 高台径6.6cmo 素地は灰色から茶灰色を呈しやや組い。明緑黄色の光沢のある柚が

施され、全面に施粕した後、高台畳付はカキ取るo 見込みに白色の目土、高台畳付に目跡が残

る。 III類。

白磁

椀 (3"-'8) 3は高台径6.9cm。高台の削り出しは組く浅いo N-1類。 4は口径15.8cmo

粕は淡い空色をおびた透明粕で、光沢があり貫入が入る o II -1類。 5・6は口径17.6・

16.8cmを測る。いずれも外面の体部上位まで削る。 N類。 7は口径15.6cm。体部外面中位まで

粗く削る。やや青味をおびた透明粕が施されている。 V-1類。 8は高台を高めに削り淡い空色

がかった透明な紬が体部下位まで施される o V類。

皿(1・2) 口径11.4・11.9cmを測り、いずれも見込みに段がついて高台は浅く削り出す。

紬はやや青味をおびた透明粕で光沢があるo 1は口縁端部がわずかに外反するo 1 • 2とも II-

1a類。(森田レ イ 子 )

5 )小結

今次調査の成果についてまとめると以下のようになる。

・奈良時代の掘立柱建物が検出できたが、調査区南東部へ展開していることから、今次調査
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区のみで、奈良期の土地利用状況に関しての具体化へはいたらなかった。

・大宰府X期を下限とする井戸87SE015および87SE112をはじめとして、居住空間としての

土地利用をうかがわせる遺構が調査区全体に検出できた。

・平安時代後期、大宰府E期に埋没したと考えられる溝 2条を平行して検出し、西側の溝は

調査区北部において西へ直角に曲折しているo 溝にはさまれた空間には、同時期の遺構は存

在せず、道路として機能していたものと考えられる。

-道路側溝の施工時期は、前後関係にある井戸87SE015および井戸87SE112が大宰府X期を

下限とする時期の遺物を出土したことから、その時期以降に求めることができる。

・井戸87SE015より出土した一括廃棄資料中に、平安京より持ち込まれたと考えられる遺物

が混入していたことから、考古遺物の平安京と大宰府における相対時期検討資料を提供した 0

・調査区北東部分は、御笠川の氾濫によって大半を欠失していたo

当該調査区からは、主として大宰府における古代の街区割りにあたる道路痕跡が検出できた

ことが特筆できるo この調査によって、大宰府条坊論が再燃し金田(1989)、狭}I! (1990)、倉

住(1990)の各氏等によって討議がなされ、大宰府条坊の有無に関しての議論に終止符を打つ

ことができたロ現在の状況として、条坊の施工時期および規模に関しての検討が必要となりつ

つあり、その後の発掘調査の進展によって様々な資料が蓄積され、特に大宰府条坊跡第168次

調査による左郭 1坊'"'-'3坊の連続調査を行なった結果、数時期にわたる条坊施工状況が判明し

つつある。(中島恒次郎)
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2. 第98次調査

1 )調査に至る経過

調査地は、太宰府市通古賀 4丁目530(旧地名:大字通古賀字西ノ後)で、共同住宅建設に

先立つ事前の発掘調査であるo 周辺は昭和54年度に区画整理が実施されており、近辺の道路部

分については調査を行っている箇所があるo その折りの所見では西側にある鷺田川が氾濫して

いる箇所が大きく入り込んでおり、また遺構面も大きく削平されている部分があることが判明

しており、当該範囲を調査前に予備調査することとなった。その結果、深い遺構が当該敷地の

東側約半分強に認められ、西側は鷺田川の氾濫が入り込んでいることがわかった。この所見を

受けて関係者間で協議を行ない、平成 2年 7月6日から同月23日にかけて発掘調査を実施する

こととなった。現地での調査に関わる費用のすべては、ナガタ建設株式会社が負担した。

なお、調査対象面積は1，461m2、調査面積は800ぱ、試掘調査は山本信夫が担当し、発掘調査

は狭川真ーが担当した。

2 )層位

現在の水田の表土を除去した段階で黄色粘土の地山から直接切り込むかたちで確認され、遺

構面の上には明確な包含層が確認されなかった。

/ Y-45仰

G.N. 

③98SE015 

⑬ 

。 10m / 

Fig.29 条坊跡第98次調査遺構実測図(1 /250) 
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3 )遺構

検出された遺構は、ほとんどが井戸等の深いものばかりであり、ピットなどの浅い遺構は皆

無に等しかった。したがってこの付近一帯の遺構面は、大きく削平されているものと判断され

たが、それでも奈良時代から平安時代の井戸 6基、土墳 3基、溝 1基、 7世紀後半の大きな溜

まり状遺構などを検出することができた。以下、個別にその概要を記載する。

井戸

98SEOOl 東西3.1m、南北2.7mで略円形のプランを呈し、深さは1.0mを測るo 枠の痕跡

を確認できなかったが、他の遺構の底部の標高と比較して井戸であったものと考えられるo 埋

土は上から黄茶色土、黒灰色土、

暗灰色土の順で盆状に堆積し、

最下層には薄く灰色粘土が溜ま

っていた。

98SE002 東西3.3m、南北

2.9mで略円形のプランを呈し、

深さ1.5mを測る掘り方を有す

る井戸である。遺構面から若干

掘り下げた段階で方形の枠の痕

跡が検出された。枠は四隅に直

径10cm程度の丸木材を立て(底

部の当たる地面をわずかに窪ま

せる)、その側面に横桟を通し

て背後の板を固定するものであ

るo 板材は幅30cm程度のものを

4枚程度並べて一辺を構成して

いる o 枠の底部中央には径

0.4'"'-'0.45mで深さが0.15mの

曲物を据えた跡が確認された。

板材の底部付近で地山の質が変

化し、以下は灰色砂層となるo

当時の湧水層が窺えるロ埋土は

枠内の上から淡茶色土、炭層

(薄い)、黒色土、黒灰色粘土

(粘土化した炭層とみられる)

で底に灰色砂層が若干確認され

~ 

DL=27.500m 

2m 

図式

制
拠
耐
一
一

k
lヲ
[
桝一戸井

Fig.30 98SE002遺構実測図(1/40) 
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し一

DL=27.500m 

タミ
井戸枠組方模式図

Fig. 31 98SE003遺構実測図(1/40) 

し一

0 

DL=27.500m 

2m 

Fig.32 98SE004遺構実測図(1 /40) 
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た。遺物は黒色土からまとまって出土

したが、直上の炭層との境目に特に集

中していた。「乾元大宝」もこの位置

から出土したロなお裏込めの土は茶色

砂質土であるo

98SE003 98SE002に掘り方の一部

を切られている。東西2.0m、南北は

1.6m以上で楕円形プランを呈し、深

さ1.35mの掘り方を有する井戸である。

遺構面から約0.75mの深さで方形の枠

の痕跡を確認した。枠は掘り方内の東

に偏って検出された。一辺0.75m前後

で、幅30cm弱、厚さ 3cm程度の板材を

井桁に組んでいたものと考えられる。

埋土は地山が埋め戻されたような状況

で、黄色粘土のプロック化したものが主

体をしめる。

98SE004 東西2.5m、南北1.75m

で隅丸方形のプランを呈し、深さ1.3

mの掘り方を有する井戸であるo 底部

近くに至って東西1.45m、南北1.15m 

の枠の痕跡を確認した。枠は北側と東

側にごく一部が残存していた程度であ

り、当初の構造は明らかにはできなか

ったが、板材の幅が10cm程度と小さい

ものであること、縦方向に使用したも

のであることは判明している。この長

方形枠の東に偏ったところに径0.37"'-'

0.44m、深さ0.25mの曲物を据えた痕

跡を確認した。埋土は上から茶色粘質

土、灰色粘土で、単純な略水平堆積で

あった。なお灰色粘土中から石帯(巡

方)が出土した。

98SE006 98SX005を切っているo



Ot 
1m 

DL=27.500m 

図式模方温

刻
グ
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Fig. 33 98SE006遺構実測図(1/40) 
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東西2.62m、南北2.50mで楕円形プラ

ンを呈し、深さ1.35mの掘り方を有す

る井戸であるo 遺構面から約0.65mの

深さで方形の枠の痕跡を確認した。枠

は一辺o. 82----0 . 87 mで、幅20crn強の板

材を井桁に組んでいたものと考えられ

るo 枠は掘り方内のほぼ中央に位置し

ているo

98SE015 遺構面で検出した際のプ

ランは3.45x 1.95mの楕円形を呈して

いたが、底部近くまで掘り下げた段階

で不整形のふたつのプランが確認され

た。不整形プラン確認以前の埋土は上

から黄白色粘土(黄色粘土ブロックで

構成される)、暗灰色粘土(黄色粘土

プロックが若干混在する)の単純な堆

積であったo 東側のプラン内には径

0.47'"'-'0.53m、深さ 0.2mの曲物が据

えられており、井戸と確認された。西

側のものは1.52X1.30m、深さ0.25m

を測るもので井戸の可能性が考えられ

るo 両者の関係は明確ではなく、出土

遺物の傾向、各埋没土の質(暗青灰色

粘土)も変わらないことから、 2基併存していたものか、廃棄後に崩落したものかは明らかに

できなかった。

土墳

98SK010 南北0.6m、東西0.25m以上、深さ0.2m以上を測る土墳である。 98SX005を切っ

ているo

98SK013 南北0.7m程度、東西0.6m、深さ0.85mを測る。 98SE015を切っているo

985K014 径0.6m、深さ0.75mで略円形を呈するo

溝

985D008 長さ5.1m、幅0.35----0.75m、深さO.l1mを測る。 98SX005に接しているが前後

関係は明らかではない。

溜まり状遺構

F
D
 

A
守



『大宰府条坊跡』庇

98SX005 不定形

な窪み状遺構で、東

西約4.5m、南北約

し一 ---1 
3.1m分を検出した

が、南及び西にさら

に広がっている。深

さは 0.3mを最深と

する。埋土は上から

淡茶色土、黒褐色土、

茶褐色土の順に堆積

~ するが、黒褐色土中

には多量の遺物が含

まれていた。出土状

態は埋土中に破片と
DL=27.500m 2m 

なった資料が混在する

状況であったが、出土

位置と堆積状況を考慮

すると北側から投棄さ

れたものと考えられるo

98SX020 不定形な

Fig.34 98SE015遺構実測図(1/40) 津み状遅封書で、東西約

9.9m、南北約3.5m分を検出したが、さらに南へ広がっているo 深さは0.3mを最深とするロ埋

土は茶褐色土が主体である。 98SX005と調査区外でつながっているものと考えられるo

その他の遺構

98SX007 98SE006を切る遺構であるo 土壌ないしは井戸の可能性があるが調査区外に延び

ており、今回は性格を特定できなかった。

98SX017 調査区隅で検出した段落ち遺構であるo 周辺の水田普請の際に造成されたものと

みられ、年代的にはきわめて新しいものである o

4 )遺物

井戸出土遺物

98SEOOl黄茶色土層 (Fig.35)

高麗青磁

椀(1 ) 口径15.1cmを測る。内外面ともに施紬され、粕は灰黄色に発色する。胎土は精良
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で淡灰色を呈する。初期高麗青磁 I類。

白磁

椀(2 ) 口径16.5cm、器高6.1cm、高台径6.9cmを測る o 高台付近を除いて全面に施粕され

る。紬は灰白色に発色する。内面見込みに大きな段を持つ。 N-lb類。

陶器

壷(3 ) 底径12.1cmo 硬質に焼成され、暗青灰色を呈するo 底部は未調整である。朝鮮系

の無粕陶器とみられる。

98SEOOl黒灰色土層 (Fig.35)

土師器

小皿a(4) 底部はへラ切りで、板状圧痕が残るo

丸底坪a(5・6) 内面はミガキ b0 6の底部に穿孔があるo

丸底坪c(7) 内面はミガキ b。外面に指圧痕が残るo

1 イ

〈二七メ7ぶ:で
てごlyfZ74

¥ソl ， ••• 7， 
ぞ

98SEOOl黒灰色土

て二コ，r:::::::::::::三フク4

てごーヒゲイ

モ 0:.2
、ミ矛

「 .1 
。 10cm 

Fig.35 98SEOOl出土遺物実測図
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鉢(8 ) 口径23.6cm、器高8.0cm、底径8.5cmを測るo 内外面ともに指圧によって成形され、

のち内面は粗いナデ、外面は粗いハケで調整されるo 焼成はややあまく、胎土は砂粒を多く含

む組いものであるo

高麗青磁

椀(9 ) 口径17.4cm程度に復原されるo 内外面ともに施粕され、淡緑色に発色するo 全体

に貫入が認められるo 初期高麗青磁III-2a類。

98SEOOl暗灰色土層 (Fig.35)

土師器

小皿a(10) 底部はへラ切りである。

丸底杯a(11""'13) 口径14.3""'15. 7cm、器高3.9""'4.0cmを測る D 内面はミガキb、外面はへ

ラ切りのままで板状圧痕が残る。

;坪(14) 都城系の杯片である。外面は横方向の手持ちへラ磨き、内面は右斜め上がりの縦

方向の磨きを施す。口縁内面に一条の沈線があり、その下に細かな波状(螺旋?)の暗文、そ

の下に磨きを重複して大きな螺旋の暗文がみられる。古い資料の混入品であるが、類例が少な

いので紹介した。

98SE002黒色土層 (Fig.36・37)

土師器

坪a(1 ""'38) 口径10.1""'11. 6cm、器高1.0""' 1. 9cmを測る。底部はへラ切りされ、板状圧

痕の残るものも多い。

椀a(39""'50) 口径12.4""'14. 4cm、器高3.2""'4. 3cmを測る。底部はへラ切りされ、板状圧

痕の残るものもあるo

椀c(51------55) 口径14.6""'15. Ocm、器高5.4""'6.2cm、高台径7.0""'8. Ocmを測る。いずれも高

めの高台を有している。内面の調整にミガキ bの見られるもの (53・55)がある。

把手 (56) 長さ 13cm程度の把手である。ナデにより調整される D

黒色土器

小皿a(57・58) いずれも B類で、口径11.4""' 11. 5cm、器高1.8""'2.0cmを測る。内外面と

もにミガキcが顕著である。

金属製品

銅銭 (a) 皇朝十二銭の最後に鋳造された「乾元大賓」である。全部で17枚出土したが、

ほとんどが癒着し、単体に離すことができたのは数枚である。表面は著しく腐食し、錆で覆わ

れているが直径1.9------2. Ocm、穿孔部の一辺は 5mm前後、厚さ 1mm内外である。

98SE002黒灰色粘土層 (Fig.38)

土師器

小IIIla(1 ""' 4 ) 口径10.0------11.0cm、器高1.5""' 1. 9cmを測るo 底部はへラ切りされる D
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Fig. 36 98SE002出土遺物実測図(1 ) 
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56 

。 15cm 丈三雪重さ~8
Fi g . 37 98SE002出土遺物実測図(2 ) 

椀c(5・6) 口径14.6・15.1cmを測るo

98SE003 (Fig. 39・40)

須恵器

蓋c3 (1"--'6) 端部の形状が明瞭な三角形を呈するもの(4・6)とそうでないものとが

あるo 天井部の調整はへラ切りのままで摘み貼付時に生じる横ナデがみられる程度であるo な

お 6の天井部には r-jt七の墨書があるが、摘みが剥離してから記されている。

杯a(7) 磨滅

て-=-1=ー-~

て:一一ーごグ3

て了一1-~

て一一一1-ーグ4

Fig.38 98SE002出土遺物実測図(3 ) 

ハUF
O
 

が進行し調整は判断

しにくいが底部はへ

ラ切りのままであるo

杯c (8) 口径

12.8cmを測る。底部

はへラ切りのままで

ある。

椀c (9) 底径
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Fig.39 98SE003出土遺物実測図(1 ) 



12.2cmと大きめであ

るo

血a(10・11)

て一寸よι~

『大宰府条坊跡.UX

外方へ聞き気味の体

部で、底部はへラ切

口径

りのままである。

高原(12)ーケ万了一
23.5cm、器高9.1cm

(うち午部高1.6cm)、98SE003出土遺物実測図(2 ) Fig.40 

脚端部径12.7cmを測る。坪部底部はへラ切りのままでそこに脚部を貼り付けているo 口縁部の

折り返しは小さく、端部は平坦気味につくる。

口径13.8cmに復原されるo 体部は横ナデされる口壷蓋(13)

14は短頚査の胴部以下とみられる。胴部最大径20.4cm、高台径11.2cmを測る。査 (14'"'-'16) 

内外面ともに横ナデされるが底部は回転へラ削りされる。 15は大型の査とみられ、胴部下半部

を回転へラ削りする。高台はやや外方に踏ん張るような形状を呈している o 16は長頚査で、口

径11.1cmo 頚部中位に浅い一条の沈線がある。口縁端部の折り返しは緩やかで不明瞭な部分もある。

口縁端部内面をわずかに内側につまみ出している。外面には 2条の沈線がみられ鉢 (17)

るo 全体に灰がかぶり粕を施したようにみえる。

土師器

口径16.0cm。表面は風化が進行し、調整不明。界c(18) 

口径13.5cmo 表面は風化が進行し、調整不明。皿 (19)

口径32.2cmo 外面は風化が進行し、調整は明らかでないが、内面はヘラ削りで成要 (20)

形される。

98SE003枠内 (Fig.41)

須恵器

摘みは偏平なボタン状を呈している。天井部はへラ切りのままである。口

15cm 。

三~

「ー

( 1・2) 

ζ三一一

c三三

ぞ
/

蓋c3

98SE003枠内出土遺物実測図
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縁端部の形状は不

明瞭な三角形を呈

しているo

鉢(3 ) 口径

『大宰府条坊跡HX

21.0cm。内外面と

もに横ナデ調整さ

れる。 ¥" ，:.7， U-~-::l 
墾(4 ) 口径

15.6cm。口縁部外

面に小さな突帯が Fig.42 98SE004出土遺物実測図

巡っている。残存する範囲内で調整は横ナデであるo

9 8SE004 (Fig. 42) 

土師器

椀c(1) 口径15.8cm、器高6.5cm、高台径7.7cmを測る D 外方へ直線的に立ち上がる体部を

有するo

黒色土器

椀c(2) 口径15.7cm、器高6.1cm、底径7.0cmを測る。内面にミガキcを認める o A類。

越州察系青磁

椀(3 ) 口径14.0cmに復原される D 残存部全面に施紬され、粕はオリープ色に発色するが

光沢に乏しい。胎土は精良で、茶灰色を呈しているo 椀 1-1類。

緑紬陶器

椀 (4) 底径5.2cmo底部は糸切りで、粕はかからない。体部は内外面ともに施粕され、粕は淡

黄緑色を呈する。焼成はあまく土師質、胎土は精良で乳白色を呈している。京都洛北産とみられる。

石帯

巡方(5 ) 4. 25cm x 4. 05cm、厚さ0.6cmを測るo 蛇文岩製と見られ、黒灰色を呈し光沢を帯

びる。表面の 4隅に紐通しの穴を穿つ。

98SE006 (Fig.43) 

須恵器

蓋 3(1"-'3) 摘みの有無は確認できない。端部の形状は不明瞭な三角形を呈するo いず

れも天井部はへラ切りのままである。

蓋c3 (4・5) 口径13.0・18.3cm。端部の形状は不明瞭な三角形を呈する。いずれも天井

部はへラ切りのままであるo

坪a(6・7) 口径12.7・15.2cm。底部はへラ切りのままである。

町、c(8・9) 口径14.1・14.5cmo 8の高台は底部と体部の境目付近に接合される o
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Fig.43 98SE006出土遺物実測図

皿a(10・12) 口径14.9'"'-'20.2cmo 底部はへラ切りのままである。

高坪 (13) 口径23.5cm、午部高1.8cmを測る。午部底部は回転へラ削りされ、そこに脚部を

貼り付けている。口縁部の折り返しは小さく、端部を平坦気味につくる。脚部は残存しない。

護(14) 口縁部外面に叩き自の痕跡が認められる。

土師器

杯c(15) 高台径10.0cmを測る o

饗(16) 外面はハケ調整、内面はへラ削りである。

把手(17) 長さ約10cmで、指圧によって仕上げられる。

3'"'-'5・7・8・10・11・14・15は枠内出土、他はその上面の埋土中出土0

98SE015 (Fig.44) 

須恵器

鉢(1 ) 口径19.6cm。口縁端部を肥厚させ、丸くおさめる。篠窯産とみられる。
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Fig.44 98SE015出土遺物実測図

越州窯系青磁

椀(2・3) 高台径7.1・6.9cm。見込み及び畳付けに横長の目跡が観察される。いずれも

椀 1-2ア類。

水 注(4) 1類の水注で、注ぎ口の破片である。破片残存範囲全体に施紬され、紬はオリ

モ子寸-/¥ : 
r、

98SK010 

ーヲf
、、. 。

Fig.45 98SK010. SK013出土遺物実測図
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ープ色に発色し光沢があるo

一部に貫入が認められる。

製塩土器

査(5・6) 外面は指圧

痕、内面は布目痕が観察さ

れる。

い 2・5は全体の埋土中、

4・6は西、 3は東出土。

土墳出土遺物

9 8SKO 10 (Fig. 45) 

黒色土器

小聾(1 ) 口径lO.6cm。

口縁部内面付近にへラ磨き

を行う。

9 8SKO 13 (Fig .45) 

須恵器

鉢(2 ) 口径21.0cm。

口縁端部を肥大化させ丸く

おさめるo 調整は内外面と

も横ナデによるo 篠窯産と

考えられる。

越州窯系青磁

。 lQcm 

Fig.46 98SK014出土遺物実測図

椀(3・4) 3は口縁部に輪華をあしらうもので、 1-2 b類。粕は全体に薄く掛けられ、

灰緑色に発色する o 全体に貫入が認められる o 4は 1-2ア類で、輪状高台の畳付け部分は露

胎となり、そこには 8箇所の目跡が観察される。見込みには沈線状の軽い段があり、その内側

に9箇所の目跡があるo 粕はオリープ色に発色するが光沢はあまりない。

98SK014 (Fig.46) 

瓦

軒平瓦(1 ) 瓦当文様は主茎が左から右に流れる偏

行唐草文で、上外区は珠文帯、下外区は凸鋸歯文である。

平瓦部の凸面は格子叩きである。

溝出土遺物
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9850008 (Fig .47) 

土師器

ミニチュア鉢(1 '""-' 5 ) 口径2.5'""-'3. Ocm、器高2.5cm前

後のもので、すべて手担ねである。口縁部を形成する時の

指圧で体部外面に軽い段が生じているo

溜まり状遺構出土遺物

985X005上面 (Fig.48)

須恵器

『大宰府条坊跡.UX

蓋a1 (1) 口径14.0cm、器高2.2cIl1oへラ切りのままの天井部には格子目状のへラ記号がある o

蓋c1 (2) 口径12.7cm、器高3.4cmで、やや偏平な擬宝珠形の摘みが付く。天井部は回転

へラ削りされるo

鉢(3 ) 復原口径30.6cm。口縁部は内側に大きく折り曲げ、再度軽く立ち上がるo 調整は

横ナデ。

高坪(4・5) 4は口径9.4cm、坪部の器高3.4cmである。底部と体部の境目は明瞭で一条の沈

線があるo 底部は回転へラ削りされたのち横ナデが施されている。 5は、脚端部径11.Ocmを測るo

護(6 ) 口径21.9cm。口縁部の調整は横ナデである。

土師器

皿(7 ) 口径22.9cm。口縁部は強い横ナデによって内外面ともに軽い段を有し、端部を平

J 

¥ I ー〆3
1一 二ご¥→:J
¥--

Fig.48 98SX005上面出土遺物実測図
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坦におさめるo 底部は手持ちへラ削りで調整され、外面の口縁部付近には朱彩された痕跡が認

められる。

98SX005 (Fig.49・50)

茶褐色土、黒褐色土、淡茶色土に分層して取り上げたが、堆積の状況、遺物の接合関係、調

査段階における所見などから遺構北側に一括して廃棄されたものと判断し、 ここではまとめて

報告するo なお参考のために文末に出土層位を記載した。

須恵器

蓋a1 (1 ~ 5) 口径1O.6'"'-'12.6cm、器高2.0""'2. 5cm。天井部はすべてへラ切りのままである。

蓋c1 ( 6 '"'-'13) 口径11.5------14.8cm、器高1.9..-......3.6cmo 摘みの形状は宝珠形、ボタン形の両

三主主¥ 2 

L 

+~2~五三
9 

ど二:ir弐 13

三ユヱノ:

。
Fig.49 98SX005出土遺物実測図(1 ) 
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吋
川
酬
州

K
M協

Fig.50 98SX005出土遺物実測図(2 ) 

者があるo 天井部はいずれも回転へラ削りされるが、 8は掻き回調整が施されるo 8・10・11

の天井部外面にはへラ記号がある。

杯a (14------16) 口径10.5------13. 5cm、器高3.1 ------3 . 9cm。底部は14・15がへラ切りのままであ

るが、 16はやや不明瞭ながら回転へラ削りを施しているとみられるo

杯c(17) 口径11.4cm、器高4.5cm、高台径7.6cmを測る。高台は外方へ踏ん張る形状を呈し

ている。底部、高台内側にへラ記号がある。

皿a(18) 口径23.4cm、器高4.0cm、底径17.3cmo 口縁端部を内側に軽くつまみ出し、稜を

作るo 外面の体部下半から底部は丁寧な回転へラ削りを施すが、作業行程は別とみなされるo

nv 
F
h
d
 



『大宰府条坊跡.UX

口径7.6cm。体部には掻き目の痕跡があるo横瓶(19)

口径22.1cmを測る大窪である。胴部中位に資料の欠落あり正確な器高はつかめ大室 (a)

ないが、およそl11cmに復原されるo

土師器

口径9.3'"'"'11.1cm、器高2.5'"'"'2.7cm。底部は丸底で部分的に指圧痕が残るが、小皿 (20'"'"'22)

最終調整は手持ちへラ削りである。内面及び外面体部は手持ちのナデ調整であるo

口径12.3cm、器高5.1cmを測るo 杯Aとされる典型的な飛鳥の土器で、搬入品であ杯 (23)

るo 口縁端部内面には軽い段があり、沈線状を呈している。外面は底部を手持ちへラ削りで調

2段の斜整し、体部は横方向の手持ちへラ磨きで仕上げる。内面は横方向の磨きを行った後、

め右上がりになる暗文を配し、その境目に螺旋状の暗文を入れるo 見込み部分にも螺旋状の暗

文を 3段に入れる。焼成は良好で硬質、色調は埋蔵環境にもよるものの赤褐色を呈しているo

口径20.8cm、器高6.8cmを測る。口縁端部を内側に軽く折り返し、稜を作る。そ大坪 (24)

の直下は沈線状を呈しているo 風化が著しく調整は不明瞭であるが、内面には斜め右上がりに

なる暗文を配している。見込みにも暗文が存在しているようだが判然としない。

て_-l:~:J.
25 (25・26)皿

は口径18.4cmを測り、

日 目 一一ー一(ー...，." 

1'- ，> ["・・・・・It- / 一一-~ 

， ， ， 

O 

Z 
庁、、一一一

trj 
口縁部をわずかに外

り調整される o 体部

口縁端部

は平坦に作られる o

底部は手持ちへラ削

反させる。

外面に朱彩の痕跡が

98SX020上面出土遺物実測図Fig.51 確認される o 上面で

と同一個体の可能性がある o 26は口径21.4cm。底部を手持ちへ検出された資料 (Fig.48-7) 

ラ削り調整するo 体部外面から底部の一部にかけて朱彩の痕跡が確認される D

口径21.4・25.4cmo両者とも外面は縦方向のハケ、内面は手持ちへラ削り調整され饗 (27・28)

る。

口径40.Ocmを測る大型の器種で、底部を手持ちへラ削りし、体部外面は横方向のへラ大鉢 (29)

1'"'"' 2cm間隔で不揃いな縦方向の暗磨きを施す。内面は組雑な横方向のへラ磨きを基調とするが、

文を配するo 体部の厚さに比べて底部はきわめて薄く作られている。

2・10・25・28は淡茶色土層、 12・14が茶褐色土層、他は黒褐色土層から出土し(出土層位)

た。ただし23は黒褐色土層、茶褐色土層の両者から出土したものが接合した。

98SX020 (Fig. 51) 

すべて埋没土上面に近い位置から出土した。

-60ー
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須恵器

杯a(1) 口径11.7cm、器高3.0cm、底径

7.9cmを測る o 底部はへラ切り後、へラ状の

工具により平滑に調整されている。

翠(2・3) 口径14.9・18.5cmo 両者と

も口縁部外面にへラ記号がある。

土師器

小皿 (4 ) 口径l1.6cmo 98SX005から出土した小皿 (Fig.50-20----22) と同じタイプのもの

ト~匡三πl
一ー・・.....-、 1

lOcm 

Fig.52 98SX007・017出土遺物実測図

と考えられるが、風化が進行しており詳細は明らかではない。

小饗(5 ) 口径10.0cm。外面は口縁部から体部にかけてすべて縦方向のハケ目である。内

面は手持ちへラ削りである o

その他の遺構出土遺物

98SX007 (Fig.52) 

須恵器

蓋 3(1) 口径16.7cm。口縁端部はやや長めの三角形を呈している D 天井部は回転へラ削

りされる D

98SX017 (Fig.52) 

白磁

椀(2 ) 高台径5.6cmo 体部には乳白色の紬がかかるが、底部外面は露胎であるo XI類とみ

られる。

5 )小結

主要な遺構について埋没時期等を記述してまとめとしたい。

98SEOOl 土師器丸底杯a、小l1llaともにへラ切りで、共伴する陶磁器も白磁椀W類、初期

高麗青磁であり、大宰府却期(11世紀後半)を下らない時期に埋没したものとみられる。

98SE002 土師器杯、椀の法量から大宰府X期 (10世紀後半----11世紀初頭)を中心としたも

のと考えられる。なお、同時に出土した資料中に皇朝十二銭の最後に鋳造された「乾元大宝」

がまとまって含まれていた。この銭の初鋳年代は天徳 2(957)年であるが、永延元 (987)年

には一条天皇による銭貨通用制止の詔が出されることから、詔が全国に普く行き渡ったもので

あるならば、通用していた期間はわずか30年余となる。今回検出された銭の出土状況は、単純

に祭配とも廃棄とも限定できない状況であるが、この詔に影響された廃棄行為の産物とすれば、

土師器の年代観と矛盾するものではない。今後の銭共伴資料の評価に期待したい1)。

98SE003・006 両者とも出土遺物の傾向はきわめて近似しているo 須恵器蓋では端部の形

市

in
b
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状が未だ明瞭な三角形を維持しているものを含むものの天井部の調整は未調整で、粗きが目立

つo 杯にしても調整は粗雑化の傾向があり、 8世紀でも前半には遡らないとみられる。土師器

では供膳形態が未だ多量に出現しておらず、 8世紀後半の典型的な傾向は示していなし」した

がってこれらの資料は 8世紀中頃~後半に位置づけるのが妥当ではないかと思われる。

98SE004 出土した土師器杯は体部が直線的で古い傾向を示しているが、外面の調整はヨコ

ナデで終わっており、大宰府VIA期に該当する資料とみられる。他の資料も特に年代的にはこ

れを下るものではないため、この遺構の埋没時期をここでは大宰府VIA期 (9世紀初頭)と考

えておきたい。

98SX005 出土した土器群のうち須恵器は蓋ではすべて返りを有しているが、法量の点から

11------12cmの小型のものと 13------14cm代のものに 2分される。前者は古い傾向にあり後者はやや新

規とみられるが、連続する型式とみて差し支えない資料である。両者の出土量には大差はなく、

両型式の中間的な年代が考えられよう o こうした傾向を示すものを大宰府 IA------IB期として

捉えており、宮ノ本 4号窯出土資料に近い傾向にあるo 土師器では搬入品である飛鳥の杯の年

代が参考になる。この資料は飛鳥III------N期の遺構に含まれるもので、 IIIの後半から Wの前半に

その主体がおけるものであるo これまでの当該地域の年代観では飛鳥田が 7世紀第III四半期、

Wが第W四半期とみられているo こうしたことから、この遺構の埋没年代は 7世紀中頃から後

半への移行時期あたりと考えておきたい。

なお、 98SX020についても同様の時期と考えられ、性格も同じとみなされる。この調査地に

隣接して、区画整理事業が実施される以前に小規模な調査が行われている(大宰府条坊跡第 9

次調査2>)0 ここでも同様の埋没土がトレンチによって確認されており、この周辺に広がってい

るものとみられる D おそらく調査区外では両者ひとつにつながっているものと思われる o この

遺構の性格については明らかではないが、年代的にみて大宰府を建設する段階のものであり、

大宰府完成時の遺構 (98SE006)がこの上に展開していることから、大宰府都市部分の整地造

成作業に関わるものである可能性が考えられる九

今回の調査は、井戸をはじめとする深い遺構のみの検出であったが、年代的には 7世紀代か

ら11世紀代に至る遺構が確認され、 8世紀以降にはこの地が生活の場となっていたことが井戸

の存在から窺えたことは貴重であるo また、石帯や乾元大宝の出土はここに生活していた人物

の階層をも窺わせるものであるo 今後周辺部の調査が進行することで、大宰府都市における西

区域の様相が明らかになるものと思われる o 狭川真一)

参考文献

1)中島恒次郎 (1992)r大宰府における椀形態の変遷J r中近世土器の基礎研究咽』日本中世土器研究会

2 )山本信夫(1982)IT'大宰府条坊跡』太宰府市教育委員会

3)狭川真一(1993)r大宰府成立期の遺構と遺物J r古文化談叢』第30集(中)九州古文化研究会
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4. 第106次調査

『大宰府条坊跡jIX

1 )調査に至る経過

太宰府市通古賀 2丁目248-1他(I日地名:大字通古賀字権入)において、平成元年3月9

日に(槻福岡日産自動車のショールームならびに整備工場改築に伴なう埋蔵文化財の取り扱いの

有無についての問い合わせが同社からなされた。当地は鏡山猛氏推定復原案による大宰府条坊

跡右郭九条六坊に位置しており、開発対象地域に隣接して、条坊跡第87次調査地が所在してい

ることから、埋蔵文化財の広がりを考えると、当該地域まで広がっていることは容易に推定で

きた。本調査に先立つて、文化財の有無ならびに規模の確認のための試掘調査は、営業との関

わりから不可能で、あるとの協議結果に基づき、開発対象地の分割調査ならびに、社屋解体後に

試掘調査および本調査を実施することで合意をみた。発掘調査は、開発対象地の北半部分を平

成 2年12月13日から平成 3年 3月15日にかけて条坊跡第106次調査として実施した。調査は中

島恒次郎があたった。

2 )層位

当地は、側福岡日産自動車の社屋があった

にも関わらず、既存の建物に伴なう撹乱はな

く、極めて良好な状況で遺構が確認できた。

約0.3mほどの建物建築に伴なう整地層があ

り、その整地層を除去すると、約0.2mほど

の茶褐色土の遺物包含層が堆積しているo こ

の遺物包含層を除去すると下位より遺構検出

面が現われるo 遺構の多くは黄茶色地山形成

茶褐色土

Fig.53 条坊106次基本土層模式図

土に切り込むかたちで検出されるが、調査区の南西部分は黄色土の整地層が覆い、下位に暗黄

茶色の遺構が地山形成土に切り込んでいるo したがって、東に隣接する87次調査の所見同様に

2面の生活面が検出できた。

3 )遺構

東に隣接する大宰府条坊跡第87次調査同様に 2面の生活面を検出しており、検出できた遺構

は、建物、柵、井戸、埋納遺構等多岐にわたり、宅地内部を想像させる遺構構成を有しているo

以下にその概略について記述するo

一遺構 I面ー

建物

10658075 調査区北東部に検出した 2間x4聞の南北棟建物で、柱間総距離(柱心々聞を

qo 
po 



『大宰府条坊跡J1IX

測る。以下特に注記しない場合は同様)は桁行で6.99m、梁行で1095mを測る。各柱聞の平均

距離は、桁行で約108m、梁行で1095mを測る。建物の桁行方向は、 N・4
0
18'-Eである。

10658080 106SB075の西に隣接し、調査区の北部中央に検出した建物で、 2間x3聞の南

北棟である。柱間総距離は、桁行で約6.25m、梁行で、約4.028mを測り、柱間の平均距離は、

桁行で約2.1m、梁行で約109mを測るo 建物の桁行方向は、 N・4
0
24'-Eを測る。

10658085 調査区の中央に検出した建物で、 106SB075および106SB080の南に隣接して検

出できた。規模は 4間x2間の東西棟で、東に廟を設けているものと考えられるo 柱間総距離

は、桁行で約8.55m、梁行で約4.03mを測り、柱聞の平均距離は、桁行で約2.1mほぽ等間で

検出できたが、梁行で約2.2m-----108m前後を測り、梁行に関しては、等間で検出できていない。

東側の廟の出は、約102mを測り、梁行方向は、 N・9
0
17'-Eであるo

10658090 調査区の南端部分にて検出した南北棟の建物で調査区外へ延び、ているため、全

容に関しては、不明確である o 梁行2問、桁行は調査区外へ延び、るため 2聞のみ検出した。柱

間総距離は、残存桁行約4.04m、梁行約3.15mを測る。各柱間の平均距離は、桁行で約2.1m、

梁行で約1065mを測る。桁行方向は、 N・4
0
15'-Eを向いている。

10658095 調査区西部に検出した小規模な建物で、 l間x2聞の南北棟と考えられるo 柱

間総距離は、桁行で約3.33m、梁行で約2.25mを測る。各柱問の平均距離は、桁行で約1065m、

梁行で約1095mを測り、桁行方向はN・1017'・Eを向いているo

10658115 調査区北西部に検出した 1間x3間の東西棟で、柱間総距離は桁行約4.95m、

梁行約1070mを測るo 各柱間の平均距離は、桁行で105m-----1o8m、梁行で109mを測り、桁行

は等聞にない。梁行方向はN-2
0

31'-Eを向く。

10658120 調査区西部に検出した建物で、 2間x3聞の南北棟である。柱間総距離は桁行

で、約7.64m、梁行で約5.2mを測り、柱聞の平均距離は桁行で約2.5m、梁行で約2.4mを測り

南に府が設けられ、約O.5m出ている。柱穴の大きさから、縁側が取り付く可能性も否めない。

桁行方向は、 N-0033'-Wを向いている。

10658125 調査区外へ延び、るのか、柵として考えた方がよいのかは今次調査のみでは確定

し難いが、柱穴の規模から掘立柱建物と判断した。検出できた柱は 2間で、総距離は約6.9m

を測り、方向はN-88
0
-Eを向いている。柱聞の平均距離は、約2.32mを測るo

柵

1065A110 調査区東側に位置し、建物群と後述する106SA130のほぽ中間に配される状況で

検出できた。直線に配されており、柱間総距離は7.068mを測る D 各柱間の距離は約104m-----

2.0mと等聞にない。方向はN-2 o45'-Eを向いている。

1065A130 調査区の東に位置し、 2つの穴が組になるように南北方向に配されるように検

出できた。柱聞の距離は、東西方向で約102m、南北方向で約102m~2.0m と一定していない。

方向に関しても一定していないため、柵とするのかどうか検討を要するところである。
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1065A130 

10m 

Fig.54 条坊106次遺構実測図(1/125) 
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溝

1065D055 調査区南端部分に検出した土

壌状の遺構で、東西方向に延びているロ長軸

長約2.2m、幅約0.4mを測り、深さ0.4------0.6

mが残存していた。埋没土は茶色土が堆積し

ており、炭化物を多く混入している。

土壌

1 065KOl 0 調査区北部に検出できた不整

形の土墳で、長軸長約1046m、短軸長約0.81

m、深さ約0.47mをそれぞれ測る。茶黄色土

が堆積している。

1065K025 調査区南東部に検出できたや

や円形を呈する土墳で、長軸長約4.27m、短

軸長約3.65m、深さ0.25mを測り、土墳底面

には小穴が多く検出できた。黒茶色土が堆積

Fig.55 106SK025遺構実測図(1/60) 
していた。

L 」

。 50cm 

1.茶色土 DL=28.55m 
一一一 2.茶色ブロック混入黄色土 一一一

(地山土に類似しているが茶色土
ブロックを多く混入している。)

1065K030 調査区中央に検出された長楕円形の土墳

で、長軸長約108m、短軸長約0.72mを測るo 残存する

深さは、 0.54mを測る。埋没土は、上位より茶黄色土→

茶黄色砂が堆積している。

1065K040 調査区北西部に検出した小穴で、長軸長

0.63m、短軸長0.45mを測り、完掘時の深さは0.40mが

残存していた。遺構内部には、土師器の奮が埋置された

状態で出土し、聾内部には、土師器の坪が10枚重なるよ

うに納められていた。聾口縁部が遺構検出面より上位に

出ていることから、当時の生活面の標高は、現況の標高

より高かったものと考えられる。

1065K073 調査区北西部に検出した長楕円形の土墳

で、長軸長約0.8m、短軸長約0.4m、深さ約0.38mが残

存していた。茶色土が堆積し、細片化した遺物が包含さ

れていた。

1065K087 調査区北西部に検出できた不整形の土墳

で調査区西方へ延び、ているため全容は掴めていない。検

Fig.56 106SK040遺構実測図(1 /15) 出した深さは約0.32mを測るo 黄茶色土が堆積している。
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106SK163・106SK164・106SK166・106

SK167 

一連の土墳で、 106SK166・106SK167→

106SK164→106SK163の関係で検出した。し

かし、堆積土はいずれも茶色土が堆積してお

り、 106SK166・106SK167に炭化物の混入度

合いが高いという他は、差異は認められない。

残存する深さは0.2m前後を測る。

106SK169 調査区中央の106SK030の南に

検出した長楕円形の土墳で、長軸長約0.72m、

短軸長約0.38m、深さ0.15mを測るo 茶色土

が堆積している。

106SK173 調査区中央に検出した南北に

一、 I

。2
1

DL=29.000m 

Fig.57 106SK184遺構実測図(1 /60) 

長い凹み状の土墳で、長軸長約3.61m、幅約1.00mを測るo 残存する深さは、 O.l1mを測り、

茶黄色土が堆積しているo

106SK178 調査区南部に検出した不整形な凹み状の土墳で、長軸長約1.48m、短軸長約

0.52m、残存する深さは僅かにO.lOmを測るo 茶色土が堆積しているo

106SK184 調査区西部に検出した南

北にのびる長楕円形の土墳で、長軸長約

4.15m、短軸長約2.20mを測り、残存す

る深さは約0.42mを測る。茶黒色土が堆

積している D

106SK198 調査区南東部にて検出し

た不整形の土墳で、長軸長約3.80m、短

軸長約2.00m、深さ約0.2mを測る。遺

構底面は小穴による凹凸がある。茶色土

が堆積している。

その他の遺構

DL=29.000m 

106SXOll 調査区北東隅に検出した

不整形の遺構で、調査区東方に広がって Fig.58 106SK198遺構実測図(1/60) 

いる o 検出した規模は長軸長約5.33m、短軸長(検出長)1.14mを測る。この遺構は調査区か

ら階段状に東方に深くなっており、深さ0.12m→0.26m→0.50mと次第に深さを増している。

東に隣接している条坊跡第87次調査区の遺構検出面の標高が、当該調査区の標高と比較して深

くなっていることや、検出した各遺構の深さの比較から考えても、平安時代当時の標高差が現
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在まで残存していた可能性が高い。したがって106SXOllの遺構形

状からみて階段であった可能性が出てくるo 遺構内の埋没土は、茶

色土が堆積していた。

1065X050 調査区南部に検出した不整形の凹みで、検出した遺

構の規模は約3.00m四方の範囲に茶色土が広がっており、残存する

深さは0.2mを測る。遺構内に堆積した土の中には、大きな破片の

状態で遺物が出土しており、周辺に散乱していた日常品を凹みへ清

掃廃棄した状況を想定させるように、不規則に出土しているo

1065X098 調査区の東に検出した不整形の凹みで、長軸長2.10

m、短軸長1.96m、残存する深さ0.70mを測るo 遺構内には上位よ

り茶色土→茶灰色土→黄色土が堆積しているo また遺構底面に焼土

塊が西方から投棄された状況で多量に出土しているo

1065X128 調査区西南隅に検出した隅丸長方形の凹みで、長軸

長約0.98m、短軸長約0.55m、深さ約0.17mをそれぞれ測る o 遺構

内には茶色土が堆積している。

1065X132 106SX128の南に隣接して検出した凹みで調査区南方

へ広がゥている。検出した規模は長軸長約0.52m、短軸長約0.38m、

深さ約0.33mを測る。遺構内には、茶色土が堆積しているo

1065X221 調査区中央付近に検出した不整形の凹みで、長軸長

約1.92m、短軸長約0.80m、深さ約0.09mを測る。遺構内には茶色
Fig.59 106SXOll 

遺構実測図(1 /60) 土が堆積しているo

。

DL=29.000m 

1065X246 調査区西部に検出した不整形の凹みで、 106SX

184に切られる状態で南側に広がっている。検出できた長軸長

は約3.70m、短軸長2.25m、深さ0.29mを測る。遺構内には茶

色土が堆積している。

1065X256 調査区南隅に検出した小穴で、下層に展開して

いる建物106SB070の柱穴上面にある凹みであった可能性があ

る。遺構内には茶色土が堆積し炭化物を混入していた。

『大宰府条坊跡jIX

DL=29.000m 

-II面遺構一

建物

10658065 調査区西部に検出した 2間x2間の総柱建物で、

柱総距離は東西方向で約4.3m、南北方向で約3.8mを測るo や
Fig.60 106SX098遺構実測図

や東西方向の柱総距離が長く、正方形の形状は呈していない。(1 /60) 

ハ可
d

n
h
v
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柱間の平均距離は、東西方向が約掘立柱建物

2.17m、南北方向が約1.9mをそ

れぞれ測る。座標北からの建物方

向は、 N・ 1
0

30'-Eを振るo

10658070 調査区南端に検出

した遺構で、柱穴と考えられる穴

を3基検出したのみであることか

ら、建物の規模に関しては判断で

きない。柱聞の平均距離は約1.45

mを測る。

井戸

1065E060 調査作業に際して、

崩壊の危険性があったため完全に

調査を実施できなかった。遺構検

出時の所見から、遺構内に方形を

呈する黒茶色土が堆積しており方

形の井戸枠を有するものと推定で

きるのみである。裏込めの際の土

は灰茶色砂質の土が使用されてい

るo

溝

10650015 調査区中央を南北

に縦断する溝で、検出長は約18.0

m、幅は約1.2m"-'1.8m、深さは

遺構番号

1065B065 

1065B075 

1065B080 

1065B085 

1065B090 

1065B095 

1065B115 

1065B120 

1065B125 
(1065A125) 

道路側溝

遺構番号

10650035 

10650015 

一
道路

O. 06 m "-'0 . 47mを測り、完掘状況

から土墳状の連なりを呈していた。

溝の任意中心軸は座標北方向から

東に 8
0

33'を振る。遺構内には上

位より暗黄茶色土→黄色砂混じり

土が堆積していた。

抽出 遺構任意中点座標
方位角 抽間出距Po離int 

Point X座標 Y座標

C 56.238.050 -45.444.725 
N1

0

30'27"E 3.801m 
e 56.234.250 -45.444.825 

b 56.238.150 -45.433.225 
N4

0

18'16"E 6.995π1 
56.231.175 -45.433.750 

C 56.238.560 -45.436.425 
N4

0

24'34"E 6.178m 
56.232.400 -45.436.900 

e 56.228.800 一45.431.700
N9

0

17'13"E 4.028m 
g 56.224.825 -45.432.350 

C 56.224.075 -45.434.350 
N4

0

15'45"E 4.036m 
e 56.220.050 -45.434.650 

b 56.233.725 -45.446.700 
N1"17'32"E 3.326m 

d 56.230.400 -45.446.775 

d 56.240.650 -45.445.450 
N2

0

31'34"E 1.702m 
e 56.220.050 -45.445.525 

C 56.238.000 -45.441.500 
N0

0

33'45"E 7・640m I 
56.230.360 -45.441.575 

d 56.239.250 -45.429.950 
N88"0'8"E 4.303町1

a 56.239.400 -45.434.250 

抽出 遺構任意中点座標
方位角Point X座標 Y座標

NP 56.239.950 -45.433.260 
N6"52'41"E 

5P 56.219.100 -45.435.775 

NP 56.239.360 -45.436.450 
N8

0

33'9"E 
5P 56.223.900 -45.438.775 

Tab.4 条坊106次主要遺構座標値

10650035 調査区中央を南北に縦断し、 106SD015に平行して検出した溝で、検出長は約

21.0m、幅は約1.5m""'2.0m、深さはO.28m""-'0. 50mを測る。先の106SD015同様に完掘状況

は土壊状の連なりを呈していた。溝の任意中心軸は座標北方向から東に 6
0

52'振っているo 遺

構内には上位より暗黄色土→明黄茶色土が堆積していた。
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道路

1 065F1 00 溝106SD015および106SD035の両者にはさまれた空間が道路と推定できる。道

路路面と推定できる部分には舗装事業は確認できなかった。路面幅は約1.4m"'"'2. 1mとまちま

ちである。道路任意の中心軸の方向は、座標北から約 6010'52"東へ振れているo 政庁中軸線か

らの距離は、西へ約610.52mの位置にあたる。

その他の遺構

1065X299 調査区南隅に検出した不整形の凹みで、建物と推定した106SD070の上位に検出

した。調査区南部へ広がっていることから詳細な規模は不明だ、が、残存長軸長は約2.16mを測

り、深さ約0.25mを測る。(中島恒次郎)

4 )遺物

掘立柱建物出土遺物

10658075 (Fig.61) 

須恵器

鉢(1) 口径27.0cni前

後を測る。明灰色の胎土

に黒色細粒を多く含むが

精選されている。口縁部

は玉縁をつくる D 焼成・

還元ともに良好。篠窯系。

10658090 (Fig. 61) 

土師器

小皿a(2) 口径10.8cm、器高1.9cmを測る。黄白色を呈し、磨耗のため調整は不明。

そ一一一イ ヌ
106S8090 

3 ・'・. 
• ‘

 
、‘

 

、‘
 

、

」ζ プグ2

七工;;J3戸 i/}/
J=3ヲ γd二::=Q610

Fig.61 掘立柱建物(1面)出土遺物実測図

椀a (3・4) 口径13.0・16.4cmを測り、体部下位に丸味をもっ。 4は内面にミガキbの

痕が残る。

椀c(5) 高台径7.7cm。体部下位は外側に張り出し細く高い高台を貼り付ける。磨耗して

調整不明D

10658125 (Fig.61) 

越州窯系青磁

椀(6 ) 高台径7.6cm前後を測るo 茶灰色

から灰色の精選された素地に全面施粕される。

紬の発色は悪く淡い黄茶色を呈し、高台畳付

の紬をカキ取っている。見込みに目跡があるo

1 -2 a類o

:::d， 

7二
10cm 
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10658065 (Fig.62) 

須恵器

坪(2 ) 内面は明灰色、外面は暗灰色を呈し、横ナデされる。

土師器

lIIla (1) 胎土は明赤褐色を呈し、精選されているo 調整は不明。

10658070. (Fig. 62) 

須恵器

町、c(3) 高台径8.4cm。見込みに不定方向のナデを行なう。

黒色土器

椀(4 ) 口径13.0cm、器高5.9cmを測る。胎土は良く精選され、内面に丁寧なミガキCを行

なう。器肉は薄く仕上げられ、外面に指頭圧痕が多く残る。外面は明赤褐色を呈する o A類。

井戸出土遺物

1065E060 (Fig. 63) 

土師器

皿a (1) 胎土は明赤褐色を呈し精選されているo 底部はへラ削りされる D

1065E060灰茶色砂 (Fig.63)

土師器

皿a(2・3) 2の胎土は明赤褐色を呈し精選されている。外面は底部から口縁部近くま

でへラ削りし、内面は丁寧なミガキaを施すo 3は口径14.0cmを測り明赤褐色を呈する。底部

はへラ切れ

椀c1 (4) 口径14.9cm、器高6.1cm、高台径7.7cmを測るo 胎土は淡赤褐色で精選されてい

るD 体部は直線的に開き、高台が底部の外縁に貼付される。

壷(5 ) 高台径9.5cm前後を測るロ高台を八の字に開いて貼り付ける。内面は横ナデ、外面

はへラ削りと考えられる。

饗a(6) 口縁部内外面と胴部外面はハケ調整し、外面の屈曲部に指頭圧痕が残るo 胴部

内面は手持ちへラ削りされるo

1065E060黒茶色粘土 (Fig.63)

須恵器

蓋 3 (7) 口径15.5cmo 明灰色を呈し、横ナデ調整を行なう o 口縁部の内側に浅い幅広の

沈線が巡るが明瞭な稜をなさない。

坪 (8 ) 明灰色を呈し、横ナデされる。

土師器

王手a(9・10) 9は茶白色を呈し、内外面に黒褐色の煤が付着する。 10は皿の可能性もあ
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1065E060灰茶色砂

婁-;;72
宍忌二二三二平一一 づク 3

: 

ヌ 士宮~9
、一一寸:百万三グ15

メグ
¥ 』翌三二グ 10

‘一一E・.

Fig.63 106SE060出土遺物実測図

るo いずれも底部はへラ切りされる。

王手c(ll) 高台径7.2cm前後に復原され明赤褐色を呈する。見込みは丁寧なへラ磨きを行な

い、底部外面をへラ削りし、高台を削り出す。筑後国周辺に分布中心がある。

椀c1 (l2~14) 口径14.8----...17. 45cm。器高6.0~6.7cmを測る o 体部はいずれも直線的に開

き横ナデを行なう o 14は体部外面に沈線が幾重も巡り、意図的に施された可能性もある。

IIll.a (15) 口径18.1cmに復原されるo 底部はへラ切り。
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窪a(17) 口径27.4cm前後を測る。口縁部内側、胴部外面は組いハケ調整を行ない、胴部

内面は縦方向に組く削る o

陶器(越州窯系)

杯 (16) 口径18.8cm、器高5.5cm、底径10.2cmを測る褐紬の杯。素地は灰色から茶灰色を皇

し、黒色の細粒を含む。暗褐色の柚が外面の体部下位まで施され、見込みには目跡が残るo

土墳出土遺物

106SK010 (Fig.65) 

須恵器

蓋 3 (1) 口径16.6cm。明青灰色を呈し、焼成・還元ともに良好。内外面とも横ナデを行なう。

坪c(2) 口径12.6cm、器高3.9cm、高台径8.6cmを測る。体部は直線的に開く。

土師器

室(3 ) 口径21.5cm前後に復原される。口縁部は横ナデ、胴部内面は斜め方向にへラ削り

二三:7'3¥l:ごコ

¥ l1::::::二二口口:工コ=工:::::~コグク 4¥¥」 巴 J 一一)ク 5 

ぞ三コ:ー〆グ
¥i二

106SK025黒茶色土

¥ L二 ?;Jl12

¥ ー」ィ戸グ13

10cmイ
~一一一一一一一一一斗
¥ 

o 

吏三子;I7

↓マィ

ζご ζご

Fig.64 106SK025出土遺物実測図
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を行ニなう。

106SK025 (Fig. 64) 

須恵器

鉢 (10) 口径29cm前後を測り、青灰色の胎土に多量の砂粒を含む。内面は横方向にナデを

行なう。片口と考えられるo

土師器

小皿a(1""'5) 口径9.8""'10. 4cm、器高o. 8""' 1.1cmを測る。底部はすべてへラ切れ 3・

5は底部に板状圧痕が残る。

丸底坪a(6""'8) 口径14.6""'15. 4cmo 6・8は内面にミガキbを行なう。 7は調整不明。

丸底杯c(9) 口径14.2cmo 内外面の調整は不明。外面体部下位は押し出しと考えられるo

金属製品

万子 (11) 残存長11.75cmの鉄製万子o 刃部は先端部を欠く。

106SK025黒茶色土 (Fig.64)

土師器

小皿a(12・13) 口径9.7""'10.lcm、器高1.7-----1. 2cmを測る。いずれも底部はへラ切りされ、

板状圧痕が残る。

白磁

椀(14) 口径17.4cm。淡く空色をおびた透明紬が施される。 N類。

106SK025灰茶色土 (Fig.64)

土師器

小皿a(15・16) 口径9.8・l1.0cm、器高0.9・1.2cmを測る。 16は底部をへラ切りするo 15 

は口縁端部内側に浅い沈線を巡らせ小皿a2の可能性があるo

椀c(17) 口径14.8cm、器高4.9cm、高台径7.2cmを測る。外面は横ナデし、内面にミガキb

を方包す。

106SK030茶黄色砂 (Fig.65)

須恵器

蓋c3 (4) 口径16.9cmを測る。天井部はへラ削りされ、偏平な擬宝珠状のつまみを貼り付ける。

106SK030茶黄色土 (Fig.65)

須恵器

小蓋 4 (5) 口径10.8cmを測る。天井部はへラ切りし口縁端部を丸くおさめる o

蓋c3 (6-----8) 口径は13.4-----17.0cmを測るo 天井部はいずれもへラ削りして、偏平なつま

みを貼付する。

小坪c(9) 口径10.2cm、器高3.7cm、高台径7.8cm。体部は横ナデし、見込みを不定方向に

なでるo

F
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Fig.65 106SK010・030遺構実測図

杯c(10"-'13) 口径11.6'"" 13. 6cm、器高3.5-----4. 6cm、高台径8.4-----9.6cmを測るo 底部はすべ

てへラ切りされ、 12の底部には 2条の平行な沈線を刻む。へラ記号とも考えられる。

小壷 (14) 口径l1.0cmに復原されるo 胴部外面下半はへラ削りし、他は横ナデ調整を行な

う。青灰色から明灰色を呈し、焼成・還元ともに良好。

土師器

大坪c(19) 口径19.6cm、器高5.0cm、高台径10.4cmを測るo 撞茶灰色を呈し、内外面に磨
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きを行なうが単位は不明。

てて て1七k
iiiE1;ih¥2てwイ

子リ戸グ(三寸=:7.

fJ:正 J てコ7.
鋸歯文を巡らせるo 焼

成良好。

石製品

石鍛(15) 現存長

3.1cm、幅1.7cm。材質

はサヌカイト o

106SK040 (Fig. 66) 

土師器

坪a(1 '"'"'10) 口径

11.6'"'"' 12.5cm、器高

2. 7'"'"'3. 7cmを測るo 茶

灰色から灰褐色を呈し、

体部が底部からシャー

プに立ち上がるものと、

体部下位に屈曲をもつ

ものとがある。底部は

すべてへラ切りされ板

状圧痕が残るo

聾b (11) 口径25.8

cm、鍔の直径は31.0cm、

器高26.5cmを測るo 胴

七平7 七ユ-::;l.

。

Fig.66 106SK040遺物実測図
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部内面は手持ちへラ削り、外面は下位に格子叩き、中位から口縁部まで横ナデを行ない口縁部

は直線的に立ち上がるo 鍔は胴部の内側から指を当て貼り付け、鍔の上下の面も指頭圧痕が残

る。胴部外面に径13cm-----15cmを測る楕円形の黒斑が2箇所残存している。

106SK073 (Fig. 67) 

土師器

小lIlla(2) 口径10.0cm、器高1.0cmを測るo 磨耗が著しく調整不明。

大坪a(1) 口径16.0cm、器高5.5cmを測る。体部は直線的に開き、横ナデ調整を行なう。

聾a(3) 胴部内面は斜め方向に手持ちへラ削り、口縁部内面と胴部外面はハケ調整を行

なう。

106SK087 (Fig.67) 

須恵器

蓋 3(4) 口径14.9cm。天井部はへラ削りされる。つまみの有無は不明。

皿a(5) 口径は17.0cm前後、器高2.4cmを測る。底部はナデ調整されるo

106SKl18 (Fig.67) 

瓦類

平瓦(6 ) 凹面に布目圧痕、凸面は斜格子叩きに「佐瓦」の左字を記す。 II-7 b類。

106SK163 (Fig.67) 

土師器

小皿a(7-----14) 口径は10.4-----11. Ocm、器高1.7""'2.2cmを測る。体部下位に丸味をもつo

底部はすべてへラ切り。 13は外面の体部から底部にかけて黒色になっているo

椀a(15) 口径14.0cm、器高3.7cm。器面は磨耗しているが横ナデと考えられる。

小椀c(16) 口径9.2cm、器高3.8cmを測り、高台を欠損する。体部下位に丸味をもち、内面

は横ナデ調整される。

椀c2 (17-----20) 口径12.0""'14. 6cm、18・19は器高4.65・5.9cmを測るo 体部下位から中位

にかけて丸味をもち、 17・20の内面はミガキbを行なう。

1 06SK 166 (Fig. 68) 

土師器

小皿c(22) 口径12.2cm。高台を欠損するo 偏平な皿部に脚が貼付されるo

杯a(21) 口径10.5cm、器高2.0cmを測るo 底部はへラ切りと考えられるo

小椀c2 (23) 口径l1.0cm、器高3.5cm、高台径7.0cmに復原される。体部内外面は横ナデを

行ない、口縁端部を外反させる。

1 06SK 167 (Fig. 68) 

土師器

杯a(24・25) 口径10.2・10.4cm、器高1.9・2.0cmを測るo 底部はへラ切り o
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椀a(26・27) 口径12.2・13.0cmo 26は内外面横ナデを行ない、体部下位は押し出しと考

えられる。 27は調整不明。いずれも底部はへラ切りされ、板状圧痕が残る。

椀c2 (28'"'-'30) 28は高台径6.6cm。体部は横ナデ調整。 29は口径12.2cmを測り内外面横ナ

デされ椀aに高台を貼付したものo 30は口径14.2cm、器高6.1cmに復原され、体部中位で屈曲

し内外面に横ナデを行なう。

1065K073 

iご三二二一一一一==JI----司司、 4

てτ二二コココ二;二コ二

C J 
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Fig.67 土墳出土遺物実測図(1 ) 
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Fig.68 土墳出土遺物実測図(2 ) 
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饗 (31) 口径15.0cmに復原される。胴部内面はナデ、口縁部は横ナデ調整を行なう。口縁

部内面に粘土紐の痕跡が観察される。

金属製品

釘 (32) 残存長6.9cm。鉄製の釘で頭部を欠損するo

106SK169 (Fig.68) 

土師器

小皿a(33------35) 口径は9.6------10. 2cm、器高1.1------1. 35cmを測るo 底部はへラ切れ 33・35

は板状圧痕が残るo

丸底杯a(36・37) 口径12.0・15.1cm、器高2.9・3.3cmに復原されるo 37は内面にミガキb

を行なう。

106SK173 (Fig.68) 

須恵器

小蓋a3 (38) 口径11.2clTlo天井部はへラ切り後組くナデ、口縁端部を断面三角形につくる。

蓋c3 (39) 口径15.2cm。天井部はへラ削り。偏平な擬宝珠状のつまみが貼付される。

土師器

椀c(40) 高台径8.2cm。体部下位で屈曲させ高い高台を貼付するo 調整は不明。

脚付杯 (41) 杯部底径は7.4cm前後を測り、横ナデ調整を行なう o 脚は底部を欠損し正確な

形は不明。脚は 3足と考えられるo

106SK189 (Fig. 68) 

須恵器

蓋c3 (42) 口径13.6cm。天井部はへラ削りされ偏平なつまみがつく。歪みが大きい。

坪c(43) 口径12.6cm、器高4.5cm、高台径8.8cmを測る。底部はへラ切り後ナデ調整する。

土師器

焼塩壷 (44) 口径12.5cm前後を測り、赤褐色を呈するo 外面に指頭圧痕が残り、内面はへ

ラ削りを行なって、器肉を薄く仕上げている o II-b類。

106SK267 (Fig. 68) 

須恵器

蓋c3 (45) 口径15.0cm前後を測る。天井部はへラ切り後、横ナデを行なう。灰白色を呈し

焼成はやや不良。

土師器

小饗 (46) 口径14.9cmに復原されるo 内面は縦方向のへラ削りを行ない、外面は調整不明。

明赤褐色から明褐色を呈す。

護b(47) 煎然土器。口径23.4cmに復原される。内面は同心円の当て具痕の上をナデ調整

し、外面は平行叩きを行なう。口縁部は横ナデ。

-
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Fig.69 溝出土遺物実測図(1 ) 
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10650015 (Fig.69) 

須恵器

『大宰府条坊跡jJX

坪c(1・2) 口径12.5・13.0cm、器高3.4・4.6cm、高台径7.5・9.6cmを測る。底部はへラ

切り o 焼成良好。

土師器

饗a(4) 口径19.6cmに復原される。内面をへラ削りし、外面は粗いハケ目が残る。口縁

部は横ナデ。

黒色土器

椀c(3) 口径17.6cmに復原される。内面に丁寧なミガキCを施し、外面は体部中位までへ

ラ削りを行なう。 A類。

瓦類

平 瓦(6 ) 凹面に布目痕、凸面には斜格子叩きに「小ト瓦」の左字を記す。青灰色を呈し

焼成良好。 x類。

石製品

砥石(5 ) 残存長8.65x 5.5 x 5.1cm。使用面に敵打痕を残す。砥石ないしは台石と考えら

れるo 材質は細粒砂岩。

10650015黄色ブロック混入土 (Fig.69)

土師器

饗(7 ) 口径15.0cmに復原されるo 内面は組いへラ削りを行ない、口縁部と胴部外面は横

ナデ調整である。内外面とも暗褐色を呈す。

10650035明黄茶色土 (Fig.69)

越州窯系青磁

合子(8 ) 口径4.7cm、肩部径6.2cmに復原される。明黄茶色味をおびた紬が全面に施され、

口縁部から肩にかけて自跡が残るo 合子の身部。 1類。

10650055 (Fig.69) 

土師器

杯a (9--....-17) 口径10.1 --....-11. Ocm、器高1.7------2.3cmを測る o 15・17は底部から体部がシャ

ープに立ち上がり、その他は体部下位に丸味をもっo 底部はすべてへラ切りされるo

椀a (19--....-25) 口径12.4-----15. Ocm、器高3.8------4.9cmを測るo 体部下位に丸味をもち、 19は

直口縁、その他は口縁部がわずかに外反する。 22・25は内面にミガキbを施す。

椀c2 (26) 口径15.1cm、器高6.3cm、高台径8.4cmを測るo 体部は緩いカーブをもって立ち

上がる。調整は不明。

黒色土器
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小皿a(18) 口径10.4

cm、器高2.0cmを測る o

内面は丁寧なミガキCを

施す。外面も磨耗してい

るが、ミガキCと考えら

れる。底部はへラ切り o

B類。

10650062 (Fig.70) 

須恵器

」一七二ノ7¥ t:::=:;::::::;3? 29 

iiihiJJU / 
Fig.70 溝出土遺物実測図(2 ) 

皿a(27) 口径14.6cmに復原される。明黄灰色を呈し焼成・還元ともに不良。

1065D134 (Fig.70) 

土師器

杯a(28) 口径は10.4cm、器高2.1cmを測るo 底部はへラ切れ

10650138 (Fig. 70) 

土師器

小.ITlla (29) 口径は10.0cm、器高1.lcmを測るo 調整不明。

白磁

椀 (30) 口径16.5cm前後を測る。外面にへラで縦方向の沈線をいれ、口縁を輪花状に刻む。

紬は淡い空色をおびた透明粕である。 XI-5類。

その他の遺構出土遺物

1065X009 (Fig. 71) 

黒色土器

椀(1 ) 口径14.1cmに復原され、内外面にミガキCを行なう。口縁部は立ち気味で、端部が

わずかに外反する。 B類

三 ヌミ
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106SXOll (Fig.71) 

須恵器

『大宰府条坊跡.Ux

椀(2 ) 体部が直線的に聞き、口縁部内側に浅い沈線が巡る。明灰白色を呈し焼成良好。

鉢の可能性もあるo

黒色土器

椀c2 (3) 口径14.9cm、器高5.4cm、高台径6.3cmを測る。内外面にミガキCを行ない、体

部外面下位に指頭圧痕が残る。黒褐色を呈し焼成はやや不良であるo B類。

越州窯系青磁

杯(4 ) 口径はl1.0cm前後を測り、黄灰色の精選された素地に光沢のある明緑灰色の粕が

施される D 口縁端部をわずかに内側に引き出す。 I類。

白磁

椀(5 ) 口径は16.4cm前後を測る。灰白色の素地に淡い空色をおびた光沢のある粕が施さ

れる。 W類。

106SX050 (Fig. 72) 

土師器

杯a(1'"'-'4) 口径10.0""11. 2cm、器高1.5""2. 3cmを測る o 体部下位で屈曲する。底部は

すべてへラ切り。杯aに分類される可能性あれ

小皿a(15'"'-'18) 口径11.5""12. 4cm、器高2.0""3.4cmを測る。 15は高台が貼付されていた

と考えられ、 16とともに偏平な皿部をもつo 17・18は体部が長く開く。

椀a(19'"'-'26) 口径12.4""15. 2cm、器高3.4""4. 5cmを測る。体部下位に丸味をもち、口縁

部がわずかに外反する o 21は見込みから体部中位までナデを行ない、 26は内面にミガキbを施

す。 24の外面の一部は黒変しているo

椀c2 (27""30) 口径14.4""15.8cm、器高5.7'"'-'6.2cm、高台径7.8""8. 6cmを測る。体部に丸

味があり、口縁部を外反させ高い高台を貼付する白 27は内面にミガキbを行なう o

黒色土器

椀 (31) 口径14.8cmに復原され、内外面にミガキCを施す。口縁部外面まで黒色を呈するo

A類。

緑紬陶器

椀 (32) 高台径8.8cmに復原される D 素地は明赤褐色を呈し、明緑色の光沢のある紬が全面

に施される。見込みに浅い段をもち、体部下位を削って高台を貼付する。高台の内側にハリの

痕が残っているo 土師質であるo

灰軸陶器

器種不明 (33) 素地は明灰色を呈し、高い高台を貼り付ける。見込み部分が平滑になって

いる。
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Fig.72 106SX050出土遺物実測図
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106SX056 (Fig.71) 

土師器

小皿a(6) 口径10.2cm、器高O.8cmを測る o 底部は黒色を呈し磨耗が著しく調整は不明。

底部はへラ切りされる。

越州窯系青磁

椀(7 ) 底径9.2cm前後を測り、底部と体部の境を面取りする。灰色の素地に明緑黄色の粕

を体部外面下位まで施す。見込みに白色の目土、面取りされた部位に目跡が残る。 1-5類。

106SX063 (Fig. 71) 

白磁

椀(8 ) 素地は明灰色を呈し、やや青味がかった光沢のある紬が施されるo 細かい貫入が

入っているo 口縁部は小さな玉縁をつくる。 II-1類。

106SX098茶灰色土
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Fig.73 106SX098出土遺物実測図
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106SX098茶灰色土 (Fig.73)

須恵器

蓋 3 (1・2) 口径12.4'"'"'20.9cmを測る o いずれも天井部はへラ削りされる。明灰色を呈

し焼成良好。

杯c(3・4) 口径12.6・13.0cm、器高3.0・3.6cm、高台径9.0・9.5cmを測る。 4は底部を

へラ切りするo

106SX098黄色土 (Fig.73)

須恵器

小蓋a3 (5) 口径11.6cm。天井部の削りは組い。内面は平滑になっており転用硯の可能

性がある。

蓋 3(6) 口径17.2cmに復原されるo 口縁部は断面三角形を呈す。

坪c(7 '"'"' 10) 口径10.8'"'"'14. 8cm、器高3.9-----4.4cm、高台径7.0-----9. 6cmを測る。 8は茶灰色

を呈し還元不良。

皿a(11) 口径14.0cm、器高2.9cmに復原されるo 青灰色を呈し還元良好。

土師器

皿b(12) 口径18.5cm前後を測る。糧色味をおびた茶灰色を呈し調整は不明。

聾a (13・14) 13は口径25.2cm前後に復原される o 胴部内面は手持ちへラ削り、外面はハ

ケ調整され口縁部は横ナデを行なう。屈曲部に指頭圧痕が残る。 14は口径18.0cmに復原され、

立ち気味の口縁部の内側にハケ目がつく。胴部の調整は13と同じ。外面は黒色になっている o

1 06SXl 03 (Fig. 74) 

土師器

椀c2 (9) 高台径7.4cmに復原されるo 丸味をもった体部に高い高台を貼り付けるo 底部

に径0.6-----0.8cmの孔が推定 5-----6個穿たれている。

106SX122 (Fig.74) 

土師器

小皿a(10) 口径9.9cm、器高1.lcm。底部はヘラ切りされ、板状圧痕が残る。

106SX128 (Fig.74) 

土師器

小illI.a(11'"'"'15) 口径9.6-----10.2cm、器高o. 9-----1. 3cmを測る。底部はすべてへラ切りされる。

106SX132 (Fig.74) 

須恵器

小査 (16) 高台径5.0cmを測る。体部は横ナデ、底部内面は不定方向のナデを行なう o

土師器

小illI.a1 (17'"'"'22・24'"'"'26) 口径9.3'"'"'10. 8cm、器高O.8'"'"'1. 5cmを測るo 底部はすべてへラ
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切りされる。

小皿a2 (23・27) 口径10.6・11.0cm、器高1.0・0.85cmを測る。口縁部内面に浅い沈線を

巡らせる。

小Iill.c(29) 高台径7.6cmを測る。偏平な皿部の中央に径0.5cmの穿孔があるo

椀a(30) 口径12.4cmに復原されるo 体部に丸味をもち、口縁部は外反する。調整は不明。

丸底杯a(31・32) 口径15.4・16.0cm、器高4.0・3.9cmを測る。 31は内面にミガキbを施す。

32は外面に黒色の煤状炭化物が付着するo

丸底坪c(33) 口径15.6cm、器高5.0cm、高台径6.6cmを測る。体部内面はミガキbを行なう o

金属製品

釘 (34) 鉄製で残存長6.0cmを測るが、両端を欠損するo

106SX154 (Fig.74) 

金属製品

釘 (35) 鉄製。断面は四角形を呈す。

106SX157 (Fig.74) 

瓦類

軒平瓦 (36) 凹面は布目痕をナデ消す。瓦当の文様は内区に偏行唐草文、外区に珠文、凸

鋸歯文を巡らす。

106SX159 (Fig.74) 

須恵器

蓋c3 (37) 口径14.5cm。天井部はへラ削りされるo 灰色を呈し焼成は良好。

杯c(38) 口径15.4cm、器高4.1cm、高台径10.6cmを測る o 体部は横ナデ、見込みは不定方

向のナデを行なう o

106SX164 (Fig.74) 

土師器

小皿a(39) 口径10.0cm、器高1.8cmに復原される。底部はへラ切り o 坪aに分類される可

能性がある。

灰紬陶器

段皿 (40) 高台径6.2cmに復原される。底部から体部は横ナデを行ない、高台を貼付する。

越州窯系青磁

椀 (41) 高台径5.5cmに復原される。灰色の精選された素地に灰緑色の紬を全面に施し、高

台畳付のみ紬をカキ取る D 見込みと畳付けに目跡が残る。 1-2類。

106SX178 (Fig.75) 

土師器

小皿a1 (42) 口径10.5cm、器高1.3cmを測るo 底部はへラ切りされ板状圧痕が残る。

Q
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『大宰府条坊跡HX

小lI11a2 (43) 口径10.8cm、器高O.7cmを測る。口縁部の内側に浅い沈線が巡る o 底部はへ

ラ切れ

小皿c(44) 口径11.9cm、器高l.9cm、高台径6.6cm。高台が皿部の中心よりずれて接合される。

丸底杯a(45・46) 口径15.5・16.4cm、器高3.5・3.4cmを測る。いずれも調整は不明。 46

は口縁部内側に浅い沈線が巡り、体部と口縁部の一部が褐色に焦げる。

椀c(47・48) 口径15.5・16.1cm、器高5.3・6.2cmを測る。 47は体部に丁寧な横ナデを行な

。¥ • 又了一 グ 10
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Fig.74 その他の遺構出土遺物実測図(2 ) 

A
U
 

Q
d
 



う。 48は内面が茶褐色から黒褐色を呈す。調整は不明。

金属製品

釘 (49) 残存長7.0cmの鉄釘。両端を欠損する。

1 06SX 184 (Fig. 75) 

106SX178 
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須恵器

饗a (50) 口径20.0cmに復原されるo 胴部外面は組い平行叩き、内面は当て具痕をナデ消

す。茶褐色を呈し還元不良。

土師器

小皿a1 (51-----60) 口径10.4-----11. Ocm、器高1.3-----2.5cm。底部はすべてへラ切りされるo

57は口縁部に黒色の炭化物が付着し、 53は底部中央に径0.5cmの孔があり、焼成後穿たれたと

考えられる o 58-----60は杯aに含めて考えることも可能である。

小皿c(61) 口径11.9cm、器高2.6cm、高台径7.2cmを測る。体部が斜め上方に開く。

椀a(62・63) 口径12.0・12.7cm、器高3.5・4.1cmを測るo 丸味をもった体部は横ナデさ

れる。 62は口縁部が立ち気味で63は外反するo

緑紬陶器

椀 (64) 口縁部をわずかに外反させ丸くおさめるo 黄緑色の粕の上から、濃緑色の粕を施

す。緑紬緑彩。須恵質である。

段皿 (65) 口径は14.4cm前後を測るo 明黄緑色の粕は殆ど剥落している D 須恵、質である。

灰紬陶器

椀 (66) 高台径8.2cmを測るo 底部と体部外面はへラ削りし、高台を貼り付ける D 見込みに

施粕されない部分が円形に残る。重ね焼きの痕と考えられるo

皿 (67) 高台径7.0cmを測る。見込みに粘土が残り、重ね焼きの痕が観察される。底部は糸

切れ見込みに浅い沈線が巡る。

越州東系青磁

椀 (68) 高台径9.5cm前後を測るo 素地は精選され、明るいオリープ色の粕が全面に掛けら

れ高台畳付はカキ取る。 1-2ウ類。

106SX194 (Fig.75) 

須恵器

壷 (69) 口径12.5cm前後を測るo 口縁部を外反させて端部まで丸く肥厚させているo 明灰

色を呈し焼成良好。

106SX198 (Fig.76) 

土師器

小lIIla1 (1 -----8 ) 口径9.6-----10.4cm、器高0.9-----1.2cmを測る。底部はすべてへラ切りされるo

小lIIla2 (9) 口径10.6cm、器高0.9cmを測る o 不明瞭だが口縁端部の内側に浅い沈線が巡

る。底部はへラ切れ

丸底杯a(10-----12) 口径14.4-----16.0cmを測る o 10は調整不明。 11・12は内面にミガキbを施

し、 12の体部外面には指頭圧痕が多く残る。

椀c(13) 高台径6.6cmを測る。体部は丸味がある。調整は不明。
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黒色土器

口径15.6cmに復原される。内外面はミガキcが施されている o B類。(14) 

高麗青磁

椀c2

高台径6.8cmを測り、素地は明灰色を呈しキメが組い。淡い黄緑色を呈する半透明椀(15)

粕が全面に施される。底部外面に焼台の痕が残る。
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106SX198茶色土 (Fig.76)

土師器

小皿a1 (16........25) 口径9.6........10.6cm、器高1.0""""1. 3cmを測るo 底部はすべてへラ切りされる。

小皿a2 (26........28) 口径10.2""""11. 4cm、器高0.6........1.1cmを測るo 口縁端部の内側に浅い沈

線が巡る o 27は底部と体部の境が殆どなく偏平になっているo

王手a(29・30) 口径10.6・11.6cm、器高2.0・2.2cmに復原される o 30は体部下位に丸味が

ある。いずれも底部はへラ切れ

丸底坪a(31........34) 口径13.8""""16. 4cm、器高3.1........3.8cmを測る o 32........34は内面にミガキbを

行なう。押し出しの部分は、 33・34は指頭圧痕が残り 31・32は丁寧になでられるo

丸底坪c(35) 口径14.9cm、器高5.1cm、高台径7.1cmを測る。内面にミガキbを行ない、外

面は丁寧に押し出して緩く丸味をつける。

黒色土器

椀c(36) 口径16.4cm、器高5.8cm、高台径6.2cmを測る。内外面にミガキCを行ない、外面

は体部下位に乱雑な指頭圧痕が残るo 高台は中心よりずれて貼付されている。内面は漆黒色を

呈するが、外面は黒灰色から茶灰色になっている。 B類。

越州窯系青磁

椀 (37) 円盤状の高台は直径6.4cmに復原される。灰色の素地に黒色の細粒を含み、茶黄色

の粕が内面に施されるo 外面は露胎。見込みに白色の目土が残る o II・2類。

高麗青磁

椀 (38) 高台径7.6cmを測り、高台の削り出しは組雑である。素地は灰色を呈し精選され青

味がかった紬を全面に施した後、畳付けの粕をカキ取る。見込みと畳付け部に 5個の目跡がつく。

石製品

器種不明 (39) 滑石製で形態は円盤状である。残存長9.1 x 7 . 5 x 2. 3cmo 

106SX199 (Fig. 76) 

石製品

器種不明 (40) 滑石製で、残存長4.8cm、幅4.3cm、厚さ 1.4cm。片面を長円形に0.8cmほど

削り出し、つまみ状に作る o その側面には径0.2cmほどの穴が貫通しており、内部に鉄心が残

存している。用途としては、石鍋の補填材として使用した例があり参考になる(宮崎県教育委

員会、 1995)。

106SX202 (Fig. 77) 

土師器

饗(1 ) 口径19.4cmに復原される o 口縁部は横ナデされ、胴部は調整不明だが外面に指頭

圧痕が残る。

106SX221 (Fig.77) 
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須恵器

鉢(4 ) 口径23.0cm前後を測るo 口縁端部を外側に折って玉縁状につくるo 篠窯系。

白磁

椀(2・3) 2は口径14.8cmに復原される。素地は灰白色を呈しやや組く、淡く空色をお

びた透明粕が外面の体部中位まで施される o N-1 b類。 3は高台径7.0cmに復原され、外面に

蓮弁を陽刻するo 素地はわずかに灰色味をおびた白色を呈し、精選されている。 E・4類。

106SX226 (Fig.77) 

須恵器

鉢(9 ) 口径23.4cm前後を測る o 口縁部は玉縁をつくる。口縁部外面は黒灰色を呈し瓦質

になっている。篠窯系。

土師器

小皿a1 (5).口径10.0cm、器高1.6cm。底部はナデ調整される。

小皿a2 (6) 口径10.2cm、器高0.8cmを測る o 磨耗しているが、口縁部内側に浅い沈線が

巡る。底部はへラ切れ

丸底坪a(7) 口径12.4cm、器高2.6cm。内面にミガキbを行ない、押し出しが不十分だが

底部に指頭圧痕が残る。

椀c(8) 口径14.2cm、器高5.3cm、高台径6.8cmを測る。調整は不明。

106SX241 (Fig.77) 

金属製品

釘(10) 残存長5.8cm。鉄釘で両端を欠損する。

106SX246 (Fig.77) 

土師器

小I皿a1 (11) 口径10.6cm、器高1.8cmに復原されるo 底部はへラ切り o

緑紬陶器

椀 (12) 高台径6.8cm前後を測る。体部は横ナデして高台を貼り付け、淡い黄緑色の粕が全

面に施されている。土師質である。

106SX247 (Fig.77) 

須恵器

illla (14) 口径18.8cm、器高2.4cmを測り、底部はへラ削りされる。口縁部と内面の一部が

黒色になっている。

土師器

焼塩壷 (13) 口径は12cm前後を測り、明赤褐色を呈する。内面に粗い布目痕が残る o II類

と考えられる。

106SX252 (Fig.77) 
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須恵器

杯c(15) 口径13.0cm、器高3.3cm、高台径9.6cmに復原されるo 焼成・還元ともに良好。

106SX254 (Fig. 77) 

土師器

小皿a1 (16) 口径9.8cm、器高1.4cmを測るo 底部はへラ切れ

椀c(17) 高台径8.2cmを測り、体部下位で屈曲する。調整は不明。

106SX256 (Fig.77) 

須恵器

窪(18) 口径10.3cmに復原される。胴部から口縁にかけて横ナデし、口縁部を外反させる。

土師器

小皿c(19・20) 口径11.1・11.2cm、器高2.2・2.1cmを測る。いずれも偏平な皿部に高台を

貼り付ける。底部はへラ切り。

椀 (21) 口径13.6cmに復原され、体部は丸味をもっ。淡赤褐色から黒灰色を呈す。調整は

不明o

椀c(22) 高台径8.2cm。体部下位で屈曲する。調整は不明。

饗 (23) 口径16.0cm前後を測る。内面は明褐色、外面は赤褐色を呈す。調整は不明。

106SX259 (Fig.78) 

土師器

小皿c(24) 口径11.2cm、器高1.9cmを測るo 偏平な皿部に高台を貼り付ける。底部はへラ

切れ

墾 (25) 口縁部のみの破片。横ナデされる。内側に黒褐色の煤が付着する。

106SX262 (Fig.78) 

土師器

坪a(26) 口径11.7cm、器高3.9cmに復原される。燈茶灰色を呈し、内外面は平滑で磨きが

施されていたと考えられるo

106SX266 (Fig.78) 

緑軸陶器

椀 (27) 高台径7.6cmに復原される。淡黄緑色の粕が全面に施されるo 土師質であるo

106SX268 (Fig. 78) 

土師器

小皿a2 (28) 口径12.0cm、器高0.9cmを測る。口縁部内側に明瞭な沈線を巡らせるo 底部

はへラ切りされ、板状圧痕が残る。

106SX273 (Fig.78) 

須恵器
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その他の遺構出土遺物実測図(5 ) Fig.78 

口径14.1cm、器高5.5cm、高台径9.4cmを測るo 体部は直線的に開き底部はへラ切杯c(29) 

り後ナデ調整を行なう o

高台径7.4cmに復原される。素地は乳白色を呈し、わずかに黄色味をおびた半透明
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自磁

椀 (30)

粕が高台まで施されるo 体部は陽刻の蓮弁を削り出す。 XI-4類。



106SX284 (Fig.78) 

土師器

『大宰府条坊跡JIX

午d(31) 口径13.9cm、器高3.7cm、底径6.8cmを測る。樟茶灰色を呈し、底部から体部下

位までへラ削りし、体部内外面にミガキaを行なう。

106SX289 (Fig.78) 

須恵器

蓋 3 (33) 口径17.0cmに復原され、端部は断面三角形をつくるo

皿a(32) 明灰色を呈し、焼成・還元ともに良好。底部はへラ削りされる。

106SX293 (Fig.78) 

須恵器

大坪c(34) 高台径11.1cmに復原されるo 明灰色を呈し、焼成・還元ともに良好。見込みは

平滑で転用硯と考えられる。

106SX299 (Fig.78) 

須恵器

蓋 1(35) 口径15.0CIl1o天井部はへラ削りされ、口縁部に断面三角形のかえりを貼り付ける。

坪c(36) 口径14.2cm、器高5.7cm、高台径10.25cmを測るo 体部は直線的に聞き、底部はへ

ラ切り後ナデ調整する。

土師器

皿b(37) 口径16.4cm前後を測るo 体部は横ナデし、底部は手持ちへラ削りを行なう。器

肉は薄く仕上げられる。

皿 (38) 口径16.8cmに復原される。燈茶灰色を呈し、体部外面にミガキ aと考えられる痕

跡が残る。

皿c(39) 口径21.0cm、器高2.7cm、高台径15.0cmを測る o 樫茶灰色を呈し、底部と体部下

半はへラ削り、内外面にはミガキaを行なう。

小窪 (40・41) それぞれ口径15.6・13.0cmを測る。 40は胴部内面を縦方向にへラ削りし、

41は外面にハケ調整、内面はへラ削りを行なう。いずれも赤褐色を呈し、胴部と口縁部の境は

明瞭な稜をなさない。

整 (42・43) 42は口縁部を丸く外側へ屈曲させ横ナデを行なう。 43は口径20.3cm前後を測

り、胴部内面を斜め方向にへラ削りし、外面の屈曲部に指頭圧痕が残るo

茶褐色土出土遺物 (Fig.79・80)

須恵器

円面硯(1 ) 圏台肩部径12.8cmに復原されるo 外堤と凸帯を肩部に貼り付け、圏台は長方

形の透かしを入れる o 1 -Cbハ類。
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坪c(2) 口径13.4cm前後、器高3.8cm、高台径8.2cm前後を測る。体部は直線的に聞き、見

込みが平滑になっている。転用硯と考えられる。

皿a(3) 口径18.0cm、器高1.8cmに復原される。底部はへラ切れ体部内面に黒褐色の煤

が付着するo

大聾b(43) 口径40.8cmに復原され、灰色を呈し焼成・還元ともに良好。胴部外面は格子

叩きの上から組いハケ調整を行ない、内面は口縁の屈曲部まで同心円の当て具痕が残るo 胴部

上位に径 1cm程の子しがあり、孔を中心にして放射状に割れる。

土師器

小皿a1 (4 ~32) 口径9.2~10.8cm、器高0.8~1. 4cmを測る。底部はへラ切りされる o 29 

は底部中央が穿孔されている。 26 ・ 32はそれぞれ口径10.4~11.7cm、器高2.0・1.7cmを測り、

郎副こ分類される可能性もある。

小皿a2 (33・34) 口径10.2・11.0cm、器高1.0・1.lcm測る。口縁部内側に沈線が巡るo

底部はへラ切れ

小皿c(36) 口径11.4cm、器高2.2cm、高台径8.2cm。橿褐色を呈し、皿部は偏平になっているロ

椀a(41) 口径12.6cm、器高4.0cmを測る o 体部下位に丸味をもち、口縁部は直線的に立ち

上がるo 底部はへラ切り。

丸底杯a (37~40 ・ 42 ・ 44~51) 口径12.4~15.8cm、器高3.0~4.0cmに復原される o 40・

42・46は調整不明だが、その他は内面にミガキ bを行なう。

椀c2 (52) 口径14.6cmに復原されるo 体部は緩い丸味をもって内外面は横ナデを行なう o

小聾b(53) 口径17.0cmに復原される。胴部外面と口縁部は横ナデ調整。外面に叩き痕が

残り、黒色の煤が付着する。

小童 (54) 口縁端部と体部下位は欠損するが、最大径は6.2cmを測るo 体部から口縁までナ

デ調整される。内面に強くなでた痕跡が残るo

黒色土器

蓋 (55) 口縁端部を丸くおさめ、内外面に細いミガキ Cを丁寧に行なっている。 B類。

小皿c(56) 口径10.9cm、器高2.4cm、高台径8.0cmに復原される。口縁を直線的に引き上げ

全面にミガキ Cを施す。 B類。

緑軸陶器

段皿 (57) 口径12.5cm、器高2.6cm、高台径6.9cmを測るo 体部は横ナデ、底部はへラ削り

して高台を貼付するo 高台の内側に 3箇所ハリの痕が残る。土師質であるo

越州窯系青磁

椀 (58・59) 58は高台径6.5cmを測るo 蛇の目高台で、全面施粕後、高台畳付のみカキ取るo

粕は発色が悪く黄白色を呈する o 1 -1類。 59は高台径6.8cmを測るo 素地は灰色を呈し精選さ

れているo やや青味を帯びた粕が全面に施され、底部に白色の目土が残る。高台の成形技法は
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不明。凹-1類。

査 (60) 底部径7.6cm。胴部外面は削り、内面は横ナデされる。淡黄灰色の紬が底部外面際

までかかる。査ないしは水注。 1類。

白磁

椀 (62) 高台径6.5cmを測るo高台を浅く削り出し内面に淡い黄白色の半透明粕が施されるo

W類。

皿 (61・63) 61は高台径5.2cmoやや空色をおびた透明紬が外面の体部下位まで施される。

II類。 63は大皿で高台径6.6cm。淡い空色をおびた透明紬が外面の体部下位まで施されるo底

部に焼き台の痕跡が残る o XI類。

瓦類

軒丸瓦 (64) 内区は単弁で、外区に珠文が巡る。焼成は不良。

金属製品

万子 (65) 鉄製。中子とわずかに刃部が残る。残存長7. 7 x 1.5 x O. 3cmo 

釘 (66・67)鉄

製釘。 66は残存長

8.5cmo 67は両端を

欠損するo いずれも

断面は四角形。

一寸

ο
…

一

Flj
戸乙三竺主ゴ二ョーへ可 4

。
黄色土出土遺物

(Fig.81) 

須恵器

蓋c1 (1) 口径

13.9cm、器高2.3cm

を測る。天井部をへ

ラ削りし、偏平な擬

宝珠状のつまみと断

ノ， 

「コ

Fig.81 

面三角形のかえりを貼付するo 焼成・還元ともに良好。

蓋c3 (2) 口径14.6cm。天井部はへラ削りされ、口縁端部を断面三角形につくるo

葦 3 (3・4) 口径12.5・12.4cmに復原されるo3は天井部の削りが組雑であるo4はへ

ラ切り後ナデ調整するo いずれも口縁端部を三角形につくる。

翠a(5) 口径23.1cmに復原される。胴部外面に平行叩きを行い、内面に同心円の当て具

痕が残るo 暗赤褐色を呈するo

土師器

-103-
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聾 (6・7) 6は燈茶灰色を呈し、横ナデ調整。 7は胴部内面を手持ちへラ削りし、外面

は 調 整不明。(森田レイ子)

5 )小結

今次調査の成果をまとめると、以下のようになる 0

・出土遺物から、各遺構検出面の形成時期は、 I面が平安時代中期を中心とする時期に、 II面

は奈良時代末から平安時代初期を中心とする時期と考えられるo

-調査区全面に掘立柱建物や柵等宅地を想定させ得る遺構群が展開していることから、居住空

間としての土地利用がなされていたと考えられる。

• 1面に検出した建物群は、建物の建造方向からみでほぼ南北方向のものと、 N-5
0

- E前後

のものがあり 2方向がうかがえること、ならびに建物許容空間から 2時期の建築時期が考えら

れる。なお時間軸上での位置づけは、柱穴からの出土遺物から両者とも平安時代中期に入ると

考えられるが、共時性に関しては、柱穴の切り合い関係が認められなかったことから、今次調

査では判断できなかった。

• II面には調査区中央に道路106SFI00を検出し、政庁中軸線から西方へ約610mの位置にある 0

・II面には道路遺構をはさんで建物を 2棟検出したのみであったことから、居住空間(人々の

生活に密着した空間を指す)としての別は不明であるが、少なくとも何らかの宅地(倉庫・工

房等を含めた空間を指す)としての土地利用は想定できょう。

・調査区全体に黄色の基盤粘質土層が広がっていることから、極めて安定した地盤が展開して

いるo

当該調査区から特筆すべきものとして、 II面目に道路跡106SFI00を検出したことが上げら

れる o 道路を形成している溝 2条の埋没時期が大宰府VIA期に考えられることから、奈良時代

の条路規模を考える上で参考にすべき資料を提供したといえよう o また、調査区全体に平安時

代中期の建物群が展開していることから、屋敷地としての居住空間の土地利用状況を推定する

上で多くの資料を提供したが、共時性の検討など課題を残す結果となった。(中島恒次郎)

引用文献

宮崎県教育委員会(1995)r学頭遺跡・八児遺跡』

八児遺跡 I区に検出された土墳墓の出土品として、滑石製石鍋(森田分類A群)が出土しており、この石鍋

底部欠損を補填するように滑石加工品が使用されている。
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4. 第118次調査

1 )調査に至る経過

太宰府市通古賀 2丁目248-1他(旧地名:大字通古賀字権入)において平成元年 3月9日

に側福岡日産自動車のショールームならびに整備工場改築に伴なう埋蔵文化財の取り扱いの有

無についての問い合わせが、同社からなされた。当地は鏡山猛氏推定復原案による大宰府条坊

跡右郭九条六坊に位置しており、開発対象地域に隣接して、条坊跡第87次調査地が所在してい

ることから、埋蔵文化財の広がりを考えると、当該地域まで広がっていることは容易に推定で

きた。本調査に先立つて、文化財の有無ならびに規模の確認のための試掘調査は、営業との関

わりから不可能であるとの協議結果に基づき、開発対象地の分割調査ならびに、社屋解体後に

試掘調査および本調査を実施することで合意をみた。発掘調査は、開発対象地の北半部分を平

成 2年12月13日から平成 3年 3月15日にかけて条坊跡第106次調査として実施し、その結果、

奈良時代から平安時代にかけての遺構が検出され、極めて遺構密度の高い遺跡が埋蔵されてい

ることがわかった。したがって、南接するショールーム部分の調査も必要と考えられ、社屋解

体後調査を実施した。調査期間は平成 3年12月2日から平成 4年 1月27日にかけて条坊跡第

118次調査として行なった。調査は緒方俊輔・中島恒次郎があたった。

2 )層位

北に隣接する第106次調査結果から、極め

て良好な状況で遺構が確認できるものと推定

されたが、意に反して調査区全域が後世の掘

削により消失し、遺構検出面まで，約1.8mの

深さを測った。

基本層位は、観世音寺土地区画整理事業に

伴う真砂土があり、遺構検出面付近まで埋立 Fig.82 条坊118次調査基本土層模式図

てられていた。その下位に旧耕作土が薄く堆積し、その下から遺構が検出された。遺構検出面

には、各所に重機による爪跡が確認でき、聞き取りによると昭和初期における旧国道 3号線

(県道112号線)の建設事業の際掘削されたことがわかった。第106次調査地での遺構残存状況

が良好であっただけに残念なことである。

3 )遺構

検出された遺構は、建物、井戸、溝、道路が検出されているが、周辺での調査成果とは異な

った遺構残存状況であったことから、宅地の中心部分という印象は薄い。しかし、残存状況を

考慮するならば、北側に隣接する第106次調査と同様の宅地状況であった可能性は十分想定で
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Fig.83 条坊118次調査遺構実測図(1 /200) 

き、極めて残念な調査結果となった。

建物

11858001 調査区北西部に検出した 1間x3聞の南北棟で、柱総距離は桁行で約6.85m、

梁行で約4.5mを測る。平均柱聞は、桁行で約2.27m、梁行で約4.5mを測るo 桁行の方向は

N-I
0

15'-Eを測る。

11858045 調査区北東部に検出した 1間X2問の南北棟で、柱総距離は桁行で約4.416m、

梁行で約4.7mを測る。桁行の平均柱聞は約2.2mを測る。桁行方向はN-4
0

52'-Eを測る。
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ているo 残存している深さは1.64mを測るo 井戸枠は残存しておらず、暗灰色土が堆積してい

るo 最下部に直径0.46m、深さ0.16mのほぽ円形の掘り方を確認しており、曲物が埋置されて

いた可能性が高い。

1185E020 掘り方長軸長1.64m、短軸長1.55m、残存している深さは1.46mを測り、平面

形は不整形 な が ら 略 円 形 を 呈 し ている。¥¥ ----一一一一 AG. N. 

内部には、上位から暗灰色土、下位に青

灰色土が堆積し、井戸枠材は残っていな

かった。下部に枠材を支えたと考えられ

る横木が僅かながら残っており、横木か

ら推定される枠の規模は長軸長0.86m、

短軸長0.6mを測る。また最下部には直

径0.6m、深さ0.16mのほぽ円形の掘り

方が確認でき、おそらく曲物が埋置され

ていたと考えられる。

溝

調査区内からの数条の溝が確認できて

いるがいずれも調査区南部に集中してい

る。これは、北接する第106次調査区の

標高差を考慮すると、自然地形としては

緩やかな傾斜を持ちつつ標高が高くなっ

ていたと考えられるo したがって層位の

項で述べたように、旧国道 3号線の建設

事業によって削られたものと考えられ、 Fig.85 118SE015遺構実測図(1 /40) 

後世の人為的な削平による結果と考えられる。

井戸

調査区のほぽ中央部に 2基並んで検出され、残

存状況は井戸枠材が残っておらず、あまりいい状

態ではなかった。

1185E015 掘り方の長軸長2.0m、短軸長1.76 

mを測り、平面形はやや不整形ながら方形を呈し
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2.淡灰色土 5黄茶色土

3茶灰色土 (DL~28.00J m 、 W: Eg， E:東)

Fig.84 建物柱穴土層図

O 」

。二二二-----1m

DL=28.200m 

1185D005 検出された長さは2.4m、幅1.1mで、残存する深さは0.17mを測るo 土墳状の

形状を呈しているが、南に検出された118SD010の状況から考えて、一連の溝と解した。

1185D010 検出長は8.3m、幅1.5mで、残存する深さは平均で0.7mを測る o 均一な深さで

溝が形成されておらず、高低差がありいわば土墳が連なった形状を呈しているo 検出された部
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G.N 
司:::::::::::立

L J 

1m 
d 

DL=28.000m 

分での方向はN-7
0

45'-Wを向いているo 検出され

た位置からみて、 118SD018と対になり、その挟ま

れた空間が道路118SFI00であると考えられる D こ

の道路跡は、北へ延長することで第87次調査にて検

出した87SFI00へとつながると推定される。

1185D018 検出長は3.4m、幅0.36m、残存する

深さは0.03mを測り、南側を後世の撹乱によって消

失し、残存している深さが物語るように極めて残り

の悪い状況で検出された。検出された部分での方向

は南北を向き、 118SDOI0と対になると考えられるo

1185D030 検出長は2.06m、幅0.36m、残存す

る深さは0.16mを測り、残存状況は悪い。検出状況

から118SDOI0に切られる状況で確認できたが、出

土した遺物からは時期差は認められなかった。

1185D040 調査区の南に検出され、南東から北

西にのびる溝で、検出長12.0m、幅1.6m、残存す

る深さは0.17mを測る。検出された全ての遺構に切

られており、当該調査で最も古い遺構にあたる。堆

Fig.86 118SE020遺構実測図(1 /40) 積土の中から縄文時代の土器が出土している。

掘立柱建物 道路

遺構番号

1185B001 

1185B045 

道路側溝

遺構番号

1185D010 

1185D018 

抽出 遺構任意中点座標
方位角

Point X座標 Y座標

h 56.206.250 -45.432.600 
N1

D

15'16"E 
e 56.199.400 -45.432.750 

a 56.203.400 -45.424.750 
N4

0

52'17"E 
e 56.199.000 -45.425.125 

P抽oi出nt 
遺構任意中点座標

方位角
X座標 Y座標

NP 56.188.700 -45.416.500 
N7

D

45'55"E 
5P 56.183.200 -45.415.750 

NP 56.185.400 -45.419.950 
NO'O'O"E 

5P 56.182.450 -45.419.950 

方位角

NO'O'O"E 

Tab. 5 条坊118次調査主要遺構座標値
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4.416m 

1185F100 118SD005・118

SDOI0・118SD030と118SD018

に挟まれた空間が道路跡と推定

され、北へ延長すると第87次調

査にて検出された87SFI00へつ

ながるものと考えられる o 溝

118SDOI0の任意中心線と 118

SD018の任意中心線開の距離は

約 4m、路面の幅は約 3mをそ

れぞれ測る。道路任意の中心線

の方向は、南北方向であるo

その他の遺構

1185X002 調査区北西隅に

て検出された落ちで、調査区北
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西側へ広がっていると考えられる。遺構の性格に関しては、調査区内で判断つけ難かった。堆

積土は上位から茶褐色土、灰茶色土、暗茶灰色土からなり、最下層の暗茶灰色土には炭化物が

多く混入していた。検出した深さはO.46mを測るo

1185X016 井戸跡118SE015・118SE020および土壌118SK025の上位に検出された凹み。長

軸長6.55m、短軸長4.5mで平面形が不整形の広がりを有している。残存する深さはO.13mを

測るo

1185X025 118SX016の下位から検出された土墳状の遺構で、長軸長6.5m、短軸長1.5m、

残存する深さはO.4mをそれぞれ測る。遺構には黒茶色土が堆積している。各遺構の前後関係

は、 118SE015・118SE020→118SX025→118SX016→118SX006・118SX007であった。

4 )遺物

掘立柱建物出土遺物

11858045 (Fig.87) 

土師器

椀a(1) 口径13.0cm

に復原される。茶白色を

呈し、調整は横ナデと考

えられる。

聾b(2) 口径27.0cm

前後に復原される。口縁

部は横ナデを行ない、胴

部外面は組い平行叩き、

内面はハケ調整を行なう o

井戸出土遺物

1185E015青灰色土 (Fig.88)

土師器

(中島恒次郎)

K7-}--::vイ
。 lOcm 

Fig.87 掘立柱建物出土遺物実測図

小illl.a1 (1・2) 口径9.2・9.8cm、器高1.15・1.0cmを測る。底部はへラ切りされるo

坪a(3) 底径8.0cm前後を測る小片。黄白色を呈し、底部はへラ切りされる。見込みと外

面に墨書があり、内面の墨書は人面を描く o

丸底坪a(4) 口径14.4cm、器高3.2cmを測る o っくりが丁寧で内面にミガキ bを施し、外

面に指頭圧痕が残る。

白磁

椀(5 ) 高台径6.0cm。淡い空色を帯びた透明紬を高台際まで施す。 N類。

1185E015暗灰色土 (Fig.88)
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Fig.88 118SE015・020出土遺物実測図

土師器

小illI.a1 (6.-...， 9 ) 口径9.0.-...，10.6cm、器高O.8-----1. 5cmを測る。底部はすべてへラ切り。

小皿a2 (10) 口径10.0cm、器高0.8cm。口縁部内側に沈線が巡るo っくりが粗雑であるo

丸底杯a(11.-...，13) 口径14.0'"'"'15. Ocmを測る。内面にミガキbを施すが、 11は内面の調整が

組雑で、へラ状工具の痕跡が残る。

白磁

椀(14) 高台径6.2cmを測る。高台に沿って底部を丸く打ち欠いている o N類。

金属製品

釘 (15) 残存長7.0cmの鉄釘。先端部のみ欠損するo

118SE020暗灰色土 (Fig.88)

土師器

小皿a1 (16・17) 口径9.8・10.4cm、器高0.9・1.6cmを測る。底部はへラ切り o 17は底部

外面を除いて赤褐色の顔料が塗布される。

坪a(18) 口径12.5cm前後、器高1.8cmを測る D 底部はへラ切りされる。内面に黒いススが

付着する。

丸底坪a(19・20) 口径15.4・14.6cmを測る。内面にミガキ bを行ない、外面は押し出し

た後丁寧になでる。

-110-
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Fig.89 1l8SK005・025出土遺物実測図

土壌出土遺物

1185K005 (Fig.89) 

土師器

丸底杯a(1'""3) 口径15.2'"'-'15. 6cm、器高3.5'"'-'3.9cl11o 2・3は内面にミガキ bを行なう o

椀c(4) 高台径6.7cmを測る。茶灰色を呈し、体部下位で張り出す。調整は不明。

1185K025 (Fig.89) 

土師器

丸底坪a(5) 口径13.4cmに復原されるo 内面はミガキ bと考えられる。

白磁

椀 (6'"'-'8) 6は口径14.4cmを測る。外面は体部下位まで削り、淡い空色の透明粕が施さ

れる。外面は櫛目で施文する o V -2 b類。 7は高台径6.0cm。高台の内側を斜めに削り、やや

黄色味をおびた透明紬が施される。細かい貫入が入る。 II類。 8は口径16.7cmに復原される。

大きめの玉縁をつくり、淡い空色をおびた粕を厚めに施す。 W類。

皿(9 ) 底径6.0cm。平底で底部際まで空色気味の透明紬を施す。素地は乳白色を呈し精選

されている。 E類。

金属製品

釘(10) 鉄釘。頭部と先端部を欠く。残存長5.0cm。

溝出土遺物

11850010 (Fig.90・91)

須恵器

壷(1・2) 1は口径10.5cm前後を測り、胎土は明灰色を呈しており、ややキメが粗い。

-
E
A
 

唱
E
A

唱
E
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口縁部を内側に屈曲させ横ナデを行なう o 2は手担ねで外面はへラ状工具でナデ調整される。

一辺が 6cm前後の方形の小査と考えられる。

土師器

小illla1 (3 ------13) 口径9.1------9.9cm、器高1.1------1.8cmを測る。底部は 7は糸切り、 9は不

明、他はすべてへラ切りされる。

丸底杯a(14------35) 口径14.2------15.8cm、器高2.9------4.3cmを測る o 15・19・23・35は磨耗し

て調整不明、他はミガキ bを行なう o 24は口縁部内面は黒色になっている。

椀c(36------ミ.8) 口径15.0------16. 6cm、器高5.0------6. Ocm。いずれも内面が平滑で、ミガキ bを行

なったと考えられる。 37は外面に指頭圧痕が残るo

護 (46) 黄白色を呈し、砂粒を多く含んでキメが粗い。内面は粗いナデ、外面に指頭圧痕

が残るo 内面は粘土紐の痕が観察できる D

黒色土器

椀c(39) 口径15.8cm、器高5.7cm、高台径8.2cmを測る。内面にミガキ Cを施し、外面は口

モ害キイ
。 15cm 

、
‘ . 

46 

Fig.91 118SD010出土遺物実測図(2 ) 

内

δ
1
E
A
 

噌

E
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縁部を除いて黄白色を呈す。 A類。

椀c(40-----44) 口径15.3.--....-17.0cm、器高5.0.--....-6.0cmを測る。内外面ともミガキ Cを施す。 B類。

小皿c(45) 口径10.6cm、器高3.1cm、高台径5.6cmを測り、体部内外面にミガキ Cを施す。

B類。

白磁

椀 (47) 高台径7.0cm、高台を浅く削りだし、灰白色のやや組めの素地にわずかに空色味を

帯びた半透明の粕が施される。 N類。

1185D010最上層 (Fig.92)

土師器

小皿a(1) 口径9.5cm、器高1.2cm。底部はへラ切りされ板状圧痕が残るo

丸底午a(3) 口径15.3cmに復原される。磨耗のため調整不明。

椀c2 (4) 口径15.7cm、器高5.3cm、高台径7.2cm、体部は緩やかな丸味をもっ。

緑紬陶器

椀(2 ) 小片だが椀と考えられる。粕はハケ塗りのためか、暗緑色と淡緑灰色の濃淡のム

ラがあるo 須恵質。

白磁

椀(5 ) 復原口径17.4cm。体部上位まで削り、淡い空色の透明柚を施す。 N類。

1185D010上層 (Fig.92)

土師器

小皿a1 (6-----9) 口径8.6-----9.4cm、器高0.8.--....-1.4cm。底部は 6は糸切り、 7-----9はへラ

切りされる。

小ITIla2 (10) 口径9.2cm、器高0.8cm。口縁部内側に浅い沈線を巡らせるo 底部はへラ切

り後ナデを行なっている。

皿a(11) 口径14.8cm、器高1.9cmを測る。黄白色を呈するo 底部はへラ切りされ黒灰色に

なっているo

丸底坪a(12-----20) 口径14.6'--""-16. 95cm、器高3.2.--....-3.9cm。茶白色から淡茶灰色を呈し、 16

・17・19は磨耗して内面の調整は不明。それ以外はミガキ bを行なう。

鍋 (25) 口径39cm前後に復原される。胎土は砂粒を多く含み粗い。内面の体部上位は斜め

方向にへラ状工具でナデを行ない、体部下位は平滑になっている。外面もやや幅広のへラ状工

具で口縁部直下まで横方向になでるo 外面は帯状に黒褐色に焦げたあとが巡る。

黒色土器

椀c2 (23) 口径16.0cm、器高5.7cm、高台径7.1cmo 内面にミガキ Cを行なう o A類。

椀c(21・22・24) 21は高台径7.0cmを測り、内外面にミガキ Cを施す。 22は口径17.2cmに

復原され、内外面にミガキ Cを施し口縁部は内湾する o 24は口径16.2cm、器高5.8cmを測り、
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内面にミガキ Cを行なうが、外面は不明。 B類。

金属製品

鉄製。残存長4.8cm。先端部を欠損する。釘 (26)

1185D010下層 (Fig.93・94)

口縁部内側に浅い沈線を巡らし、端部を画している。口径15.0cmに復原される。

混入品と考えられるo

須恵器

( 1 ) 蓋 3

土師器

5は不明だが、他はすべ

¥l:二

口径8.65-----10.2cm、器高O.8-----1. 6cmを測る。小lIlla1 

一

J
M

( 2 -----10) 

7
u
u
Nぽ

/ 

118SD010下層出土遺物実測図(2 ) 
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てへラ切りされ、 10は黒灰色を呈す。

丸底杯a(11-----30) 口径14.8-----16.6cm、器高3.0-----4.3cmo 15・18・24・30は磨耗のため不

明だが、他は内面にミガキ bを行なう。 20・22は一部に黒灰色の煤が付着するo

丸底坪c(31) 口径16.0cm、器高4.7cm、高台径7.1cmを測り、内面にミガキ bを行なう o

椀c2 (32'""'-'34) 口径15.6'""'-'17.1cm、器高5.1"'-'6.lcm、高台径6.7"'-'7. Ocmを測る。 32は調整不明、

33は内面上位にミガキ C、下位にミガキ bを、 34は内面にミガキ b、外面にミガキ Cを行なう。

窪 (36) 口径21.4cm前後に復原されるo 多量の砂粒を含み外面は赤褐色を呈し黒色の炭化

物が付着するo 内面にへラのあたりが残る。

黒色土器

椀c(35) 口径16.2cm、器高5.8cm、高台径6.9cmに復原されるo 内面と外面口縁部に丁寧な

ミガキ Cを施し、内外面とも磨耗した箇所以外は漆黒色で光沢があり、黒色の顔料を塗布して

いると考えられる。 B類。

灰紬陶器

壷 (37) 高台径12.4cmに復原される。明灰色の粗い素地で、体部下位は横ナデを行なう。

内底部に緑灰色の粕がまだらに残っているo

白磁

椀 (38) 口径は16.1cmo 外面体部上位まで削り、やや濁った青色の透明紬を施す。口縁端

部は折り曲げて玉縁状にした痕跡が観察できる o N類。

石製品

器種不明 (39) 軽石製で、縦横両方向から径0.7"'-'0.8cm程の孔を貫通させるo 浮子と考え

られる。

砥石 (40) 上下二面を使用。残存長6.3cm、幅4.6cm、厚さ2.9cm。材質は砂粒砂岩。

叩き石 (41・42) 41は残存長10.0cm、幅6.5cm、厚さ4.4cm。材質は花闘岩と考えられるo

42は残存長5.7cm、幅5.3cm、厚さ3.3cm。材質は火成岩。丸味のある部分に敵打痕が残るo

11850040 (Fig. 94) 

土師器

椀 (43) 口径は13.2cm前後を測るo 胎土は樫茶灰色を呈し、精選されているo 内面は丁寧

なミガキ Cを行ない、口縁端部の内側に鋭い沈線が巡る。

その他の遺構出土遺物

1185X002灰茶色土 (Fig.95)

須恵器

蓋c3 (1・2) 口径13.5・15.5cm。いずれも天井部を削り、口縁端部を断面三角形につくる。

蓋 3(3・4) 口径13.6・14.6cm。天井部は 3はへラ切り後ナデ調整され、 4は組く削る。
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口縁端部は断面三角形を呈するがシャープさに欠ける。

坪c(5・6) 口径12.8・11.6cm、器高4.7・4.0cmを測る。青灰色から暗灰色を呈し、体部

下位にやや丸味があり口縁部は外反する。

土師器

皿b(7) 口径は15.7cm前後を測る。樟茶灰色を呈し外面の一部は黒灰色になっている。

磨耗のため調整不明。

饗(8 ) 口径16.6cmに復原される。胴部内面はへラ削りと思われ、外面は胴部と口縁部の
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Fig.95 その他の遺構出土遺物実測図
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境に稜をなす。

118SX002赤縄色土 (Fig.95)

土師器

饗a (9) 口径は14.0cm前後を測る。樟茶灰色から褐色を呈し、胴部内面はへラ削り、外

面はハケ調整を行なう o

118SX002暗茶灰色土 (Fig.95)

須恵器

蓋 3 (10) 口径13.0cm。天井部はへラ切り後ナデ調整され、偏平なボタン状のつまみを貼

付するo 内面に焼成のムラがあり重ね焼きの跡と考えられるo

118SX006 (Fig.95) 

白磁

椀 (11) 高台径6.0cmを測る。高台際を円盤状に打ち欠いてつくった可能性がある。 V類。

118SXOO 7 (Fig. 95) 

土師器

小Iffia1 (12) 口径9.4cm、器高1.2cmに復原されるo 底部はへラ切り。

118SXO 11 (Fig. 95) 

金属製品

釘 (13) 鉄釘。残存長2.9cm。

118SX012 (Fig. 95) 

黒色土器

椀c(14) 高台径6.4cmを測る。磨耗のため調整不明。 B類。

118SXO 16 (Fig. 95) 

須恵器

鉢(15) 胎土は明灰色を呈し精選されている o 体部上位を内側に屈曲させ口縁端部を外側

に折り曲げ玉縁状につくるo 篠窯系。

土師器

小皿a1 (16・17) 口径10.05・10.7cmを測るo 底部はへラ切りし、板状圧痕が残るo

丸底坪a(18) 口径16.0cm、器高4.5cmを測るo 内面にミガキ bを行なう o

瓦器

椀 (19) 胎土は明黒灰色を呈し精選されているo 口縁部内側に浅い沈線をもち、内面は磨

きを行なったと考えられるo 焼成不良。畿内産と考えられるo

越州窯系青磁

椀 (20) 高台径6.8cmを測るo 素地は淡茶褐色で精選され、濃い緑灰色の光沢のある粕が施

される。外面底部に白色の白土が残り、細い高台が貼付される o III類。
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白磁

椀 (22) 高台径6.0cm。体部下位を削り、淡く黄色味をおびた光沢のある透明粕を外面の体

部下位まで施す。 II類。

皿 (21) 口径11.0cm前後を測る o 体部は丸味があり口縁端部が外側に屈曲する。わずかに

空色味を帯びた半透明紬が施されている o V -2類。

金属製品

万子 (24) 鉄製で刃部のみ残る D 残存長3.7cm。

釘 (23) 鉄製。頭部と先端部を欠く。残存長3.3cm。

118SX026 (Fig.95) 

土師器

丸底坪a(25) 口径16.0cm、器高2.9cmに復原されるo 内面はミガキ bを行なう o

茶褐色土出土遺物 (Fig.96)

土師器

小.llIla1 (1) 口径9.6cm、器高1.2cmを測るo 底部はへラ切りされ、体部の一部は黒変する。

丸底坪a(2・3) 口径15.2・15.8cmに復原される。 3は内面にミガキ bを行なったと考

えられる。 2は押し出しが不十分で体部と底部の境に屈曲が残る。

鍋(4 ) 胎土は砂粒を含みやや組い。内面は丁寧にナデ調整したと考えられるo 外面は口

縁部まで黒色の炭化物が付着するo

黒色土器

椀(5 ) 口径15.9cmに復原される D 内外面にミガキ Cを行なうが組い。口縁部内側は浅く

ン

て-l .1. 
10 ~γ-ーイヘ/~;J

Fig.96 茶褐色土出土遺物実測図
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段がつく。 B類。

皿(6 ) 内面に丁寧なミガキ Cを施す。外面は横ナデと考えられる o B類。

越州窯系青磁

坪(7 ) 口径10.4cm、器高4.1cm、底径5.2cm~こ復原される。素地は明灰色を呈し精選され、

灰緑色の紬を全面に施す。外面底部に目跡あり。 1-3類。

白磁

椀(8・9) 8は口径16.0cmに復原されるo 口縁端部を外側に折り曲げ、空色をおびた粕

を厚めに施す。 v-3類。 9は口径17.6cm。口縁は大きめの玉縁をつくり、やや青味をおびた

半透明粕が施される。 W類。

石製品

硯 (10) 残存長4.5x 3.5 x 1. Ocm。暗青灰色を呈する方形の石硯。材質は粘板岩。 III-A類。

表土出土遺物 (Fig.97)

瓦器

椀(1 ) 高台径6.4cmに復原される。胎土は精選

され、明灰色から黒灰色を呈す。内面はミガキ Cを

行なったと考えられるo 外面体部中位の凹凸は指頭

圧痕か。小さく低めの高台を貼付する。

(森田レイ子)

¥」:f

o 10cm 

Fig.97 表土出土遺物実測図

5 )小結

当該調査の成果をまとめると以下のようになる。

• 118SF100は、当該調査区の北東部に隣接している条坊跡87次調査区にて検出された道路87

SF100の南延長部分であることが判明した。

・道路西部に掘立柱建物を 2棟、井戸 2基を検出したことにより、北に隣接している条坊106

次調査同様、平安時代中期に居住空間としての土地利用がなされていたと推定できる。

・奈良時代において形成されたとみられる遺構の中で、性格が判断できる顕著な遺構は確認で

きなかった。

-縄文時代の遺構(1l8SD040)を検出したことから、当該期の遺跡が周辺に展開していると

考えられる。(中島恒次郎)

ワ白
内
J
』

唱
E
A



『大宰府条坊跡JIX

5. 第141次調査

1 )調査に至る経過

調査地は太宰府市通古賀 3丁目236外(旧地名:大字通古賀字権入)に所在する。平成 2年

5月31日にナガタ建設側永田義信氏より倉庫建設の計画にともない、埋蔵文化財の取り扱いに

ついて照会があった。対象地は鏡山猛氏推定条坊案右郭九条六・七坊に位置しており、坊路が

検出される可能性があった。教育委員会文化課は平成 4年9月16日に試掘調査をおこない、対

象地の西側約 4/5は鷺田川の氾濫原にあたり、遺構が残存しないことを確認した。このため

調査区を東側約 1/5範囲に設定することで発掘調査をおこなう協議にはいった。その結果教

育委員会が受託事業として発掘調査をおこなうこととなった。調査期間は平成 5年9月20日か

ら同年11月4日までであるo 対象面積は3203m2、調査面積は約600ばであるo 調査は城戸康利

が担当した。

2 )層位 (Fig.98)

調査地は御笠川と鷺田川に挟まれた、標高28'""29mを測る沖積地に位置する D 遺構面は一層

で、全体に北東から南西に低くなっている。現地表から 1m程で!日水田面に達し、約0.2mの

耕作土、約O.lmの床土が検出されるo 以下薄い淡灰色土の下に遺構が展開する D ただし調査

区南端は淡灰色土の下に黒色土を挟む。淡灰色土には近代までの、黒色土には12世紀代までの

遺物を包含しているo

遺構は 8'""12世紀代のものが検出されたが、 8世紀代の柱穴はかなり浅く、削平されている

ものと考えられるo 遺構面の地盤は新しい堆積から古い堆積が南西から北東方向に移行してい

る。その中の白灰色砂質土 (141SD160) は8世紀代までの遺物を包含しており河川氾濫時の

堆積または自然流路の堆積と考えられる。

1.客土{各層聞にはlc聞くらいの本腐の層あり 9.暗茶色土(8層より茶色味が強い.段化物を 15.稽灰色組粒砂〈小閣を含み、層状t二粗密があ クを含む.)
製紛の跡と考えられる} 少し含むJ 仏大きな遺物を含む.) 23白色細粒砂
a.パラス b - d.真砂土 10偶茶色砂質土〈粗粒砂を多〈含み、暗賀色粕 16晴灰茶色担粒砂(粒度は15層より小さい.) 24.白茶色組組砂

z 旧緋作土{よ函は埋 め 立 て の 擦 に 乱 れ て い 貿土のプロックを含む.) 17.;庫茶色砂(5mnー HT聞くらいの舗で.さらに細 25白茶色細胞砂(23・24より粒度が大章、、.)

る.暗灰色土 11噌茶絹色土(組紐砂を世L含み‘土師栂等を かい層に介けられる.) 26-28層。自然浪路3
3.床土(茶侮色主} 含む.溜まり{包含層)の可能性あり.) 18淡茶灰色砂{細か〈、シル4ト質.) 26.灰茶偶色組組砂
4-7膚・溜まりの層か{包含層)? 12暗茶舗色土(11)曹とほぼ同じだが‘砂が11層 19 白茶灰色砂(層向をさらに細分で~.下位へ 27暗灰偶色粗粒砂

4.灰寮色土(砂輔混じり.土師舘片時をや申書〈 に比べやや多い.溜まりもしくは遺樋.) 茶色味が強〈なる.) 28.暗灰縄色組組砂(晴費色粘土ブロックを多〈
含む.) 13・14層。自然流路①(5・170)または溜まり 20-25層 自然流路2 含み、 22膚に含まれるプロック土によ〈似てい

5.灰茶色土(炭化物・砂を含む.) 13自賛茶色土{シJレト貨で砂を含む.硬貨で土 20白灰色砂{細胞砂〈・弘、の粒度} る.)
6.淡 灰茶 色土(::"--Jレト質.炭化物を含む.) 師聖書片を世し含む.) 21.自費茶色土(13・14""ニ近いが、 13・14層よ 28層からは遺物以出土していない.
7.淡灰茶色土{シルト質.下位は砂混じりに粛移 14.由貿茶色土(13層よリシJレト貨で、組組砂は曾 り茶色味が強〈、砂貨である.i量物を倉仁.) 蝿自然流路2と3の新古関係は不明.2・3→ 1は
する.) まない。軟賞。 22灰銅色組粒砂(砂組が大車〈、須恵骨量・土師 明らか.

8.晴茶色土(砂混じり.硬貨oPitO)可能性あり.) 15-19層，自然環路' 器等大書な破片を含む.下位は賞色粘土プロッ

Fig.98 条坊141次調査基本土層実測図(141SD160・170土層実測図)
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褐色粗砂

3 )遺構

掘立柱建物

14158110 東西 4間 (7.05m)、

南北 3問 (4.50m)の掘立柱建物で

あるo 柱聞は東西列が西から1.70・

1.80・1.75・1.80m、南北列が北か

ら1.45・1.45・1.60mと梁行に較べ

て桁行がやや長くなっているo 柱痕

跡は a• e ・h・.1・m・nで

確認され、桁行北側で東から1.85・

1.85・1.75mであり、推定される柱

径は約0.2mである。柱掘り方はや

や不整形な隅丸方形を呈しており、

一辺約0.7------0.9mである。深さは

0.1------0.5m程で、東側の方が残りが

Fig.100 遺構検出面での土色変化模式図(1/400) 良い。埋土は明黄色の粘質土と灰色

系の砂質土で構成される。とくに叩き締めた痕跡はみられない。主軸の振れはN-3 044'32に E

である。 141SDOI0・SE085に切られているロ

14158130 南北 2間 (3.6m)、東西 1間(1.75m)の掘立柱建物であるo 柱聞は南北列が

北から1.70・1.90mを測るo 掘り方は略円形で、径は0.40------0.25m程であるo 深さは約0.3------

0.5mであり、埋土はおもに暗茶色土のものであった。主軸の振れはN-1 054'33に Eであるo

14158140 東西 2間 (3.3m)、南北 1間 (3.3m)の正方形に復原される掘立柱建物である。

柱聞は東西列が1.65m等間であるo 掘り方は略円形で、径約O.2------0. 5mである。深さは約0.3

mであり、埋土は暗茶色土である。主軸の振れはN-2 045'03に Eであるo

遺構番号 掘番り号方
遺構任意中点座標

方位(計測振れ) 方位(南北軸換算)
X Y 

a 56，195.80 -45，451.42 
N旬3"44'32"-E141SB110 N-3"44'32にE

k 56，196.25 -45，458.30 

a 
141SB130 

56，180.55 -45，452.50 
N-1"54'33にE N・1"54'33"-E 

C 56，176.95 -45，452.62 

a 
141SB140 

56，186.89 -45，452.67 
N-2" 45'03"-E N・2"45'03"-E

b 56，183.56 -45，452.83 

a 
141SB150 

56，187.34 -45，451.10 
N-5"25'34"・E N-5"25'34"-E 

56，187.70 -45，455.07 

a 
141SA155 

56，189.74 -45，460.05 
N-96"23'50にE N・1"23'50"-E

56，189.43 -45，447.34 

Tab. 6 条坊141次調査主要遺構座標値(建物・柵)
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14158150 

東西 2間 (4.0

m)、南北 1間

(2.8m)の東西

棟の掘立柱建物

であるロ柱聞は

東西列が2.0m

等間であるo 掘

り方は略円形で、

径約0.3------0.4m
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I~ WQOS 

白

。

ヨ

a 4茶縄色細砂

1灰黄色粘質土

2賞灰色粘質土 1暗賞灰色土

3暗黄茶色砂 2黄掲灰色砂質土

4暗黒茶色砂 3暗灰茶色砂

b 4暗灰縄砂

1賞灰色粘質土

2茶灰色砂 1暗灰色土

3灰茶色砂 2資灰色砂質土

4黄色粘質土 3灰色粘質土

c 4灰備色砂質土

1灰茶色砂 5明賛灰色土

2貧灰色粘質土 6貧灰色土(砂含む)

3暗茶色砂 k 

4黄色粘質土 1貧灰色砂質土

d 2灰色砂

1灰笹色砂

2暗黒茶色砂 1暗賛灰色土

(賞灰色粘質土ブロック含む賞灰色砂質土

e L腹賛灰色砂質土

1黄色粘質土 4灰色砂

2. ;炎茶灰色砂質土 5暗灰色粗砂

3黄灰色粘質土 6暗灰色粘質土

4灰茶色砂質土 何1

1暗黄色粘土

1策灰色粘質土 2費灰色粘質土

2淡黄灰色粘質土 3灰色砂

3灰色粕質土 4茶縄色砂質土
4貧色粘質土 5明灰縄色砂質土

5暗灰茶色砂質土 6晴偏色砂質土

E n 

1淡灰黄色粘質土 1暗黄灰色粘土

2明灰黄色粘質土 2賞灰色粘質土

3暗灰黄色粘質土(砂粒含む晴灰色砂質土

4灰茶色砂質土 4灰備色砂質土

5茶灰色砂質土 5黒灰色砂質土
h 6黒偶色砂質土

1茶灰色砂

2黄茶色土(細砂含む)

3賞灰色粘貿土(細砂含む)

‘ t -ーー-....l‘

Q) 

口

27.500m 27.500m 

陣 語1I111 j 譲寵歪~
Fig.l0l 141SB110遺構実測図および土層断面図(1/50) 
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『大宰府条坊跡jIX

で深さは0.2m程である。主軸の振れはN-5 025'34"-Eである。 141SB140と重複しているが、

先後関係は不明である。

L 」

柵列

141 5A 155 東西方向の柵列と考えられる。 6間

(9.5m)以上で東側は調査区外に延びている。柱聞

は一定せず、西から1.85・1.60・2.15・1.70・1.40

mであるo 西側の延長は穴底のレベルを考えると削

平されている可能性もあるが、 141SD010との関係

を考えると141SD010の手前で止まる可能性が強い。

ト』 掘り方はほぽ円形で、径は0.2""'0.3m、深さは0.1

Fig. 102 141SE085遺構実測図

および土層断面図(1 /60) 

m弱である。軸の振れはN-91
0
23'50に Eで、南北軸

で換算すると N-1 023'50"-Eとなるo

井戸

1415E085 調査区東端で検出した井戸である D

141SBll0dを切っている o 井戸枠は上面から約0.8

mの深さでプランを確認した。方形板組で底に円形

の曲物を据えていたと推定できるが、木質は全く残

存していなかった。枠は長辺約0.95m、短辺約0.7

mの長方形を呈するo 深さは約0.45m分を検出した。

曲物は東に偏って設置されている。径は約0.6mで、

深さは約0.3mである D 掘り方は2.3""'2.4mの略円

形であるo 井戸底の標高は26.1mである。地山が砂

層であることから、溜井ではなく湧水を利用するも

のであったと考えられる。

溝・流路

14150010 調査区はほぼ中央で断続的に約29mにわたり検出した南北方向の溝であるo 東

側に平行して走る141SD100と対になって道路の側溝を構成していると考えられる D 幅は広い

ところで約100m、深さは約0.2mを測る。断面は緩いU字状をしている。埋土は全体に暗灰色

から灰茶色の粘質土である。溝の振れはN-0026'52"-Wである。

14150020 調査区の南端で検出した東西方向の溝であるo 断続的に26m分を検出した。西

端は北側に広がっている o r隔は最大で104m以上、深さは0.3mであるo 断面は緩い逆台形をし

ており、埋土は黒色土を含む淡い灰黄色の粘質土であるo やや蛇行しており自然流路の可能性

も残る。

14150060 141SD065・100を切っている東西方向の溝である。幅0.6m、深さ約0.2mを測り、
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141S0010 

1暗灰色土(粘貿強い)

2噌灰茶色土(粘質強い)

27.200m一一
E 

141S0065・100・SX040

r 繍務頭指~*I~t肯~:;:;:::::::~::
k沙抗λ~:::偽公:お公::~:・~%~詰iよt必王::~::出
説i泌五~$総縦i泌氏ミ自主
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『大宰府条坊跡jIX

27.300 m一一
E 

灰色粗粒砂 9.噌賞偶色土
6.;斑白縄色土(茶色土がマープル状に混入. 10.暗賀偶色土

2.;員鳳茶色土 s ・5の下層に近い土色.) 11費情灰色主{硬く、

3.淡縄色土{少 L硬貨.) 7. 寮偶色土(~l..枯質.) シルト質.)
4.;員茶褐色土(砂質守備灰色土(シルト質で炭化物を含む:.)

1・2:141S0065 3-5目 141S0040 6-10: 141S0100 11:地山141SK095・S0100

141S0100 
27.000m-

E 

1.暗茶灰色土(炭混じる)

2.暗茶鳳色土

3茶灰色土

4灰茶色土(粕質強い)

27.200 m一一一 ー ， 

141S0020 

r 1.;虫茶灰色砂質主(硬貨}

1 2.淡灰貨色土{粒子が細かい)

1 3.暗灰色土(砂質で茶色味がかり、マンガン
141SK0951 

| 粒が入る。}

1 4.灰色土{粒子が細かしシル卜貨で轟物告、多く含む。錨即IH量の堆積。)

( 5.;炎茶色砂質土(硬貨)

1 6.淡灰色砂貿土{粗粒砂を多〈含む。}

1 7.淡茶貧色土(砂質)

1 8.暗灰色土(炭化物を多〈含む.)
141S01001 

1 9.灰色粗粒砂(粒子が大きい。)

110灰色組粒砂(粒子がやや小さい.)

111噌灰色土(シルト質で、4層に近似.)、12賞灰色土(シルト質で、4層に近似.)

27 .100m一一
N 

験時議議論S

1.晴鳳淡費色土{まだらに 4淡貧灰色土

鳳色土を含む.~._--・ 4層.地山
賞色土{一部に

ニtを含む.) を含む.o 3.淡灰賞色粘土

1m 

Fig.103 溝土層断面図(1/30) 

断面形はU字状をしているo 埋土は黒茶色の炭混じり土であるo 遺物は四期までのものを含む

が、切りあいを考えると12世紀代以降の所産と考えられる。溝の振れはN-56
0
37'06にWである o

14150065 調査区中央で141SD100と重複して検出した溝であるo 長さ約 6m分でl幅約0.6

m、深さ約0.15mで、断面偏平なU字状をしている o 埋土は砂粒を含む黒茶色土である o 141 

SD100とまったく重複しているが、 141SD100との聞に141SX040が存在しているので141SD

100が埋没後141SX040が堆積し、さらにその後に141SD065が掘られていることがわかるo 溝

の振れはN-4 034'26にWであるo

14150100 141SD010と対になっている南北の溝であるo 道路側溝と考えられる。長さ約29

mにわたり検出した。幅は約 1'"'"'1.5m、深さは約0.7'"'"'0.9mと場所によってばらつきがある。

ひとつは北側が削平が大きく溝の残りが悪いことが挙げられるが、溝底のレベルが違うのは使用

遺構番号 p*位置
遺構任意中点座標

方位
X Y 

北P 56，204.59 -45，459.10 
14150010 N-O"26'52にW

南P 56，175.16 -45，458.87 

北P 56，202.34 -45，462.77 
14150100 N・1

0

50'18"-W
南P 56，174.61 -45，461.88 

*北Pは溝検出北端に近い位置の任意中点 *x方向の・値は政庁から南へ移動したことを示す

南Pは溝検出南端に近い位置の任意中点 *v方向の・値は中軸線から西へ移動したことを示す

Tab.7 条坊141次調査主要遺構座標値(溝)
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『大宰府条坊跡HX

されていたときからのものと考えられ、部分的な掘り直しなどを想定できる。溝の断面はおお

よそ逆台形からU字状を呈している。埋土は細かな砂質のものから粘質土で構成されている。

溝の振れはN-l
0

50'18"-Wであるo

調査区の南から北西部分で検出した大きな流路跡もしくは氾濫原である。流れ1415D160 

は東から西方向と考えられるo 西側を流れる現鷺田川の氾濫原であろう。土層の断面観察によ

ると一度での堆積ではなく三度以上によるものと考えられるo 堆積後には 9世紀以降の遺構が

乗っている。

調査区西側で検出した南北方向の流路である o r幅は約3.5"-'1. 5m、深さ0.6mを1415D170 

測る。流れは南から北と考えられる o 141SD160と同じく現鷺田川の氾濫原か旧河道の一部で

あろう o 埋土は白黄茶色の砂質土である。 141SD160の一部と考えてもよいかもしれない。

土墳

撹乱で一部削平されている、不整形の土墳であるo 長軸約2.0m、短軸約1.5m、1415K045 

深さ約O.lmを測るo 埋土は炭化物を含む黒茶色土である。土撰底からピットを検出したが、

土墳とは直接の関係はないと考えられる。

プランは略141SK105と切り合っている土壌で、多くが調査区外へ続いている。1415K075 

円形と考えられ二段掘りになっている。上段の直径約2.0mと推定される。下段は約0.9m、一段

41SK075・090

」し、

」

27.500 m 

し

27.500m 

¥ 

」

141SK080 141SK105 火、
L 

27.100 m 

2m 。

」L 

条坊141次調査土壌実測図(1/60) 
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『大宰府条坊跡』立

固までの深さが約0.45m、二段目の深さ約0.15mである。

141SK080 141SD100のすぐ西側で検出した長円形の土墳である。長軸約2.1m、短軸約1.1

m、深さ約0.4mを測る。埋土は薄い灰色から茶色をした砂質土で141SK095の埋土に似ている o

141SK095 141SD100の西側で141SD100を切っている長円形の土墳である。長軸約3.6m、

短軸約1.0mを測る。埋土は灰色から茶色をした砂質土で上層は硬質である。

141SK105 調査区東端で141SK075に切られていて、約半分は調査区外に続いている o プラ

ンは円形と推定され、径約2.5mであ 141SX166 

るo 深さは約100m下げた所で、壁の

崩落の危険があったため掘削を止めた。

井戸の可能性も残る。 L

141 SK 180 141SD100の西側で検出

した長土墳である。長軸約4.1m、短

軸約0.7m、深さ約O.lmを測るo

その他の遺構

141SX028 楕円形のピットであるo

長軸約0.5m、短軸約0.4m、深さ約

0.3mを測るo

141SX036 楕円形で二段掘りのピ

ットであるo 長軸約0.6m、短軸約0.3

m、深さが一段目約0.2m、二段目約

0.3mを測るo

141SX040 141SD100・SK080・

SK095の埋没後に堆積した溜まりと考

えられる o または141SD065に切られ

ているので堆積時期は、その間であるo

不整形で長辺約10.0m、短辺約3.0m、

深さ約O.lmを測る o 埋土は組い砂を

少し含んだ、黒茶色土である。反転した

西側の調査区では確認できなかった。

141SX166や S-173に相当すると考え

られる o

141SX047 直径約0.4mと0.3mの

ピット群である o 深さはそれぞれ約

0.2mと0.15mであるo

一/ m
 

m一
寸
I

，
司
/
』

し 」

27.300m 

Fig.105 141SX166・167遺構実測図(1/60) 
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『大宰府条坊跡.UX

141SX049 直径約O.5m、深さ約O.05mを測るピットであるo

141SX066 長円形をしたピットである。長軸約O.5m、短軸約O.4m、深さ約O.4mを測る。

141SX068 直径約O.4m、深さ約O.3mを測るピットであるo

141 SXl18 楕円形をしたピットである。長軸約O.4m、短軸，約O.3m、深さ約O.25mを測る。

141SX138 直径約O.25m、深さ約O.2mを測るピットであるo

141 SX 14 7 不整形の組い砂が詰まったピット群である。人工のものでなく、自然現象によ

る窪みと考えられる。長辺が，約O.6m、短辺約O.4m、深さ約O.lmである。

141SX159 隅丸長方形のピットであるo 長辺北側はオーバーハングしている。長辺約O.5m、

短辺約O.4m、深さ約O.4mを測る。

141SX166 不整形の大きな溜まりと考えられる。長軸約4.5m、短軸約2.5m、深さ約O.7m

を測るo 埋土は上半が白色または茶色の機混じりの砂層であるo 下半は底に向かつて灰色シル

トから小磯から大磯へと変化している。遺物は各層から出土しているo 土層の堆積状況からみ

て自然堆積と考えられるo

141SX167 調査区西端で検出した溜まりと考えられる楕円形の遺構である o 141SD020にき

られており、 141SD170を切っているo 長軸約4.0m、短軸約3.0mを測る。深さは最深部で約

1.4mを測る。掘り方は一見すると井戸のようであるが埋土は141SX166と同様砂磯で構成され

ており、自然 堆 積 と 考 えられる。(城戸康利)

4 )出土遺物

掘立柱建物出土遺物

141S8110 (Fig.l06) 

須恵器

杯c(1) 底部の破片で、推定高台径10.0cmを

測るo 内外面とも横ナデを施し、内面は淡灰色、

外面は暗灰色を呈するo 焼成は良好で硬質。柱掘

り方 a出土。

小坪(2 ) 口径9.8cmを測り、底部を欠損するo

内外面とも横ナデを施し、暗褐灰色を呈するo 焼

成は良好で硬質。柱掘り方e出土。

141SB11Oa 

ト=ー斗二こここ二ご~~

¥1 
Fig. 106 141SBll0出土遺物実測図

杯a(3) 底部から体部にかけての破片で、底径は5.4"'"'6. 4cmくらいと思われる。底部は

へラ切りで、体部外面はへラ削り後ナデを施す。内面は横ナデ後、底部に不定方向のナデを加

えるo 焼成はやや良好で軟質、褐灰色を呈するo 柱掘り方e出土。

金属器

釘(4 ) 鉄製で、断面は長方形を呈するo 現存長4.7cmを測る o .柱掘り方 e出土。
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141S印85茶褐色砂土(掘り方)

\\~ズ' ¥一-Lプイ

て1
lOcm 

Fig.107 141SE085出土遺物実測図

井戸出土遺物

1415E085掘り方 (Fig.l07)

黒色土器

椀c(1) 底部の破片で、推定高台径7.6cmを測る。内面はミガキ c、外面は横ナデを施す。

内面暗灰黒色、外面暗灰色を呈する o B類。茶褐色砂土出土。

1415日 85枠内 (Fig.l07)

土師器

杯a(4) 口径11.6cm、器高2.5cm、底径8.1cm。底部はへラ切り。内外面とも横ナデを施

し、見込みにはさらに不定方向のナデを加えるo 淡茶色を呈するo 茶色砂土出土口

杯c(5) 口径12.9cm、器高4.45cm、高台径8.0cm。内外面とも横ナデを施し、見込みには

さらに不定方向のナデを加える。底部外面の調整は不明である。淡茶色を呈する。灰色粘土出土。

黒色土器

椀c(2) 口径15.5cmo 内面はミガキ c、外面は横ナデを施し、底部外面には板状圧痕が残

るo 高台は剥落している。内面暗茶黒色、外面淡黄茶色を呈する o A類。灰色砂土出土。

金属器

釘(3 ) 鉄製で、断面は正方形を呈する。現存長6.5cm。灰色砂土出土。

溝・流路出土遺物

14150010 (Fig.l08) 

土師器

小皿a(1・2) 1は口径10.2cm、器高1.8cm、底径7.0cm。底部はへラ切り。その他は横

ナデを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加えるo 微細な雲母片を含み、淡茶色を呈す

るo 2は口径11.2cm、器高1.8cm、底径7.4cm。底部にはへラ切り後、板状圧痕が残る。白色砂

粒を多く含み、淡黄茶色を呈す。

椀a(3) 口径13.2cm、器高3.8cm、底径7.5cm。底部はへラ切り o 淡褐茶色を呈す。

椀c(4) 口径14.4cm、器高5.95cm、高台径9.2cm。底部はへラ切りで、細く高い高台を持

n
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141S001O ~十一ト~

Tコニ，，，2
141S0100 
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9 

亡完:

10cm 

Fig.108 141SD010・100出土遺物実測図

つo 外面は横ナデを施すが、内面は磨滅が著しく、調整は不明。淡白茶色を呈するo

緑紬陶器

器種不明(5 ) 底部の小破片で、全体の器形は不明。推定高台径8.8cmを測るo 胎土は暗灰

色を呈し、硬質で、内外面とも施粕される。粕は光沢がある暗緑色で、全体に非常に細かい貫

入が入る。皿ないしは椀と考えられるo

141 5D1 00 (Fig .108) 

須恵器

蓋c3 (6) 口径19.2cm、器高1.4cm。大きく歪む。天井部はへラ削り後、偏平なつまみが

つく o その他は横ナデ後、天井部内面に不定方向のナデを加えるo 白色砂粒を多く含み、硬質

で、暗灰色を呈す。

坪c(7) 底部の破片で、推定高台径9.3cmを測る。底部はへラ切り。硬質で、灰色を呈す。

皿(8 ) 推定底径12.0cmを測るo 内外面ともナデを施し、底部外面にはさらにハケ目を入
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れる。小破片で全体の形状がわからないため、他の器形の可能性も考えられる。硬質で、淡灰

色を呈す。

器種不明(9 ) 平瓦を厚くしたような形状で、全体に横ナデあるいは不定方向のナデを施

す。上面角には、ナデ調整時に生じたと思われる余剰粘土の簸が残る。白色砂粒を多く含み、

やや硬質で、茶灰色を呈する。全体の形状が推定できない。

土師器

小flTIa (10'"'"' 12) 口径10.8'"'"'11. 4cm、器高1.8-----2.0cm、底径7.3'"'"'7.8cm。底部はすべてへ

ラ切りで、 11はへラ切り後、不定方向のナデを施す。その他の部分はすべて横ナデを施し、 10

・11はさらに見込みに不定方向のナデを加える。 10は淡黄茶色、 11は淡白茶色、 12は淡茶色を呈す。

坪a(13) 口径11.7cm、器高2.7cm、底径8.5cm。体部は外側へ開き、上位で外反する。底

部はへラ切り o 白色砂粒を多く含み、淡黄茶色を呈す。

小皿c(14・15) 14は口径l1.6cm、器高1.55cm、高台径6.8cm。底部の調整は不明。白色砂

粒を多く含み、淡樟茶色を呈す。 15は口径12.5cm、器高2.25cm、高台径8.3cm。底部には板状

圧痕が残る。その他は横ナデを施す。白色砂粒を多く含み、淡茶白色を呈する。

大椀c(16) 底部のみ残る。推定高台径14.0cm。底部外面は磨滅が著しく調整は不明。その

他は横ナデを施し、見込みにはさらにハケ調整を行なった後、ナデを加えるo 白色砂粒をかな

り多く含み、淡茶色を呈す。

壷 (17) 頚部の破片である。外面と口縁部内面付近に、横ナデを施す。内外面ともにしぼ

り痕が残り、内面には指頭痕も残る。淡茶色を呈す。

黒色土器

椀c(18) 口径15.6cm、器高6.2cm、高台径8.5cm。底部はへラ切れ外面は横ナデ、内面は

ミガキ Cを施す。内面は茶黒色、外面は淡黄茶色を呈する。 A類。

緑軸陶器

小椀(19) 推定底径3.5cmo 底部は糸切り後未調整で、周りにナデを施し高台風に仕上げるo

胎土は淡樟色でやや軟質。粕は光沢のある淡白緑色で、極く薄くかかるo 小皿の可能性もあるo

金属器

万子 (20) 鉄製。切先部分と茎部分の一部を欠損する。現存長4.7cm。

器種不明 (21) 鉄製で一部欠損しており、全体の形状が定かではない。現存長3.75cmo

1415D020 (Fig .109) 

土師器

小flTIa. ( 1 ) 口径10.6cm、器高2.4cm、底径7.4cm。体部は直線的に立ち上がり、底部との

境は明瞭である。底部はへラ切り後未調整で、凹凸が激しし〉。その他は横ナデを施す。白色砂

粒を非常に多く含み、淡桃茶色を呈する D

丸底杯a (2) 口径14.8cm、器高3.7cm。底部はへラ切り後板状圧痕が残るo 白色砂粒をか
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なり多く含み、淡黄茶色を呈す。

大椀c(3) 口径19.0cm、器高7.35cm、高台径10.4cm。体部は直線的に立ち上がる。体部外

面下半から底部にかけて、へラ削りを行なう。その他は横ナデを施し、見込みにはさらに不定

方向のナデを加えるo 白色砂粒を多く含み、明茶樟色を呈するo

鉢(4 ) 口縁から体部にかけての小破片で、推定口径19.4cmを測るo 外面に、口縁端部形成の

ための、やや強い横ナデ跡が残る。白色砂粒を非常に多く、雲母を少量含み、淡黄茶色を呈する。

竃(5 ) 小破片のため全体の形状は不明。移動式竃の、上部孔から焚口上部の廟にかけて

の部分と思われる。内面上端部やや下からへラ削りを施し、そのためにやや緩い稜がつく o そ

の他の部分は横ナデを行なう。淡茶色を呈するが、火を受けたためか、賄端部から下側が部分

的に黒変する。

焼塩査(6・7) 6は体部の小破片であるが、外面に指頭痕、内面に布圧痕が残るo あま

り大きな砂粒を含まず、やや硬質で、内面朱撞色、外面樫茶色(一部灰色)を呈する。 I類か。

7は表面の磨滅が著しいが、内面に指頭痕を残す。やや大粒の砂粒を多く含み、軟質で樟茶色

を呈する。 II類。

¥ームヌメ

γ_ L7， ¥ l 

。
Fig. 109 141SD020出土遺物実測図
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二
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1415D060 (Fig.110) 

須恵器

小饗(1 ) 推定口径12.2cmを測る。全体に横ナデを施し、口縁端部は外側に傾く平坦面を

持つ。小破片のため小窪以外の器形も考えられる o 茶灰~灰色

を呈するo

1415D065 (Fig .111) 

土師器

ミ七二二f-.~

Fig. 110 141SD060 
小皿a(1・2) 1は口径lO.Ocm、器高1.4cm、底径7.9cm。 出土遺物実測図

全体に磨滅が著しく、底部の調整は判然としない。白色砂粒を多く含み、淡茶灰色を呈す。 2

は口径10.8cm、器高1.5cm、底径7.8cm。底部にはへラ切り後、約5.0mm幅の板状圧痕が残る。
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その他は磨滅が著しく調整不明。白色砂粒をかなり多く含み、撞茶~灰茶色を呈す。

杯a(3) 口径11.0cm、器高2.2cm、底径6.5cm。底部はへラ切り。淡燈黄色を呈す。

椀c(4'""'-'6) 4は高台径8.3cmo 底部はへラ切り後、細く高い高台がつく o その他は横ナ

デを施し、見込みにはさらに、ハケ様のもので丸くなでつけた痕跡が残るo 撞茶色を呈する。

5は高台径8.0cm。底部はへラ切り。白色砂粒、雲母を少量含み、黄茶色を呈す。 6は口径

15.8cm、器高5.85cm、高台径8.8cm。高台はやや中央寄りにつく。体部は低い腰部から緩やか

に立ち上がり、端部でわずかに外反するo 底部はへラ切り o 白色砂粒をかなり多く含み、撞黄

色を呈す。

査(7 ) 推定底径11.8cmを測るo 底部処理は磨耗が著しく不明。体部は内外面とも横ナデ

を施す。底部外面との境にやや強いナデが巡るが、意図的なものかどうかは不明。白色砂粒を

非常に多く含み、内面黄灰色、外面白黄色を呈し、体部外面が一部黒変する。

鍋脚(8 ) 鍋本体との接合部分から剥離しており、端部を欠損する。現存長10.2cm。断面

はほぼ円形に近く、縦方向のナデによって仕上げられるo 接合後仕上げたものと思われ、接合

部下方に、手がはいりにくかったのか、未調整部分が残る。白色砂粒を非常に多く含み、茶灰

色を呈するo

白磁

皿 (9) 1-1類の底部の破片と考えられる。推定高台径6.15cm。高台は丁寧な削り出しに

よるもので、内面から外面下半まで施粕される。粕は乳白色で光沢があり、極く薄くかかるo
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朝鮮系無紬陶器

壷(10) 体部の一部と思われるo 内外面とも横ナデを施し、成形時に、粘土を右上方に引

き上げたと思われる痕跡が、外面に残る。硬質で、断面は黒灰色、表面は内外面とも光沢のあ

る黒色を呈するo 焼成前に何か塗布したのではないかと考えられる。

金属器

万子 (11) 鉄製で、切先部分と茎部分を欠損する。現存長3.5cmo

釘 (12) 鉄製。両端部分を欠損する o 断面は正方形を呈し、頭部は平たく押しつぶしてい

る。現存長3.4cmo

14150160 (Fig .112-----116) 

須恵器

蓋a1 (1) 口径12.9cm、器高2.3cm。天井部はへラ切り後軽くなでつけ、へラ記号を付す。

その他は横ナデを行ない、かえりは口縁端面よりもわず、かに下方へ出るo 硬質で青灰色を呈す

るo

蓋 1 (2・3) 2は口径12.4cm。器高がやや高めのド←ム状を呈する。天井部はへラ切り

後ナデ、その他は横ナデを施し、天井部内面は不定方向のナデを加えるo かえりは口縁端面よ

りも、わずかに内側へ後退するo 硬質で、暗黒灰色を呈するo 3は口径16.2cm。天井部は回転

へラ削りを施す。その他は横ナデを施し、かえりは口縁端部と同一水平面をなす。天井部内面

が平滑になっており、かえり部分まで薄い墨痕が残ることから、硯に転用したものと考えられ

る。硬質で、暗灰色を呈す。

蓋c1 (4・5) 4は口径15.2cm。天井部は回転へラ削り後、宝珠状のつまみがつく o その

他は横ナデを施し、天井部内面にはさらに不定方向のナデを加えるo かえりは口縁端部と同一

水平面をなす。やや硬質で、淡灰茶色を呈す。 5は口径18.2cmを測るが、歪みが大きい。天井

部は回転へラ削り後、偏平な擬宝珠状のつまみがつく。その他は横ナデを施し、かえりは口縁

端面より大きく内側へ後退するo 硬質で、暗灰色を呈し、内側には漆様のものが一面に付着する。

蓋 2 (6) 口径16.0cm。内外面とも横ナデを施す。全体に薄いっくりで、白色砂粒を非常

に多く含み、やや軟質に焼け、灰撞色を呈する。蓋以外の可能性もあるo

蓋c2 (7) 口径16.0cm、器高2.0cm。天井部はへラ削り後、偏平な擬宝珠状のつまみがつ

く。その他は横ナデを施し、天井部内面にはさらに不定方向のナデを加える。白色鉱物を非常

に多く含み、硬質で、灰色を呈す。

蓋c3 (8 -----10) 口径15.0-----16.0cm、器高2.15-----3. 35cm。いず、れも偏平なボタン状のつまみ

がつき、口縁端部は精組の差があるが断面三角形を呈している。胎土には白色砂粒が多く混入

しており、焼成および還元も良好。 8・9は天井部へラ切り後ナデを施し、 9のみ体部との境

付近のみへラ削りを加える口 10はやや器高が高くドーム状を呈する。 8-----10とも天井部以外は

横ナデを施し、天井部内面にはさらに不定方向のナデを加える。
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大蓋c3 (11) 口径18.0cm、器高2.2cm。天井部は回転へラ削り後、ボタン状のつまみがつ

くo その他は横ナデを施し、天井部内面にはさらに不定方向のナデを加える。口縁端部は丸味

が強く、内側へ稜を持たない。硬質に焼けるが、還元不良。

査蓋(12・13) 12は口径10.0cm。天井部は回転へラ削り、その他は横ナデを施し、天井部

内面にはさらに不定方向のナデを加えるo 硬質で、淡灰~灰色を呈する。 13は口径14.4cm。天

井部はへラ削り、その他は横ナデを施し、天井部内面にはさらに不定方向のナデを加えるo 天

井部と体部との境は明瞭でなく、緩やかなドーム状を呈するo 白色砂粒を多く含み、内面灰色、

外面淡青灰色を呈す。

坪a(14・16・17) 14は底径7.6cm。底部はへラ切り後ナデを施し、へラ記号を加えるo そ

の他は横ナデを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加えるo 焼成不良で、内面淡茶色、

体部外面淡灰色、底部外面灰色を呈す。 16は口径13.0cm、器高4.55cm、底径10.3cm。体部下半

より底部にかけてへラ削り、その他は横ナデを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加え

る。白色砂粒を非常に多く含み、硬質で、内面淡茶灰色、外面灰茶色を呈す。査蓋の可能性も

考えられる o 17は口径13.4cm、器高3.8cm、底径10.7cm。底部はへラ切り後ナデ、その他は横

ナデを施し、内面には工具による横ナデ跡が残るo 底部外面と体部の境から上方へ約8.0mmの

幅が、磨れて平滑になっているo 硬質で、淡灰色を呈す。

小坪c(18) 口径8.6cm、器高3.5cm、高台径6.0cm。底部の処理は不明。その他は横ナデを

施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加える。白色砂粒を非常に多く含み、硬質で、暗灰

色を呈す。

坪c(19""""24) 口径13.2""""15.2cm、器高3.75~4.85cm、高台径8.1""""1 1. 0cm。底部の処理は、

19・20・22・24がへラ切り後ナデを施し、 22には2.5""""4.0mm幅の板状圧痕も残る。 21・23につ

いては不明。いずれも見込みにはさらに不定方向のナデを加える。 19・23はやや焼成不良で、

淡黄灰色を呈すが、その他は硬質で、淡灰~灰色を呈する。

大杯c(25・26) 25は口径17.8cm、器高5.45cm、高台径11.8cm。底部はへラ切りで、その他

は横ナデを施す。やや軟質に焼け、淡白茶色を呈する o 26は口径18.0cmを測るが、歪みが著し

い。底部はへラ切り後、簡単なナデを施す。その他は横ナデを施し、見込みにはさらに不定方

向のナデを加える。白色砂粒を多く含み、硬質で、淡灰~暗灰色を呈す。

1illa (15・27""""30) 口径12.0""""21.0cm、器高1.8""""2.75cm、底径10.0""""18.0cm。底部の調整

は15・27・29がへラ切り、 28・30が回転へラ削りである。いずれも見込みに不定方向のナデを

加えている。 27・29・30はやや焼成不良、淡灰色を呈す。 15・28は硬質で、淡灰~茶灰色を呈す。

高坪 (31) 口径21.0cm。内外面とも横ナデを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加

える。外底中央付近には、軸部の剥離痕が残る。硬質で、淡灰色を呈し、外面の方が灰色味が

強い。

小査 (32・33) 32は口径10.5cm、肩部の径は12.6cmを測る。内外面とも横ナデを施す。体
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部中ほどに、重ね焼きによる粘土の溶着痕が残り、これより上位で暗灰色、下位で灰色を呈す。

内面は淡茶灰色を呈する。 33は肩部の小片である。内外面とも横ナデを施し、硬質で、淡灰茶

色を呈するo

壷 (34"'38) 34は壷 aで、口径8.9cm。底部はへラ切りで、高台剥離痕が残る。体部下半に

へラ削りを行なう他は、横ナデを施し、体部内面下半から底部にかけては、さらに不定方向の

ナデを加える。硬質で、内面暗灰赤色、外面暗灰色を呈する。 35は壷 fと考えられ、頚部より

上方を欠損するo 底径8.9cm、体部の最大径は14.2cmを測る。肩部で上下を接合しており、外

面は肩部より上位で横ナデ、下位で横方向のハケ調整後ナデ、さらに体部下方から底部にかけ

ては、回転へラ削りを施すo 内面は全体に横ナデ、底部内面には不定方向のナデを施す。硬質

で、内面灰色、外面茶灰色を呈する。 36は内外面とも横ナデを施し、頚部と肩部の接合部内面

には、接合時の指頭痕が残る。硬質で、茶灰色を呈し、外面肩部には濃褐色の自然粕がかかる。

搬入品と考えられる。 37は高台径lO.2cmを測り、内外面とも横ナデを施す。非常に器壁が薄く、

体部下半には補修痕跡が残る。微細な雲母片を多く含み、やや硬質で、淡灰茶色を呈す。 38は

壷bで、高台径12.3cmo 肩より上方が、接合部より剥離するかたちで欠損する。底部の調整は

不明。体部外面は回転へラ削りを行ない、肩部付近には接合時のナデが加わるo 内面は横ナデ

を施し、底部にはさらに不定方向のナデを加えるo 白色砂粒を非常に多く含み、器面は組く、

淡~暗青灰色を呈す。

聾 (39・40) 39は口縁の破片で、推定口径14.6cmを測る。外反した頚部から上方にのびる
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口縁部がつく。端部は平坦に

つくる。焼成がやや不良で、

内面樟茶色、外面黄茶色を呈

す。 40は推定口径23.7cm。体

部内面は平行タタキ、その他

は横ナデを施す。硬質で、内

面暗灰色、外面灰色を呈し、

外面から頚部内面にかけて、

部分的に自然粕がかかる。

脚 (41) 上端は剥離面で

鉢などにつく脚だと思われるo

先端を欠損するが、全体にへ

ラ削りによる丁寧なっくりで

ある o 高さ 4.9cm。白色砂粒

を多く含み、硬質で、灰色を

呈すo

土師器

坪 a (42 '"'"' 46 ) 口径

12.2 ~ 14.3cm、器高2.75"" 

3.45cm、底径7.55'"'"'8.8cmo 

底部はへラ切りで、その他は

横ナデを施し、 44------46は見込

みに不定方向のナデを加えるo

色調は明樫~撞茶色を呈す。

小杯c(47) 口径9.6cm、

器高4.4cm、高台径5.3cm。磨

滅が著しく、底部処理は不明。

淡赤褐色を呈す。

〆， 

『大宰府条坊跡.UX

¥ 
54 

55 

。 lOcm 

Fig.115 141SD160出土遺物実測図(4 ) 

皿 (50) 口径22.0cm。底部の調整は不明。その他は横ナデを施す。樟茶色を呈するo

皿a(49) 口径13.4cm、器高2.2cm、底径10.2cm。底部はへラ切りで、その他は横ナデを施

す。硬質に焼け、暗燈茶色を呈するo

lillb (48) 口径18.0cm、器高2.6cm、底径16.2cm。全体に磨滅が著しい。濃樟茶色を呈す。

lillc (51・52) 51は口径21.6cm、器高2.7cm、高台径15.4cm。磨滅が著しい。淡黄茶色を呈

す。 52は高台径15.0cm。全体に横ナデを施す。淡桃燈色を呈する。
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鉢 (53) 口径18.25cm。体部

下半はへラ削り、その他は横ナ

デを施す。櫨茶色を呈するo

査 (54) 推定口径27.4cmを

測る。体部内面はへラ削りを行

ない、頚部との境は稜をなす。

その他は横ナデを施す。細かい

白色砂粒を非常に多く含み、燈

茶色を呈する。

聾(55・56) 55は口径

26.0cm。体部内面はへラ削り、

外面はハケ調整、口縁部は内外

面とも横ナデを施す。白色砂粒、

微細な雲母片を多量に含み、明

淡檀茶色を呈する。 56は口縁部

Fig.116 141SD160出土遺物実測図(5 ) を欠損する。内面はへラ削り、

外面はやや細かいハケ調整を施す。白色砂粒をかなり多く含み、内面淡灰褐色、外面淡茶色を

呈する。

焼塩壷 (57'"'-'59) 57はII類と思われる破片で、粘土紐の接合痕跡が明瞭であるo 内面は横

方向、外面は縦方向のハケ調整を施し、口縁部付近はナデによって仕上げるo 白色砂粒を多く

含み、やや硬質で、淡桃茶色を呈する。 58は I類と思われる破片である。外面に指頭痕、内面

に布目痕が残るo 布目は非常に目の細かいものと、やや組めのものの二種に分けられるo 白色

砂粒をやや多く含み、硬質に焼け、茶灰色を呈する o 59はII類と思われる底部の破片である。

外面に指頭痕、内面には同心円の当て具痕が残るo 白色砂粒を非常に多く含み、軟質でくすん

だ樟茶色を呈するo

縄文土器

浅鉢 (60) 口径12.5cm。底部を欠損する o 胴中位で強く屈曲して稜をなし、口縁は外へ聞

き、端部で直立する。全体に横ナデを施す。極く小さな白色砂粒を少量含み、暗褐色を呈する。

黒川式(後期)と考えられる。

鉢 (61) 口縁部の小破片で肥厚した口縁を持ち、外面に沈線による文様を施す。胎土はや

や粗く、白色砂粒、鉱物を非常に多く含み、暗黒褐色を呈す。鐘崎式(後期)と考えられる。

石製品

砥石 (62) 二面残るうちの一面は、使用のために表面が平滑になる。もう一面は縦筋が数

条残り、刃を立てて研ぐのに使用されたものかどうかは判断できない。砂岩製で、淡茶褐~暗
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黒茶色を呈す。現存長7.3cm、幅5.1cm、厚さ5.5cmo

瓦類

『大宰府条坊跡jIX

軒丸瓦 (63) 小片のため分類不明。白色砂粒を多く含み、焼成がやや不良で、淡灰茶色を

呈す。

1415D170 (Fig.1l7) 

須恵器

蓋 3 (1) 口径12.8cm。天井部はへラ切り後ナデを施す。その他は横ナデを施し、天井部

内面にはさらに不定方向のナデを加える o 硬質で、青灰色を呈し、口縁端部内面から体部外面

中位にかけて、部分的に自然粕がかかる。

杯c(2) 口径12.2cm、器高3.2cm、高台径9.0cm。底部はへラ切り後、軽くナデを施す。そ

の他は横ナデを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加える。硬質で、暗灰色を呈す。

査(3 ) 体部下半から底部にかけての破片で、推定底径12.8cmを測る。内面は組い横ナデ

を施した後、部分的に粗い布目痕がつく o 体部外面は右下りの平行タタキを施したのち、軽く

、二ゴー~
。 1かm

Fig.117 141SD170出土遺物実測図
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ナデを行ない、最下部に回転へラ削りを施し、底部との境を形づくる。 1.0"-'2.0mmの黒灰色軟質

粒子を含み、焼成がやや不良で、明灰色を呈す。

硯(4 ) 最大径15.4cm、底径12.8cm。円面硯の外堤から圏台にかけての破片と思われるo

全体に横ナデを施し、圏台に外堤を接合した跡が残る。内外面とも黒灰色を皇し、部分的に自

然粕がかかるo

土師器

杯a(6・7) いずれも底部処理はへラ切りで、その他は横ナデを施す。 6は口径12.9cm、

器高3.9cm、底径8.3cm。白色鉱物を含み、内面から体部外面上半にかけては明樫色、以下黄色

を呈する。 7は口径13.8cm。外面体部下半に、浅い沈線様のものが三条巡るが、意図的なもの

かどうかはわからない。赤色粒子を少量含み、明糧~黄白色を呈す。

;午d(5) 口径14.0cm、器高3.7cm、底径7.6cm。へラ切り後、底部から体部下位にかけて

回転へラ削りを施す。その他は内外面とも横ナデ後、粗いミガキ aを施す。金雲母を含み、

明~暗樟色を呈する。また、炭化物が底部内外面に顕著に付着しているo

lIlla (8) 口径13.3cm、器高2.1cm、底径9.2cm。底部はへラ切り後、軽くナデを施す。そ

の他は横ナデを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加えるo 明燈色を呈す。

大皿c(9) 口径25.0cm、器高3.4cm、高台径18.8cm。体部外面下半から底部にかけて回転

へラ削りを施した後、高台を貼付。明橿色を呈す。

石製品

砥石 (10) 使用痕跡は 1面のみ確認した。表面は平滑になっており、中央で横に稜が入る。

右下に縦方向が 3条、上に横方向が l条と一角を研いだ様な跡が溝状に残る。やや軟質で多孔

質の火成岩製で、灰白色を呈するo 現存長l1.8cm、幅11.3cm、厚さ4.6cmを測るo

土墳出土遺物

141SK045 (Fig .118) 

土師器

小皿a(1"-'3) 口径9.8------10. 4cm、器高1.2------1.9cm、底径7.6"-'8. 3cmo 底部処理は 1・3

がへラ切り、 2は不明。 1の底部外面には板状圧痕が残り、 2・3は見込みに不定方向のナデ

痕跡が残るo 色調は淡黄茶~淡茶色を呈す。

丸底坪a(4------7) 口径15.4------16.2cm、器高3.15------3.6cm。底部はへラ切り後、丸く押し出

す。 7には約1.5mm幅の板状圧痕が残る o その他は横ナデ、内面はミガキ bを施す。白色砂粒

を多く含み、淡茶~淡灰茶色を呈するo

黒色土器

椀c(8) 口径15.8cm。高台が剥落しているo 底部はへラ切り o 体部外面下半は横ナデ、そ

の他は内外面ともミガキ Cを施す。白色砂粒を多く含み、暗褐黒色を呈する o B類。
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朝鮮系無紬陶器
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Fig.118 141SK045出土遺物実測図

『大宰府条坊跡J皿

査(1 ) 肩部の破片であるo 内外面とも横ナデを施す。内面暗青灰色、外面暗灰色、断面

暗赤色を呈するo

141SK080 (Fig .119) 

土師器

小皿a(2・3) 2は口径10.6cm、器高1.8cm、底径7.7cm。底部はへラ切り。白色砂粒を

多く含み、灰茶色を呈する o 3は口径11.4cm、器高1.7cm、底径7.6cm。磨滅が著しく、底部の

調整は不明。白色砂粒を多く含み、檀茶色を呈する。

;午a(4) 口径12.2cm、器高1.85cm、底径9.0cm。磨滅が著しく、底部の調整は不明。全体

に淡茶色を呈し、底部内外面は灰色味を帯びるo

椀c(5) 底部から体部にかけての破片で、推定高台径7.5cmを測る。底部はへラ切り後、

高台を貼付ロ淡黄茶色を呈す。

緑紬陶器

皿(6 ) 推定高台径7.1cmo 小片のため全形が不明で、皿以外の器形の可能性もあるo 底部

は糸切り後、高台を貼り付ける。紬は全体に極く薄くかけたのち、畳付部分のみカキ取るo 光

沢があり、淡黄緑色を呈す。胎土は茶灰色を呈し、硬質に焼けるo

141SK095 (Fig.119) 

須恵器

査(7 ) 口縁部の小片で、推定口径18.2cmを測る o 内外面とも横ナデを施す。白色砂粒を

多く含み、淡茶灰色を呈するo

土師器

小皿a(8・9) 8は口径11.2cm、器高1.9cm、底径9.0cm。磨滅が著しいが、底部には切
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り離し後、細かいハケ目様の筋が残る o 淡茶色を呈す。 9は口径11.6cm、器高2.05cm、底径

8.1cm。底部はへラ切り。その他は横ナデを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加える。

淡燈茶色を呈す。

杯a(10) 口径13.6cm、器高3.9cm、底径9.6cm。底部はへラ切り。その他は横ナデを施し、

見込みにはさらに不定方向のナデを加えるo 白色砂粒を多く含み、淡白茶色を呈す。

小椀c(11) やや歪んでいるが、口径8.7cm、器高3.45cm、高台径4.9cmを測り、高台の一部

を欠損するのみであるo 底部処理は不明であるが、全体に横ナデを施し、見込みにはさらに不

定方向のナデを加える。内面暗茶色、外面淡茶色を呈する。

椀(12) 口径14.2cm。磨滅が著しく、調整は不明。淡樟茶色を呈す。

黒色土器

椀c(13) 底部の小片で、推定高台径7.9cm。高台貼り付け後、内外面ともミガキ Cを施す。

内面のミガキは幅5.0mmとやや組い。内外面とも黒色を呈す。 B類。

141 SK1 05 (Fig.120) 

土師器

脚付鍋(1 ) 体部下半から脚にかけての破片で、推定底径17.5cmを測るo 外面上半はハケ

調整、下半はへラ削りを施すと思われ、脚には取り付けの際の指頭痕が残るo 内面は横ナデを

行なう。白色砂粒を非常に多く含み、内面淡茶色、外面淡樺色を呈す。また外面下半には、一

141SK075 
I ~ 
‘k ‘..‘ 

一一
一一一
一一 一一一一一-

u 、、、
¥‘ 1 

又二二ユ::::::::.::e::::::::イ

¥ 1----ζプイ

ミヶー二七:ごごごゴニ.~

二一一
」守イ

Fig.119 141SK075・080・095出土遺物実測図
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Fig.120 141SK105・180出土遺物実測図

面に煤が付着する。

141SK180 (Fig.120) 

須恵器

杯c(2) 高台径8.4cm。底部はへラ切り後、軽いナデを施し、断面正方形の高台を貼り付

ける。その他は横ナデを施し、見込みには不定方向のナデを加えるo 硬質で、暗灰色を呈す。

瓦類

軒丸瓦(3 ) 瓦当の一部が残存するのみで、花弁部分の風化が著しい。白色鉱物を多く含

み、明灰色を呈する。

141SX028 

丘三
C. 
-「ー-ー司、1

: 

Fig.121 141SX028・036出土遺物実測図

その他の遺構出土遺物

141SX028 (Fig.121) 

須恵器

蓋c3 (1) 口径13.8cm、器高2.4cm。天井

部はへラ削り後、擬宝珠状のつまみがつく o そ

の他は横ナデを施し、天井部内面にはさらに不

定方向のナデを加える。硬質で、内面淡灰色、

外面暗灰色を呈す。

大杯c(2) 口径18.8cm、器高5.5cm、高台

径13.55cm。底部はへラ切りで、その他は横ナ

デを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを

加える o 白色砂粒を多く含み、硬質で、淡茶灰

色を呈す。

141SX036 (Fig.121) 

土師器
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底部の破片で、高台径7.5cmを測る。外底部には3.0-----6.0mm幅の板状圧痕が残る。椀c(3) 

白色砂粒を多く含み、淡茶~淡褐色を呈す。

黒色土器

口縁から体部にかけての小片で、推定口径16.6cmを測る。全体に薄いっくりで、饗(4 ) 

体部内面にミガキ Cを、その他は横ナデを施す。外面暗撞茶色、内面暗黄茶~黒色を呈す。 A類。

141SX040 (Fig .122) 

土師器

口径10.6cm、器高1.5cm、底径7.3cm。磨滅が著しく、調整は不明。白色砂粒小皿a(1) 

を多く含み、外面淡茶色、内面淡白茶~暗茶灰色を呈す。

その他は横ナデを施口径10.8cm、器高2.1cm、底径6.6cm。底部はへラ切りで、界a(2) 

す。白色砂粒、雲母片を多く含み、淡灰茶色を呈する D

4は口径12.2cm、器高2.0cm、3は口径11.4cm、器高2.25cm、底径7.8cmo杯a(3・4) 

4は淡樟色を呈す。3は淡茶色、3 . 4とも底部はへラ切れ白色砂粒を多く含み、底径8.4cffio

口径12.2cm、器高1.95cm、高台径7.7cm。底部はへラ切れ白色砂粒、雲母片小皿c(5) 

を含み、淡燈色を呈す。

石製品

磨り面の右側一辺が斜めに磨り減る。砥石のように石を固定して、研ぎたい

-
t…' 

一図- o 

¥ Lこ に

\-------'~ 

磨り石(6 ) 

\~ 

⑮ 略~~8

-150-

務物多物多弘6



『大宰府条坊跡HX
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Fig.123 その他の遺構出土遺物実測図

ものを動かすのではなく、石自体を動かして磨ったものと考えられる。変成岩製で淡緑灰色を

呈するo 現存長8.3cm、幅5.9cm、厚さ 1.55cm。

権衡(7 ) 滑石製で、淡灰色を呈する。頭部に方柱状の紐通し用の鉦を作り出し、身部は

角をおとし丸く形づくるo 銀には2.0------4.5皿幅の円孔を穿つ。吉村靖徳氏分類による I-a類。

重さ 121.4gを量り、古代の 3大両が約126gであることからすると、完形品であれば、かなり

近い値になるかもしれない。また身部に鋭利なもので扶り取ったような傷が残るが、重量調節

の可能性は現状では判断できない。長さ6.2cm、幅3.7cm、厚さ3.2cm。

砥石(8 ) 2面に使用痕跡を確認し、 1面のみが使用頻度の高さを物語るように平滑であ

るo 頁岩製で、暗茶灰色を呈するo 現存長15.0cm、幅13.6cm、厚さ2.6cmo

石鍋 (9 ) 滑石製で淡茶灰色を呈する o 口縁部の小片であるが、推定口径27.6cmを測る。

口縁端面から約1.0cm下に、やや横長方形の耳を有するo 全体に丁寧な削り出しによるもので、

森田分類A-2群に該当するo また、耳下面から横面にかけて、一面に煤が付着するo

金属器

釘(10------12) 鉄製で、頭部を平たくつぶし、断面は正方形を呈する。現存長5.4------7.8cmo

鎌 (13) 鉄製で、鎌先近くの破片である D 現存長7.0cm。

器種不明(14) 鉄製で、断面方形の釘状のものの一端を丸く折り曲げて輪にし、形状から

掛け金の一部の可能性がある。現存長3.6cmo

141 SX04 7 (Fig .123) 

土師器
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皿b(1) 口径15.5cm、器高2.8cm、底径10.9cm。体部下半から底部にかけて、手持ちへラ

削りを施す。その他は横ナデを行なう o 白色砂粒を多く含み、権茶色を呈する。

141 SX049 (Fig .123) 

土師器

皿b(2) 口径18.4cm、器高2.8cm、底径14.4cm。体部下半から底部にかけて、手持ちへラ

削りを施す。その他は横ナデを行なう o 白色砂粒、雲母片を少量含み、明樟茶色を呈するo

141 SX066 (Fig .123) 

須恵器

壷葦c(3) 口縁部を欠く o 天井部はへラ削り後、偏平なボタン状のつまみがつく o その他

は横ナデを施し、天井部内面にはさらに不定方向のナデを加える。白色砂粒を多く含み、硬質

で、内面暗茶灰色、外面暗赤灰色を呈する。

141 SX068 (Fig .123) 

金属器

釘(4 ) 鉄製で、断面は正方形を呈し、頭部は平たくつぶされるo 現存長4.8cm。

141 SX 11 8 (Fig .123) 

土師器

聾(5 ) 口径28.2cm。内面はへラ削り、外面は縦方向のハケ調整後、ナデを施す。口縁部

は横ナデを行なう o 白色砂粒を非常に多く含み、暗褐灰色を呈す。

141SX138 (Fig.123) 

須恵器

硯(6) 6は円面硯の外堤付近と思われる小破片である。外堤の外側に突帯、内側に陸部

を接合し、横ナデと不定方向のナデを施す。陸接合時に、下側はあまり手を加えておらず、外

堤との境が顕著であるo 硬質で、暗灰色を呈し、陸下面及び突帯下面に灰が付着している。円

面硯以外の可能性もある。

141SX159 (Fig.123) 

縄文土器

鉢(7 ) 口縁部の小破片である。やや外反しながら、大きく外へ開く鉢と思われるo 内外

面とも横方向の員殻条痕が残り、口縁端面には刻み目が残る。白色砂粒を非常に多く含み、淡

茶燈色を呈する。

141SX166 (Fig.124) 

須恵器

聾(1・2) 1は口径22.2cmo 内外面とも横ナデを施す。硬質で、暗茶灰色を呈する o 2 

は口径22.0cm。内外面とも横ナデを施す。白色砂粒を多く含み 硬質で、暗灰色を呈するo

平 瓶(3 ) 底部の破片で、高台径18.8cmを測る。外面はへラ削り後、断面台形の高台を貼

内
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Fig.124 141SX166出土遺物実測図

り付ける o 内面は横ナデを施し、見込み及び高台外側に濃緑茶色の自然紬がかかるo 白色砂粒

を多く含み、硬質で、淡茶灰色を呈す。 141SX167出土遺物 (Fig.125-2 )の平瓶と同一個体

の可能性がある。

土師器

椀(4・5) いづれも内外面とも横ナデし、 4は口径12.2cm。淡燈茶色を呈する。 5は口

径16.2cm。白色砂粒を多く含み、灰茶色を呈する。

椀c(6・7) 6は高台径7.1cmo 底部外面には3.0""""'6. 5mm幅の板状圧痕が残る D その他は

横ナデを施す。白色砂粒を多く含み、淡茶色を呈する。 7は高台径8.0cm。底部及び内面は、

磨滅が著しく調整不明。その他は横ナデを施す。淡茶色を呈する。

141SX167 (Fig.125) 

須恵器

小査一(1 ) 口径7.8cm、器高4.8cm、底径6.7cm。体部下半から底部にかけては、へラ削りを

施す。その他は横ナデを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加えるo 白色砂粒を多く含

み、硬質で、暗灰色を呈す。

平瓶(2 ) 把手取り付け部分の小片である D 把手は本体に取り付けた後、丁寧な縦方向の

へラ削りで仕上げる。本体内面は横ナデ、外面はなでた跡を平滑にする。把手内側には、濃茶

緑色の自然粕がつく。硬質で、淡茶灰色を呈す。

土師器

杯a(3・4) 3は底径6.45cm。底部は糸切りで、一度失敗して途中まで切り離しかけた

跡が、段状に残るo 白色砂粒を多く含み、濃樟茶色を呈す。 4は口径12.6cm、器高3.45cm、底

径8.8cm。底部はへラ切り後、約7.0mm幅の板状圧痕が残るo その他は横ナデを施し、見込みに

は不定方向のナデを加えるo 白色砂粒を非常に多く含み、淡撞茶色を呈す。
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Fig.125 141SX167出土遺物実測図

窒a(5) 口径19.0cm。内面はやや雑なへラ削り、外面は縦方向のハケ調整を行ない、口

縁部付近には横ナデを施す。口縁端部外面から4.0cm位下のところに粘土くずが付着し、それ

より下位には一面に煤が付着するo 白色砂粒、角閃石、雲母片を多く含み、樟茶色を呈する。

越州窯系青磁

椀 (6) II-2 c類で口径14.6cm、器高4.8cm、高台径6.55cm。体部外面下半はへラ削り後

横ナデ、底部はへラナデを施す。紬は緑味の強いオリーヴ色で光沢があり、全体に細かい貫入

が入る。体部外面下半まで薄く施粕する。見込みに 4ヶ所に復原される白色の目跡が残る D

瓦類

埠(7 ) 現存長8.5x 9.9cm。磨滅が著しく、調整については不明。白色砂粒を非常に多く

含み、やや軟質で、淡茶色を呈する。

縄文土器

鉢(8 ) 口縁付近と思われる小片で磨滅が著しく、内外の調整については不明。白色砂粒、

角閃石を非常に多く含み、軟質で、灰茶色を呈する。

淡灰色土出土遺物 (Fig.126)

須恵器

蓋(1 ) 天井部と思われる小破片である。焼成前に外面に、へラ描きもしくはへラ記号を

施す。硬質で、暗灰色を呈する。

-154-
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Fig.126 淡灰色土出土遺物実測図

小坪c(2) 口径8.3cm、器高4.15cm、高台径6.55cm。全体に横ナデを施し、見込みには不

定方向のナデを加えるo 白色砂粒を多く含み、硬質で、暗青灰色を呈す。
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王手a (3) 底部の極く小片である o 底部はへラ切りで、その他は横ナデを施す。見込みか

ら体部へと立ち上がる境の凹みに赤色顔料が付着するo 硬質で、淡茶灰色を呈す。

査(4 ) 壷の底部と考えられるo 内外面とも横ナデを施す。内面には2.0mm前後の白色砂粒

が混じった暗赤色の付着物が、一面に付着するo 焼成後のものと思われるが、成分は不明。や

や軟質で、淡茶灰色を呈する。

土師器

;原a(5) 口径11.5cm、器高1.95cm、底径8.8cm。底部はへラ切り後、板状圧痕が残る。そ

の他は横ナデを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加える。白色及び赤色粒子を含み、

黄白色を呈する。

小皿c(6) 口径13.3cm、器高2.6cm、高台径7.6cm。底部はへラ切り後ナデ、その他は横ナ

デを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加える D 白色砂粒を多く含み、明樟茶~淡樟茶

色を呈する。

丸底杯a(7) 口径16.0cm、器高4.0cm。底部はへラ切り後まるく押し出し、指頭痕が残る。

その他は横ナデ、内面はナデ後ミガキ bを施す。黄白色を呈する D

鉢(8 ) 口径21.2cm。内外面とも雑な横ナデのため、外面には粘土の継ぎ目、内面にはハ

ケ目様のものが薄く残る。内面下半は使用に伴ってか、壁の一部がピット状に剥離している。
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赤色粒子、白色鉱物を多く含み、明燈黄色を呈す。

竃形土製品(9 ) 内面は強く組いへラ削り後、底部付近を横方向に強くなでるo 外面は体

部に指頭痕、底部に繊維の圧痕が残る。赤色粒子、白色鉱物を含み、内面撞~くすんだ灰茶色、

外面はくすんだ灰黄色を呈する。内面は外面よりもわずかに赤化しているが、強く熱を受けて

いるとは断定できず、竃と断定するのは困難である。

越州窯系青磁

椀(10) II-3類の小片であるo 底部はへラ削り、その他は横ナデを施し、体部外面下半ま

で施粕するo 粕は磨滅が著しく、光沢の無いくすんだオリーヴ色を呈する D また底部には 9ヶ

所前後に復原できる目跡が残るo 胎土は微細な黒色斑点を含み、淡灰茶色を呈す。

査 (11) 褐粕査の肩部小片と考えられる。外面にのみ施粕され、内面には所々に、はねた

紬がつく。粕は茶褐色で光沢がなく、全体に細かな貫入が入る。胎土は黒色斑点を含み、淡灰

色を呈するo

灰軸陶器

小壷(12) 底径4.7cm。頚部を欠損するが、割れ口は平滑になっており、欠損したあと磨い

て、再利用したものと考えられる。底部は回転糸切れ外面は横ナデ、内面は横ナデを施す。

体部下半から上に淡い白味がかった透明柏、体部中程から上にくすんだ、緑灰色の透明粕がかか

る。また底部内面に一部自然粕がかかり、白味がかった方の粕は自然紬の可能性もある。胎土

は白色の小粒子を少量含み、白味がかった灰色を呈す。

朝鮮系無柚陶器

壷(13) 体部の破片と考えられる。内面は横ナデ、外面は叩きを施した後、横ナデを行な

うo 白色砂粒を多く含み、硬質で、暗青灰色、断面暗赤色を呈する。

瓦類

平瓦(14) 凹面にはやや粗い布目痕が残り、凸面は叩きを施した後、文様を施す。白色砂

粒を非常に多く含み、硬質で、灰色を呈す。

石製品

平玉石(15) 泥岩様の石で、碁石に近似し、偏平な円形に加工している。全体に平滑で、

暗い小豆色を呈する o 1. 85 x 1. 7cm、厚さ0.7cmを測るo

金属器

鏡 (16) 16は銅鏡の一部と考えられるo 背面に勾玉様の文様を施すが、腐食のため判然と

しない。やや光沢のある黒褐色を呈し、現存長4.4X3.0cm、厚さ0.4cmを測るo

器種不明 (17) 針のような形状を呈する鉄製品で、現存長3.6cmを測る。

暗灰色土出土遺物 (Fig.127・128)

須恵器
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蓋 2(1) 口縁部の細片で、推定口径14.8cmを測る o 内外面とも横ナデを施し、硬質で、

淡灰色を呈するo

蓋a3 (2) 口径13.4cm、器高1.9cm。天井部は回転へラ削り、その他は横ナデを施し、天

井部内面にはさらに不定方向のナデを加える。白色砂粒を多く含み、硬質で、内面灰色、外面

茶灰色を呈する。

蓋c3 (3"""7) 口径14.7"""15.8cm、器高1.3"""4. Ocmo 3 """ 6は天井部回転へラ削り。 7は

へラ切り後ナデを施す。天井部内面にはさらに不定方向のナデを加えるo すべて硬質に焼け、

3ば明灰色、 4は暗黒灰色、 5は内面淡灰色、外面暗灰~淡灰色、 6は暗灰色、 7は青灰色を

呈する。

坪a(8) 口径13.8cm、器高3.8cm、底径10.4cm。底部処理はへラ切り後ナデを施し、見込

みには不定方向のナデを加える。硬質で、淡茶灰色を呈す。

小坪c(9) 口径9.6cm、器高3.9cm、高台径7.25cm。底部の調整は不明。見込みには不定方

向のナデを加える。白色砂粒を多く含み、硬質で、暗灰色を呈する。

界c(10"""16) 口径13.3"""15. Ocm、器高3.5"""5. 95cm、高台径8. 9""" 11. 2cmo 底部はへラ切り

で、 12・16は切り離し後ナデを加える。 14以外は、見込みには不定方向のナデを施す。 10には

へラ記号らしきものの一部が残り、白色及び黒色砂粒を非常に多く含み、やや軟質で、内面灰

色、外面茶灰色を呈するロ他はすべて硬質に焼けている。 11は淡灰色、 12は内面明青灰色、外

面明灰色、 13・14は灰色、 15は内面灰色、外面青灰色、 16は茶樺色を呈するo その他、図示し

ていないが、口縁から体部にかけての杯片で、内面下半一面に墨痕がつくものもあるo

大杯c(17・18) 17は口径17.0cm、器高5.5cm、高台径11.5cmo 18は口径18.6cm、器高5.9cm、

高台径12.1cmを測る。いづれも硬質で、底部処理はへラ切りで、 17はさらにナデ調整を行なう o

両者とも見込みには不定方向のナデを加えている o 17は淡灰色を呈し、 18は内面淡灰色、口縁

部外面から高台にかけて暗黒灰色、底部は淡茶灰色を呈している。

.ill1.a (19・20) 19は口径19.0cm、器高3.2cm、底径16.0cmo 20は口径19.2cm、器高3.55cm、

底径16.6cm。底部はへラ切り後ナデを施し、見込みには不定方向のナデを加えるo 硬質で、 19

は淡灰色、 20は極く淡い灰色を呈す。

鉢 (21) 口縁部の小片で、推定口径21.5cmを測る D 非常に薄いっくりで、内外面とも横ナ

デを施す。白色砂粒を多く含み、硬質で、暗青灰色を呈する。

土師器

皿b(22) 推定口径14.2cmを測るo 体部下半から底部にかけて手持ちへラ削り o 微細な雲

母片を少量含み、内面暗糧茶色、外面体部暗灰色、底部暗樟色を呈す。

大杯c(23) 口径18.4cm、器高4.75cm、高台径13.8cm。底部はへラ切り後ナデを施す。明樟

色を呈す。

焼塩壷 (24"""29) 27はI類、他は 11類と考えられる o 24は口径10.0cmを測り、外面に指頭
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Fig.127 暗灰色土出土遺物実測図(1 ) 
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痕が明瞭に残る。内面の調整は不明である。

微細な白色砂粒を少量含み、やや硬質で、

内面は淡樺色、外面は淡黄茶色を呈す。 25

は外面に指頭痕が残り、内面は型抜きのた

めか、凹凸が激しい。白色砂粒を非常に多

く含み、軟質で、内面はくすんだ樟色、外

面は淡燈茶色を呈する o 26は内面に自の粗

い布目痕が残る。白色及び茶色砂粒を多く

含み、やや硬質で、淡桃茶色を呈する。 27

は内面に目の細かな布目痕が残り、拓本右

端にあたる布端と思われるところで、粘土

が盛り上がっているo 白色砂粒を非常に多

く含み、やや硬質で、くすんだ樺色を呈す。
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28は薄いっくりで、口縁端部が内傾するo

内面に目の細かな布目痕、外面に指頭痕が

残るo 白色砂粒を多く含み、軟質で、明樟茶色を呈する o 29は内面下半に横方向、外面に縦方

Fig.128 暗灰色土出土遺物実測図(2 ) 

向のハケ調整を施し、外面はさらにナデを加えたと思われる。体部上半は内外面ともに横方向

のナデ、外面上半には指頭痕が残るo 白色砂粒を多く含み、やや硬質で、淡黄茶色を呈するo

石製品

平玉石 (30) 堆積岩を磨いて、偏平に丸く形づくったと思われる。表面は非常に滑らかで、

光沢があり、淡灰茶色を呈する o 1. 45 x 1. 8cm、厚さ0.57cmを測るo

砥石 (31) 右面の一部を除く全面を使用し、表面は非常に滑らかである。砂岩製で、色調

は淡黄色と淡桃色の縞模様をなす。現存長6.05cm、幅5.15cm、厚さ2.0cm。

表土出土遺物 (Fig.129)

須恵器

蓋 3(1) 口径16.1cmo 天井部はへラ削り、その他は横ナデを施す。体部外面と口縁部内

外面の境付近に重ね焼きの跡が残るo 硬質で、淡青灰~暗青灰色を呈す。

坪c(2) 高台径8.4cm。体部下半から底部にかけてへラ削りを行なった後、高台を貼り付

けたと思われるo その他は横ナデを施し、見込みにはさらに不定方向のナデを加えるo 硬質で、

淡青灰色を呈す。

土師器

蓋(3 ) 口径14.4cm。磨滅が著しく、内面については調整不明。外面は横ナデを施す。内

面明黄白色、外面淡灰色を呈す。
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;原a(4) 底径6.7cm。外面は磨滅が著しく、調整不明。内面は横ナデを施す。淡赤樟色を

呈す。

丸底坪a(5) 口径15.4cm、器高3.8cm。完形品であるが、全体に磨滅が著しく調整不明で、

底部に板状圧痕が確認できる。白色砂粒を多く含み、淡黄白~淡黄灰色を呈するo

査(6 ) 査と考えられる破片で、口径は34.0cm位と思われる。全体に磨滅が著しいが、頚

部外面には横ナデの痕跡が残るo やや硬質で、灰茶色を呈す。

鉢(7 ) 口縁部の破片で、推定口径26.4cmを測るが、やや歪んでいる。口縁部外側に粘土

を貼り付け、二重口縁風に形づくるo 白色砂粒を非常に多く含み、淡茶色、内面一部暗褐色を

呈するo

製塩土器(8 ) 玄界灘式と考えられるo 体部外面に叩き痕、内面に当て具痕が残る。口縁

付近は横ナデを施す。白色砂粒を非常に多く含み、外面明黄褐色、体部下半及び内面は茶褐色

を呈す。

越州窯系青磁

椀(9・10) 9は1-1 a類で、高台径6.1cmを測る。高台畳付を除いて施粕される o 粕は

緑灰色を呈し、光沢がある。胎土はきめ細かく、明灰白色を呈するo 10はII-3類で、高台径

9.5cmを測るo 体部下半まで施紬されるが、一部底部付近まで流れる。粕は茶色がかった濃オ

リーヴ色で光沢があり、全体に細かな貫入が入る。見込みおよび底部外面に目跡が残り 9ヶ所

に復原でき、見込みの目跡は白色を呈しているo 胎土は微細な黒色斑点を含み、灰褐色を呈する。

肥前系磁器

椀 (11) 高台径4.9cm。全面施紬後、高台畳付部分の粕をカキ取る。紬は青みがかった透明

粕で光沢があり、やや厚くかかる。呉須はやや黒みがかった青色に発色するo 胎土は白灰色を

呈す。

瓦類

平瓦 (12'"'-'14) すべて文字瓦である。 12はII-5類。凹面には組い布目痕、凸面には叩き痕

に『佐』の正字が入る。端面は丁寧にへラ切りされている。石英、長石粒を多く含み、端面は

黒灰色、他は灰色を呈す。 13はごく小片であるが、凹面に組い布目痕、凸面に文字の一部が残

るo 白色砂粒を多く含み、淡茶~暗褐色を呈する。 14はVI-3類。磨滅が著しいが、凹面には

布目痕、凸面には「筑」と考えられる文字が残るo 端面はへラ切りされる。白色砂粒を多く含

み、淡灰白色を呈する。

その他の石製品 (Fig.130)

剥片(1・2) 1・2は黒曜石の剥片で、大剥離面の周囲に二次加工を施すものである。

1の背面の剥離面は、上下二方向からの剥離をおこなう o 1は現存長4.3cm、幅1.65cm、厚さ

0.31cm。撹乱出土。 2は現存長4.6cm、幅2.6cm、厚さ0.5cmo SD160出土。
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Fig.130 条坊141次調査出土石製品実測図(2/3) 
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鍛 (3'"'"'6) 3は黒曜石製である。片面は全面に二次加工を施すが、もう一方は周辺のみ

を整えるo 現存長2.05cm、幅1.3cm、厚さ0.38cmo 141SI(105出土。

4'"'"'6は安山岩製である。やや深めに扶りを入れるタイプ(4 )と、下辺をわずかに内湾さ

せるタイプ(5・6)に分けられる。 4は現存長2.05cm、幅1.75cm、厚さ0.41cmで、暗黒灰色

を呈する。 141SD160出土。 5は現存長2.0cm、幅2.7cm、厚さ0.79cmで暗灰色を呈する o 141 

SX118出土。 6は現存長3.0cm、幅1.45cm、厚さ0.39cmで、黒灰色を呈する。 141SX167出土。

器種不明(7 ) 7は安山岩製であるが、全容がわからず、性格は不明である。おもに周辺

部に二次加工を施す。現存長4.95cm、幅4.0cm、厚さ0.75cmで、暗灰色を呈する。 141SX147出土。

石核(8 ) 8は安山岩製で、上下二面を打面とし、上下からの横に長い剥離痕が入り組ん

で認められる。長さ6.1cm、幅7.5cm、厚さ3.0cmで、淡灰色を呈する o 141SI(095出土。

5 )小結

各遺構の年代と所見を記述してまとめとする。

掘立柱建物・柵列

(谷由紀子)

141SB110は羽期までの範囲で捉えられるo 141SB130・140・150・SA155はいずれも医'"'"'X

期のものと考えられるo 各遺構とも振れは似ており、相互に関連した遺構であるか、地形的規

制がかかっていたと思われるo 141SB140・150は立て替えの可能性もあるo

井戸

141SE085はIX'"'"'X期のものと考えられる o 141SB130・140・150・SA155と関連する可能性

がある o

溝・流路

141SD010・100は医'"'"'X期に埋没していった溝と考えられる。対になって道路の側溝を形成

するが、路面そのものは削平され残存していない。溝の芯芯距離はほぼ3.0mであるo 141SD 

020はXIII期のもので、包含層の一部として調査区南側に存在していた黒色土の最下層部分と

考えられる o 141SD065は141SD100に重複しており、これを踏襲したものと考えられる。時期

はXI'"'"'XII期と捉えられる o 対応する平行な溝は検出されず、道路側溝との認定はできない。

141SD160・170は鷺田川の氾濫による自然堆積であるo かなり大きな氾濫であったと思われ縄

文時代後期からの遺物を含んでいたo また 8世紀代を中心とした遺物を多く出土した。

土墳

141SI(045はXI------皿期と考えられる o 141SI(075・105は切り合っており SI(105が先行するが

時期的にはどちらも氾11期のものとして捉えられる。 141SI(080・095はIX'"'"'X期のものと考え

られ141SD100よりは新出する。 141SI(180はVI'"'"'刊期のもので141SD160・170の堆積後のもの

と理解される。
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その他の遺構

141SX040は141SD100・SK080・095に被り、 141SD065が切り込んでいるo したがって x........ 

E期のものと捉えられるo 堆積の理由は明らかでないが、やはり河川による堆積物と推測され

るo 141SX166'"""-' 167はXI'"'-'XII期の範囲と考えられるo 埋土の状況から自然堆積と考えられ人工

的な穴(例えば井戸など)が141SX040と同様の状況で破壊・埋没したことが考えられるo

以上の所見から今回の調査では次のようなことが推測されるo

・羽期以前に大型の掘立柱建物が存在したことo

・羽期頃に鷺田川の氾濫があり調査区南東から北西にかけて土砂の流失と再堆積があったこと。

したがって旧地形は北東側に高くなっており、現況では北東側が一番削平を受けていると考え

られること。また河川の氾濫はXI'"'-'却期・ XIII期以降にもあったこと。

• 141SD010・100・SA155・SB130・140・150が関連して存在した可能性があること。その際

に141SD010・100の東側が生活空間として利用されているのに対し、西側はほとんど利用され

ていなかったらしいこと o 城戸康利)

-164一



『大宰府条坊跡jIX

6. 試掘調査(通古賀 2丁目250-2他)

1 )調査に至る経過

平成 6年 5月に地権者である北橋信子・北橋信之氏より専用住宅建て替えに関わって、埋蔵

文化財の取り扱いの有無に関する事前審査問い合わせが、文化課文化財保護係になされた。当

該地は大宰府条坊跡第87次調査ならびに第106次調査の所見から平安時代後期に埋没した条路

が検出される可能性が極めて高いことから、埋蔵文化財の状況把握のため試掘調査が必要と判

断した。また埋蔵文化財が確認された場合について、建築に際し保護措置に関しての協議を実

施した。その結果、基礎工事の設計変更による文化財保護措置について合意を得たため、平成

6年 8月18日埋蔵文化財の状況把握のための試掘調査を実施した。

2 )試掘調査

観世区画整理事業に伴う真砂土が、現況地表面から約100cm盛り土されており、その下位に

旧耕作土が検出された。耕作土および床土除去後、地表面から約150cm下位より遺構が検出さ

れた。検出できた遺構は溝 2条で、試掘調査トレンチの北端部分は、新しい撹乱もしくは河川
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Fig.131 試掘調査検出遺構実測図(アミ部分は溝遺構)
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の氾濫によると考えられる青灰色粘土層が堆積していた。検出できた溝からは土師器・椀C2

の破片が出土しており、遺物の存続幅から平安中期末頃のものと推定できる。試掘トレンチの

設定位置および検出した溝 2条について平板測量による図化を行い、座標値を求め 1/100の実

測作業を行った。その結果、当該地の東に隣接している大宰府条坊跡第87次調査にて検出した

溝87SD005および87SD040の西側延長部分にあたることが判明し、 87次調査にて検出した道路

87SF150の西側への延長を確認した。諸記録作成後重機にて埋め戻しを行い、協議に基づいて

文化財保護措置をとっていただいた。(中島恒次郎)

試掘調査(通古賀2丁目)

遺構任意中点座標
遺構番号 抽出Point 方位角

X座標 Y座標

EP 56.243.875 -45.427.400 
溝-1 N85

0

13'25"E 
WP 56.244.650 -45.436.675 

溝 -2 WP 56.249.150 -45.436.500 

Tab.8 試掘調査検出溝の座標値
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N.各調査出土金属の保存処理

1 )はじめに

今回の各調査で出土した金属製品は、釘を中心とする鉄製品90数点と、鏡片 1点を含む青銅

製品数点を合わせた総数100点余りであるo これらについて、出土後の劣化を食い止め、今後

の調査研究、保管、展示に耐え得る強度を持たせることを目的として保存処理を実施した。現

段階では、一般的に実用化されている脱塩装置や樹脂含浸装置等の設備が整っていない為、応

急的な方法で処理を行った。以下にその工程を記す。

2 )鉄製品の保存処理

( 1 )処理前観察

出土鉄製品の大半は釘であり、その他万子、金具、鎌先、

不明鉄片が数点ずつある。遺物の殆どは土壌や錆で覆われて

いるものの、際だった錆膨れ等は認められない。しかし中に

は、堅牢に見える表面とは裏腹に内部が侵食され空隙を生じて

いるものや、層状に剥離寸前の脆弱なものも見受けられた。又、

木質等の他部材の付着は観察した限りでは確認できなかった。

いずれにせよ、このまま放置しておけば、錆化、崩壊は必

至であるo

( 2 )付着物除去

遺物に付着していた土壌、錆、砂疎等を筆、針先、カッタ

ーナイフ、ニツノ'¥-、精密加工用グラインダー(ミニタ一社

製D.C.パワーパックスタンダードタイプ。型式:C-150) 

を用いて、オリジナルな形を損なわない様慎重に取り除いた。

劣化が特にひどく、脆弱なものはアクリル系樹脂(商品名:

パラロイド B-72)の 5%アセトン溶液を数回塗布し、仮強

化してから除去した。

( 3 )洗浄・乾燥

温湯で、表面の土壌や錆粉等を筆を用いて洗浄し、約80
0

C

の湯に 1------2時間浸漬させて錆の一因となる塩化物を除去し

た。次に、水気をよく拭き取った後、 1050C前後に設定した

定温乾燥器(ヤマト科学社製Drying Oven。型式:DX31) 

で 1日間強制乾燥させた。

( 4 )強化処置

アクリノレ系樹脂の 5%アセトン溶液中で常圧含浸後、 1週
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処理前観察

処理工程記録カード作成

処理前写真撮影

付着物除去

洗浄・乾燥

温湯洗浄

強制乾燥

「一一一一
防錆処置

※青銅製品の錆安定化処置

強化処置

※樹脂含浸(3回)

乾燥

接合

保管

処理後写真撮影

処理後観察

乾燥剤交換

Tab. 9 出土金属製品の

保存処理
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間風乾させる工程を 3回繰り返した。脆弱なものについては、更に10%の同溶液を添加した。

アセトンの性質上空気中の水分を吸収し、遺物表面が白くなる場合があるが、同樹脂の 3%キ

シレン溶液を塗布して表面仕上げとした。

( 5 )接合

セルロース系接着剤(商品名:セメダインC)、エポキシ樹脂系接着剤(商品名:セメダイ

ンハイスーパー)を使用した。

エポキシ樹脂系接着剤を使用の際には、後で取り外すのが容易でない為接合面のずれや小破

片の接合には充分注意したが、接合部を取り外す必要が生じた時にはへアードライヤーで接合

部を温め、接着剤を軟化させ完全に取り除いてから再接合した。

3 )青銅製品の保存処理

( 1 )処理前観察

青銅製品は鏡片 1点、銅銭17枚の他、不明片数点である。

鏡片は土壌等の付着物も殆ど無く暗黒緑色の地金が露呈しているo 鏡背には文様が認められ、

一部で緑錆とその下の地金付近に赤褐色状の酸化膜が見られるo 鏡面は腐食が進行し、表面層

を持ち上げる様に膨張し、小さな無数の亀裂が入っている D 面半分に緑錆が生じ砂礁を固化し

ているが、ブロンズ病と思われる錆の発生は確認していない。

銅銭は 4'"'-'5枚が密着した状態で出土し、銭銘がかろうじて「乾元大宝」と判読できる。微

粒子状の土が全面に付着しており、方郭内にも入り込んでいる。ブロンズ病と思われる灰緑色

の錆が発生しているものや、薄く膜状に剥落しそうな危険な状態のものもある。

他の不明片に関しては、土壌や緑錆で覆われ比較的安定したものが殆どであり、特記すべき

事項は見られない。

( 2 )付着物除去

主に筆、ブラシ、針先を用いて丁寧に取り除いたが、砂礁を取り込んで固化したもの等比較

的大きな錆は、カッターナイフやニッパーで除去した。銅銭は無理に剥がすと損壊の恐れがあ

るのでそのままの状態で表面のみを軽くプラッシングした。鉄製品と同様、脆弱なものは先に

強化処置を施した。

( 3 )洗浄・乾燥

方法は鉄製品と同じであるが、強制乾燥の際、高温時における亀裂発生や劣化促進の危険を

考慮し、 50
0

C前後で長時間かけて乾燥させた。銅銭は洗浄中の機械的損壊を避ける為、この工

程を省略した。

( 4 )防錆処置

ブロンズ病発生の原因となる塩化物イオン含有錆を非活性化させる方法として、ベンゾトリ

アゾール法を採用した。ベンゾトリアゾールの1.5%エタノール溶液中に、遺物を漬けておく

のであるが、以前は常圧含浸として一昼夜そのまま放置して置いたが、溶液浸透をより効果的
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なものとする為に真空デシケーター(伸栄産業社製。型式:V -12) を使用し減圧含浸した。

その際遺物は液中での崩壊を防ぐためガーゼで保護した。

銅銭は、前者の方法で処置した。

( 5 )強化処置

防錆処置後、 1週間程風乾させた後、鉄製品と同様 5%のアクリル系樹脂溶液の常圧含浸・

乾燥の工程を 2回繰り返した。緑錆が鮮やかな色調になるのは否めないが、表面仕上げとして

同樹脂の 3%キシレン溶液を塗布した。

( 6 )接合

エポキシ樹脂系接着剤を使用した。

4 )保管

現段階では、遺跡毎に乾燥剤(シリカゲル)を封入した透明のアクリルケースに入れて保管

しているが、シリカゲル交換時や必要に応じて処理後の観察を続けている。保管場所は特別な

収蔵庫という訳ではないので、アクリルケースの蓋の閉じ口にビニールテープを貼り、空気の

侵入を最小限に留め乾燥状態を保ち、直射日光にさらさない、衝撃を与えない、急激な温度変

化をもたらさない等の点に注意しているo

ここで実施した処理はあくまでも応急的なものなので、再処理が必要となる場合も想定しな

がら今後も定期的観察を継続する事が 必要 不可 欠で ある 。( 下川 可容 子)
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V.調査のまとめ

1 .条坊関連遺構の検討

今回の調査地域では、 4地点、の調査地から大宰府条坊を考える上で重要ではないかと考えら

れる南北方向及び東西方向の並行する溝が複数検出された。ここではこれらの遺構を大宰府政

庁南門 (X= 56，708.68 Y = -44，820.73/国土座標第羽座標系)及び大宰府政庁中軸線

(GN-0 034'24"-Eの振れを有し、南門中点を通過する線/以下中軸線とする)を基準として数

値化し、今後の条坊研究の参考資料として捉えられるようにという目的で簡単に整理しておき

たい。

なお、ここで取り扱う数値は、すべて国土座標から得られた数値を中軸線の振れを考慮して

計算し直したものであるo また、各遺構の内容については本文で詳細が報告されているので、

ここでは必要なことのみを記述する。

第87次調査

東西路87SF150は距離も短くデータとしては満足できるものではないが、政庁南門中心から

道路中心までの距離は467.8mを測るものである。

南北路87SF100は東西側溝でやや方位の異なりをみせるが、平均したものを道路の中心とみ

なして計算すると、中軸線から西へ591.0mの数値が得られる。

いず、れも遺構の埋没は大宰府E期 (11世紀後半'"'-'12世紀前半)であるが、東側溝が切ってい

る井戸87SE015の埋没が大宰府X期 (10世紀後半'"'-'11世紀前半)であることから、この道路遺

構の上限の年代が窺えるo

第106次調査

106SF100は南北方向の道路遺構と考えられるが、主軸(ここでは両側溝の振れを平均した

もので示す)をN-7
0

43'-Eと大きく東に振っているo 側溝の埋没は大宰府VIA期とされるが、

埋没遺物の中心となる時期は大宰府V期である。つまり 8世紀後半に遺物の主体があり、 9世

紀初頭に完全に埋没したと考えられる。主軸の振れが大きいので数字としては参考程度にとど

まるが、中軸線から平均的な道路中心位置までの距離は、 610.5m程度であるo

第118次調査

118SF100は、 87SF100の延長部分とみられる。残存する範囲での道路中心と中軸線との距

離は592.0mであるo

第141次調査

南北に並行する 2条の溝が検出された。いずれも連続する長い土横状を呈しているが当初は

一連の溝であったことは確実と判断される。この両溝に挟まれた空間は道路遺構と考えてもよ

さそうである。溝の振れは両者平均すると N-1 0 8 '35"-W程度でこれを道路遺構の振れと仮定

しておく。なお、中軸線から道路の中心までの距離は634.7mで、埋没の時期は大宰府X期 (10
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世紀後半------11世紀前半)とみられる。

試掘調査15-712地点(通古賀2丁目250-2他)

確認した 2条の東西方向の溝は、その位置関係から南側の溝 1は87SD005の西延長部、北側

の溝 2は87SD040の西延長部であることは明らかであるo このことから条87次で検出した溝の

コーナ一部分は-氾濫のため四つ角であったとは断定できないものの-交差点と認識できる可

能性が高いものと思われる。

また、この地点の西側トレンチでの両遺構及び条87次の成果を平均すると、この東西道路の

振れはN-89059'-E程度となり、ほぽ真東西に近い数値となる。東西方向の道路遺構の振れの

参考としたい。

これらの成果を模式図にしたのがFig.132である。それぞれの詳細な位置関係はそこに掲げ

たので参照していただきたい。

さて注意すべき点をいくつか述べてまとめとしたい。
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今回の調査では時期の異なる道路遺構を4条検出することができた。これまでの調査では時

期差の認められる条坊関連遺構はきわめて近接した位置で、あるいは重複して検出されること

が多かったが、ここではおよそ20mの間隔をおいて検出されているo これらの遺構が各時期に

おいてどのような設計に基づいて建設されたのか、現状では判断が困難である。そこで各時期

別に周辺の遺構あるいは類似遺構を抽出することで今後の見通しを立てておきたい。

まず、奈良時代後半に遺物の中心があり、平安時代初頭に埋没したと考えられる106SF100

は座標北に対して東に 7
0

45'前後の振れを有しており、推定朱雀大路及びその周辺で検出され

ている南北路が真南北に近い振れであることと比べると、大きく東に振っていることは明らか

である D

この視点、で隣接する条87次をみると、掘立柱建物87SB045の振れが注意されるo この建物の

振れはN-8
0

0'-E程度で、 106SF100に近い振れと言えそうである。時期的にもおそらく近接

した頃のものであり、同時に存在していた可能性も十分考えられる遺構である。

さらに周辺における過去の調査成果では、この地点の近く(北西に約170m)で調査された

大宰府条坊跡第 2次調査SD001も東に大きく振れており、関係が注意されるところである。 2

SD001は8世紀前半から中頃と考えられるもので、第13トレンチで検出した溝の東肩の 1点と

第16トレンチで検出した東肩の 1点を結んだ振れがN-16
0

42'-E前後である o 106SF100とはさ

らに大きな異なりをみせているが、 87SB045を含めて、時期的に広く奈良時代の範囲で捉える

とすれば、この周辺地域にやや大きく東に振る未知の区画が存在していた可能性が考えられる。

未知の区画の規模、年代など未解明のことがきわめて多いが、今後の調査における注意すべ

き視点として捉えておきたい。

次に10世紀代に位置づけられる道路について考えておきたい。今回報告した条141次の道路

遺構の埋没した時期は大宰府X期 (10世紀後半'"'"'11世紀前半)とみられるo これに近い時期の

道路遺構あるいは道路の側溝とみられる南北溝は条34次、条64次、最近では条168次で検出さ

れているが、この溝との具体的な関連を指摘できるまでには整理が進行していない。しかし、

近しい時期の溝が複数地点で検出されていることは、これまで推定してきた大宰府政庁第II期

と同第III期に並行する都市区画以外に、ちょうどその中間にあたる時期で未知の区画が存在し

ていたことを窺わせるものであるo またこの区画の埋没年代は、次の政庁第III期に並行する条

坊区画成立の上限の年代を示唆するものであり、きわめて重要なものである。

11世紀後半""12世紀前半に埋没したと位置づけられる道路87SF100等は、遺構の埋没年代か

ら政庁第III期に並行する条坊区画と一連のものである可能性が考えられるo

まず南北路である87SF100と118SF100との聞には遺構の残存状況の悪さから確実な連続性

は確認できていない。しかも道路中心までの中軸線からの距離もおよそ 1mの違いがあり、

個々の方位も若干異なっている。しかし条16次、条44次等で以前検討したりように、この時期

の大宰府条坊は巨視的にみると直線的ながら、微視的にみるとかなりの蛇行や歪みが存在す
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る。この点を考慮すれば、今回検出の南北路も一連のものである可能性はきわめて高いと言え

るo 以下これらが一連のものであるという前提で話を進めるo

検出された両者を統合すると道路中心の平均した振れはN-1 0 5 '44"-E前後になる。また中

軸線からの距離は591'"'"'592m程度という数字が得られる。この数字は中軸線から観世音寺の中

心までの距離 (594.740m)2)にきわめて近似しているo 観世音寺から南に延びる同時期の南北

路の存在もこれまでの調査で確認されており(条71次・ 88次・ 90次)、中軸線を挟んで東西対

称の位置に南北路が設定されていたことが考えられる D

次に条87次及び試掘15-712で検出された東西路について整理しておく。いずれもデータ化し

た距離が短いので両者をあわせたもので整理するo 北側溝の平均の振れはN-89
0

26'18に E、南

側溝ではN-90
0

32'51に E、平均すると N-89
0

59'34に Eとなりほぼ真東西に近いものであること

が知られるo

東西路の検出はこれまでの調査で数例が知られているが、この地点の東側約400"'-'500mの地

点で検出されている東西路(条60次・ 61次・ 75次)と連続していた可能性が考えられる。途中

に御笠川の氾濫源が入り込んでおり、この両者を結ぶ区間で今後道路遺構の確認される期待は

もてないが、遺構の埋没時期、方向性、形状などが近似するもので一連のものと判断している。

以上今回報告した遺構を大宰府都市の中に当てはめて検討してみた。新たな所見を得たもの、

過去の調査との関連性を示唆できたものなど様々であるが、発掘調査(現場作業)の増加数に

比べて整理の進行が著しく遅れており、自分たちの間では様々な関連を考慮して、条坊復原が

部分的ながらも可能な状態であるにもかかわらず、報告書として公開できていないことから、

十分なデータを提供できないのが現状であるo さらに 1/100略測図より得た組いデータと 1/

20遺構実測図から得たデータを混同して使用しないという立場から、今回も未報告地点を含め

た詳細な検討は行わなかった。鈍行列車のような速度ながら順次整理は進行しているので、今

後の整理の過程で追々検討を加えて行くことを述べることで、ご了解を求めたい。(狭川真一)

脚注

1)拙稿 (995)r条坊関連遺構の検討J r大宰府条坊跡四j(太宰府市の文化財第28集)太宰府市教育委員会

2 )観世音寺中心の座標は、報告書(栗原和彦ほか (1992)r大宰府史跡一平成 3年度発掘調査概報-j九州歴

史資料館)掲載の講堂遺構実測図(同書第 2図)から計測した。計測は講堂各隅を結ぶ対角線の交点を中心

と認識し、計測結果は(X = 56. 883. 65、Y= -44，224.21)である。また594.740mという数値は政庁中軸線

から観世音寺の講堂までの距離であり、観世音寺中軸線が政庁とはわずかに異なる振れを有していることか

ら、観世音寺中軸線上にある他の建物では若干異なった数値になる可能性がある。したがって今回の数値は、

政庁南門(または正殿)と観世音寺講堂が建設当初の基準点として存在していたことを証明しているわけで

はない。
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2 .定量分析への試み一条87SE015・条98SE002出土資料への適用-

A.分析に先立つ前提

報告にて記述してきたように、 87次調査SE015および98次調査SE002からは一括廃棄資料と

して多量の土師器が出土しているo この一括廃棄資料の選別(定性分析)を行なった結果、別

表として上げた遺物出土一覧に示した遺物がこの遺構から出土している。ではそれぞれの量に

ついては、どのような傾向にあるのかの検討を漠然と思い立ち、実際に定量分析を実施した。

ここでは、その際に気付いた点ならびに現状における定量分析の有効性と限界について明示し、

今後の資料検討に役立てることができたらと思い、記述することにした。実作業は、筆者と上

村英士氏の 2名が行なった。実作業時間は不慣れなためか約 1週間を要した。なお筆者ととも

に分類から計測、数量化の作業を実施してくれた上村英士氏に心より感謝します。

a.定量分析の意義

発掘調査によって出土した様々な資料を、室内にて整理し発掘調査の所見を考慮しつつ解釈

を導き出してゆく。その解釈のレベルは調査担当者の意識如何に関わっており、「事実」の報

告から使用されていた社会構造の理解までを視野に入れた報告まで様々である。文化財行政内

における報告にどこまでのレベルが必要なのかは、個々人の見解によって分かれるが、筆者等

は教育行政の一環としての発掘調査の実施と考えているため、当時の社会構造の復原までを視

野に含めて、現状で可能な範囲内での諸資料の提示が責務であると考える。したがって、今回

の定量分析に関しても、将来の復原作業の基礎作業として試みを実施した。

さて定量分析の意義については、他者との比較の材料として文字通り量の概念を適用するこ

とにあるo 理論的にはー遺構内出土遺物の解釈にはじまり、一集落、墓群など単位遺跡1)内で

のものの使用状況を把握するのに極めて説明的かつ客観的な資料の提示が可能となるはずであ

るo しかし結果を導きだす諸過程における問題点もあり、安易に適用することへは懐疑的にな

らざるを得ず、客観性についても疑問が残る。したがって、諸過程にて想定できる主観性につ

いて明示し、様々な作業仮説を踏まえたうえで、実資料の操作が必要となり、数値として表現

された資料の有効性と限界を踏まえた論旨の展開が必要となろう。平成 7年の中世土器研究会

席上において、河野民知郎氏が発言された「数値に何が表現されているのかを踏まえておく必

要がある」という言葉に全てが表現されていると考える。

また各地域間での相対編年の確立のために必要不可欠なものとして、広域流通品の在地食器

相への位置づけがある。現在一般的に行なわれている現象面の把握には、画期内様相の把握に

基づく並行関係の確認である。つまり様相差に基づく画期を設定し、続く作業として遺構の形

成時期認定の要素抽出に基づく時間軸への位置づ、けがなされているo この際行なわれているの

が定性分析に基づく時間軸上への位置づけであろう。しかし定性分析の有効性と限界を誤認す

ると、現場での見解を一変させる結果を導き出す可能性もある。結果としてー遺構の時間軸上
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での位置づけの判断如何によって、相対的な位置づけに狂いが生じている例があり、正否を巡

って現在議論が討わされている。このような課題に関しても定量の概念を適用することによっ

て、遺構内に存在している型式の量の把握にはじまり、時間軸上での推移をより現実的に検討

することが可能になると考える。いわゆる SeriationMethod (R.C.DUNNELL、1970 G. 

L.COWGILL、1972 横山、 1985)が可能となる。

b.方法の検討

自然科学の分野においては、定性から定量へと研究の深化が日夜繰り広げられているが、考

古学の分野においても80年代に入り、資料の増大に伴う資料解釈の方法として、量の概念が導

入されるようになってきているo これは対象資料の位置づけを量という概念の導入によって、

定性以上に「科学的」に比較し検討を加えようとするものであり、「科学的」な説得力のある

説明の方向性としては望ましいと思われる。しかし数字の魔力は、いとも簡単に「科学的」と

見なされ、一人歩き 2)の材料としては格好な餌とも成りえることから、慎重な対応が必要とな

るD

i )分類

個体へ結び、付ける上で、基礎作業となる。この基礎作業を怠るとその後の作業が無意味とな

り、「科学的」な方向から逸脱し、「幻想」の世界の虜となり数値化という行為によって一人歩

きの餌を蒔き散らしたことになりかねない。最も基礎的で忍耐のいる作業であり、かつ「幻

想」の世界への餌が目の前をちらつくことから、後の諸作業よりも主観が介在しやすい作業で

あるo したがって知何に主観を排除し、客観性を高めるのかが最重要課題であるo そのために

は、分類基準を属性レベルで明確化し、各設定属性の相関に基づく型式化を行なった上で分類

作業を実施する必要があるo また「悩む」遺物については、たとえ冷酷と罵られようとも切り

捨てる勇気を持ち合わせておく必要もあるo 「悩む」ことは迷いにつながり「幻想」の世界へ

の扉を叩く恐れが多分にあるからであるo しかし「悩む」行為を極力少なくするためには、や

はり分類の基準を明確化し作業を実施してゆくこと以外には、現状で思い付かない。

ii )個体数

食器組成を導き出す上で、如何に廃棄当時の個体数に近い数字を導き出すのかということが、

まず前提条件として必要になってくる。この課題は簡単なようで、極めて難しい側面を有して

いる。

時間的余裕、作業人員の確保など十分な体制が整うならば、可能なかぎり接合作業を実施し、

個体復原を行なう必要がある。しかし体制が整う整わないに関わらず、やはり破片資料が皆無

になるには、よほど条件が揃わないかぎり困難といえよう。では、個体復原が不可能であるな

らば、どのような方法を用いて型式の定量を行ない、量の概念で表記することができるのであ

ろうか。この課題に関しては、先学等によって様々な方法が案出されている。破片を単純に積

算する破片数量法、各型式の重量を計測する重量法、同一口縁径にあてはまる破片を円周内に
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配列し、全周させた段階で一個体とみなす方法(口縁部計測法)、各型式の個体平均重量で型

式全重量を除算し個体数を導き出す方法等がある。各方法とも苦慮した結果導き出されたもの

で、いずれの方法も作業仮説上に立脚しており、使用ないしは廃棄当時の個体数を的確に数量

化し得たとは言いがたい課題を有している。主観を排除し可能なかぎり過去の個体数に近づけ

る意味からいくつかの方法を試み、導き出された結果を相互比較して、各型式の定量化の客観

性を高める方法が取られているのが現状であろう o

今回の分析でも、やはり先学が試みた数種の方法を同一資料に適用し、傾向を読み取ってみ

たしh。

適用する方法は、 i )破片数量法、 ii) 口縁部計測法を用いるo また第 3の方法として検討

を試みた作業として、 iii)各型式の個体平均重量で型式全重量を除算し個体数を導き出す方

法があるが、作業条件となる形式の認定が困難な状況では、確実性は極めて低いと考えるo つ

まり分析対象とした87SE015・98SE002出土資料のように土師器・椀 Cと椀aの口縁部は同一

形態を有することからくる分類限界が存在しており、形式全重量の計測が困難となる o

iii )廃棄された時代の食器組成にどう反映させるのか?

共時性を想定させ得る資料には、発掘調査によって我々の目の前に出現する事象として、墓

への副葬品や供献品などのような一括埋納資料および今回分析対象資料として取り上げた廃棄

行為に伴うと想定できる一括廃棄資料があろう o 前者の一括埋納資料の場合、葬送や埋納行為

を行なった人々の意識の投影の結果として、極めて示威的な側面が強いと考えられる(中島、

1992 狭川、 1993)のに対して、廃棄行為に伴う資料の場合、埋納という行為に比して幾分か

は示威性が低いのではないかと考えられるo しかしこれとて作業仮説上に成り立つ妄想である

可能性も否めない。したがって、縄文時代の土器研究に用いられてきている廃棄に関わる提言

(樋口、 1972 岡村、吉岡、 1981)を視野に入れた廃棄行為の類型化が必要となってこよう。

さて一括廃棄資料は文字通り廃棄行為を想定させ得る状況で出土した遺物のことであり、極

めて共時性の高い資料群に位置づけることが可能であろう o はたして共伴ニ共時であろうか。

廃棄行為自体の共時性は、長期にわたる廃棄行為を除けば極めて可能性が高いものであろうが、

鎌倉での遺物接合作業によって導き出された他遺構出土資料との接合関係が物語るように周囲

に存在しているゴミの混入を考慮すると、考古遺物の共伴が等しく使用の共時性に結びつくと

は即断できないことになるo では実際の調査によって出土する遺物からどのように考え共時性

と共伴を弁別するのかについて検討を加える必要がある。この課題に関しては、共伴事例の複

数化を確認すること以外に無いであろう o また個別事象としては、先の共伴例の複数化を確認

した上で、細片資料の除去が必要となってこよう。この際の細片の分類根拠が必要となってく

るが、これは特に陶磁器の出土に誤認材料が潜んでいるといえるo 筆者自身も条87SE015の出

土資料を抽出報告した際(中島、 1990)、越州窯系青磁椀 I類の破片を共伴資料として提示し

た。この破片自体が廃棄された際の共時性は高いであろうが、使用に際しての共時性に関して
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は、口縁部のみの破片資料であること、ならびに出土した共伴資料中に高台部らしき破片が存

在しないことから、ゴミとして混入した可能性も否めない。したがって陶磁器など細片資料の

取り扱いに関しては、慎重な取り扱いが必要となろう o この問題は等しく土師器・須恵器に関

しても同様であるが、とかく目立つ物に対しては寛容になってしまうのでことさらに注意が必

要と考える。

以上の前提作業を踏まえた上で当時の食器組成へ還元する方法は、定量分析事例を増やした

後、分析事例個々の相対的位置づけから導き出すしか方法1は無いであろう o

iv)定量値=遺跡のもつ特性か?

今回報告するように特定の遺構出土資料のみの定量値では、述べるまでもなく遺跡全体の性

格を判断するだけの材料とは成りえない。したがって、今回の報告で導き出された結果は、 87

SE015・98SE002に廃棄された食器の内容を数値化したにすぎないことになるo しかし、廃棄

という同一の物差しで類型化する試みとしては、今後の一括廃棄資料の定量化を進めることで

明らかになってくると考えられる。

一方定量化の検討作業という側面からも今回の分析を実施した。これらの検討を深化させる

ことは、単位遺跡などの一定の空間から出土する遺物の定量化を実施することで、現在漠然と

語られる空間差の傾向を量によって明示できるのではないかと考えている。また遺跡出土全資

料の定量化に関しても、対象資料の原位置保持の保障に関して等、解決しなければならない検

討課題が山積しており、今後の発掘調査時の視点にかかってくるものと考えられる。

将来の方向としては、任意遺跡出土資料全ての定量化を実施し、結果として単位遺跡全体の

傾向を把握してゆく段階を指向すべきであろうと考えるo

B.方法

a.分類

まず土師器、須恵器、陶磁器等、焼き物の種別によって分類を行なう。その後各焼き物の中

で、各形式ごとに選別する。幸いにも今回取り上げた87SE015・98SE002出土資料中には、土

師器と須恵器の弁別に苦慮する資料は無かったため、焼き物種別の分類には主観性の介在する

可能性は極めて低いと考えられる。しかし奈良時代の資料中には、焼き物種別の分類に苦慮す

る資料が存在するため、当該時期の資料の分析には主観性が介在する可能性が高くなると考え

られる。さて同一焼き物内における形式の分類には、以下の属性を基準として用いた。なお87

SE015・98SE002出土資料の分類に必要な形式名のみを抽出しており、形式認定のための属性

ならびに形式名は太宰府市教育委員会にて用いている基準(山本、 1984) を適用している。

[供膳具]

椀c i )高台を有するo ii)体部立ち上がりが急。 iii) 口縁端部が外傾しているo

椀c1 体部形状が直線的。 椀c2 体部形状が丸い。
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椀a i)高台を有しない。 ii)体部立ち上がりが急。 iii)体部形状が丸い。

iv)口縁端部が外傾しているo

時a (x小lilla1 ) i )高台を有しない。 ii)体部が直線的に立ち上がる。

小皿a2 i )高台を有しない。 ii)偏平で器高が低い。 iii)口縁端部内面に溝が一条

巡る。

皿c i )高台を有する。 ii)杯部の器厚が薄い。 iii)体部の立ち上がりが無い。

器台 i)坪部円孔あり。 ii)坪部の器厚が厚い。 iii)体部の立ち上がりが無い。

iv)脚部に指頭圧痕跡が多数残る。

[煮沸具]

聾a i)外面に刷毛痕跡あり。 ii)器厚が厚い。 iii)胎土が粗い。 iv)体部形状が

丸い。 v)頚部形状が「く」の字状を呈する。 vi)煤が付着するo

聾b i)外面に叩き痕跡あり。 ii)器厚が厚い。 iii)胎土が組い。 iv)体部形状が

丸い。 v)頚部形状が「く」の字状を呈する o vi)煤が付着するo

各形式の中で抽出した属性は、実際の分類の際思考したものを記述している。また形式認定

のための属性が全て揃う資料の方が少なく、破片資料を扱う場合の欠点であろう。この場合の

対処方法として、分類に等級をつけ、上記の形式をAレベルとし、認定属性が欠如するにつれ

て、以下Bレベル、 Cレベルへと等級を落として考えて行く。概念表を以下に示す。また全く

分類不可能な資料の処遇として、胎土の精製、粗製によっても分類した。この分類には、供膳

具である器台と煮沸具である奮が同一分類(組製品)に混在している可能性が高い。この分類

項目は、 Dレベルとして弁別した。

Aレベル Bレベル Cレベル

定「椀 l

坪a 坪 l 供膳具

lillc 皿 l

器台 器台 l 

饗a 一 「

翠b --1 聾 煮沸具

分類に際し、やはり「迷う」資料が存在している。このような資料に関しては、迷うことな

く「分類不能」資料として排除した。理由としては、認定属性個々を分析対象とする資料に冷

静に適用した場合、いずれかが欠如ないしは不明瞭であることが往々にしてあるためで、資料

に内包されている属性認定に困難な部分があると判断した。「迷う」ことすなわち主観の入り

込む隙間を与えることになると考えたことによる。しかし、「分類不能」資料であっても、極

めて細片でない限り、上記に示した各レベルを設定したことにより、いずれかに含み得ること

ができた。
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逆に、形式の認定が可

能な資料については、形

式から型式へと分類して

ゆく必要があるo これは

先述したように一括資料

の時間軸上での位置づけ

に不可欠な課題であると

土器口縁高台部線考えられる。この課題に

Fig.133 歪み資料選別基準 ついては、別に論考して

ゆくため詳述は避けるo 実際の型式認定については、以下に示す作業条件を設定し進めた。

型式の認定には、形式内における口径ないしは高台径による分類を適用した。作業仮説とし

て山本信夫による成果に基づいている(山本、 1988)0この分類の際の作業条件として、 1) 

破片計測法による残存率ごとの径測定を行ない分類を実施した。すなわち 1/1、 1/2、 1/

4、 1/4以下、分類不可能の 5段階に分け、 1/1、 1/2、 1/4までの残存資料に関して径

計測を行ない、それぞれの径により分類を行なった。述べるまでもなく細片化するにつれて有

効性が低下してくる。 2)査みの生じた資料の取り扱いとして、同心円を 4分割し各直線上に

おいて 3点以上許容 (Fig.133左側 企印部分)する資料を用い、各点によって示された値の

平均値を用いた。 2点以下 (Fig.133右側 企印部分)の場合は歪みが著しい資料として計測

資料から除外した。

b.復原率と完形品出土率

膨大とも思える資料を定量するにあたって、導き出された値の有効性と限界を表記する手段

として、全破片総数中に占める対象破片数もしくは対象個体数の割合を数値化し、復原率とい

う言葉で表現した。述べるまでもなく、復原率が高いほど形式認定の度合いないしは個体への

遷元度が高く、当時の食器組成復原に極めて近しい値となろう。これに対し、復原率が低い場

合、その後の処理で導き出される値への信頼度が比例して低くなり、導き出される結論も、多

くの作業仮説上での立論となり、可能性の問題として処理せざるを得ない。

復原率低下の原因としては、 1)調査段階での遺物取り上げ時の個体認識の甘さ、 2)遺物

細片化による復原作業の不十分さないしは困難さ、が大きくあげられ、それぞれの原因を作り

出した諸要因が当時の行為に基づくものか現在の行為に基づくものであるのかの判断が不明確

となり、確定要素の稀弱さからくる未解決課題を内在していることになる。当時の行為による

原因に関しての解決方法は、調査現場での遺物取り上げ時での条件認識、つまり当時のどのよ

うな行為によって、考古事象として現在調査現場に生起してきているのかを、認識することで

ある程度解決できるものと考える D 換言するならば、一括埋納か一括廃棄か、一緒資料(単な

る集合資料)かの弁別が必要となる。現在の整理現場での要因解決については、十分な整理時
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間と経済的背景が必要となろうが、行政現場では許される範囲が自ずと限られていることから、

発掘調査現場での個体認識と取り上げによって、その後の整理作業の簡便化を図ってやる必要

があろう o 現在筆者が思い付く範囲での記述であるので、今後経験の積み重ねで解決方法は立

案してゆきたい。

全ての作業は、先述した復原率の数値上に立脚しているといっても過言ではない。したがっ

て、以下に述べる完形品出土率の算出ならびに各形式の組成についても、復原率の如何によっ

ては机上の推察でしかない。完形品出土率の算出については、中井(1995)に詳しい。つまり

廃棄の場であれ、埋納の場であれ、どのような状況でなされた行為による産物であるのかを推

定する方法として、完形品出土率を算出するというものであるo 全破片総数で個体復原(完形

品復原個体)数を除算するもので、完形品出土率が高率のものほど、文字通り完形品にて埋没

してしまったと考えることができる。ただし等しく一括行為ということを限定する根拠ではな

いことを注意しておく必要がある。あくまでも完形品の状態で何らかの行為が及ぽされた結果

であり、廃棄の同時性については現場での検証が優先されるo しかしいづれにしても中井の視

点は、想定できる時間の長短はあるにしろ、考古遺物に及ぽされた行為に何らかの法則性を見

つけ出し、解釈を加えようとする意図が感じられ、今後事例研究を深化させてゆくべきものと

考えているo 別視点、で捉えるならば、廃棄資料中におけるゴミ資料の除去にも役立ちそうであ

るo 実験の必要があろう o

c.定量

極力主観を排除し、設定した属性に基づく形式認識を用いて数値化してゆく、この作業中に

は、復原率の低下を気にせず、極めて機械的作業で行ってゆく必要があるo こうすることが、

自己客観であろうとも、客観的視野に近づける第一歩と考えているo 定量分析に必要なことは

結果として導き出される数値も大事であろうが、数値が導き出されるまでの過程がさらに重要

であろうと考えている。この過程に主観を持ち込めば結果をいかに統計処理しようと、導き出

される数値は想い出の中に浮かび上がる幻影に等しい。したがって、客観的数値は、定量分析

者の分析精度の精組に関ってくる重要な問題であると理解しているo 数値化することのみが分

析再現性の保証と客観化につながると誤認してはいけない。これは等しく自然科学分析でも追

求されている重要課題であるo その意味でも復原率の提示が、導き出された定量結果の有効性

と限界を同時に提供し、そこから立論される結論への信頼度(限界点も含む)を表現すること

になる D

ここでの試みは、筆者自身漠然と抱いていた憧れを、実際に行動に起こしてみた結果である。

したがって、後述するように復原率の低下が導き出され、定量作業中に何を導き出そうとして

いるのか疑心暗鬼になった。しかし今後の諸作業への足掛かりとして記録しておく必要性を考

え、定量分析を実施した。実施した分析法は、真新しいものではなく、一般的な方法である

1 )破片数量法、 2)口縁部計測法を用いた。ただし 2)の口縁部計測法は、宇野 (1981)に
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よって提示された方法よりは厳密性に欠けているo つまり半径 5mm単位で描かれた同心円上で

の計測で、同一円周内、この場合 5mmを許容範囲として同一円周個体と認識し、合わせて 1/

1・1/2・1/4の残存率を記述し、個体数算出の根拠とした。

重量法に関しては、当初実施する予定でいたが、別形式同一形態の部位(土師器・椀 C と椀

aの口縁部形態)が存在していることに気付き、今回は断念した。

以上の方法の検討に基づき実際の分析結果を見てみよう o

c.成果

b.復原率と完形品出土率

条87SE015出土資料

Tab.14に見るように、瓦を含んだ全破片総数は5222点、瓦を除いた食器のみの全破片数は

5200点を数えた。各レベルによる破片数については、遺物選別の際抽出していた実測可能ない

しは口径および底径の計測可能資料群(抽出資料)と、未実測資料として収納していた資料群

(来抽出資料)の 2者について全資料を定量し、その結果を、 Tab.10・11に表記した。特に目

だっているのが土師器・形式認定不可能資料で3886点を数える。この要因としては、調査現場

での一括性の把握にのみ注意が向き、個体認識に甘さが生じたため、結果として整理作業に接

合時間の長期化をきたし、同時に作業効率の低下を引き起こしてしまったことにある。したが

って述べるまでもなく、復原率は、 Tab.14に示すように、 Dレベノレ復原率を除いた各レベル

とも30%を割るという最悪の結果となってしまった。したがって、以下に記述してゆく食器組

成に関しても、参考事例としての意味しかなしていなし」今後の調査現場での処理から詰めた

定量分析を実施し、検証してゆくしかないと考えている。当然のことながら完形品出土率に関

しても今回は算出していない。

条98SE002黒色土出土資料

Tab.15に見るように、瓦を含んだ全破片総数は1589点、瓦を除いた食器のみの全破片数は

1584点を数えた。先の方法同様に各レベルによる破片数の結果は、 Tab.12・13に表記した。

結果としてやはり調査現場での処理に不十分さが存在していることから、土師器・形式認定不

可能資料が1229点存在しており、復原率の低下を引き起こしてしまった。先の87SE015の定量

処理同様、今回は参考資料としてとどめておくしかないと考えるo 当然のことながら前者同様

完形品出土率の算出は控えた。

なお両遺構の完形品出土率の算出は、各形式の 1/1資料数を加算し、総破片数で除算する

ことで求めることができるo

C. 定量

i )破片数量法

条87SE015出土資料
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1)未抽出資料

分類形式:土師器・椀C2

高台径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

5.0cm~5.9cm 1 1 

6.0an~6.9cm 2 4 8 14 

7.0cm~7.9cm 9 4 8 21 

8.0cmへ-8.9αn 6 3 1 10 

9.0ω~9.9an 1 1 

10.0α1~10.9an 。
小計 18 12 17 

1/4以下 31 

計測不可能 20 

総破片数 98 

口縁径

数盈

28 

22 

50 

分類形式・土師器.f{-a(X小皿la1)

口縁径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

10.0佃~10.9α1 5 5 

11.0an~11.9an 10 10 

12.0叩~12.9αn 2 z 
13.0ω1~13.9an 。
14.0ω~14.9an 。
15.0α1~15.9αn 。

小計 。 。 17 

1/4以下 253 

計測不可能 27 

総破片数 297 

分類形式.土師器・王手a

|計誤q不可能|

| 総破片数 | 

分類形式:土師器・小皿a2

1 1/4以下 | 
l 総破片数 | 

分類形式:土師器・謹b

| トー
|計測不可能|

l 総破片数 | 

数量

数量

口縁径

数量

6 

分類形式:黒色土器A類・椀C2

口縁径

| 数量

|計測不可能

| 総破片数

分類形式.黒色土器B類・椀C2

口縁径

| 数量

l計測不可能

l 総破片数

分類形式.土師器・椀

高台径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

13.0an~13.9an 1 1 

小計 。 1 。
1/4以下 253 

計測不可能 20 

総破片数 274 

2)抽出資料

分類形式:土師器・椀C2

高台径

数量

1/1 1/2 1/4 小針

5.0αn~5.9an 。
6.0α百~6.9cm 。
7.0cm~7.9αn z 2 4 

8.0cm~8.9αn 4 3 7 

9.0αnへ-9.9an 1 1 

10.0an~10.9an 。
小計 6 3 3 

1/4以下 3 

号i籾j不可能

紙破片数 15 

分類形式:土師器・椀a

口縁径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

10目。叩~10.9叩1 。
11.0α1~11.9α1 2 2 

12.0an~12.9an 1 1 z 
13.0α1~13.9an 1 4 5 

14.0an~14.9an 。
15.伽n~15.9α1 1 1 

小計 1 1 日

1/4以下 5 

計測不可能

総破片数 15 

分類形式:土師器・ !fa(X小皿a1)

口縁径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

10.0an~10.9an 8 7 12 27 

11.0an~11.9an 12 19 32 63 

12.0仰~12.9αn 7 7 3 17 

13.0ω~13.9an z 2 4 

14.伽n~14.9α1 。
15.0an~15.9αn 1 1 

小計 27 35 50 

1/4以下 17 

計測不可能

総破片数 129 

q
，‘
 「

L椀類B
 

U
匠

民
百土色黒式y

 

耳
ハ類、f

J
勺
ノ

高台径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

8.0αn~8.9cm 1 1 

小計 。 1 。
1/4以下

計測不可能

総破片数 1 

分類形式.土師器・皿C

高台径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

12.0an~12.9an 2 2 

13.0an~13.9叩1 1 1 

小計 z 。 1 

1/4以下級片

分類不可能

総破片数 3 

椀器市
巾土式y

 

耳
川類分

高台後

数量

1/1 1/2 1/4 小計

11.0an~11.9an 1 1 

12.0an~12.9cm 1 1 

小計 。 。 2 

1/4以下破片 13 

分類不可能 」ー総破片数 15 

Tab. 10 分類項目の数量(1 ) (条坊87次SE015出土資料)
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分類形式:土師器・小皿

| 1/4以下 | 
l 総破片数 | 

分類形式:土師器・高台

1/1 

6.Ocm~6.9cm 4 

7.0叩~7.9叩 2 

8.批m~8.9cm

9.Ocm~9.9cm 

10.Ocm~10.9cm 

11.0cm~11.9cm 

小計 6 

1/4以下

計測不可能

総破片数

分類形式土師器・器台

数量

高台径

数量

1/2 

5 

5 

100 

82 

215 

数量

派部

31 

42 

一
数量

80 

80 

数量

格子叩き

8 

分類形式.黒色土器A類・椀

分類形式:黒色土器B類・椀

分類形式:黒色土器A類

l計測不可能|

l 総破片数 | 

分類形式.黒色土器B類

|計測不可能|

l 総破片数 | 

10 

20 

口縁径

数f註

12 

12 

口縁径

数量

数量

数量

分類形式.土師探・形式認定不可能資料

精製品

3847 

数量

3886 

1/4 

4 

13 

4 

1 

22 

脚部

11 

縄問叩き

2 

粗製品

39 

小計

8 

20 

4 

1 

。
。

分類形式:土師器・小皿

| 

分類形式:土師器・高台

1/1 

6.Ocm~6.9cm 1 

7.0αn~7.9cm 1 

8.0口百~8.9cm

9.Ocm~9.9cm 

10.Ocm~10.9cm 

11.Ocm~11.9cm 

小計 2 

1/4以下

計測不可能

総破片数

分類形式:土師器・器台

I不部

『大宰府条坊跡.ux

数量

高台径

数量

1/2 1/4 小計

1 

1 。
。

1 1 

。
。 1 

1 

4 

数量

脚部

数量

格子叩き 寸ー 縄目叩き

口縁径

数量

口縁径

数量

数量

数量

10 

Tab.ll 分類項目の数量(2 ) (条坊87次SE015出土資料)
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1)未抽出資料

分類形式:土師器・椀C2

高台径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

5.Ocm~5.9an 。
6.Ocm~6.9an 。
7.0口百内~7.9αn 1 1 

8.Ocm~8.9.捌 1 1 

9.0αn~9.9cm 。
10.仇1II~10.9αn 。

小計 2 。 。
1/4以下

計測不可能 1 

し盤聖堂数 3 

口縁径

数量

4 

12 

分類形式.土師器・原a(X小皿al)

口縁径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

9.0ロn~9.9αn 10 10 

10.Ocm~10.9αn 8 8 

11.0an~11.9cm 。
12.Ocm~12.9an 。
13.Ocm~13.9αn 。
14.Ocm~14.9an 。

小計 。 。 18 

1/4以下 104 

計測不可能

|一盤墜片数 一一 122 

口縁径

数量

分類形式.土師器・椀

口縁径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

11.0αn~11.9cm 1 1 

小計 。 1 。
1/4以下 49 

計測不可能 1 

総破片数 51 

分類形式:土師器・小皿

| ト-
I 1/4以下 | 
l 総破片数 | 

随一

n一
泊

分類形式:土師器・高台

高台径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

6.Ocm~6.9an 1 1 2 

7.批m~7.9α1 1 3 4 

8.仇m~8.9an 。
9.Ocm~9.9cm 。

10.Ocm~10.9an 。
11.0αn~11.9αn 。

小計 2 1 3 

1/4以下 9 

計測不可能 23 

総破片数 38 

2)抽出資料

分類形式.土師器・椀C2

高台径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

5.0an~5.9an 。
6.0αn~6.9αn 。
7.0an~7.9an 4 4 

8.0αnへ-8.9αn 1 1 

9.0ω~9.9口百 。
10.0an~10.9cm 。

小計 5 。 。
1/4以下

計測不可能

総破片数 5 

分類形式:土師器・椀a

口縁径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

10.0叩~10.9α1 。
11.0an~11.9叩 。
12.0αn~12.9cm 10 10 

1~.0an~13.9叩 1 1 

14.0αn~14.9an 1 1 

15.0an~15.9an 。
小計 12 。 。

1/4以下

計測不可能

一堕墜片数 L 12 

高台径

数量

1/1 1/2 1/4 小計

11.0αn~11.9cm 2 

小計 。 2 。
1/4以下

計測不可能

総破片数 2 

数量

Tab.12 分類項目の数量(1 ) (条坊98次SE002出土資料)
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破片数量法による定量分類形式土師器・褒

l 計測不可能 | 
l 総破片数 | 

分類形式.耳

結果をTab.14に示した。
畑
一
却
一
却

小形の器種である坪a

(x小皿a) が最も多く、
網目叩き

数量

盈三盟主

次いで椀形態が多い。他
3
ヲ二
5

の器種に関しては器台が
椀類A

 
器土色黒

巨 7.34%と占めているほか盟
1
-
1 は、微量となるo 復原C

盟堕豆主
総破丘主主

レベルの定量結果が物語
分類形式:黒色土器8類・椀

l 計測不可能 | 

l 総破片数 | 
るように、供膳形態が

90%以上を占めており、分類形式.土師器・形式認定不可能資料

l 計測不可能 | 
l 総破片数 | 

煮炊きに関連しての食器盟製品。
塑
l
l叩

盤製品
1229 

廃棄の可能性は薄いとい

える。また、復原Bレべ分類項目の数量(2 ) (条坊98次SE002出土資料)Tab.13 

ルの定量結果からは在地産食器がやはり 90%以上を占めていることが読み取れ、陶磁器廃棄に

消極的であったとも考えられるo ただしこの分析結果のみでは、消費に消極的であったかどう

かは判然としない。単位遺跡全体での時空間軸上での変異を検討する必要があろうと考える。

条98SE002黒色土出土資料

(Tab.15)。ただし87SE015で希薄であった土師器・椀a前者の分析結果同様の傾向にある

と小皿a2の出土率が高い。他調査区域での遺構出土資料の経験的観測に基づくならば、遺構

差に還元できるものと考えられ、時空間差まで評価できる差異ではないであろうと考えられる。

また復原Cレベルの定量結果が物語るように、供膳形態が90%以上を占めており、煮炊きに

また、復原Bレベルの定量結果からは在地産食関連しての食器廃棄の可能性は薄いといえるo

器がやはり 90%以上を占めていることが読み取れ、陶磁器廃棄に消極的であったとも考えられ

るo ただしこの分析結果のみでは、消費に消極的であったかどうかは判然としない。単位遺跡

全体での時空間軸上での変異を検討する必要があろうと考えるo

口縁部計測法、‘，，・1

条87SE015出土資料

ここでは、土師器・(Tab.14)。口縁部計測法による推定個体数に基づく組成比率を示した

椀類、杯a (x小皿a)類、小皿c類のみが口縁部計測法に適合する形式で、他の形式に関して

は、 Tab.14に記載したように作業仮説上に立脚している。

主体を占める形式としては、坪a(x小皿a)が50%近くの比率を占めており、ついで椀c2

類が30%近くを占めているo 組成比率が示すように供膳具が主体を占めていることが読み取れ

また、高台などこの傾向は破片数量法による結果とほぼ同様の結果を導き出している。
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一個体としての破片を見い出し難い陶磁器類をゴミ等の混入品として除外した場合の組成比を

合わせて算出した。陶磁器の出土量が在地産食器に対して微量であるため、比率には大差ない

結果を得た。

条98SE002黒色土出土資料

口縁部計測法による推定個体数に基づく組成比率を示した (Tab.15)0 ここでは、土師器・

椀類、杯a(x小皿a)類、小.rma2、小皿C類のみが口縁部計測法に適合する形式で、他の形

式に関しては、 Tab.15に記載したように作業仮説上に立脚している。

主体を占める形式としては、杯a(x小皿a)が60%近くの比率を占めており、ついで椀a類、

総数に占める割合 食器に占める割合 破片数

総破片数 5222 

総破片数(瓦除外) 5200 

復原率(A) 13.04% 13.10% 681 

復原率(6) 20.78% 20.87% 1085 

復原率(C) 25.01% 25.12% 1306 

復原率(D) 99.58% 100.00% 5200 

復原Aレベル(口縁部計測法)

形式 1/1総数 1/2総数 1/4総数 1/2個体数 1/4個体数 推定個体数

土師器椀C2 24 15 20 8 5 37 

土師器椀a 1 1 8 1 2 4 

土 師器杯a(X小皿a1) 27 35 67 18 17 61 

土師器小皿a2 。 。 。 。 。 。
土師器 llllc Z 。 1 。 。 2 

土師器器台 11 。 。 。 。 11 

土師器聾a 。 。 。 。 。 o 
土師器饗b 。 。 。 。 。 。

黒色土器B類椀C2 。 1 。 1 。 1 

黒色土器A類椀C2 。 。 。 。 。 。
須恵器鉢 1 。 。 。 。
緑紬陶器 2 。 。 。 。 2 

越州窯系青磁 5 。 。 。 。 5 

合計 124 

勾器・越州窯系青磁に 合計(陶磁器除外) 117 
ついては、脚部の数および破片を示す。

復原Aレベル(破片数量法) 復原Bレベル(破片数量法)

形式 総破片数 割合 器種 総破片数

土師器椀C2 113 16.59% 土師器椀 467 

土師器椀a 65 9.54% 土師器皿 440 

土 師器不a(X小皿a1) 426 62.56% 土師器器台 50 

土師器小皿a2 1 0.15% 土師器翠 95 

土師著書 皿c 3 0.44% 黒色土器B類椀 8 

土師器器台 50 7.34% 黒色土鴇A類椀 15 

土師器聾a 6 0.88% 須恵、器鉢 3 

土師器褒b 。 0.00% 緑紬陶器 2 

黒色土器B類椀C2 5 0.73% 越州窯系青磁 5 

黒色土鴇A類椀C2 2 0.29% 合計 1085 

須恵、器鉢 3 0.44% 

緑触陶器 2 0.29% 

越州窯系青磁 5 0.73% 

合計 681 100.00% 

復原Cレベル(破片数量法) 復原Dレベル(破片数量法)

器種 総破片数 割合 器種 総破片数

供膳具 1211 92.73% 精製品 5016 

煮沸具 95 7.27% 粗製品 184 

合計 1306 100.00% 合計 5200 

Tab.14 定量分析結果(条坊87次SE015)
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全体に占める割合

29.84% 

3.23% 

49.19% 

0.00% 

1.61% 

8.87% 

0.00% 

0.00% 

0.81% 

0.00% 

0.81% 

1.61% 

4.03% 

100.00% 

割合(陶磁器除外)

31.62% 

3.42% 

52.14% 

0.00% 

1.71% 

9.40% 

0.00% 

0.00% 

0.85% 

0.00% 

0.85% 

100.00% 

割合

43.04% 

40.55% 

4.61% 

8.76% 

0.74% 

1.38% 

0.28% 

0.18% 

0.46% 

100.00% 

割合

96.46% 

3.54% 

100.000
;'。
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が20%近くを占めているo 組成比率が示すように供膳具が主体を占めていることが読み取れるo

この傾向は破片数量法による結果とほぽ同様の結果を導き出している。また、細片資料であるた

め一個体として見なし難い陶磁器類をゴミ等の混入品として除外した場合の組成比を合わせて算

出した。陶磁器の出土量が在地産食器に対して微量であるため、比率には大差ない結果を得た。

iii )両分析法の結果の比較

おおまかな組成の大小に関しては二遺構の定量分析結果は、同様の結果を導き出せたといえ

るo しかし、実際の数値として見た場合、差が大きいことが読み取れよう。特に数量の多い形

総数に占める割合 食器に占める割合 破片数

総破片数 1589 

総破片数(瓦除外) 1584 

形式認定復原率(A) 13.34% 13.38% 212 

形式認定復原率(8) 20.01% 20.08% 318 

形式認定復原率(C) 22.34% 22.41% 355 

形式認定復原率(D) 99.69% 100.00% 1584 

復原Aレベlレ(口縁部計測法)

形式 1/1総数 1/2総数 1/4総数 1/2個体数 1/4個体数 推定個体数 全体に占める割合 割含(向磁器除外)

土師器椀C2 7 。 O 。 O 7 10.94% 

土師器椀a 12 。 。 。 。 12 18.75% 

土師器内、(X小皿a1) 34 。 18 。 5 39 60.94% 

土師器小皿a2 3 。 1 。 。 3 4.690
;'。

土師器皿C 。 。 O 。 。 。 O.OO~も

土師器器台 。 。 。 。 。 。 0.00% 

土師器聾a 。 。 。 。 。 。 0.00% 

黒色土器B類皿a 。 2 。 1 。 1 1.56% 

黒色土器B類 椀C2 。 O 。 。 。 。 0.00% 

黒色土器A類椀C2 。 。 。 O 。 。 0.00% 

須恵器鉢 。 。 。 。 。 。 0.00% 

白磁 1 。 。 。 。 1 1.56% 

越州窯系青磁 1 。 。 。 。 1 1.56% 

合計 64 100.00% 

合計(陶磁器除外) 62 

※1/4総数中における土師器器台、緑柚陶器・越州窯系青磁については、脚部の数および破片を示す。

復原Aレベル(破片数量法)

形式 総破片数

土師器椀C2 8 

土師器椀a 24 

土師器 ]:fa(X小皿a1) 156 

土師器小皿a2 18 

土師器聾a 2 

黒色土器B類 lID.a 2 

白磁 1 

越州窯系青磁 1 

Lーー合計 212 

復原Cレベル(破片数量法)

器種 | 総破片数

供膳具 332 

煮沸具 23 

合計 355 

復原Bレベル(破片数量法)

割合 器種 総破片数

3.77% 土師器椀 83 

11.32% 土師器皿 205 

73.58% 土師器器台 。
8.49% 土師器璽 22 

0.94~も 黒色土器8類皿 2 

0.94% 黒色土器B類椀 3 

0.47% 黒色土器A類椀 1 

0.47% 白磁 1 

100.00% 越州窯系青磁 1 

L.. 
合計 318 

復原Dレベル(破片数量法)

割合 器種 | 総破片数

93.52% 

6.48% 

100.00% 

精製品

組製品

合計

Tab.15 定量分析結果(条坊98次SE002)
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1561 

23 

1584 

11.29% 

19.35% 

62.90% 

4.84% 

0.00% 

0.00% 

0.00% 

1.62% 

0.00% 

0.00% 

0.00% 

100.00% 

割合

26.10% 

64.47% 

0.00% 

6.92% 

0.63% 

0.94% 

0.31% 

0.310
;'。

0.31% 

100.00% 

割合

98.55% 

1.45% 

100.00% 
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式に関して誇張される傾向にあり、両者の数値に 2倍程度の差が見い出せる形式も存在してし

まっている。したがって、今回の分析によって導き出された結果は、数値としては評価し難い

といえる。しかし、両遺構とも供膳具が主体を占めていることを指摘することは可能であろう o

また、陶磁器が極めて微量ないしはゴミとして混入している可能性も指摘することはできるで

あろうと考える。

やはり、復原率の低下が定量分析の結果に推論を多く介在させる結果となった。また同時に

2つの方法を用いて分析を試みたが、両者の分析結果を比較した場合、数値上で誇張傾向にあ

る形式が存在する結果となった。これは両分析法が有効ではないと指摘しているのではない。

両者とも有効性と限界を持ち合わせており、分析対象資料によって使い分ける必要性を確認し

たといえる。したがって今回の誇張傾向を引き出した要因は、分析方法に問題があるのではな

く、復原率の低下をもたらした現場処理に全ての要因が存在していると指摘できょう o

D. 課題

使用当時の食器組成ならびに遺跡の性格を考える上で、何らかの手立てを模索する意味から、

遺物の定量化の試みを検討してきた。先述してきたように復原率が如実に物語っているように、

今回の定量値の信懇性には、いささか疑念を抱かざるを得ない。やはり、一括資料の定量作業

の簡便化と正確化を図るためには、現場での遺物抽出方法の改善が最も求められるところであ

ろう o 個体復原を簡便にかつ合理的に実施することが、定量値への信溶性を高めることになる。

したがって現場での遺物取り上げを、可能なかぎり個体ごとに取り上げてゆく必要性を強く感

じた。これも調査に関わる諸条件が伴ってくることであるが、今後は条件獲得のための手段を

案出する必要性も感じている。可能なかぎり個体ごとに取り上げてゆくことで、限られた整理

作業時間を有効に意味ある作業とするために必要であろうし、何よりも定量作業の汎用性も高

まってくるものと考える。やはり「全ては現場から」ということになる。

長々と定量化の試みに対する課題と実際について述べてきた。以下に抽出できた成果と今後

検討すべき課題を列記しておく。

(実作業面)

a)復原作業の簡便化を図る必要から、調査現場での個体認識を着実に実施しておく必要が

ある。

b)形式分類作業時の属'性レベルでの分類の基準化と、基準に基づく機械的作業の実施。

今回の土師器・椀c2と椀aの口縁部形態の同一形態等のように、各時期によっても分類

限界は異なっているo したがって、分類属性の明確化と同時に分類限界を認識しておく必

要がある。

c)分類不適合資料の排除に当たって、冷淡であること(分類者の機械化が必要)。

d)混入品(ゴミ等)の排除。
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学史上認識されてきた共時性の尊重と疑問を持つ必要がある。前後の画期に属する食器

の混在は共時性が高い可能性があるが、大きく離れた画期に属する食器の混在に関しては、

他の共伴例の検証に基づき排除する必要があろう。前後の画期に属する食器の混在に関し

ては、参考資料ながら今回の分析によって、型式の量の変化によって時間軸上での前後関

係であることが確認できている。このように量の概念を適用することによって、遺構出土

一括資料の従来考えられていた範時より、現実に即した時間軸上での位置づけが可能にな

ると考えている所以である。

e)輸入陶磁器および搬入品に関する取り扱い。

資料に平等な取り扱いが必要であろう。

d)項目同様に混入品、特にゴミとして混入した可能性が高い場合の細片資料の取り扱

いは慎重になる必要があろう o ただし墓への破片副葬など例外的事例(狭川、 1993) もあ

るので、現場での検証が必要であることは述べるまでもない。

f )分類後の数値化に関しては、忍耐と体力が必要となる。

g)数値化した各分類単位ごとの資料は、各部分に分け保管することが、実験の再現性保障

と考えるべきであろう o 筆者自身将来の再検討の気力が残存していれば、実施してみたい

と，思っている。

h)数値化する資料の範囲は、ゴミと考えられる資料群までを含んで、各レベルごとに数値

化しておく必要があるo 多角的な分析に供するために必要であろう(宇野、 1992)0

(定量成果)

復原率30%を割る定量結果であったことを前提として、以下に記述するo

a) 口縁部計測法に基づく組成と破片数量法に基づく組成を比較すると、大小のおおまかな

差異は同様の結果を導き出したが、土師器椀C2の数値に代表されるように、破片数量法

が約 1/2減じた結果となっている。したがって、単純に数値化による立論には、やや検

討が必要と考えられ、懐疑的にならざるを得ない。やはり復原率を高める努力が必要であ

ろう o 復原率が低い場合は、定性レベルでとどめておく必要もある。数値の一人歩きを防

止するためにも。

b)組成の大小比でゆくと、供膳具が主体を占めている。特に土師器坪a (x小皿a) の比

率が高い。

c)各形式内における法量差は看取しがたい。

d) 87SE015出土資料と98SE002黒色土出土資料の比較

・型式の存在量にやや差異がみられるo 詳細については、後項にて記述するo

.98SE002黒色土出土資料には、極細片での陶磁器が混入しており、共時性が認め難い

ことから、土師器・黒色土器のみで構成される廃棄行為と考えられるo 「乾元大賢」が共

伴していることと関係があるかどうかは、将来に期するしかない。
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以上記述してきたように、定量分析には様々な課題が存在している。しかし暗いことばかり

記述しても先が無いので、希望の持てる方法を案出する必要がある。先に記述したことと重複

するが、やはり「全ては発掘調査現場から」ということ以外にない。全ての処理の始まりは、

調査現場での所見と処理にあり、行政内での限られた時間と財源を十分に活用するためにも極

めて重要な処理課題といえる。あとは分析者の厳密性が要求される手法であり、主観を如何に

排除し自らが分析機械となるかにかかっている。筆者自身、今回の方法の模索は、将来的な単

位遺跡ごとの食器組成ないしは、食器使用傾向の把握に対する方法の検討にすぎない。したが

って肥前東部にて実践されている遺跡内食器使用傾向の把握(徳永、 1991 前回、 1993a ・

1993 b ・1994・1995) のように、遺跡出土資料群全てを定量化することを指向すべきであろう

と考えている。その前提作業として出土全資料を適切かつ合理的な方法で定量化する方法を検

討し、結果として時間および空間的比較を条坊内および条坊外で実施してゆく必要があろう。

(中島恒次郎)
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脚註

1)調査原因者や調査担当者によって設定された遺跡ではなく、過去存在した集落や墓、役所など性格ごとの

遺跡総体を単位遺跡と表現した。同時に存在した遺構群は、相互に関連して存在していることから境界を引

くことは困難だが、例えば中世の館跡などある一定空間を占地し、境界を堀等で区画されたものに関しては、

この館全体内が単位遺跡となる。用語に関しては適当な語が案出できしだい改定すべきもので、説明の必要

性からこの語を使用するにすぎない。

なお調査原因者や調査担当者によって設定された遺跡を、本稿では任意遺跡と呼称する。この呼称、に関し

ても前者同様、適当な語が案出できしだい改定すべきと考えている。

2 )本人(分析者)の意志(意図)とは関係なく、他者によって歩かされ活用されること。往々にして本人

(分析者)に責任が課せられる。
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3.搬入食器の位置付け

A.はじめに

西都大宰府には、様々な人々の往来を物語るかのように、各地にて生産されたとされる各種

食器が出土しているo これまでの発掘調査成果の検討により、中国産陶磁器等国外からの輸入

品や国産の主に畿内周辺からの搬入食器の流入状況が明らかになってきていたが、近年の資料

検討によって九州管内諸国にて生産された食器の搬入についても次第に判明してきている。こ

れら大宰府以外で生産された食器の搬入は、当時の人々の動態を知る上で貴重な資料となるば

かりか、考古学上での時間尺度の平行関係を把握する上でも重要な位置を占めている。ここで

は、後者の課題について取り上げることにするo

考古学上で最優先課題として取り上げられてきた問題として、出土遺物の時間軸上での位置

づけがある。いわゆる編年作業であるが、大宰府においても他地域同様に、出土する遺物、特

に土師器の編年作業が先学諸氏によって精力的に進められてきた。現在の動向としては、山本

(1988・1990 以下山本モデルと記載する)による編年モデ、ルが一応の到達点として、広く理

解されているo しかし個々の形式による存続幅の検討など、実際の遺構出土資料へモデルを還

元した場合、これまでの理解に基づく編年観1)では、一見矛盾が生じているかのような錯覚に

捕われる可能性がある。実際、山本モデJレによって提示された各画期にまたがる資料群の存在

自体、山本自身認めていることであるo これには、画期の設定自体に問題があるのではなく、

画期設定のレベルと実資料への適用を、別レベルいわば別作業として認識していないことに帰

因しているといえるo 山本自身はこのことを記述した後、各画期にまたがる資料の提示を行な

っているのだが、山本モデルの適用によって導き出される他地域の資料解釈に、やはり編年観

からくるズレが生じている。行き着くところ画期設定のレベルと実資料への適用が同一レベル

で立論ないしは解釈がなされるため、一見矛盾を内包した結果となり、編年モデ、ルの一遺構化、

一小地域化といった「細分」の道を余儀なくされるといった、誤認される悲しい結果となり、

結末として先の見えない「迷路」へと埋没してゆくことになりかねない。換言するならば画期

内様相の把握の段階から遺構個々の資料解釈へと作業レベルが移行する必要性を認識しておく

ことが必要であろうと考えるo

ここでは搬入食器の位置付けにあたり、前提作業として搬入食器が共伴している遺構出土資

料の中で先に在地産食器の位置付けを行ない、どのような在地産食器の様相下に搬入食器個々

が共伴しているのかを記述することに目的がある D

B.方法

分析の方法は、前項にて記述してきた量の概念を資料へ適用し、遺構出土資料の時間軸上で

の位置付けを検討する。量の概念の適用自体、大宰府出土遺物の解釈へは赤司 (1989) によっ
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て奈良期の資料検討がなされ、また中島 (1992)、狭川(1993) によって平安期の資料が示さ

れてきている。赤司の検討には優れた方法と検証が示されているが、その後の比較資料の提示

がなされていないことから、残念な結果となっているo また中島・狭川の方法は、定量分析を

前面に押し出したかたちでの立論へは至っていない。本稿においても状況は同じであるが、こ

れまで発表されてきた基準資料への量概念を適用し、基準資料の時間軸上での位置付けを検討

してみたい。しかし、実際定量作業の困難さは前項にて記述してきたように、実資料を検討す

ること以外に様々な条件が必要であることが明らかとなっている。したがってここでは、極め

て消極的な記述として理解していただきたいのだが、報告書記載の実測図より抽出し型式の数

を数値化したい。したがって定量ではなく「半定量九に基づく立論である。ただし、本報告

に記載した条87SE015および条98SE002黒色土出土資料に関しては、前項で述べた定量化資料

を用いるo

対象とする時期は、山本が設定した(山本、 1990) IX期-----XII期までを扱う。これは条87SE

015にて共伴した京都系食器群の位置付けを検討する必要からである。また補足として条106

SK040出土の土師器窪bの位置付けの必要からvn期に関しても記述する。

具体的な方法は、任意抽出資料の型式分類とその量を計測することにあるが、形式に関して

は記述の簡略化のため山本モデルによって記載された分類を用いる。また、型式の設定には法

量を軸とした設定を行ない、法量値の各種処理によって導き出される数値ごとの個体数量把握

に努めた。法量による作業前提は山本モデルによる分析結果に基づいているo また任意抽出資

料中に多くを占める土師器・椀C2、椀a、坪a(x小1IIla1 )の三形式についてのみ数量化を

行なった。分析精度は、報告書掲載の任意に抽出された個体によっているため、厳密には埋没

当時の個体数に等しいという保証はない。傾向把握のレベルにとどめておきたい。また、法量

値の各種処理および個体数量化には、結果の明確化および説明的にする目的で、極めて怒意性

の高い処理を行っているo 基礎値に関しては、掲載報告書を参照していただきたい。

c.結果

i )土師器椀C2

山本 (1990) によって、土師器・椀C2の型式変化が述べられており、時間の経過に伴う高

台径の縮小化が示されている o これを数値化したのがTab.16であるo 抽出した資料は、いず

れも大宰府にて出土した資料で、一括廃棄によると考えられる資料を用いた。従来基準資料と

して広く活用されてきている資料群である o Tab.16に示したように、時間の経過とともに口

縁径/高台径の平均値が大きくなっているのが読み取れる。

ii )土師器椀a

山本(1990) には、椀aとは別形式として分類されているが、ここでは土師器椀aの退化形

式として丸底坪aを位置付ける。口縁径/器高の数値を算出したのがTab.17である。先述し
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『大宰府条坊跡，UX

遺構名:条坊16SK090 盛期 遺構名:条坊16SK089 IX期 XI期

番号 口縁径 高台径 口縁径/高台径 番号 口縁径 高台径 口縁径/高台径 高台径 口縁径/高台径

1 12.00 7.90 1.52 1 12.70 7.90 1.61 7.30 1.70 

z 12.20 8.00 1.53 2 12.40 7.40 1.68 7.30 1.92 

3 12.40 7.80 1.59 3 12.70 7.50 1.69 7.20 2.07 

4 12.70 7.90 1.61 4 13.20 7.70 1.71 7.30 2.14 

5 11.60 7.20 1.61 5 14.10 8.20 1.72 平均値 1.96 

6 12.60 7.80 1.62 6 12.10 7.00 1.73 

7 13.80 8.50 1.62 7 12.00 6.70 1.79 

8 12.20 7.50 1.63 8 12.80 7.10 1.80 

9 14.60 8.90 1.64 9 14.90 8.20 1.82 

10 12.70 7.70 1.65 10 12.80 7.00 1.83 

11 12.70 7.70 1.65 11 13.60 7.10 1.92 

12 12.80 7.70 1.66 12 15.50 8.00 1.94 

13 13.00 7.80 1.67 平均値 1.77 氾期

14 13.20 7.90 1.67 口縁径/高台径

15 12.40 7.40 1.68 遺構名:南3SK339 X期 6.90 2.09 

16 12.60 7.50 1.68 番号 口縁径 高台径 口縁径/高台径 6.90 2.10 

17 11.30 6.70 1.69 1 14.50 8.80 1.65 6.90 2.22 

18 12.40 7.30 1.70 z 12.20 7.40 1.65 6.60 2.29 

19 14.80 8.70 1.70 3 13.80 8.30 1.66 平均値 2.17 

20 12.50 7.30 1.71 4 13.05 7.70 '1.69 

21 12.50 7.30 1.71 5 14.00 8.20 1.71 

22 12.40 7.20 1.72 6 13.75 8.00 1.72 

23 15.50 9.00 1.72 7 14.50 8.25 1.76 

24 13.10 7.60 1.72 8 12.40 6.90 1.80 

25 12.20 7.00 1.74 9 15.35 8.52 1.80 

26 12.20 7.00 1.74 10 15.40 8.50 1.81 

27 15.00 8.60 1.74 11 12.40 6.77 1.83 

28 13.20 7.50 1.76 12 14.20 7.70 1.84 

29 12.70 7.20 1.76 13 16.30 8.80 1.85 

30 13.20 7.40 1.78 14 14.65 7.90 1.85 

31 12.20 6.80 1.79 15 14.90 7.90 1.89 

32 13.30 7.40 1.80 16 15.90 8.25 1.93 

33 12.80 7.10 1.80 17 16.20 8.30 1.95 

34 14.80 8.20 1.80 平均値 1.79 

35 13.00 7.20 1.81 

36 15.40 8.50 1.81 遺構名:大99SK2935 政期

37 14.50 8.00 1.81 番号 口縁径 高台径 口縁径/向台径

38 12.20 6.70 1.82 1 10.00 6.50 1.54 

39 15.00 7.90 1.90 2 9.10 5.90 1.54 

平均値 1.7'1 3 16.80 10.40 1.62 

4 16.00 9.80 1.63 

遺構名:南6SK633 X期 5 8.20 5.00 1.64 

番号 口縁径 前台径 口縁径/両台径 6 11.60 7.00 "1.66 

1 15.20 8.50 1.79 7 13.40 8.00 1.68 

2 12.40 6.85 1.81 8 10.80 6.40 1.69 

3 15.40 8.35 1.84 9 11.00 6.20 1.77 

4 14.50 7.70 1.88 10 12.00 6.60 1.82 

5 14.60 7.60 1.92 11 9.20 5.00 1.84 

平均値 1.85 12 12.00 6.20 1.94 

13 11.80 6.00 1.97 

14 10.80 5.30 2.04 

平均値 1.74 

Tab.16 土師器椀C2の計測値(口縁径/高台径)
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氾期

口縁径/器高

3.90 3.82 

3.70 4.16 

3.60 4.31 

3.50 4.51 

3.30 4.58 

平均 4.28 

遺構名:南65K633 X期

番号 口縁径 器高 口縁径/器向

12.70 4.10 3.10 

2 12.70 4.00 3.18 

3 12.90 4.00 3.23 

4 13.00 4.00 3.25 

5 11.80 3.60 3.28 

6 12.35 3.70 3.34 

7 13.40 4.00 3.35 

8 11.80 3.50 3.37 

9 12.70 3.60 3.53 

平均 3.29 

遺構名:南35K339 X期

番号 口縁径 器商 ロ縁径/器高

12.30 4.20 2.93 

2 13.05 4.45 2.93 

3 12.50 4.20 2.98 

4 13.00 4.2 3.10 

5 12.50 4.00 3.13 

6 12.70 3.90 3.26 

7 12.30 3.75 3.28 

8 12.80 3.90 3.28 

9 12.80 3.90 3.28 

10 11.90 3.50 3'.40 

11 12.90 3.70 3.49 

12 12.30 3.10 3.97 

平均 3.25 

遺 構 名 大465D1330

番号 口縁径 器高 口縁径/器高

1 14.80 3.30 4.48 

2 14.70 3.90 3.77 

3 15.00 3.80 3.95 

4 13.60 3.40 4.00 

5 16.00 4.00 4.00 

6 14.80 3.65 4.05 

7 14.60 3.60 4.06 

8 14.60 3.60 4.06 

9 14.20 3.50 4.06 

10 18.00 4.40 4.09 

11 15.00 3.65 4.11 

12 15.40 3.70 4.16 

13 14.20 3.40 4.18 

14 14.50 3.45 4.20 

15 14.80 3.50 4.23 

16 14.40 3.40 4.24 

17 15.80 3.70 4.27 

18 14.70 3.40 4.32 

19 14.70 3.40 4.32 

20 15.60 3.60 4.33 

21 13.90 3.20 4.34 

22 14.80 3.40 4.35 

23 17.00 3.90 4.36 

24 14.90 3.40 4.38 

25 15.00 3.40 4.41 

26 15.00 3.40 4.41 

27 13.90 3.15 4.41 

28 14.60 3.30 4.42 

29 15.50 3.50 4.43 

30 14.90 3.35 4.45 

31 15.60 3.50 4.46 

32 15.20 3.40 4.47 

33 14.70 3.25 4.52 

34 15.50 3.40 4.56 

35 15.00 3.30 4.55 

36 13.20 2.90 4.55 

37 18.00 3.90 4.62 

38 15.00 3.20 4.69 

39 15.50 3.30 4.70 

40 14.80 3.15 4.70 

41 13.40 2.85 4.70 

42 14.60 3.10 4.71 

43 14.60 3.10 4.71 

44 13.20 2.80 4.71 

45 15.20 3.20 4.75 

46 14.80 3.10 4.77 

47 14.80 3.10 4.77 

48 14.90 3.10 4.81 

49 15.50 3.20 4.84 

50 15.60 3.20 4.88 

51 13.30 2.70 4.93 

52 15.00 2.80 5.36 

53 14.50 2.70 5.37 

54 14.00 2.60 5.38 

55 13.60 2.30 5.91 

56 13.40 2.20 6.09 

57 15.30 2.40 6.38 

平均 4.56 

『大宰府条坊跡~IX

潤期 遺構名:大385D860 姐期

番号 口縁径 器品 口縁径/器高

1 15.20 3.70 4.11 

z 14.60 3.50 4.17 

3 14.30 3.40 4.21 

4 15.60 3.70 4.22 

5 14.70 3.45 4.26 

6 14.30 3.35 4.27 

7 14.65 3.40 4.31 

8 14.95 3.45 4.33 

9 '15.00 3.45 4.35 

10 15.15 3.45 4.39 

11 14.95 3.40 4.40 

12 14.60 3.30 4.42 

13 14.90 3.35 4.45 

14 15.45 3.45 4.48 

15 15.25 3.40 4.49 

16 14.40 3.20 4.50 

17 15.30 3.40 4.50 

18 15.30 3.40 4.50 

19 15.65 3.45 4.54 

20 15.20 3.30 4.61 

21 15.30 3.30 4.64 

22 15.15 3.25 4.66 

23 14.50 3.10 4.68 

24 14.80 3.15 4.70 

25 14.65 3.10 4.73 

26 14.70 3.10 4.74 

27 14.70 3.10 4.74 

28 14.90 3.10 4.81 

29 15.55 3.20 4.86 

30 14.85 3.00 4.95 

31 15.40 3.10 4.97 

32 16.25 3.20 5.08 

33 14.50 2.80 5.18 

34 15.40 2.95 5.22 

35 14.85 2.80 5.30 

36 16.25 2.60 6.25 

平均 4.64 

Tab.17 土師器椀aの計測値(口縁径/器高)
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『大宰府条坊跡jIX

口縁径/高台径 条16SK090大99SK2935条87SE015 条16SK089 南3SK339 南6SK633 条98SE002 条88SE040大74SK1950大62SK15251

1.50~1.59 3 2 

1.60'"""-'1.69 14 6 4 3 4 

1.70----1.79 14 1 8 4 3 1 1 

1.80'"""-'1.89 7 2 2 3 8 3 2 。
1.90'"""-'1.99 1 z 2 2 2 1 1 

2.00'"""-'2.09 1 2 2 1 1 

2.10~2.19 1 

2.20'"""-'2.29 1 2 

一一 ----L 

Tab.18 土師器椀C2の個体数(口縁径/高台径)

た遺構出土資料では、十分な資料数に達しなかったため、後続する時期の資料として溝出土資

料ではあるが二遺構の算出資料を加えた。結果として、算出した平均値が時間の経過とともに

次第に大きくなる傾向が読み取れよう。器高の縮小化が表現されているo 器高の縮小化と同時

に手法の手抜きが認められるため、丸底坪aは前述した土師器椀aの退化型式つまり同一形式

内での変化と捉えた方が蓋然性は高いと考えられる。

以上 2形式の処理した数値からそれぞれの範囲に収まる個体数を数値化したのが、 Tab.18

・19である。補足資料として坪a(X小.rma1 )の口縁径ごとの数量をTab.20に示しているo

結果として、出土型式の分布中心が次第に変化しているのが読み取れる。しかし、画期とし

て捉えられていた各型式が共伴していることも同時に読み取れることに注意すべきであろう。

したがって、食器の変化は漸移的であることが改めて理解できる。ここで量の概念の適用によ

って、遺構個々の時期が判断できることになるo つまり山本 (1990)によって設定された各画

期への位置付けとして、遺構より出土した各型式の出土量により、時間軸上での位置付けを判

断する。これとて相対的な位置付けに変わりない。しかしこれまで定性的に理解され、漠然と

新古が判断されていたレベルから、具体的かつ説明的に記述することが可能となろう。この意

味からも、厳密な意味での定量分析の必要性が不可欠となる D

では目的とする条87SE015出土資料群の位置付けについては、どのように理解すべきであろ

口縁径/器両 条87SE015 南3SK339 南6SK633 条98SE002 大62SK1525 大465D1330

'"""-'2.99 1 3 

3.00~3.49 8 8 8 4 

3.50'"""-'3.99 7 1 1 5 1 2 

4.00~4 .49 2 6 2 30 

4.50'"""-'4.99 2 19 

5.00"-'5.49 3 

5.50"-'5.99 1 

6.00"'"' 2 

Tab.19 土師器椀aの個体数(口縁径/器高)
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『大宰府条坊跡HX

口縁径 条165K090 大995K2935 条875E015 条165K089 条885E040 南35K339 南65K633 条985E002 大745K1950大625K1525

9.0an-9.9叩 。0.00見 。0.00先 。0.00児 。0.00児 。0.00児 。0.00先 1 1.72先 10 20.83児 。O.ω児 5 7J;.43話

10.0an-10.9αl 21 10.77児 。0.00お 32 25.81児 5 11.90児 。0.00見 14 82.35克 49 84.48児 38 丸17潟 6 100.∞見 2 28.57児

11.Oan-11.9αl 155 月.49児 2 1ω，的見 73 58.87出 36 85.71覧 2 1∞.ω児 3 17.65% 8 13.79児 。0.00児 。0.00先 。

12.0an-12.9α1 19 9.74先 。0.00出 19 15.32出 1 2.38児 。0.00児 。0.00先 。0.00覧 。0.00見 。0.00お 。0.00見

13.0ロn-13.9an 。0.00児 。0.00児 。0.00児 。0.00見 。O.∞先 。O.∞お 。0.00児 。O.ω先 。0.00お 。0.00児

合計(1) 195 100.00% 2 100.00児 124 100.00児 42 100.00お 2 100.00先 17 100.00児 58 100.00見 48 100.00見 6 100.00先 7 削 0児|

Tab.20 土師器杯a(x小lIIla1 )の個体数

11.0cmの型式が多い傾向にあるが、 X期のものも25%程度を占めていることから、立期>X期

ということになろう。同様に、椀C2および、椀aに関しても、立期に分布中心を置くとされる

遺構出土資料との傾向が数値的に近似していることが解かるo しかし杯a (x小.nna1 )の数

量同様、 X期に位置付けられる型式の出土もあり、表現としては、立期>X期という記載方法

をとるのが望ましいと考える。したがって実年代の推定としては、山本(1990)の成果にのれ

ば、 10世紀の第III四半期~第W四半期の境界付近頃と推定しておく (Tab.24)o実年代の推定

に関しては、機械的な算出方法によって導き出された結果であり、今後の検討課題であること

は述べるまでもない。

同様の方法を用いて、条106SK040出土土師器聾 bの位置付けを試みる。何分にもこの翠b

自体出土例がなく、単独で時期を推定するには無理がある。そこで共伴した土師器杯aの法量

から推定するo法量の近似する遺構として大70SK1800を前後する基準資料を用いて、法量ご

との数量分布を示したのがTab.21で、ある。 106SK040出土の土師器坪aの法量ごとの型式の数

分類形式:土師器界a

口縁径 大435K1084 大435E1081 筑国65K053 条1065K040 大705K1800 大965E2845 大745D205A※ 合計 頻度

10.0cm~10. 9cm 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 1 1.37% 1 20.00% 1 14.29% 3 2.63% 

11.0cm~11.9cm 。0.00% 。0.00% 。0.00% 4 44.44% 42 57.53% 3 60.ω% 3 42.86% 52 45.61お

12.0cm~12. 9cm 。0.00% 。0.00% 2 12.50% 5 55.56% 30 41.10% 1 20.00% 3 42.8端 41 35.96% 

13.0cm~13.9αn 2 100.00% 2 100.00% 14 87.50% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 18 15.79児

14.0αn~14.9αn 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 

合計 2 100.00% 2 100.00% 16 100.00% 9 100.00% 73 100.00% 5 100.00% 7 100.00% 114 
_L- 一※:器高の低い大宰府立期に分布中心を置く新たな型式がー絡に出土している。

Tab.21 土師器杯aの個体数
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『大宰府条坊跡.UX

各形式の数量比較

分類形式:土師器椀C2

口縁径/晶台径 87SE015 

1.60'"'-'1.69 4 

1.70'"'-'1.79 8 

1.80'"'-'1.89 2 

1.90'"'-'1.99 2 

2.00........2.09 

分類形式:土師器椀a

口縁径/高台径 87SE015 

2.90........2.99 1 

3.00'"'-'3.09 

3.10........3.19 1 

3.20........3.29 3 

3.30'"'-'3.39 3 

3.40'"'-'3.49 1 

3.50'"'-'3.59 2 

3.60........3.69 3 

3.70'"'-'3.79 2 

3.80'"'-'3.89 

3.90........3.99 

4.00'"'-'4.09 1 

4.10'"'-'4.19 

4.20........4.29 

98SE002 

2 

3 

98SE002 

1 

2 

1 

1 

2 

2 

2 

1 

量を見ると、 2型式が混在していることが読みとれるo この

遺構出土資料と近似した傾向にある基準資料として大70SK

1800があるが、この遺構出土資料についても、山本モデルに

よって単一型式によって構成されると解釈されてきたが、実

際のところ量の概念を適用することで、 Tab.21・25に示さ

れるように大きく 2つの型式によって構成されていることが

わかる。したがって、従来の解釈ではやや矛盾が生じている

ように見えるが、山本モデノレにおける四期と四期の混在した

状況を大70SK1800出土資料は有していると解することで理

解できるものと考えるo 量の概念を適用するならば、四>VIII

期という表記方法をとることになる (Tab.24)。したがって

推定実年代は、 9世紀第III四半期~第W四半期の境界頃に位

置付けることができょう。結果として106SK040出土資料の

時期についても同様の解釈から、大70SK1800と同時期もし

くは近似した時期に求めることが可能で、あろう o

Tab.22 条87SE015・条98SE002
D.まとめ

出土資料の定量値(椀a・椀C2)

量の概念を適用することで、在地産食器の位置付けをより

具体的かつ説明的な解釈へ近づ、けることができたと考えている。このような方法を紀年銘資料

共伴の資料群の解釈を含めて基準資料個々に適用することで、分析対象資料の実年代推定のー

根拠と十分なり得ると考える (Tab.24)0 したがって、画期内様相の把握とは別作業として遺

構出土資料の解釈を実践してゆく必要性があろう o この方法を適用することで、広域流通品に

よる相対編年がより現実味を帯び、た検討課題へと昇華できるものと考えている D これまでの検

討に基づく結果を表に示したのがTab.24になる。

分類形式:土師器坪a(X小皿a1)

口縁径
87SE015 

1/4以上破片数 割合(1) 割合(2)

9.0cmへ-9.9cm O 0.00% 0.00% 

1 0.Ocm"'-'10.9cm 32 45.71% 25.00% 

11.0cm-....11.9cm 73 94.81% 57.03% 

12.0cm-....12.9cm 19 100.00% 14.84% 

13.0cm"'-'13.9cm 4 100.00% 3.13% 

破片数合計(1) 128 100.00% 

破片数合計(1):同一遺構内での破片数合計
破片数合計(2):同一口縁径内での破片数合計
割合(1):同一口縁径内での各遺構聞の比率

割合(2):同一遺構内での出土比率(型式の出土比率)

98SE002 

1/4以上破片数 割合(1) 割合(2)

10 100.00% 19.23% 

38 54.29% 73.08% 

4 5.19% 7.69% 

O 0.000
;'。 0.00% 

O 0.00% 0.00% 

52 100.00% 

Tab.23 条87SE015・条98SE002出土資料の定量値(杯a)

-198-

破片数合計(2)

10 

70 

77 

19 

4 



『大宰府条坊跡』庇

大宰府画期

①
 

ト」

型式 土師器 ila 椀C2 椀a

13.0cm 12.0cm 11.0叩 10.0cm 9.0crr 8.0町 小 1.501.60 1. 70 1.80 1.90 2.00 2.10 2.20 3.00 3.50 4.00 4.50 5.00 5.50 6.00 
遺情¥法量

13.9cm 12.9cm 11.9cm 10.9cm 9.9crr 8.9cm 計1.591.69 1.79 1.89 1.99 2.09 2.19 2.29 計 2.993.49 3.99 4.49 4.99 5.49 5.99 E十

大43SKI084
2 

2 
1ω∞部

大43SE1081
2 

2 
100∞出

筑国6SK053
14 2 

16 
87.50拓12目見

条106SK040
5 4 

9 
話回目 44.44胃

大70SK1800
30 42 

73 
41.10部57.53旬 1.37% 

大96SE2845
3 

m∞部 ωω部mω百
5 

3 3 
7 

大74S0205A 42.86詰42.86出14.29先
杯a(x小皿a)

条16SK090
19 155 21 

195 
3 14 14 7 

39 
9.74弘79.49先10.77先 7.69出35叩覧 35叩喝 17.95時2.56喝

条16SK089
36 5 

42 
3 4 3 2 

12 
2.38先 邸71拡11.90時 25ω詰33.33部ぉω詰16.67首

条87SE015
19 73 32 

124 
4 8 2 2 161_ _1 8 7 2 

18 
15.32部58.87部25.81部 ぉω先日∞見 日目指 12.50部 5.56拡 44.44也38閲覧 11.11弘

南3SK339
3 14 

17 
4 3 8 2 3 8 

12 
17.65詰白話完 25.53自17缶詰 47.06自 11.76拡

17
125∞時 防67%8.33略

南36SK633
8 49 

58 
3 

5 
8 

9 
13.79拓制48%1.72先 20.00略ω∞略 却叩覧 88.89持日11覧

条98SE002
38 10 

48 
2 2 

4 
4 5 6 

15 
79.17胃20.83% 日ω協 日∞見 26.67出お33鬼40ω指

条88SE040
2 

2 
2 

4 
1∞∞時 25∞弘 25∞弘 日ω部

大74SK1950
6 

6 
i∞00出 日ω也 切ω詰 2

大62SK1525
2 5 

7 
2 2 2 

5 
28.57略71.43先 お閲覧 25.00拡日∞詰 4 m∞部 40.00旬40叩%

大46S01330
2 30 19 3 2 

57 
3.51鬼 日63先33.33旬5.26% 175拓 3.51略

大38SK860
15 16 4 

36 
41.67先44.44先11.11% 2.78時

一一L

Tab.24 型式の出現頻度と変遷

①長岡京右京102次S010201 784r延暦三」年

中島恒次郎(1992)r都へ行った土器Jr古文化談策第28集j

長岡京より筑前型土師器杯d・皿 a(大宰府分類)が出土している。これらの

各型式の大宰府での帰属関係の検討は、大102SX2999に出土している型式に

求められるのではないかと考えており、型式の出現頻度の検討からTab.24に
示した位霞に①を置いたo

②大74S0205A 927r延長五」年

九州歴史資料館(1982H大宰府史跡昭和56年度発掘調査概報j

型式の出現頻度より←→の範囲での型式が混在している。紀年銘資料自体

がどの型式に帰属しているのかは、筆者自身調査状況を確認していないため

判断できない。

各画期への遺構の位置付けは、Tab.24に表記した遺構から出土している各型

式の出現頻度から導き出しているが、筆者自身の機械的な分類に基づく型式の

出現頻度に無理が生じている。つまり大70SK1800出土土師器jfaに関して等分

類設定基準が1.0cmの範囲での設定のため境界付近にある個体が機械的に区別
されている状況にあり、実際のところ分布中心は、Tab.25に示すように12.0cm
前後と 11.3cm前後に集中している。したがって筆者の主観による時期比定を行

っている側面も存在している。細かい分類設定により克服できる課題であろう

と考える。

最後に条87SE015と条98SE002の分析基礎値を示すが、両者の分析信頼性を示す復原率を忘

れないようにしていただきたい。 (中島恒次郎)

引用文献

赤司善彦 (1989)r大宰府出土土器の検討J r九州歴史資料館研究論集 14.1 pp.81"-'94 

山本信夫(1988) r大宰府における古代末から中世の土器・陶磁器J r中近世土器の基礎研究 Nj pp.183"-' 

202 
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山本信夫(1990)r統計上の土器J r九州上代文化論集jpp.349'""'-'386 

狭川真一 (1993)r墳墓にみる供献形態の変遺とその背景J r貿易陶磁研究 No.13j 

pp. 1 '""'-'20 

中島恒次郎(1992)r大宰府における椀形態の変遺J r中近世土器の基礎研究 vnu 
pp.1l3"-'148 

脚注

1)編年作業から編年モデルの確立に至るまでの考え方の枠組みを指している。

2 )任意抽出資料の定量化という意味を有する。述べるまでもなく完全定量ではない。

したがって立論限界が明らかに存在している。

抽出資料一覧

口縁径 個体数

10.9αn 1 

11.0cm z 
11.3cm 7 

11.4cm 3 

11.5cm 5 

11.6cm 8 

11.7cm 13 

11.8cm 11 

11.9cm 15 

12.0cm 10 

12.1cm 5 

12.2cm 13 

12.3cm 8 

12.4cm 3 

12.5cm 3 

12.6cm 2 

12.7cm 1 

12.8cm 1 

Tab.25 

大38SD860 九州歴史資料館 (1977)r大宰府史跡 昭和51年度調査概報J

大43SE1081 九州歴史資料館 (1977)r大宰府史跡 昭和51年度調査概報』

大43SE1084 九州歴史資料館 (1977)r大宰府史跡 昭和51年度調査概報』

大46SD1330 九州歴史資料館 (1978)r大宰府史跡昭和52年度調査概報』

大62SK1525 九州歴史資料館 (1979)r大宰府史跡 昭和53年度調査概報』

大70SK1800 九州歴史資料館(1982)r大宰府史跡昭和56年度調査概報』

大74SD205A 九州歴史資料館 (1982)r大宰府史跡 昭和56年度調査概報J

大74SK1950 九州歴史資料館 (1982)r大宰府史跡 昭和56年度調査概報』

大96SE2845 九州歴史資料館 (1986)W大宰府史跡昭和60年度調査概報J

大70SK1800出土不a
の法量分布

大99SK2935 九州歴史資料館 (1987)r大宰府史跡 昭和61年度調査概報J

南 3SK339 福岡教育委員会(1976)r福岡南ノてイパス関係埋蔵文化財調査報告 第 3集J

南 6SK633 福岡教育委員会 (1977)r福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告 第 6集J

条16SK089 太宰府市教育委員会(1982)r大宰府条坊跡 IIj 

条16SK090 太宰府市教育委員会(1982)r大宰府条坊跡 IIj 

条88SE040 中島恒次郎(1990)r大宰府における搬入土器 一篠窯系資料一J r中近世土器の基礎研究 VU 

筑国 6SK053 福岡教育委員会 (1978)r筑前国分寺跡 昭和52年度発掘調査概要』
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4. 残された課題

A.遺構

i )条坊

『大宰府条坊跡jIX

今回報告した条87SD005および87SD018の検出によって、条坊に関わる議論が再燃し、現在

は条坊存否に関わる課題解決の段階から、具体的な規模、施工時期に関わる課題解決へと段階

は移ってしまったロ今回報告した調査結果も同様に、 3時期の条路痕跡が検出され、条坊施工

時期に幾時期か存在していることが明らかとなった。しかしその反面、条坊141次調査にて検

出された条路痕跡の成立背景が、地形に規制されているのか均等区割りの結果として必然的に

生じているのかなど、数時期にわたる条坊施工背景に関する検討が残されている。その後も条

坊内の調査は平成 7年度末現在で176次を数え、条坊168次調査による右郭 1----3坊までの連続

調査によって、奈良・平安前期・平安中期・平安後期の計4時期の条坊痕跡が検出されるなど

様々な事象が明らかになりつつある o また別区域である条坊120次調査にて検出した平安前期

の大規模な流路や、条坊162次調査にて検出した奈良末に埋没した屈曲する流路など、条坊痕

跡の様相が多様化しつつある現実もあるo これら多様化する遺構の解釈を含めて、今後の検討

課題となろう。

ii )居住空間

都市を区画する道路の検討から、井戸、建物等生活に関わる施設の選地に関する検討が今後

必要となってくる。中でも建物の規模等、調査時に可能な限り現場にて検証しつつ確認してゆ

く努力をしているが、条坊106次調査 I面における調査区北西部のように、小穴が密集する遺

構検出状況があると、建物など生活空間の検討に重要な位置を占める遺構の確認限界が生じて

くる o 今回報告した通古賀周辺では条坊106次調査にて検出された遺構密度がむしろ高い方で

あるが、市街地の東部、観世音寺より東にいたっては遺構密度がさらに高くなり、十分に遺構

性格を認識しつつ調査を展開してゆくには困難な現実がある。

そのような状況下にあったが、報告対象遺跡内における平安中期の建物配置が、想定という

限界はあるにしても、提示できたことは幸いであった。しかし区画道路と居住空間の関係など

総合的な空間利用状況の解明が明らかでなく、さらに条坊全体を見た場合、利用状況にも自ず

と違いが想定されるため、時空間軸に沿った空間利用の解明など残された課題は大きい。

B.遺物

i )食器傾向

各調査より出土した遺物は、縄文期から鎌倉期までの多岐にわたるが、やはり時間分布中心

は、平安中期にあたる10世紀代にある。次いで多いのは、奈良期のものが出土している。多く

を占める平安中期に位置する食器には、条坊内における焼き物種別による食器構成同様、土師
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器が主流を占めており、在地産食器の構成には際だ、った特徴はない。しかし焼き物個別に見て

行くと、供膳具が主流を占め、煮沸具があまり出土していないという傾向にあるo 居住空間と

して想定できる条106次調査区においても、顕著な出土傾向にはない。これは遺構面からも、

煮炊きを想定させ得る遺構の確認がないことから、台所としての機能を有した施設は、今回の

調査範囲内には想定し難いといえる。ただし、当時の食器組成中における煮沸具の占める割合

に関して、まだ不明確なため何に起因しているのか、今後の検討課題といえる。

ii )搬入食器

他の条坊内出土傾向同様に、各地にて生産された食器が出土しているo 具体的に列記すると、

国産のもので、近江・美濃・平城京周辺・平安京周辺・篠(丹波) ・楠葉(河内)等で、主に

都周辺にて生産された製品の搬入が際だつている。焼き物種別でみると、緑紬陶器・須恵器が

主体を占めているが、特に注目すべきものとして、平安京にて一般的に用いられている土師器

坪1)が在地産食器の一括廃棄資料に共伴して出土しており、平安京と大宰府の食器相の相対比

較を行なう上で貴重な資料といえる。また土師器を人に密着したレベルの食器と仮定するなら

ば、都からの下向官人の持ち込みである可能性が高く、同時に篠窯にて生産された須恵器鉢な

ど食膳に並ばないと考えられる食器が多く出土していることも考慮すると、都に精通した人間

の臭いのする食器構成をとっていると考えられるo

産地不明確な資料として、条106SK040にて出土した土師器饗 bがある。口縁部外面に鍔を

巡らせる特異な形態をとっており、在地色に無い特徴を有している。近似した資料としては、

福岡市那珂遺跡19次調査井戸157出土資料(福岡市教委、 1993)がある。時期が平安中期とや

や下り、形態的にもやや丸みを帯びているため、同一系譜にのるものであるのかどうか疑問が

のこるが、いずれにしても北部九州では希少な存在である。鍔を有する要は畿内摂津国や四国

の資料に見られるが、調整技法は異なっているため、同一視できない2)。胎土は花闘岩風化土

により作られており、成形技法も在地産警に見られる叩きによって作られていることや、さら

に土師器坪埋納遺構から想定される性格も加味して考えるならば、他地域にて生産された製品

のアナログ情報3)のみを取り入れた在地製品である可能性も考えておく必要があろう o

iii )銭「乾元大貫」共伴資料

98SE002黒色土から多量の食器とともに、「乾元大賀」が出土している。「乾元大賀」共伴資

料という極めて実年代推定には良好な条件を有した資料であったが、近接した時期と考えられ

る条87SE015出土資料との定量分析による比較によって、銭共伴資料の安易な実年代比定に懐

疑的な印象を持つ結果となった。要因としては条98の小結にて記載されている史料に求めるこ

とが、現象面として生起している事実の解釈には妥当性が高いと考えている。今後共伴事例の

増加によって検証されてゆく課題であろう o また合わせて定量分析の結果から、在地産食器で

構成される一群の一括投棄が想定でき、このことが先の史料の内容を意味しているのかという

課題も残っている。
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c.最後に

多岐にわたる遺物、遺構を検出し、調査所見から導き出される解釈と課題について記述して

きた。当然のことながらー調査担当者の有する解釈限界は、現実に存在している。この欠を補

うことは自らの研績もあるが自ずと限界はあるため、様々な人々の解釈を可能にする報告が望

まれる。報告遺跡の再検証の意味を込めて、可能な限り調査遺構略測図にはじまり一連の調査

時に記載した 1次資料4)を提示している。 1次資料の提示は、換言するならば自らの報告限界

を示したことにもなるが、これとて、時間と財政的な裏付けがなければ可能ではない、いわば

行政 組 織 内 部の理解によって支えられ てい る現 実が ある 。( 中島 恒次 郎)

引用文献

福岡市教育委員会 (1993)r那珂 2j 

脚注

1)平安京にて土師器坪Lに分類されているものと考えられ、平安京内膳町遺跡SK18出土資料にあたり、平安

京にて一般的に使用されている食器であるという御教示を伊野近富氏(京都府埋蔵文化財調査研究センター)

ならびに鈴木重治氏(同志社大学)より得た。心より謝意を表します。

2 )当該資料について、福田正継氏(岡山県古代吉備文化財センター)、尾上実氏(大阪府教育委員会)、森島

康雄氏(京都府埋蔵文化財調査研究センター)より御教示を得た。心より謝意を表します。

3)形態・技法等を含めた総体的なもので「見た目」の情報を意味する。形態・技法個々を個別に取り上げた

情報は「デジタル情報」として区別する。

上野佳也(1986)r縄文コミュニケーション』海鳴社

4 )説明的に記載する必要から調査時の情報欠如を記憶とメモを頼りに再構成された情報で、厳密には未処理

資料ではない。
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凡例

1 )遺構略測図

・記載遺構の新旧表記は右図のように理解されるo

2 )検出遺構一覧

(/日)O→C→O(新)

・遺構種別記載のないものについては、遺構は存在していない0

・地区番号はグリッド南東部の番号によって示されるo

-遺構の先後関係は、古→新によって示す。

-本報告書記載の遺構のみ、遺構性格記号を付与した番号を記載している。

3 )建物柱穴標高一覧

・上端レベル・下端レベルは、現場での基準レベルからの読み値を記載。

・標高(上遺構上端標高、標高(下遺構下端標高を示すD

・標高平均値に関しては、標高(上)の場合、後世による削平等の影響から当時の標高を保

持している可能性が低いことから算出せず、標高(下)のみの平均値を算出した。

4 )出土遺物一覧

・原資料を記載するという意図から、遺構性格を加味した記号を用いなかった。対照表とし

て検出遺構一覧を見ていただきたい。

・器種記載内容において、 rAX BJの記載については、 AないしBに分類できる可能性が

あり、判断し難いという意味を持つo

例)査×水注II (褐彩)、白磁皿IIXNXV類等

・記載内容において「片」記載のものは「破片」を意味する。

-瓦の項目において、( )内記載は叩き痕跡の状況を表している。

・数字記載については、以下のように理解される。

回二 3個体③=同一個体3片(1個体 (3)=別個体3片

ただし、厳密な定量作業に基づく数値ではない。

5 )土器計測表

・計測表中における各項目は以下の要領で理解できる。

A:遺物実測番号および計測番号

B:報告書中における挿図番号

C:見込み部のナデの有無

D:底部における板状圧痕の有無

-各計測位置は、 Fig.134に示す位置にて計測を行っているo

-計測値の表現として、「口+Jの記載は、残存する箇所の計測値を示す。

例)3.4十、 5.0+等
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. c ・D項目における記載記号は以下のよう

に理解される。

0:有る x 無い

? :観察箇所が有るにも関わらず、器面磨耗等

によって有無の確認が困難なものo

未記載:観察箇所が残存していないものo
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~-J-J守高

口縁径

高台径

(椀aなど底部の丸いものについては、底部屈曲の看取できる
箇所(.6.印)での計測値を示す)

Fig.134 各器種における計測位置



『大宰府条坊跡HX

路測図中における遺構の新旧関係ー 12。-.()

一一 11

一一 10

一一 9

-8  

一一 7

69 

一一6

一一5

97→86 

一一3
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Fig.135 
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条87次調査遺構略測図(1 ) 
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『大宰府条坊跡.IIX

O 
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O 

O 

。
O 

O 

H G F 

Fig.136 条87次調査遺構略測図(2 ) 

柱穴記号 上端レベル 下端レベル 標高(上) 標高(下) 角低差 標高下(平均)

5B045 a 28.362 27.93 0.432 27.949 

b 28.38 28.065 0.315 

C 28.26 27.852 0.408 

d 28.362 27.762 0.6 

e 28.262 27.86 0.402 

28.428 28.25 0.178 

g 28.205 27.699 0.506 

h 28.43 27.99 0.44 

28.253 28.132 0.121 
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条87次調査遺構番号台帳

S-番号 遺構番号 種 別 時期 地区

I1 87SK∞l 土噴 埋土は下位より茶灰色土→黒茶色土 平安 H3 

2 ビット 埋土は茶灰色土 G2 

3 ピット 埋土は茶黒色土炭化物混入 G2 

4 ピット群 埋土は茶灰色土 G2 

51 87SD∞5 海(道路側溝)埋土は別記 XII期 Gライン

6 凹み 埋土は黒茶色土 平安 G3 

7 土墳 埋土は黒茶色土 G4 
ト一一一一一一一81 87SX似)8落ち(撹乱) 埋土は灰色土 近世以降 Fち

9 土墳 H4 

10187SK01O 土騎 組期 F2 

11 ピット 埋土は灰茶色土 F2 

12 落ち 埋土は灰茶色土 調査区外へ広がる Hll 

13 ピット 平安 G2 

14 撹乱 灰色土 近世以降 E4 

151 87SE015 井戸 理士は別記 IOc後半 F3 
ト一一一ー一ー

16 ピット H2 

17 ピット群 埋土は灰茶色土 XI期 E3 
トーーー一一一

181 87SDOl8 溝(道路側溝)埋土は別記 xn期 F4 

19 ピット 近世以降 E3 

201 87SK020 土績 S-20→S-15 9c後半 E3 

21 ビット 理土は黄茶色土 HI 
ト一一一一一

22 ピット群 埋土は灰茶色土 G5 

23 ヒット 埋土は灰茶色土 E4 

241 87SD018 j存 S-18の溝底部分の堆積土 G2 

25 整地層 C4 

26 ピット 埋土は灰茶色土 E5 

27 ピット 埋土は黄白色ブロック土混入茶色土 C3 

28 撹乱 D4 
同一一ーーー

29 ピット群 埋土は茶色土 平安 G5 

301 87SD∞5 格(道路側溝) xn期 HIO 

31 ヒット S-31→S-lO F2 

32 ピット 埋土は灰茶色土 D4 
ト一一一一ー

331 87SD033 j誇 埋土は茶色土 平安 D5 

34 ビット 埋土は灰茶色土 E5 
トー一一一一

351 87SD伺5溝(道路側溝) XII期 H9 

36 ピット群 埋土は茶色土 平安 F5 

37 ピット群 埋土は灰茶色士 C5 

38 ピット 埋土は茶色土 平安 F5 

39 凹み 埋土は茶黒色土 平安 D3 

401 87SDωo 溝(道路側溝)哩土状況は別記 平安 Hl1 

41 土横 埋.土は茶灰色土 G7 

42 ピット 埋土は灰茶色土 S-42→S-41 G7 

43 ビット .@.土は黒茶色土炭化物混入 D3 
ト一一一一一

44 ピット群 埋土は茶色土 D3 

45 87SB045 掘立柱建物 (rI面) 奈良 D3 

46 ピット 埋土は茶色土 S-5→S-46 平安 G8 

47 ビット 埋土は黒色土 S-5→S-48→S-47 H8 

-208-



48 凹み 埋土は茶黒色土 平安 H8 

49 ピット群 F2 

50 

51 凹み 埋土は茶色土 奈良後半 D3 

52 凹み 埋土は茶色土 奈良後半 D3 

53 ピット群 D4 

54 ピット群 奈良後半 C3 

55 

56 ピット 埋土は黄茶色土 C5 

57 ピット群 埋土は淡黄茶色土 奈良前半 C5 

58 ピット 奈良前半 C5 

59 ピット S-59→ S-58 C5 
ト一一ー一一一

60 

61 ピット群 奈良後半 05 

62 ピット 奈良前半 05 

63 ピット 平安 05 

64 ピット群 古代 E4 

65 

661 87SX066 落ち 埋土は黒茶色土 平安 H8 

671 87SX067 ピット 埋土は茶色土 奈良後半 E6 

68 ピット 埋土は灰茶色土 平安 E6 

69 ピット群 埋土は灰茶色土 H6 

70 

71 凹み 埋土は茶色土 F3 

72 ピット 埋土は茶色土 F4 

73 ピット 埋土は黄茶色土 中世 G4 

74 ピット群 埋土は茶色土 平安 G3 

75 

761 87SX076 凹み 埋土は茶色土 S-76→ S-43 S-51 S-54→ S・27 平安 C3 

77 ピット群 平安初期 04 

78 凹み 平安 F3 

79 ピット群 F4 

80 

81 凹み 奈良 C4 

82 ピット 平安中期 G6 

83 ピット F6 

84 凹み 02 

85 

86 87SX086 凹み S-86→ S-84 平安前期 C3 

87 凹み 奈良後半 03 

88 i誇 埋土は黒茶色土 平安 F5 

89 ピット 埋土は茶色土 C2 

90 

91 ピット群 F6 

92 ピット F6 

93 ピット S-94→ S-18 C3 

94 ピット群 E5 

95 

96 ピット群 E6 
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97 土墳 S-97→ S-86 平安前期 C3 

98 撹乱 H1 

99 土横 C3・4

100 87SFl∞ 道路

101 ビット 埋土は黒茶色土 古代 E5 

102 ビット 埋土は茶色土 H9 

103 ビット 埋土は茶色土と黒色土の混合土 HG9 

104 溝 ? 埋土は淡茶色土 H9 

105 

106 土摘 奈良 C3 

107 ピット群 埋土は黄茶色土 古代 F7 

108 ピット S-15-・S-108 平安 F3 

109 ビット C6 

110 

III ビット C3 

112 87SEI12 井戸 埋土状況は別記 平安中期 E5 

113 凹み 埋土は黄茶色土 G2 

114 ピット群 平安 C6 

115 

116 凹み 理.土は茶色土 奈良中頃 D2 

117 ビット 奈良 H2 

118 ヒット 奈良 05 

119 ビット 平安 G8 

120 

121 ピット 古代 G8 

122 ビット 奈良 D4 

123 凹み 奈良 E2 

124 凹み S-124-.S-18 平安 F8 

125 

126 ビット S-18i薄底の凹みか? 平安 E7 

127 凹み H7 

128 凹み 埋土は黒茶色土 奈良前半 E6 

129 凹み 奈良後半 05 

130 

131 ビット 奈良後半

132 凹み 奈良 E6 

133 凹み 平安

t「134 ピット群 埋土は黒茶色土

135 

136 凹み 埋土は茶色粗粒砂 H9 

137 87SXI37 ヒット 埋土は茶色土 遺構内に丸底杯aが完形で 2枚出土 xH割以降 06 

138 ピット 奈良後半 06 

139 ピット 平安 E6 

140 

141 ピット群 奈良 06 

142 ビット 奈良 C6 

143 87SK143 土噴 平安初期 E6 

144 整地層 平安初期 COE3・41

145 
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146 ピット群 奈良後半 D3.4 

147 ビット 奈良後半 D4 

148 ピット群 奈良後半 05 

149 ピット 奈良後半 C5 

150 87SFI50 道路

151 ピット E2 

152 87SK152 土噴 奈良 E3 

153 ピット 奈良 E4 

154 ピット 奈良 05 

155 

156 ピット群 古代 G5 

157 整地層 E2 

158 ピット群 古代 F6 

159 87SK159 土墳 奈良後半 03 

160 

161 ピット 焼土混入 奈良後半 E5 

162 凹み 平安 H9 

163 ピット群 奈良 E4 

164 ピット群 奈良 03 

165 

166 87SK 166 土嬢 奈良前半 E3 

167 整地層 埋土は黄茶色土 S-167→ S-40 奈良後半 H11 

168 ピット群 奈良後半 05 

169 ピット群 奈良 E5 

170 

171 ヒット 奈良前半 05 

172 凹み 奈良 E4 

173 ピット群 奈良 E3 

174 凹み F5 

175 

176 ピット H5 

177 ヒット D4 

178 ピット 奈良末 D4 

司
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87次遺物一覧表

5-4 

l土師骨量|杯、椀a、椀c、墾a

S-5 

須恵器 !f~a、杯c、蓋c、蓋3 ， ~眠、輩、円面硯、伴、鉢(篠)

小田a、杯a、丸底勾:a、椀c、高杯、:1!b、器台、高台

土 師 器 大形鉢?

焼塩壷

黒色土器 A 椀c、破片

黒色二1:.器 B椀c

越州黛系青磁 椀;1-2(1)、 1(2)、1-2b(1)

自 磁椀;IV(2) 

緑紬陶器 破片

灰紬陶器 高台、破片

須恵質土器 鉢(東矯)

弥生土器 破片

瓦 類丸瓦、破片(縄目)、碍

石製品 石鍋、滑石製品

S-5 茶色土

須恵器 年c、杯d、差c、華3，~語、輩、皿、鉢b'!

土師器
小坪、杯a、丸底ι!、a、純c、皿c、蓋4、察、器台

抱手、破片

黒色土苦言 B椀

越州黛系青磁 純;1-2(2)、1(2)、L<III(2)、11-3b(l)

自
皿;VI(1) 

磁不明，破片(1)

緑紬陶器 資口緑、底部(近江7)、破片

陶 器朝鮮系無紬陶器?

瓦 類丸瓦(縄目、格子)、平瓦(純白、格子)、文字瓦

金属製品 鉄釘、銅製品、鉱浮

土製 品 フイゴ羽口

石 製 品 石鍋、黒隈石片、滑石片

S-5 灰茶色土

須恵L 器 杯c、益l、蓋3、費、童、大椀c、杯、鉢a、鉢(篠)

土師器
丸底杯a、椀c、杯c、聾h、器台、把手

焼虚壷

黒色土器 A 破片

黒色土器 B椀c

越州窯系青磁
椀;1(5)、1:<III(I)、 11-2a(l)、 11(1)

その他，水注v資11(2)

白 磁術;11-3c(輪花)(1)、 IV7(1)、破片

緑紬陶務 椀、高台、破片

弥生土器蔓

瓦 類軒丸瓦、平瓦(網目、格子i、丸瓦(格子)、平瓦l格子(老司)1
金属製品 鉄釘

土製品 フイゴ羽口

石製品 石鍋?滑石片

5・7 茶色土

|土 師 器 | 小 皿a、椀、裏

|黒色土器 A¥破片

|緑粕陶器|破片

S-7 茶色砂土

|須恵器|発

|土師器|椀c、年、愛

5-7 灰色粘土

須恵器墾

:L 師器 椀c

黒色土器 B備c

越州窯系脊磁 椀;lll-b(1) 

白 磁その他 ;II系?壷(1)

金属製品 器種不明(鉄製品)

瓦 類破片(格子)

S-8 

須恵、器 杯、壷、費、肌a、高台

土師器 費、器台

黒色土鍔 A 純

黒色こ1:.器 B椀c

越州窯系青磁 椀;10)、II-2a(1)

健泉窯系青磁 椀;lll¥l) 

白
術;11(2)、H・3:<4(1)、 IV(2)、V-I?(I)、破片(5)

磁皿，未分類(1)

青白磁 破片(l)

中国陶器 牽A'(I)

国産陶器 備前，嬬鉢

肥前系陶磁器 破片?

金属製品 鉄車J

瓦 類丸瓦、破片(縄目、格子)

石 製品 滑石片
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S-)0 

|土師器I'J、皿a 丸底恥破片

土製品|竃

S-IO 茶黒色土

須恵鍔 蓑c、破片

土師器 丸底勾~a、小皿a、椀c、費、器台

黒色土器 A椀c1

黒色土器 B要

越州窯系青磁 椀;1(1)、 11-2(1)

白
椀;XII-lh (l)、 X"~<X"'(I)

磁皿;IX(l)、 IX-I(l)

金属製品 鉄釘

瓦 類丸 瓦

J
 
!
 
:
 

一
ム
旦
片
-

h
聾
一
高
一
破
一

砂
一
器
一
器
一
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灰
一
恵
一
師
一
白
一

ハ

リ

-

一

一

-

ー

:

と
須
王
一
育
一

S-11 

|土師鵠|杯

越州窯系青磁|椀;11(1) 

S-12 

須恵器 坪c、杯、 蓋c、まま3、察、 破片、 鉢(篠。)

土師器 丸底勾~a、将;c、小皿la、椀c、大椀c、器台、高台、甑

越州窯系青磁 椀;1 (3)、1-2(¥(1) 

白
椀;IV(I)、 XI>~V1(l)、 V-4(l)、破片(1)

磁 皿 ;XI (1) 

緑紬陶器 破片

灰紬陶器 皿、破片

須恵質土器J!

中国陶器 水柱X1

金属製品 器糧不明(鉄製品)

瓦 類平瓦(純日)、破片(縄目、裕子)

石製 品 滑石片、砥石、風字硯、台石>~砥石

S-15 

須恵器 鉢、杯a、杯c、議3、煮、鉢(篠)

土 師 器 椀c、椀a、勾'8、皿a2、褒b、蓋c、器台

黒色土器 A 椀

黒色土器 B 椀c

越州、|窯系青磁
椀;1 (1) 

その他，椀:く皿 1(1) 

緑紬陶器 破片

須恵質土器 鉢(東tl)
金属製品 鉄，刀子、鎌先、事]

瓦 類平瓦(斜裕子}

S-15 掘り方上層

須恵器 坪c、蓋3、釜、費

二上師器 椀c、均二a、勾:d、破片

黒色土器 A 椀

飽州窯系青磁 椀;I(輪花)(1)

線紬陶器 破片

灰粕陶務 破片

瓦 類丸瓦、平瓦(格子)、破片(裕子)

S-15 据り方土

須恵骨量 *fc、差3、護、 JI
:1二 日市 ~~ 続c、杯a、均二d、破片

越州黛系青磁
椀;1 (3) 

その他，壷×水校"<褐彩)(1)

線紬陶器 破片

金属製品 鉄釘

瓦 類平瓦(格子)

須恵、器旬、、釜3、輩、受

土師器 倒c、勾;a、年d、破片

也州窯系青磁 その他，杯×合子身 1(1)

緑紬陶器 椀、彼片

灰紬陶器 破片

瓦 類破片(t各子}

布製品 滑石片

S-15 灰色粘土

lj二師器|勾~a、小lIIla、椀c、高台

S-17 

1須恵器|恥杯c

土師器IlIIla、墾

S-18 

須恵 ~i 年c、愛3、釜

:l二師器 丸底勾'a、大鈎c、勾'C、現b、円面硯、高台、破片・

黒色土器 B破片

白 磁 椀 ;II? (1) 

須恵質土器鉢

金属製品 鉄釘

瓦 類破片(縄目}

石製品 様状l製品 」

内
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S-18 茶色土

須恵.器 勾'0、勾'C、蓋3、蓋c、鉢b、甑、費、鉢(篠)

土 師 器
丸底杯a、椀c、年a、小土fc、費b、書室、器台、自E
焼J;1i壷

黒色土器 A椀c

黒色土器 B椀

題E州窯系青磁 椀;1 (6)、11(1)

自 磁純、 II? (l)、 IV刷、 IV・1(1)、 XII>:XIll(l)、彼片(1)

青 白 磁 依片

緑秘陶器 筒、牽?破片

灰紬陶器 破片

瓦 類平瓦(網目、一重熔子)、丸瓦、車f瓦、破片

石製 品 砥石、石鍋、サヌカイト片

S-18 黒茶色:1

須恵様
!fc、杯、釜c、鉢、転m続、高杯、華3、費b

壷、鉢(篠)

土師器
:J.L底長Fa、小皿a、椀c2、続c、大椀、杯a(イト)主主前か

年d、菱h、器台、把手、破片

瓦 器椀c、破片

黒色土器 A 破片

黒色こi二器 8椀c、椀、鉢、脚(ニ足か?)、破片

越州窯系青磁
椀;1 (7)、 1-2b(l)、 11-2(1)

その他，杯1(1)

椀;XI[I](I)、11(2)、11-3(1)、 11-5(1)、 IV5(4)

白
磁 v・1[1](1)、 XII-Ib(2)

皿;1I-1a[l]、V-2(1)、 IV類(¥)

その他，合子蓋(1)、破片(7)

青白磁 破片

級制陶器 椀、皿、香炉量在、破片

灰純陶器 椀(輪イt)、段皿(輪Z旬、 111茶椀?

金属製品 鉄;釘、鎌の刃先、器種不明

瓦 類平瓦(格子)、丸瓦(格子)、破片(純白、格子)

石製 品 砥石、石鍋、滑石片、黒曜石剥片

土製品 ル Yボ

S-20 

|須恵問破片
土師器停工百c2、要a

黒色土務 AI純c2

皿
恥
一

一器一

mw-

-
恵
一
師
一

ー

:
ヲ----ー.

1
 

c
d
-
d
M

，一
I
「
J

-

S-22 

|須恵器|杯c

|土師器|杯
弥生土蒋|破片(1)

S-23 

|須恵器|杯、墾

|土師器|焼猛資

片
一

」
費
一
破
一

一
器
一
器
一

E
H
u
-
-
-
f
陶
叩
圃

;
 

4
凶

Y

E

-

-

ヲ

-El--

s一
箱
一
土
一

一
片
一
片
一

一
破
一
破
一

一
器
一
器
一

-
恵
一
師
一

『
，
.
-
-

司
，
伽
圃

}

I

一

圃

ふ
一
須
一
土
-

5・30
須恵器 j-";c、杯高a台、、察、 壷
二t 師器 丸底 椀c、椀a、器台

黒色土~~ B 椀c

総 f由陶器椀

灰粕陶器 破片

金属製品 刀子

瓦 類丸瓦、平瓦(縄目、格子)

s-31 

14百恵器|費、破片

l土師碍|破片

l官官壷
土色黒茶ε

、d
C
3
 
須恵器 均二c、費、釜4、i窃勾;

土師器 小皿a、丸底勾~a、椀a、小室、器台

黒色土器 B椀c2

越州窯系青磁 綿;1(¥) 

白 磁その他.破片(1)

緑紬陶器 破片

瓦 類平瓦(縄目)、彼片(格子)
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圃
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一
須
一
土
一 11?;;lic恥

l王百苦手l恥、椀c2

1黒色土器 AI椀

S-39 茶黒色土

l
a
一
片
-

費
一
年
一
破
一

一
器
一
器
一
類
一

一
恵
一
師
一
一

白
ツ
-
一
一
-

M
一
須
一
土
一
瓦
一

須恵.器 華日、杯c、蓋3、費、壷

土師 .~àt 杯、小lsla、椀c、受a
黒色土器 B椀c

椀 ;v・2(1)、 11(2)、IV(2)

臼 磁血 ;11・1(1)

その他，未分類破片(1)

青白磁 青白~<小椀XIIH1)、破片(1)

陶 器朝鮮系無紬陶器，墾

金属製品 鉄釘、器種不明(鉄製品)

瓦 類破片(純)

石製品 黒昭石片

p

t

w

-

-

蓋
一
一:
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一
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一
片
一
片
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一
破
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一

一
器
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圃
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3

・・

S-54 

|須恵器l墾、旬、

|ニ1: 師器|高台

1
11;国立

11ijjr 
高杯

I顎 ，W. 議l蚕
|土 師 器丸底杯a、小皿a、憲

S-45 a 

|須恵器|恥 蓋3 桝壷菱

|皿a、要
土 師 器

i焼塩壷

己牽一:
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S-45 b 

|須 J!!. 務|恥、重工壷

l:t ftili ~~I費土師器
l焼塩壷

片
一
一
酌
一

破
一
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一
縄
-
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S-64 

|土師器!椀c、坪a

l金属製品|鉄釘

S-66 

須恵 器 勾:ι 椀、蓋3、章、費、鉢(篠)

土 師 器
丸底杯a、小皿a、椀c、高勾:、事、器台

焼泡壷

黒色土器 A 破片

黒色こf:器 B椀c、破片

椀;11 (6)、11-1(4)、IV(2)、V-2(1)、 V-3(1) 

白 磁 V-2>~ VlI(I) 

肌;VXVI(I)、破片(段1)(1)

緑紬陶器 破片

灰紬陶器 椀(1)

陶 器朝鮮系無紬陶器破片

弥生土器 破片

瓦 額軒平瓦(縄目、格子)、破片付各子)

石 製 品 石鍋、 1骨石片、軽石片

S-o9 

|j二師器|荷台

S-71 

|須恵器|破片

l:1:師器|恥、椀c

C

一片一

章
一
椀
一
破
一

一
器
一
器
↑
A

一

園
一
一
u
匠

-

曲

目

立

百

由

一
恵
一
師
一
土
一

2

一
一
一
色
-

w
一
須
一
土
一
黒
一

pf而吾再ζ扇片

l瓦 類|平瓦(格子}

S-78 ] I須恵器|破片
|土師器|恥、椀c2、杯a、器台

片
一
片
-

第
一
破
一
破
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一
器
一
器
一

B
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一
一
一
器
一

-
恵
一
師
一
土
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w一
須
一
土
一
黒
一

S-80 

| 須 恵 器 | 安 蓋a 要
土師器|杯、破片

S・82

|須恵器包---m=f
:1: 師 器|停a、椀c2、小皿a、小皿a2、糞b.~ 

S-86 

須恵器 蓋c、年c、高年、把手、牽、舞a

土師器
椀c、均二a、j;Fc

焼庖壷

黒色土器 A 倒c2、土手

越州窯系青磁
椀;1-2b(2)、ト2ウ111‘ 11(4) 

皿;1-2 (1) 

白 般その他，破片(1)

瓦 類破片(格子)

避

S-92 

|須恵器|蔓

|弥生土器|破片

|石製品|礎館?

[すM!. ~I盃片
| 土師器|椀c、勾:

F4割22
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S-97 

|須恵器|恥 お蔓b

土師器|椀c

5-100 黒色土

|石 製 品 | 黒 曜 石片
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恵
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師
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S-102 

l土師器|椀c、受

S-103 

12員恵器|菱、鉢(穣}

|土師器|椀c、破片

l瓦 類|破片(格子)

S-108 

|須恵器|破片

土師鰐|椀品、聾

J
 

申
子
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石
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S-112 

土師器 丸底勾'a

l竺州窯系青舷 椀;1 (2) 

椀;1 (2) 
白 磁

皿 ;11>:椀 IV(I)

青白磁 自.....青白(1)

緑紬陶器 破片

灰紬陶器 椀、破片

中国陶器 壷?(I)

S-112 茶黒色土

須恵器 蓋c、蓋3、均三、 皿a、、高器杯台、費、 鉢(篠)

:1:.師 ilat椀c2、均二、高台、費b

越州窯系青磁 倒;1(1)、IIl(旬、 8X岡安(1)

緑紬陶器 破片

金属製品 器積不明(鉄製品)

瓦 類丸瓦、破片(格子)

石製品 黒崎石片、滑石片、破片

費
一

杯
一

一一耐一械一

二
嘉
一
椀
-

色
一
器
一
器
一

灰
一
一
一

5
一
須
一
土
一

-F-台
-

T
一器一:
 

園

司

3
-

、.

土
一
蓋
一
応
一

曲
有
明
一

灰
一
一
一

一
恵
一
師
一

句
，
‘
.
一
園

ー

:
ー

:

$
一
須
一
土
一

ー

喜
一
宮
一

止
一
釦
一
馳
一

剤
一
器
一
線
一

灰
一
一
一

一
恵
一
師
-

S
一
須
一
土
一

C

一片一

椀
一
般
一

一
器
一
線
-

[
一
陶
-

師一
1

一

三
一
紬
一

-

J

 

ー

:
$
一
土
一
線
一

ー

片
一台

7
1
-

動
一
官
同
研
一

、
一
土
曜
一

杯
一
皿
亘
…
-

Z
E
F
Z
F
-
3
口
圃

両ヨ
b

-
阿
古
u
-
E
口
圃

一
恵
一
師
一
製
-

A
U

守
・
-
-
-

l

j

 

l

j

 

$
一
須
一
土
一
石
一

S-116 

|須恵器|益工費、破斤

| 土 師 器 | 破 片
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|苧恵器|恥義3

土師器|保
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S-123 

l須恵器|杯

|土師器|破片
] I須恵器|恥蓋a 齢蚕
l1:師器!被片

S-124 

| 土 師 器 | 器 台

|黒色土器 AI椀c

器|不正i皿、大杯c、菱雪、把手: 杯、費a

S-12ι 

|須 口|墾
土師器|器台、破片

白磁 |椀 ;V-2(1) 

S-144 

一蓋」
丸
一
片
一
片
一

環
一
破
一
破
一

一
器
一
器
一
A

一

一
一
一
器
一

一
恵
一
師
一
土
-

U
一
一
一
色
一

と
須
王
一
黒
一

須恵、器
年c、杯d、大筒c、椀c、議c、蓋型、把手、高勾二、f¥a

壷菱、輩、肌、墾

土師器
杯d、椀c、蓋1、小費、費、高台付盤、竃

焼溢音量

白 磁椀;IV(I) 

弥生二l器 費、破片

瓦 額破片(縄目、格子)

石製品 黒曜石(石鉄、1foIJ片)、サヌカイト片、安山岩片li日時

E 

|須恵器|杯C. 杯、蓋雪、椀

] I土師器|杯要a

|須恵器|杯c

器舎
|焼塩資

日-129

| 須恵器i蓋3、杯

|:1:.師器|発

今、“:
 

-
a
-
a
 

一
外
一
葉

器
一
様 品|黒曜石剥片、サヌカイト剥片

S-134 

|須恵器!嵩耳:寵片
土師器杯、破片

S-136 

|土師器|破片

S・137

|戸前土 師 器丸底均.a、破片

S-138 

黒色土器 A椀

S-139 

|須恵器|蓋3 繋
土師器小sIla、椀

S-157 

l土師器|破片
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S-162 

!rド須一恵二土上 師 器|丸底勾杯:白

|瓦 類|破片(縄自}

S-163 

1須恵 器l杯c、杯、差3."嘉

|土師絡|椀c(混入?)、保、発a

器|旬、、小原c、原、蓋c、蓋王 蓋、褒a、依片

S-171 

|土師器院主

S-I72 

|須恵器|勾J 軍片
土師 器 高 台 、破片

S-174 

1須恵器|愛

|土師器|高台

|弥生土器|俄片

S・176

|須恵器|破片

|土 師 器|高台片、破片

片
一
片
一

政
一
破
一

一
器
一
器
一

一一土-

一
恵
一
一
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一
ー
一
生
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貝
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圃

P
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一
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1
C
J

・

11?日出;塑

器|蓋1 杯c、蓋c

S-182 

|須恵器|杯c

土師器|薫

表土
須恵器 上干c、翌a、察、 鉢(篠)

土師器
上h、丸}g;lfa、続c、舞a、発わ、大椀c1、腕c、綿c2

小皿c、器台、椀、盤、高台

黒色土器 B破片

高麗青磁 椀;)J[(1) 

備;11(1)、 11-1(1)、IV(2)、IV・1(1)、 V-l(l)

白 磁 皿 ;1I-la[1ト V-2(1)

その他，破片(2)

緑紬陶器 破片

肥前系陶磁器 白磁

弥生土器 大形費

瓦 類軒丸瓦、平瓦(縄目、格手}

表採

須恵器 年、費、蓋雪、登、破片

土師器 年、椀c、椀、要b、器台、高台、破片

一一一一「
黒色土器 A 椀c2

黒色土器 R備

倒;IV(旬、 V(I)、 V-1(1)

白 磁皿;11-1(1) 

その他，破片(1)

緑紬陶器 依片

瓦 額軒丸片、破片(格子)

石製品 黒H霊石片
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44 P ノ R-O¥O 43 11.8 2.0 8.3 O O? 
45 。 R-(ぬ4 42 11.8 2.3 9.3 O O 
46 ク R・043 28 12.0 1.8 8.0 

47 ~ R・003 44 12.0 2.15 8.6 O O 
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54 1- R-007 48 12.4 2.1 8.5 
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64 ~， R-029 69 13.6 3.7 8.7 
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77 <， a -56 ¥0.8 1.5 7.4 O 
78 " a -18 ¥0.8 ¥.6 7.3 ? ~< 

79 ィ， a・29 10.8 1.7 7.2 O O 
80 4・ a -4 10.8 2.0 7.5 O ヲ

81 1- a -5 ¥0.8 2.0 7.5 O ヴ

82 d切 n -19 10.8 2.1 7.5 ? O 
83 ウ a・50 1¥.0 1.5 7.3 O 
84 ゐ a・53 1¥.0 1.5 8.0 

85 " a・54 1 ¥.0 1.5 7.8 仁) O 
86 " a・67 1¥.0 1.5 7.5 O 
87 h a -き6 1 ¥.0 1.6 8.0 

88 ノ. 8-6 1 ¥.0 1.7 7.0 O O 
89 /， a -31 11.0 ¥.7 7.2 

90 ん a・39 11.0 1.7 7.3 O O 
91 ゐ a -47 11.0 1.7 7.7 O O 
92 " a -52 11.0 1.7 7.6 O O 
93 " 8 -11 11.0 1.8 8.0 。o 
94 ~， a -26 11.0 1.8 7.2 O O 
95 今 a -43 11.0 1.8 7.0 O 
96 /， a -45 11.0 1.8 8.0 O O 
97 " a -8 11.0 ¥.9 7.8 O O 
98 " a -14 11.0 1.9 7.8 O × 

99 " a・38 11.0 1.9 8.4 O 
¥00 'シ 8 -46 11.0 1.9 7.6 

101 " 8 -¥3 11.0 2.1 7.7 。。
¥02 Jノa a・15 11.0 2.1 8.2 O 。
103 " 8 -16 11.0 2.1 9.1 O 今

104 " 8 -41 11.2 1.5 8.0 O 
105 dう 8 -30 11.2 1.6 7.2 。。
10ι " a司42 11.2 1.6 7.9 O O 
¥07 h 8 -35 11.2 1.7 7.8 O O 
¥08 ん a・37 11.2 1.7 7.0 

109 h a -27 11.2 し8 7.5 O 
110 " a -7 11.2 1.9 8.0 O O 
111 " a -“) 11.2 ¥.9 7.4 O O 

D 

87次土器の計測表
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112 h a -17 11.2 2.0 8.0 O O 
113 h 8 -25 11.2 2.0 7.7 O x 、

114 の a -34 11.2 2.1 8.5 O 
115 " a -57 11.4 1.6 8.7 。
116 h a -12 11.4 1.8 7.3 O O? 
117 " 8 -51 11.4 1.8 8.4 O O 
118 " a・2 11.4 2.0 8.0 。O? 
119 ん a -32 11.5 1.6 7.9 。O 
120 ん a -49 11.6 1.6 8.8 O 。
121 " a -62 11.6 1.6 8.3 O O 
122 ん 8 -33 11.6 1.8 8.3 O O 
123 ん 8 -1 11.6 2.1 8.3 O O 
124 。 a -3 11.6 2.1 8.2 O O 
125 " a -68 11.8 1.4 8.4 O 
126 " a -23 11.8 1.7 8.5 O O S-20 

127 " a -64 11.8 1.7 8.3 O O 告書 種 A B 口径 器高 底径 C D 

128 8ら a -21 11.8 1.9 8.7 O o 二上師器 勾'a R・はl¥ 4 11ヌ5 3.0 7.5 ? マ

129 '. a -59 11.8 2.1 9.0 ζ) O 
ヲー ん R-ぽ)8 10 12.0 2.6 7.75 O 

130 " a -10 12.0 1.6 9.1 O x 司 " R-似)3 8 12.0 2.75 7.5 

131 ん a・58 12.0 2.2 8.9 O O 4 h R-005 5 12.0 2.95 7.9 O 
132 " a -9 12.2 1.7 8.2 O 、，、J 

5 ウ R-α)4 7 12.0 3.2 8.25 

¥33 " a -22 12.2 1.7 8.9 O 、v‘ 

6 ん R-{)()6 11 12.05 2.95 8.1 

¥34 血82 R-011 51 13.8 1.6+ 7 " R-002 6 12.6 2.9 8.1 

135 皿c R・088 52 11Ji5 2.3 6.9 8 " R-ぽ)7 9 12.7 2.9 8.6 O 
136 /，シ R-087 ラ5 13.3 2.5 8.15 9 " R-009 12 13.05 3.65 8.65 O 
137 椀a R-069 58 11.75 3.45 ¥0 椀c R-OIl 13 12.8 3.9 7.6 ラ

138 ん R-067 63 12.9 4.1 11 ん R・0¥0 14 13.25 4.1 7.65 O 
139 " R-070 66 13.3 3.75 O 12 黒色土器A椀C R-012 15 16.7 5.75 8.9 。
140 ん R-027 品7 13.5 3.6 8.6 。。
141 " a -5 11.8 " 8.3 

142 .， a ・11 12.4 4.2 8.3 。
143 ク a・12 12.6 3.8 9.2 

144 局〉 a -4 12.凸 3.9 8.1 。
145 " (¥ -2 12.8 3.4 8.6 O O 
146 " a -8 13.0 3.6 9.3 O 
147 " a・IO 13.0 3.6 8.0 

148 h a -6 13.0 3.9 8.2 O 。
149 " 8 -7 13.0 4.0 8.8 

150 ん a -9 13.2 3.3 9.1 O 
5・66

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 
151 ゐ a -3 13.2 3.6 9.3 

l 土師~i 小 nlla R-005 14 9.2 1.65 7.65 O 。
152 .， a -1 15.4 4.7 11.2 a、，百f、， 

153 椀c R-026 74 12.4 4.65 7.0 O O 
154 " R-094 73 12.8 4.7 7.4 

155 iノa R-065 76 13.0 5.1 8.1 

156 .， R-039 72 13.1 4.5 6.8 

157 " R-019 75 13.8 4.3 8.6 

2 丸底均'8 R-α16 19 14.抗 3.2 

3 ん R-009 17 14.8 3.0 

4 dう R-008 16 14.8 3.5 

5 " R-!川7 18 15.0 2.9 。
6 備c R-O¥O 15 1.8+ 5.6 

158 " R-006 77 14.2 4.8 8.5 

159 " R-021 83 14.7 5.9 8.6 ζ) 。
160 " R-017 79 14.8 5.7 8.1 O 
161 h R-066 80 14.8 5.9 8.7 

162 。 R-085 81 14.9 5.6 7.65 

163 " R-025 82 15.1 6.0 8.9 O 
164 " R-022 84 16.3 6.15 8.7 。O 
165 .， R-020 71 3.1+ 8.0 

166 ~， c -2 12.6 4.6 7.4 O O 
167 " c -3 13.0 4.5 7.9 O O? 
168 " c -4 14.6 5.3 8.2 

169 ん c -1 15.9 6.4 9.2 O 
170 黒色土uB椀c R-018 85 日立 6.0 8.0 O S-86 

S-15灰茶色土

器 種 A B 口径 器高 底筏 C D 
土師~i 小 fllla R-α)J 10.6 1.7 8.3 O ? 

ヲー ん R-似)2 1 11.0 1.8 7.7 O O 
3 " R-α)4 2 11.2 1.9 7.9 O ヴ

4 ん R-∞3 4 11.4 1.8 7.6 O O 
5 椀a R-ぽ)5 6 12.2 3.0 8.4 O 
品 。 R-α)6 5 12.4 3.5 10.7 O 
7 椀c R-印n 7 12.5 4.4 8.1 
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大宰府条坊跡第98次調査検出遺構一覧表

S-番号 遺構番号 種 別 地区

98SEOOl 井戸 1-・20
21 98SE002 井戸 3→ 2 

31 98SE003 井戸

41 98SE004 井戸

51 98SX005 溜まり状遺構

61 98SEOO6 井戸 5→ 6→ 7 

71 98SX007 土墳?

81 98SD008 t誇

9 ビット

101 98SKOlO 土壌 5→ 10 

11 ピット群 5→ 11 

12 土墳

131 98SK013 土横

141 98SK014 土墳 14→ 12 

151 98SE005 井戸 15-・13
16 i梓

171 98SX017 段落ち

18 

19 

20 98SX020 i留まり状遺構

円

δ
向

49
-



98次遺物一覧表

5-1 上面

須恵 器 f(-c、蓋3、蓋c、箆

土師器 丸底.ti-a、丸底.ti-c、小皿c、饗b

黒色土器 A 破片

越州窯系青磁 椀 1(1)、ト1(1)、II(1) 

高麗青磁 椀;IIl・2a

緑粕間器 椀(1)

中国陶器 無粕，萱(1)

肥前系陶磁器 染付，破片(1)【混入品}

瓦 類 破片

土製 品 フイゴ羽口

5-1 黄色土

須恵 器 査、建

土師器 丸底tfa、丸底tfc、小lffia、器台

越州窯系青磁 椀 1(1) 

高麗青磁 椀 1XIIl

白 磁 椀 ;N(1)、N-1b(1) S・3

陶 器朝鮮無粕陶器(1)、破片

瓦 類 破片
tfa、杯c、大.ti-c、蓋c3、蓋1、査、長頚査、 lffia、

器|
護、高勾〈

5-1 黒灰色土

須恵 器 ti-c、査3、翌

土師器
丸底.ti-a、丸底.ti-c、小皿a、器台

焼塩査

越州窯系青盛 椀 1(1) 

高麗青磁 椀 ;11ト2X4(1)

自 磁椀 ;N(1) 

陶 器朝鮮無粕陶器，登(1)

弥生土器 鉢

瓦 類破片

5-1 時灰色土

須恵器 f(-c、皿a、蓋3、質、費、高庁、

土師器 ti-a、tfc、椀c、蓋3、蓋4、整

黒色土器 A 椀c

越州窯系青磁 椀 1(1)

その他の青磁 長沙×越(1) 

緑粕陶器 耳皿、破片

灰紬陶器 皿

瓦 類破片(縄目)

5-2 黒灰色粘土

-224-



5・5 茶褐色土

|須恵器|蓋c1、不a

|土師器|杯a(時文)、褒

5・6 上高

|須恵器|襲、蓋3、郎a

l土師器|杯、愛

5-6 

器 1tT-c、大杯亡、皿a、蓋1、蓋3、長頚萱、鉢、高杯、萱

器|杯d、杯c、椀、褒、竃、高杯、脚

1:焼場登

5・6 ウラゴメ

i須恵器|費、蓋3、tT-c

|土師器|原d、tT-c、鉢

5-7 

|須恵器|重、蓋3、tT-c

|土師器|午、蜜

|瓦 類|破片

5-8 上面表土

|須恵著書|護、杯c

|土師器|杯、聾

|瓦 類|破片

5-8 

|須土 恵師 器器|裂費、小壷(手担ね)

5・9

|須恵器|I不謹
土師器杯E

5-10 

5・11

|須恵器|費、蓋1、蓋3、高原

|土師器|襲、破片

|瓦 類|平瓦(縄目)

5-12 

5-13 

須窓器 午、高原、蓋、費、鉢(篠)

土師器
続c

焼塩宣

越州、l窯系青磁 椀 1(1)、 1・2ア(1)、 1-2b(1) 

白 磁その他，水注II系 ?(1) 

瓦 類平瓦、丸瓦(縄目、格子)

石製品 砥石

I五一面-亙I杯、愛

|土師器|破片

|白磁|椀;氾(1)

5-20 表土

|須 恵 器|蓋1、高杯、王室、蓋c、長頚聾

!土師器|王手?、要

I p20 上面
|須恵器I.t:{-a、席、高村、饗、横瓶、葦?

|土師器|裂

表土

l須恵器|蓋1、蓋c、蓋3、tT-c、上下a、蜜

|土師器|器台、努

F
D
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98次土器の計測表

5-2 黒色土

器種 A B 口径 器局 底径 C D 

1 土師器小皿aR-014 1 10.1 1.4 7.1 O O 
2 1/ R-021 2 10.2 1.6 7.6 O O 
3 1/ R-009 3 10.2 、1.7 8.3 O O 
4 1/ R-058 4 10.2 1.5 6.1 O O 
5 )) R・003 5 10.2 1.55 6.4 O 
6 1/ R-049 6 10.35 1.4 6.5 O O 
7 H R-055 7 10.4 1.4 7.6 O O 
8 H R-001 8 10.4 1.4 7.5 O 
9 1/ R-002 9 10.4 1.55 7.7 O 
10 H R-048 10 10.4 1.55 6.8 O O 
11 1/ R・011 11 10.4 1.6 6.9 O O 
12 1/ R-007 12 10.4 1.8 8.1 

13 H R-023 13 10.5 1.25 7.8 O O 
14 H R-010 14 10.5 1.6 7.2 O 
15 1/ R・050 15 10.5 1.75 7.2 O O 
16 H R・006 16 10.5 1.8 7.9 

17 H R-024 17 10.6 1.45 8.0 O 
18 H R-018 18 10.6 1.65 8.1 O O 
19 H R-054 19 10.6 1.7 7.9 

20 刀 R-008 20 10.6 1.85 6.9 O O 
21 H R-005 21 10.6 1.8 7.0 O O 
22 H R-015 22 10.7 1.8 7.9 O 
23 n R・013 23 10.7 1.9 7.4 O O 
24 H R-057 24 10.8 1.5 7.0 O 
25 H R-051 25 10.8 1.45 7.9 O O 
26 H R-004 26 10.8 1.5 7.4 O O 
27 H R・047 27 10.8 1.6 8.3 Qj 
28 H R-056 28 10.8 1.8 7.8 O 
29 H R司053 29 10.9 1.5 8.1 O O 
30 M R-022 30 10.9 1.4 8.0 O 
31 H R・016 31 11.0 1.5 8.1 O O 
32 H R-012 32 11.1 1.6 8.0 O O 
33 H R-026 33 11.2 1.75 7.8 O 
34 H R・017 34 11.2 1.5 8.5 O O 
35 小皿a2 R-052 35 10.8 1.45 O O 
36 M R・019 36 11.2 1.0 7.3 O 
37 H R・025 37 11.2 1.2 6.9 LO じ

38 H R-020 38 11.6 1.05 7.7 

39 椀a R-036 39 12.4 3.3 O O 
40 M R-045 40 12.6 3.2 O O 
41 1/ R・046 41 12.6 3.3 O 
42 H R-041 42 12.6 3.25 O O 
43 H R・039 43 12.6 3.65 O 
44 1/ R・035 44 12.8 3.2 

45 H R-032 45 12.8 3.2 O O 
46 JJ R-033 46 12.8 3.6 O 
47 1/ R・040 47 12.8 4.0 O O 
48 N R-044 48 13.0 3.5 O 
49 万 R-034 49 13.0 3.8 O O 
50 M R・029 50 14.4 4.3 O O 
51 椀c R・037 51 14.6 5.7 7.9 

52 1/ R-031 52 14.8 5.4 7.0 O 
53 JJ R-043 53 14.8 5.7 8.0 O O 
54 )) R-042 54 14.8 5.95 7.15 O O 
55 H R-038 55 15.0 6.2 7.3 O 
56 黒色土器B小皿 R-028 57 11.5 1.8 7.3 

57 M R・027 58 11.4 2.0 7.0 

5・2 黒灰色粘土

器種 A 8 口径 器高 底径 C D 

1 土師器小lIllaR-004 10.0 1.5 7.8 O O 
2 H R・002 2 10.3 1.8 7.9 O O 
3 H R・003 3 10.8 1.9 8.8 O 
4 H R-001 4 11.0 1.6 8.4 O O 
5 椀C R-006 5 14.6 6.3 8.4 O 
6 H R・005 6 15.1 6.15 7.8 O 

5・3

器種 A 8 口径 器局 底径 C D 

1 須恵器査c3 R-002 1 15.3 2.9 O 
z )) R・001 2 15.6 3.1 O 
3 H R・005 3 15.6 1.3 O 
4 刀 R・004 6 19.0 2.5+ O 
5 H R-006 4 19.8 1.3十 O 
6 JJ R-003 5 20.5 3.3 

7 .11くc R-010 8 12.8 3.6 9.4 O 
8 H R-012 7 14.6 3.8 11.7 

9 土師器 I下c R-014 18 16.0 5.0 10.8 

10 須恵器 I不E R-011 9 3.3+ 12.3 O 
11 土師器 lllla R・015 19 13.5 2.15 10.0 

12 須恵器 lIlla R司 009 10 14.8 1.5 11.2 O 
U三 H 回二008I 12 I 20.4 1.8 17.4 O 

5-4 
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5・5 黒褐色土

器種 A B 口径 器高 底径 C D 

1 須恵器小査a1 R・013 10.6 2.5 O 
z 11 R-001 2 10.8 2.3 O 
3 11 R-011 3 11.3 2.3 O 
4 11 R・010 4 12.1 2.3 O 
5 11 R-012 5 12.6 2.0 O 
6 小蓋c1 R-004 6 11.5 3.2 O 
7 11 R-008 7 12.0 1.9 O 
8 1/ R・002 8 12.1 3.4 O 
9 H R-009 9 13.1 3.6 O 
10 11 R-002 10 13.8 3.5 

11 蓋c1 R-001 11 14.1 3.0 O 
12 H R-002 12 14.5 2.9 O 
13 H R-003 13 14.8 3.0 O 
14 t{-a R-001 14 10.5 3.1 6.3 O O 
15 H R・006 15 12.3 3.7 9.7 O 
16 11 R-007 16 13.5 3.9 10.3 O 
17 士手c R-005 17 11.4 4.5 7.6 O 
18 大I皿a R-017 18 23.3 3.9 17.3 O 
19 土師器小llilbR・016 20 9.2 2.7+ 

20 月 R-015 21 10.5 2.6 

21 11 R-014 22 11.1 2.5 

22 皿b R・023 26 21.4 3.0+ 

23 I不a R・018 23 12.5 5.05 9.9 

24 大庁、a R-019 24 18.8 6.75 

5・6

器種 A B 口径 器高 底径 C D 

1 須恵、器量3 R-005 1 13.0 1.7+ O 
2 11 R・006 2 13.9 1.6+ O 
3 H R・005 3 14.0 2.5 O 
4 蓋c3 R-009 4 13.0 2.5 O 
5 11 R-004 5 18.3 2.1 + O 
6 J:f.a R・003 6 12.7 4.0 7.8 O 
7 11 R・003 7 15.2 3.55 11.3 

8 士手c R-006 8 14.1 4.3 8.9 

9 11 R-002 9 14.4 4.3 9.1 O 
10 土師器坪c R・007 15 2.2+ 10.0 

11 須恵器 I皿a R・001 10 14.9 1.6 12.4 

12 M R-001 12 18.8 2.6 14.9 O 
13 H R-002 11 20.2 2.5 15.8 O 
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条106次調査遺構番号台帳

S-番号 遺構番号 種 5J1j 時 期 地区

lI106SA 130 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に柵の柱穴を含むことが判明) IOc後半 C2 

ヲ 土騎 埋土は茶色土 10c中頃~後半 86 

3 ピット群 埋土は茶色土 02 

41106SAI1O 凹み 埋土は茶色士 (調査後に柵の柱穴を含むことが判明) IOc中頃~後半か? 03 

51106Soo35 溝(道路側溝)埋土は黄茶色土 C4~ 

61106SA130 ピット 埋土は茶色土 (調査後に柵の柱穴を含むことが判明) 01 

71106S8125 ピット 埋士は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) IX期 C2 

8 ピット群 埋土は茶色土 lX期 D3 

9 凹み 埋土は茶色土(包含層の残存の可能性あり) 1Ocl:I:1頃~後半 C3 

101106SK01O 土横 埋土は茶黄色土(自然埋没) 04 

111106SX011 土墳 埋土は茶色土(自然埋没) l仇 1:1:1頃 01 

12 ピット S-12→S-9 XI期 D3 

13 ピット IOc代か? C3 

141106S8075 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 10c代か? 04 

151106Soo15 滑(道路側溝)埋土は下位から黄茶色土→黄色土 C05~ 

16 ピット 埋土は黄茶色土 奈良 03 

171106S8125 ピット群 埋士は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) lOc中頃~後半? C4 

181106S8075 ピット 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) IOc後半? C4 

191106S8075 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 04 

201106SA130 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に柵の柱穴を含むことが判明) 平安 F2 

106S8080 
21

1 io6ss125 ピット群 埋土は茶黄色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 C5 

221 1 O6S 8080 ピット群 埋土は茶黄色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 05 

23 ピット群 埋土は茶黄色土 平安 D5 

241106S8075 ピット 埋土は茶黄色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 04 

251106SK025 土横 埋土は黒茶色土 Xl期 H2 

26 ピット 埋土は黒茶色土 平安か? 05 

27 ピット群 埋土は茶黄色土 平安か? C5 

281106S8075 凹み 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 9c後半以降 04 

29 凹み 埋土は茶黄色土 S-29→S-28 平安 04 

301106SK030 土墳 (S-159と同じ遺構) 奈良 E5 

31 ピット 埋土は茶黄色土 平安前期 C5 

32 ピット 埋土は茶黄色土 05 

33 ピット群 埋土は茶黄色土

341106S8080 凹み 埋土は黄茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 奈良?

351106Soo3う滑(道路側溝)埋土は黄茶色土 自然堆有{ 平安初期 4ライン

36 ピット 埋士は茶黄色土
DD55 | 

37 ピット 埋土は茶色土 lOc代?

38 凹み 理土は茶色土 IOc代? D5 

39 凹み 埋土は黄茶色土 奈良
DD5B ! l 

401106SK040 埋納土墳 9c後半

41 ピット 埋土は黄茶色土 05 

42 凹み 埋土は黄茶色土 05 

43 凹み 埋土は茶色土 9cr.I:1頃以降 C5 

44 ピット群 埋士は茶黄色土 9c中頃~後半 810 

451106SK025 土横 埋土は黒茶色土 (S-25と同一遺構) XI期 H2 

46 ピット群 埋土は茶黄色土 ClO 
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47 ピット群 埋土は茶黄色土 C6 

48 ピット群 埋土は茶色土 平安 04 

49 ピット群 埋土は黄茶色土 03 

501106SX050 凹み 埋土は茶色土 (整地土の可能性あり) IX期 H5 

51 ピット 埋土は黄茶色土 平安 810 

521106S8115 ピット 埋土は下位から黄茶色土→黒茶色土 含(調む査こ後とにが掘判立明柱)建物の柱穴を 平安 B9 

53 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 C9 

54 ピット 埋土は黄茶色土 奈良 B9 

55 i梓 埋土は茶色土炭化物を混入している S-55→S-50→S・201 IX期 H4 

56 凹み 埋土は茶色士 IOc中頃~後半 B9 

57 i梓(撹乱) 瓦斯管埋設に伴う溝 現代 B11 

58 ピット群 埋土は茶黄色土 奈良 C6 

59 ピット群 埋土は茶色土 10cq:.頃~後半 C3 

601106SE060 井戸 枠内埋土は黒茶色粘質士、裏込め埋土は灰茶色砂質土 9c後半 G8 

S-60→S-268→S-262→S-266 

61 ピット 埋土は茶色士 平安か? 05 

62 i存 埋土は灰色混じり茶色土 近世以降 BClO 

63 ピット群 lOc中頃~後半 C9 

641106SB080 ピット群 埋土は茶黄色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 10c C6 

6511侃 58065掘立柱建物 H面 COE8・9

66 ピット 埋土は茶黄色土 古代 C6 

67 ピット群 埋土は茶黄色土 平安前期 C6 

68 ピット 埋土は黄茶色土 8c末-9c初頭 06 

69 ピット群 埋土は黄茶色土 8c末-9c初頭 CIO 

701106SB070 掘立柱建物 H面 12・3

71 ピット 埋土は茶黄色土 ClO 

7211郎日115ピット 埋土は黄茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 8c末-9c初頭 C9 

731106SK073 土墳 埋土は茶色土 自然堆積 lOc C9 

74110658080 ピット群 埋士は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) C9 

751106S8075 掘立柱建物 I[函

761106S8120 ピット 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) lOc中頃~後半 06 

77 1 06S B095 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) IOc後半 E9 

78 ピット 埋土は茶色土 IX期以降 E9 

79 凹み 埋土は茶黄色土 S-103→S-79 IX期 C7 

80 I06SB080 掘立柱建物 I面

81 ピット群 埋土は茶黄色土 古代 06 

82 ピット 埋土は茶色土 平安 06 

83 土墳 埋土は黄茶色土 自然堆積 奈良後半 C9 

84 ピット 埋土は茶色土 lOc中頃~後半 06 

85 106S8085 掘立柱建物 I面

86 ピット 埋土は茶色土 平安 C6 

87 1065K087 土墳 理士は黄茶色土 奈良後半 D9 

88 ピット 埋土は黄茶色土 奈良後半

31 89 土膿 埋土は黄茶色土 奈良後半

90 I06S8090 掘立柱建物 I面

」三1 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良
CE99| | 

92 凹み 埋土は茶色土 平安

93 ピット群 埋土は茶色土 平安
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94 ピット 埋土は茶色土 平安 Dl 

951106SB095 冊立住建物 I面

96 ピット群 埋土は茶色土 平安 C8 

97 凹み 埋土は茶黄色土 平安 E9 

981106SX仰8凹み 埋土は下{立より黄色土→茶灰色土→茶色土 平安 F2 

99 凹み 埋土は茶色土 平安 B7 

100 105SFl∞ 道路

101 I06SB115 ピット群 埋土は茶色土 (調査伎に棉立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安か? B7 

102 I06SB115 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安か? B8 

103 凹み 埋土は茶色土 S-103→S-79 IX期 C7 

104 I06SB115 ピット群 埋土は黄茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 奈良後半 C8 

105 

106 土績 埋土は黄茶色土 奈良後半 D6 

107 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良か? F2 

108 凹み 埋土は茶褐色土(包含帽の残存か?) 平安以降 Fl 

109 土壌? 埋土は茶色土 平安 87 

1¥0 106SAI1O 柵 I而

111 ピット 埋土は茶色土 平安 D6 

112 土横 埋土は黄茶色土 奈良後半 D6 

113 I06SB080 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 D6 

114 ピット 埋土は黄茶色土 平安 D6 

115 掘立柱建物 I面

116 I06S8120 ピット群 S-116→S-103 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 C7 

117 ピット 埋土は黄茶色土 奈良後半 88 

118 土墳? 埋土は茶色土 平安 C8 

119 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 C5 

120 I06S8120 掘立柱建物 l面

121 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 G2 

122 凹み 埋土は黒茶色土 10c中頃~後半 G2 

123 土曜 埋土は黄茶色土 8c中頃 C8 

124 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 D9 

125 I06S8125 掘立柱建物 I両

126 ピット群 埋土は茶黄色土~茶色土 H6 

127 ピット群 埋土は茶色土 平安 H6 

128 106SX128 凹み 理士.は茶色士 IOc後半 H6 

129 1065A130 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に柵の柱穴を含むことが判明) X期 H1 

円五 106SA130 築地塀か?

131 凹み 埋土は茶黄色土 平安前期 15 

132 106SX132 凹み 理.土は茶色士 IX期 ~X期 16 

133 10658的Oピット 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 15 

134 ?~車 埋土は下位より黄茶色土→茶色土 15 

135 

136 ピット群 埋土は茶色土 平安 16 

137 ピット群 埋土は茶黄色土 古代 H6 

138 1065B090 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 15 

139 ピット群 埋土は茶黄色土 奈良後半 16 

140 

141 凹み 埋土は茶褐色土(包含層の残存) 平安 H7 

142 ピット 煙土は茶黄色土 奈良 H6 

内
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143 ピット 埋土は茶黄色土 奈良か? H6 

144 ピット群 埋土は茶色土 平安 H7 

145 

146 溝? 埋土は黄茶色土 奈良後半 16 

147 ピット 埋土は黄茶色土 奈良後半 16 

148 ピット 埋土は黄茶色土 奈良 H6 

149 ピット 埋土は黄茶色土 奈良 E3 

150 

151 106SAllO ピット群 埋土は茶色土 (調査後に柵の柱穴を含むことが判明) 平安 F3 

152 I06SB075 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 E4 

153 ピット群 埋土は茶色土 平安 F4 

154 I06SB085 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) lX期-X期 F3 

155 

156 j誇 埋土は茶色土 平安 F4 

157 ピット 理土は茶色土 平安 F4 

158 ピット群 埋土は茶色土 平安 F4 

159 凹み 埋土は茶黄色土 奈良中頃 E4 

160 

161 I06SB085 ピット 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 F4 

162 ピット 埋土は茶色土 平安 11 

163 106SK163 土墳 埋土は茶色土 lX期-X期 12 

164 106SKI64 凹み 埋土は茶色土 11 

165 

166 106SK166 土横 埋土は茶色土炭化物混入 IX期 ~X期 12 

167 106SK167 土噛 埋土は茶色土炭化物混入 lX期-X期 12 

168 ピット群 埋土は茶色土 平安 12 

169 106SKI69 土績 埋土は茶色土 XI期 E5 

170 

171 ピット群 埋土は茶色土 平安 11 

172 
I06SB075 

ピット群 埋土は茶色土
I06SB085 

(調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 F5 

173 106SK173 土墳 埋土は茶黄色土 奈良中頃 F5 

174 ピット群 埋土は茶黄色土 奈良後半 E5 

175 

176 ピット群 埋土は茶色土 平安 E3 

177 土横 埋土は茶黄色土 平安前期 11 

178 106SK178 凹み 埋土は茶色土 XI期 H3 

179 ピット群 埋土は茶色土 平安 07 

180 

181 ピット群 埋土は茶黄色土 古代 08・

182 ピット群 埋土は黄茶色土 古代 07 

183 ピット 埋土は茶色士 平安 07 

184 106SKI84 凹み 理土は黒茶色土 IX期 07 

185 

186 I06S8085 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 G3 

187 
I06SB085 

ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物・柵の柱穴を含むことが判明) 平安 G3 
106SAllO 

188 ピット群 埋土は茶黄色士 奈良後半 F5 

189 土墳 埋土は茶黄色土 S-15→ S-189→ S-188→ S-I72 奈良 F5 
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190 

191 土横 埋土は茶黄色土 古代 F5 

192 ピット群 埋土は茶黄色土 古代 08 

193 ピット群 埋土は茶色土 平安 H3 
一

194 ピット群 埋土は茶黄色土 古代 08 

195 

196 ピット 埋土は茶黄色土 奈良末 08 

197 ピット群 埋土は茶色土 平安 07 

198 106SKI98 凹み 埋土は茶色土 XI期 H3 

199 I06SB090 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 GH4 

200 

201 106SX050 凹みか? 埋土は茶色土 IX期 H5 

202 ピット群 埋土は茶色土 平安 F7 

203 ピット群 埋土は茶色土 平安 F6 

204 ピット 埋土は茶色土 平安 E6 

205 

206 I06SB085 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 F6 

207 ピット 埋土は茶色土 古代 F6 

208 ピット 埋土は黄茶色土 奈良後半 D9 

209 1068B095 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 E8 

210 

211 1065B095 ピット群 埋土は茶黄色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 古代 E8 

212 I06SB開。 ピット 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) IX期 H5 

213 
I06SB085 

ピット 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 H5 
I06SB仰O

214 ピット 埋土は茶黄色土 平安 H5 

215 

216 ピット群 埋土は茶黄色土 奈良末 F6 

217 1065B120 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 E8 

218 ピット群 埋土は黒茶色士 平安 E7 

219 I06SBI20 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 F8 

220 

221 106SX221 凹み 埋土は茶色土 古代 E6 

222 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良前半 E8 

223 ピット群 埋土は茶色土 平安 E9 

224 ピット群 埋土は茶色土 平安 H4 
ト一一一一一

225 

226 ピット 埋土は茶色土 XI期 m 
227 凹み 埋土は茶黄色土 奈良 G4 

228 ピット 埋土は茶黄色土 奈良 D7 

ヴ 291065B095 ピット群 埋土は茶黄色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 奈良 E8 

230 

I 231 1065B090 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 14 

232 I06SB090 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 14 

233 ピット群 埋土は茶色土 平安 F7 

234 ピット群 埋土は茶色土 平安 F7 

235 

236 I06SBI20 ピット群 埋土は茶黄色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 08 

237 ピット群 埋土は茶色土 平安 14 
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238 I06SBI20 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 E6 

239 ピット 埋土は黄茶色土 奈良 08 

240 

241 ピット群 埋土は茶色土 平安 E7 

242 106SB080 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 E6 

243 凹み 埋土は茶黄色土 奈良後半 E6 

244 I06SB085 ピット 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 G6 

245 

246 106SX246 凹み 埋土は茶色土 lOc後半 F7 

247 ピット群 埋土は茶黄色土 奈良 G6 

248 ピット 埋土は黄茶色土 奈良 H4 

249 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 E6 

250 

251 ピット 埋土は茶黄色土 奈良 E6 

252 ピット 理土は茶黄色土 奈良中頃 D7 

253 ピット 埋土は茶黄色土 奈良後半 C8 

254 凹み 埋土は茶色土 IX期 H3 

255 

256 106SX256 ピット群 埋土は茶色土 IX期 13 

257 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 13 

258 ピット群 埋土は黄茶色土 古代 G7 

259 ピット群 埋土は茶色土 IX期 F8 

260 

261 I06SB085 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の校穴を含むことが判明) 平安 G6 

262 ピット 埋土は黒茶色土 平安 G8 

263 ピット群 埋土は茶色土 平安 G7 

264 106SB120 ピット群 埋土は茶色土 (調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 F7 

265 

266 凹み G8 

267 土塙 埋士は黄茶色土 焼土混入 奈良 13 

268 凹み 埋土は茶色土 平安 G8 

269 I06SB仰Oピット群 埋士は茶色土 S-269→ S-50 調査後に掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) 平安 15 

270 

271 ピット群 埋土は茶色土 平安 F7 

272 土騎 埋土は黄茶色土 奈良中頃 06 

273 ピット群 埋士は黄茶色土 奈良前半 ClO 

274 ピット群 埋土は茶色土 平安 B8 

275 

276 ピット 埋土は黄茶色土 奈良後半 B9 

277 ピット 埋土は黄茶色土 奈良後半 07 

278 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良後半 E9 

279 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良後半 D9 

280 

281 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 F7 

282 ピット 埋土は黄茶色土 奈良I:IJ頃 C7 

283 j薄 埋土は黄茶色土 奈良 06 

284 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良中頃 E6 

285 

286 ピット 理土は黄茶色土 奈良 C6 
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287 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 E3 

288 ピット群 埋土は茶色土 中世 G2 

289 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良中頃 E3 

290 

291 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 GI 

292 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 F3 

293 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 G3 

294 i捧 埋土は黄茶色土 奈良 G3 

295 

296 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 H3 

297 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 14 

298 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 13 

299 106SX299 凹み S-298→ S-299 奈良前半 13 

300 

301 ピット群 埋土は黄茶色土 奈良 14 

302 ピット群 埋土は茶色土 平安 H4 

303 凹み 埋土は黄茶色土 奈良 G3 

304 ピット 埋土は黄茶色土 奈良 12 

305 

306 ピット群 理土は黄茶色土 奈良 F6 

307 ピット 埋土は黄茶色土 奈良 F3 
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粂坊跡 106次柱穴標高 (1面)

柱穴記号 上端レベル 下端レベル 標高(上) 標高(下) 高低茅. 標高下(平均)

SB075 a 0.70 0.96 28.355 28.的5 0.26 28.015 

b 0.79 1.04 28.265 28.015 0.25 

c 0.73 1.07 28.32ラ 27.985 0.34 

d 0.69 1.05 28.365 28.∞5 0.36 

e 0.76 1.08 28.295 27.975 0.32 

f 0.77 1.11 28.285 27.945 0.34 

g 0.75 1.15 28.305 27.905 0.4 

h 0.77 1.02 28.285 28.035 0.25 

1 0.68 0.88 28.375 28.175 0.2 

SB080 a 0.67 1.10 28.385 27.955 0.43 27.999 

b 0.75 1.13 28.305 27.925 0.38 

c 0.79 1.12 28.265 27.935 0.33 

d 0.72 1.07 28.335 27.985 0.35 

e 0.70 1.06 28.355 27.995 0.36 

f 0.74 0.98 28.315 28.075 0.24 

E 0.70 0.97 28.355 28.085 0.27 

h 0.80 1.05 28.255 28.∞5 0.25 

1 0.71 1.10 28.345 27.955 0.39 

0.64 0.98 28.415 28.075 0.34 

SB085 a 0.71 1.09 28.345 27.965 0.38 28.038 

b 0.79 1.04 28.265 28.015 0.25 

c 0.73 0.97 28.325 28.085 0.24 

d 0.77 1.02 28.285 28.035 0.25 

e 0.66 0.96 28.395 28.095 0.3 

f 0.66 0.97 28.395 28.085 0.31 

g 0.73 1.11 28.325 27.945 0.38 

h 0.77 1.01 28.285 28.045 0.24 

1 0.74 1.03 28.315 28.025 0.29 

0.74 1.07 28.315 27.985 0.33 

k 0.79 1.09 28.265 27.965 0.3 

0.71 1.11 28.345 27.945 0.4 

m 0.64 0.92 28.415 28.135 0.28 

n 0.65 0.93 28.405 28.125 0.28 

。 0.89 0.94 28.165 28.115 0.05 

SB090 a 0.73 1.05 28.325 28.∞5 0.32 28.052 

b 0.84 0.96 28.215 28.095 0.12 

c 0.78 0.94 28.275 28.115 0.16 

d 0.66 1.07 28.395 27.985 0.41 

e 0.64 0.91 28.415 28.145 0.27 

f 0.70 1.05 28.355 28.∞5 0.35 

g 0.87 1.04 28.185 28.015 0.17 

SB095 a 0.73 0.77 28.325 28.285 0.04 28.037 

b 0.73 0.97 28.325 28.085 0.24 

c 0.73 1.07 28.325 27.985 0.34 

d 0.78 1.15 28.275 27.905 0.37 

e 0.76 1.13 28.295 27.925 0.37 

SB115 a 0.69 0.82 28.365 28.235 0.13 28.050 

b 0.75 1.15 28.305 27.905 0.4 

c 0.70 0.80 28.355 28.255 0.1 

d 0.70 0.99 28.355 28.065 0.29 

e 0.71 1.15 28.345 27.905 0.44 

司
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SBl15 f 0.70 1.03 28.355 28.025 0.33 

g 0.81 0.96 28.245 28的5 0.15 

h 0.67 1.14 28.385 27.915 0.47 

SBI20 a 0.71 0.95 28.345 28.105 0.24 27.977 

b 0.73 。‘97 28.325 28.085 0.24 

c 0.78 1.09 28.275 27.965 0.31 

d 0.72 1.09 28.335 27.965 0.37 

c 0.80 1.08 28.255 27.975 0.28 

f 0.71 1.20 28.345 27.855 0.49 

E 0.91 1.12 28.145 27.935 0.21 

h 0.79 1.25 28.265 27.805 0.46 

1 0.75 1.04 28.305 28.015 0.29 

J 0.72 1.07 28.335 27.985 0.35 

k 0.73 1.09 28.325 27.965 0.36 

0.90 0.99 28.155 28.065 0.09 

m 0.80 1.08 28.255 27.975 0.28 

SB125 a 0.82 0.88 28.235 28.175 0.06 28.040 

b 0.76 1.03 28.295 28.025 0.27 

c 0.74 1.03 28.315 28.025 0.29 

d 0.77 1.12 28.285 27.935 0.35 

SAl10 a 0.77 0.96 28.285 28.095 0.19 28.171 

b 0.75 0.86 28.305 28.195 0.11 

c 0.75 0.86 28.305 28.195 0.11 

d 0.70 0.84 28.355 28.215 0.14 

e 0.68 0.90 28.375 28.155 0.22 

SA130 a 0.80 0.89 28.255 28.165 0.09 28.154 

b 0.75 1.07 28.305 27.985 0.32 

c 0.79 0.93 28.265 28.125 0.14 

d 0.77 0.99 28.285 28.065 0.22 

e 0.69 0.87 28.365 28.185 0.18 

f 0.69 0.81 28.365 28.245 0.12 

g 0.66 0.85 28.395 28.205 0.19 

h 0.67 0.90 28.385 28.155 0.23 

1 0.67 1.01 28.385 28.045 0.34 

0.64 0.94 28.415 28.115 0.3 

k 0.64 0.77 28.415 28.285 0.13 

0.65 0.89 28.405 28.165 0.24 

日1 0.66 0.90 28.395 28.155 0.24 

n 0.64 0.89 28.415 28.165 0.25 

。 0.65 0.81 28.405 28.245 0.16 

条坊跡 106次柱穴標高 (11面)

SB065 a 0.81 0.92 28.245 28.135 0.11 28.036 

b 0.83 0.99 28.225 28.065 0.16 

c 0.83 1.14 28.225 27.915 0.31 

d 0.78 1.11 28.275 27.945 0.33 

e 0.75 1.00 28.305 28.055 0.25 

0.80 1.10 28.255 27.955 0.3 

g 0.73 1.00 28.325 28.055 0.27 

h 0.73 0.99 28.325 28.065 0.26 

1 0.71 0.92 28.345 28.135 0.21 

SB070 a l∞ 1.12 28.055 27.935 0.12 

b 0.92 1.40 28.135 27.655 0.48 

c 1.02 1.37 28.035 27.685 0.35 
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106次遺物一覧表

5-2 

S・3

1須忠器|費、恥

|土師器|午axlIlla、彼片

5-11 

須 恵 器 tfc、重、費、椀、鉢aX続

小皿a、椀c2、純c、椀a、!1l!
土 師 器焼塩壷

黒色土器 A 椀c

黒色土器 B 椀c2

椀:1(1) 
越州窯系青磁

その他.伴1(1)

白 磁椀:IV(I) 

線紬陶苦号椀

灰紬陶器 破片

瓦 類平瓦(格子)

石 製 品碁石

巨
器|小蔓

器|高台片

5-9 

f貢 恵 器君臣、 tT-c

tfa、腕c2、筒、裏a
土 自市

器煎黙土器?

黒色土器 A 椀

黒色土器 B 椀

金属製品 鉄書I

瓦 類破片t格・子)

E 器|勾:c、若c、和、大車、章、皿、資b

器i係、恥×皿c、翌a

S-10 茶黄色砂

|須恵問
土師器|蓋c、受a

5-15 

須
鉢、 rfaXlIlla、年E、小I下、 室主c、蓋1、蓋3、翌

恵
器壷b、大t不仁、皿仁、萱蓋、登(肥後産?)

土 自雨 器椀c、何え:、重~.、ヨ臣、壷、高杯、把手

黒色土器 A 筒c1

直E州熊系青磁 筒:1 ?(I) 

金属製品 鉄量I

瓦 頬平瓦(格子、縄目、文字)

石 製 品碁石、砥石、黒暇石片

土 製 品焼士流、土鍾、器種不明

S-15 黄茶色土

|須恵器日3，Ji. 

土 師 器|丸底恥、受a

r‘
困

問
問
一
川
一:
 

臼
一
孔
-:
 
;
 

ク
一
不
一
晶
一

wノ

薗

』

』

-
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-
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L
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旬

圃

プ

一

一

-

色

一

一

-
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一
宙
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師
一

弓
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-
-
-

-
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一
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一
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一
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一

一
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一
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一
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S-18 

恋

師

S-19 

恵

B市

S-21 

l須恵

l土師

IE 

5-22 

器器|| 重I手a
X 皿a 、椀c 

器坪c、義

務小皿a、杯、表a

類破片

|須恋器|坪釜3…鉢

土 師 器 | 椀 仏 酌 鉢、動費

|金属製品|器積不明(鉄製品)

|土 製 品|焼土興、土録、器績不明

S・24

|ず雇器|恥、重

|土師器|術c、小皿a、動、受

S-25 

須 恵 器杯c、高勾:ィ董3、葉、壷X鉢、片口

土 師 器小皿a、小IUla2、丸底t平a、丸底界c、検c'J.、蜜

黒色土器 B椀

椀 ;1(1)
白

磁その他・勾:1(1)

金属製品 刀子

瓦 類破片t縄目、裕子}

石 5提 品石鍋(滑石)

S-25 黒茶色土

t買 恵 器 E昔、費、大主主、杯仁、 I下、破片

土 師 器小皿a、丸底tj-a、椀c、破片

黒色土器 B 拘c、椀

腕;IV(2) 
白

磁その他，破片(1)

瓦 類平瓦t格子)

石 製 品滑石片、石鍋加工品

土 製 品焼土jJl

巨 事ι

5・'J.7

師

S・32

|土 自市

S-33 

|!? 恵

自市

$-34 

1須恵

l土師

l石製

S-35 

~ß 恵

土 師

器|恥xIUl川護a

類破片

器|勾:c、年把手

器破片

器杯、差c、蓋3、~

器 t:p皿、要

品滑石片

器杯c、曹、積b'!壷、査、Jfc、議3、大I{、×大皿

雪~a、雪臣、破片

器則黙土器

黒色土器 A 破片

金属製品 鉄釘

瓦 類軒丸瓦、平瓦{倍子)、破片(縄目)

石 製 品滑石片、黒畷石片

$-35 I狗黄茶色土

皿a、小坪c、杯a、 tf-c、年、蓋c、蓋3、高原、 ~a
須 窓 器量量b、壷f?~君、 受

土 師 器 tj- a、 t手c、椀c、 rfcx皿c、 ~a，頚

黒色土器 A 椀c、受

車B州里程系脊磁 その他，合子身(1)

瓦 類破片(縄目、格子)

石 製 品号事右、黒曜石片、サヌカイト片
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S-35 階賛茶色土

須 窓 器 皿c、小勾也、ヨ臣、蓋3、高勾:、壷

土 師
把手、現a

器煎黙土器

黒色土器 A 椀c

陶 器朝鮮系無紬陶器

瓦 類破片t縄目、格子)

石 製 品碁石、黒畷石片

巳

E 
S-47 

l須恵

一l土師

l石製

都:

器保c、蓋芳、重量

器続z、愛

品碁右

附一叩
現

一

一

-

p
h

一
c
一
片
-

年
一
純
一
破
一

一
器
一
器
↑
額
一

主
主
婦
-
-

!
 

同
一
須
一
土
一
瓦
一

ー

E 2Fl墾

5-38 

|須恵器|恥、蓋3、杯、壷

E土師器|勾;x皿、把手、 ~a

瓦 類|俄片

a
a
-

費
一よp--

拘
-;

 

内

絹

園

町
小
-

底
-

W

小
一
丸
一

-

p

，-里
b
u

・

-
司
プ
酒

-
qプ
匂

圃

-
Uふ
一
嵐
山

v-

-
t

・“
-
β
p
-

o

y

-

-

-

q
3

・
-
-

と
須
一
土
一

L 器戸

E 事Xsll

S-43 

1須恵

I土師

IA 
本一蜘

lEi 割21下

須 恵 器蓋3、年c、蓋c、雪臣、輩、鉢、高原、執篠)

小slla、小皿c、中椀a、怖c、大筒c、椀a、t手a、寝

土 師 器体c、器台、受b

黒色土器 A 純c、椀、重

w，色土器 B椀、若c

趣E州黛系青磁 椀 :1(1)、II(l)

総紬陶器 椀、破片

灰事由陶器 破片

瓦 類軒丸瓦(老司}、平瓦(縄目、裕子)

石 製 品器種不明、サヌカイト片

土 製 品器級不明竃?

そ の 他炭化物

巨
器勾:品、年c、蓋3、勾:~'<皿、J1.

器勾也、受a

WE 

-241ー

事官a



品|祭畷石片、サヌカイト片

E 帯主高杯 壷

5・60

須 iJ]. 器勾也、造工蓋c、r{a X皿a、皿、琵、 ~、高台 5-65 d 

小皿a、皿a、t不c、型車a、蓋3 師
土 師

器煎書全土器
5-65 h 

中国陶器 褐紬.椅 恵

Jf. 額破片t縄目) 8市
石 製 品黒曜石片

土 製 品羽口
$-65 i 

恵

$-60 黒茶色粘土 師

f百 恵 器 tfa、蓋3、海草壁、皿a、杯、灘、ヲIl¥a、高年

勾:.、検c2、続CI、坪d、何:d':肌、肌a、界c、I下cXllIlc

土 自市 器萱X縮、努a、高原

煎黙土器、焼盗蜜

黒色土器 A 拘c、椀(混入7)

金属製品 鉱i宰

瓦 類平瓦(縄目、格子)、丸瓦、破片t縄目}

石 製 品黒畷石片

ナー 製 品フイゴ羽口

E 

5-62 

須 JJ]. 器皿a、綜c、蓋3、壷~<高年

僚は、器台
土 師

器煎者全土器

白
椀;IV(I)、IX(l)

磁その他，水注>~壷(1)、破片(1)
瓦質土器 指鉢

国産陶器 急須(近代)

瓦 類破片 t格子)、現代瓦

石 製 品砥石?

一 242-

器蓋3、破片

器!続c、情

磁筒 ;11-1(11

器|皿a

器器|| 道破:c片

器望I!..、破片

務|恥、齢、壷

器l恥皿、受



5-70h 住痕

黒色土器 Î拘a(般入)

瓦 類|破片?

S-71 

師

巨

，i|杯xon

小皿a、小m、院c、受a、把手、破片

器 l焼塩環

音寺霊堂c、坪c、皿a、受

器情c、受a

!e 

E 

l E 
F竺

5-92 

器 14也、小年c、~

務雪~a

類破片t縄目}

品|黒曜石片、安山岩片

器杯、蓋3

器小lffia

類軒平瓦t縄目}

韮圭

器蓋3、旬、、遜a、義

務J!a

務|杯X皿、蓋3

務|大椀可大皿

1須恵器|費

ヨ土師器liT-a，fi-、cxlIIlc

.黒色土器 sI破片

S-94 

|須恵器|受

|土 師 器|いI坪恥干f-c，仏、椀C仏、 I郎l下i-a>凶州x刈〈什rr皿II旧11
|瓦 頬刷|破片

5-96 

l土師器|椀c2、恥、犯手、発

|繰紬陶器|破片
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5・98

IY 

師 務純c、~ S・111

恵

師 器保x皿、~

S-1I2 

須 思 器不c、大型

土 師 器~

石 製 品黒曜石片

S・99

思

I~' 

師

師 器義、破片

器小皿a、~

類破片t縄目)

S-101 

恵

師 器 f不X皿、 ~a

S-I【沼

dl焼塩f盗 a、査?

惑

焼塩盗

師 器不axrrna、整

S-103 

須 恵 音寺 if;.、勾:c、杯、 蓋3、壷a、ilB~< 高勾:、 ヲ里

検cl、情c2、小皿a?、小lllla2、丸底tr-a、杯、翌lI.a
土 師 器器台

黒色土器 A 椀c、拘

黒色土器 B 椀c

白 磁 皿;XI?(I) 

金属製品 鉄・器種不明

瓦 類丸瓦(縄目}、平瓦(格子)、破片

石 製 品 1老化木

類|俄片(縄目)、文字瓦(俗子}

E 叩一肌

E 器杯、~器|費a、破片(弥生X縄文)

S-I06 -… 
l土師

l土製

器 t不c、葱

器t¥a

品l焼i土成

曜
-

費
一
章
一
黒
一

吾
一
器
一
品
一

言
一
師
一
製
一

実
-L

 

皿
-

!

/

ぜ

、

.:
 

年
一
郎
-

-
器
一
器
一

一
恵
一
師
-

m一
一

一

ー

;

l
p
-
R
H

一L
L
-:
 

-Ea----EE--a-----a 
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S-126 -… … 
l土師 :FE破片

費
一;

 

年
一
年
-

-
器
一
器
一

一
恵
一
師
一

司

r
-
-

園

内，.. 

-

-

ー

:
自
主
須
一
士
一

S-129 

恵

師 器 悦c2、丸底年? lf;;|;d吏類破片

S-131 S-I44 

J!{ 須 恵 器勾:a、年c

師 土 自市 器保d、密、費、小皿器椀c2、雪量

瓦 類破片

S-132 

器|杯c、蓋4、蓋c、釜3、費、鉢?

器|勾:x皿、 年、蓋3、壷、 高年、雪量

~li 恵 器勾:.、勾、c、li3、小盛f、小壷、壷査、!f.

小IIIla2、小皿a、椀c、丸底勾也、丸底杯c、椀a、要
土 師

器 !faXllIla、llIlc?

黒色土器 A 破片

黒色土器 B 小lIna、破片

勉州言語系青磁 椀 ;1(1)

拘 ;11(1)
白 E舷IIIl;n系(1)

金属製品 鉄釘、器種不明(銅製品?)

瓦 類軒丸瓦(老司}、平瓦(格子)

石 製 品石鍋 (i骨石)

S-133 

I~賓恵

l土師

IR: 

E 

E 

器破片

器情占、小皿c、!f.

類|破片t格子)

S-I46 

須 恵 器杯c、年、壷

土 t市 器ヨE
瓦 類破片(縄目)

S-147 

恋

師

S-I48 

|土 師 器|褒a

$-151 

霊xIIIl破片

器|悦c、備c2、年a1、小皿a、破片

器|杯、道、受

器|刷、坪、小皿、靴、意

器|床面、愛

器|議c、和、靴、受a

F
3
 

4
且
T

q
L
 



器|勾~、均二a、菱、高年×蓋3、小蛍

世道

皿
一
耐
一:
 

‘

品

『

v

、一-

蓋
一

h
-

E

一
重
一:
 

宅

3

-

、，

一C
ア

屯

-

噂
直
一
L
H
M

，
-

喜
一
器
-

福
山
一
師
一

e

。
.
一
-

P

、d
-
-
-

I

J

 

C

か
一
須
一
土
一 i E 

(器|勾:a、杯c、蓋c、雪量

器雪~a

S・159

l須恵器|恥、差仏現

| 土師器|蔓a

|瓦 煩|破片ー

器蓋3、勾t、l%i'c3、鉢b、小著.3、un.、ヨE

~lil 筒c2、小皿a、体、脚付勾:、~.、破片

E 
器|杯×皿、恥、愛、齢、議

器l杯:<un、賓

S-162 

I ~ll 恵

l土 師

IN: 

~Ii 蓋3

器小皿a、例c、~.、翌

額破片

器|小皿a、大楠c、椅c2、小腕c、現h、椀a

器It不、杯c、蓋3、壷善、費、盗?

E 事Zc原a受

椀泊、偽CI、純c2、筒、旬、、中絢a、中綿c、小un.
器|

器台、重

U L  11須恵器|恥部手
|土師器|恥皿、受a

|瓦 類|破片(縄目)

寸
寸
斗
」
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S-Is4 

2調 恵 器杯c、蓋c、釜3、受b、費、愛

土 師
~~ 小田a、小皿c、椀a、w椀a、椀c2、褒a、契b、費

高伴、器台、俄片

黒色土器 A 椀

黒色土器 B 椀

也州窯系青磁 筒;1 (3)、1・2ア(1)、 1-2ウ(1)

緑紬陶器 椀、段血空、破片

灰紬陶器 椀、血、段m
瓦 類破片t縄包、格子、一重裕子}

そ (J) 他木炭

E 器|蓋3、齢、年c

器|恥皿、椀仏費

S-188 

|須 恵 器 | 恥 、 蓋3

|土師器|係、破片

| 黒 色 土 器 AJ破片

E 

S-193 

I~R 恵

l土防
-
l上製

器保、釜

器丸成年:a

品焼土興

S・198

5頁 忠 ~i 年c、菱、高年、盗、鉢、鉢t篠7)

土 師
小皿a、小皿a2、均二c、丸底勾:a、椀c2、大拘c、資

器器台

黒色土器 A 偽

黒色土器 B 続c2、椀c、破片

鎗州黛系青磁 椀 ;1②(S-198茶色土と媛合)

高麗青磁椀

白 磁椀;IV(2)、IV?(2)、V-1XVIII(1)

陶 器朝鮮系無紬陶器

瓦 類破片(裕子}

右 製 品焼右、石鍋

土 製 品竃、羽口

S-198 茶色土

須 恵 器 杯c、何:、費、小頭、張、蓋c

土 師 器小皿a、小皿a2、年a、丸底勾:a、拘c2、発a

黒色土器 B 椀c2

as州窯系青磁椅 ;1(1){S-198と媛合)、I1-2(1)、111

高麗青磁椀11I

灰紬陶器壷?

瓦 類破片(格子)

石 製 品滑石製品、石鍋

|土製品竃、羽口

S-I99 

~li 恵 器費、蓋3

土 8市 器純c

黒色土器 A 椀

黒色土器 B 椀

自 被皿;XI-5(1) 

緑事b陶器 破片

瓦 類俄片

石 製 品滑石製品

巨4-ElZLE
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S-207 
1受両 E首… 
l土 師

l瓦

E 

S-221 

須 恵 器不、皿a、豪、鉢(篠}

土 師 器丸椀a、勾:、~

黒色土器 A 栂

越州書官系背磁
筒 ;1(1)

その他，水注X!j霊 1(1)

自 磁椀;IV-Ib(l)、 XI-4(I)

国産陶器 こね鉢、片口(常滑7)

瓦 類丸瓦、破片(格子)

l石 製 品|黒咽石片
;括主杯動費a

片

E
一破

事晶一

i

p
h

一
葱
一
の

杯
一
大
一
そ

器
一
務
一
磁

5-209 

|須恵器|蓋

|土師器|椀c、小1Dl.、恥>:'J、皿a、費、破片 丸底均:.、現a、ti

器|恥、執篠)

器|丸底杯a、例c2、小皿a、小皿必

E 

E 

E 

恥
一
附

事>~皿現
lf買恵器!恥m、蓋3

l'土締器函

1~吾l杯、動

11士師相
|石 製 品|サヌカイト片

器|恥皿、差3

器l坪xlDl、受

EこE 器i小slla仇 把手、楠c、翌a

幸三巨
器|年a、勾~、丸底勾73、把手、 tía
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一
器
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器
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圃
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5
2引
，
つ
ゴ
盲
点
園

E 

E 

E 
S-241 

1須恵

l土師

I瓦

E 

巴
器|係、壷、要

器11皿aX郎a、不x皿、褒a、翌

義
、

遊蚤
、c
 w
 

小
一
年:
 

令

3

-

A

U

蓋
一
尿

器
一
器

続ドa

割竺J
器|柄、皿、吏a

帯主

21;:x皿C

|色 副都、恥、高原、受

器|受a

務|溝、受

器|小皿a、小I皿c、純c、!!a、JI

器 不c、蓋3

器杯 X皿、ヲ里

類破片t縄目)

器|恥×晶、受

務|丸底恥、小slla lE 

~iil 杯d、椀aX丸底!fa、小皿a、把手、高杯、現

受

一

-

現
一
保
一
鉄
一

一
器
一
器

E
m
-

-
一
一
製
-

一
恵
一
師
一
一

-
一
一
属
一

湖

一

一

一

s
一

主
須
一
土
一
金
-
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「日品三

也事一
S-282 

|須 恵 器 | 都 、 綜

|土師器|愛a

器EI手c、I干cX皿E、翌a

E煎熟土器
5-283 

|土師器|現a

$-286 

~Jî 恵 器 t不c、蓋3、受

土 師
器除主

$-287 

$-271 J.l!. 

恵
師 器勾:、受

師 器杯、雪量a

|須恵器|恥

| 白磁|椀:XI-4(1) 

土 師 務 | 褒

コu

一

皿
一x

一
a
-

年
一

片

7
h
一
片
-

破
一
翌
一
破
-

一
器
一
器
一

A
-

一

-

一

同

日

宮

町

一

-
E
E
-

恵
↑
師
一
土
一

4
一
一

E
ニ

『，，
.

-

-

4

2

園

内

4
・

一

-

-

ふ
一
須
一
土
一
塁
…
一

品|黒i!It1石片、サヌカイト片

l吉一恵一語!恥、登c

|土師 2刊 現a

瓦 類|破片t縄目)

寸
斗
1
1」

$-276 

一一一l土師

I.A 
zprc現a
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E 帯停喪

S-303 

|須 恵一吾1議
|土師器|受

i弥生土器|破片

E 裏
、一幕一

m
u
-

皿
一
弘

、
一
皿

杯
一
小

器
一
器

E 阜3

|吉一恵一吾l嘉
E土師器|綜X皿

ー瓦 類!破片

茶絹色土

旬、、杯c、小旬、、均二c(転用硯)、皿a、円商硯、蓋3

須 恵 器 蓋c、鉢、壷a、壷登、蜜、盤、高勾:、高勾:x叢3

大宮里、 受b、費、鉢(篠)

小皿a、小皿a2、小肌c、杯a、勾~d、丸底勾~a、椀a

土 自国
~~ 大皿、 fkx肌仁、!T-aXlllla、椀c2、蓋3、蓋c、托?

小型、雪~a、現b、小耳語、議b、頭、器台、高t不

焼塩溝、煎脅棋士号号

黒色土器 A 椀c、続

黒色土器 B 小拘c、椀、把手¥腕、小皿c、小蓋

越州黛系青硲
持 :1-1(1)、 111(1)

その他.水注X重量 1(3) 

脅 磁長沙×白磁(1)、水注目把手(1)

白
磁椀・ IV(I)

皿.大nnXI(I)、 11(1)

緑紬陶器 段I皿、 m

中国陶器 褐袖

陶 器朝鮮系無紬陶器

国産陶器 とっくり、火消し壷

肥前系陶磁器 染付

縄文土器 破片

金属製品 鉄童I、万子

瓦 類軒丸瓦、平瓦(縄目、格子)、丸瓦(支線}、破片t縄目)

石 製 品碁石、黒曜石、サヌカイト、石鍋、滑石、軽石、硯

土 製 品焼土塊、竃

そ の 他炭化物

黄色土、---

須 恵
奇/i 均二c、杯、 小蓋3、蓋a、蓋c、草野.c3、表1、蓋cl、蓋3

小鉢、壷、高杯、大愛、lf.

土
年a、血a、丸底伴、倫c2、何:>:nn、t手cX皿E、蓋E

師
器高年、把手、現a、費、高台 、

弥生土器 俄片

金属製品 器種不明(鉄製品)

瓦 類破片t縄目、格子)

石 製 品碁右、黒曜石片、サヌカイト片、滑石片

l!.-製 品焼土持、羽口

品|黒I!fl石片、安山岩片

韮z

-
E
A
 

F
l
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106次土器の計測表

S-9 

| |容積 1 A 1 B 1口径|器高|底径1c 1 0 I 
| 1 1黒色土器B椀c1 R羽 11 1 1 14.1 15.0+ 1 - 1 

S・25

務 種 A B 口径 器高 底径 C D 

土官補器 小slla R-ぽ)6 9.8 0.9 7.7 O 

2 今 R-OOl 1 9.9 1.1 8.4 

1 '. RイXl2 5 10.2 0.8 7.2 。O 

4 丸底勾'a R-003 6 14.6 :.u O 

5 イシ R-007 7 15.2 3.6 

6 丸底勾'C R-004 9 14.2 3.8 

S-ヲ0 茶黄色砂

| |務種 1 A 1 B 1口径|器高|底径1c 1 0 I 
|1 1 須窓際蓋c3 1 R羽 11 4 1 16.9 1 1.4 1 1 >~ I 

S-30 茶黄色土

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

須 恵 器 小 原c R-α)3 9 10.2 3.7 7.8 O 
') 勾'C R-∞l 12 12.4 3.5 9.6 O 

3 '. R-α)4 ¥3 ¥3.6 4.6 9.5 O 

4 小蓋4 R-002 5 10.8 1.4 O 

5 蓋c3 R-∞8 6 ¥3.4 1.55 O 
6 " R-∞7 8 17.0 1.9 

一7 蓋3 R-α}6 7 17.4 1.35 

8 土師器大杯c R-009 19 19.6 5.0 10.4 

9 血b R-O¥I 18 16.6 3.0+ 

10 少 R-OIO 17 17.5 2.5+ 

S-40 

器 種 A B 口径 器高 底径 C o I 

土師器停a R-OOI 11.6 2.7 6.35 O 

2 ". R-OI日5 ヴー 11.6 3.5 7.7 O 

3 。 R-004 3 11.8 3.3 7.5 O 

4 。 R-007 4 11.8 3.6 7.6 O O 

5 。 R-008 5 12.0 3.5 7.6 O O 

6 ク R-α)2 6 12.0 3.7 7.4 O 

7 。 R-003 9 12.2 3.2 6.9 O O 

8 // R-OIO 8 12.2 3.3 7.4 O 

9 ん R-006 7 12.2 3.6 7.3 O O 

10 今 R-009 10 12.5 3.6 7.3 O O 

S-50 

器 後 A B 口径 器高 底経 C D 

土師器小皿a R-002 10.0 2.2 7.2 O O 

2 ク R-003 2 10.05 1.8 7.1 。
司 h R-008 3 10.4 1.9 8.6 。?
4 。 R-007 4 10.6 1.8 7.7 。O 

5 h R-011 6 10.6 1.8 7.9 、)<、p O 

6 aぅ R-0¥4 7 10.6 1.8 7.7 

7 イ〉 R-α)9 5 10.6 1.9 7.0 O 

8 ん R-O¥O 9 10.8 2.0 7.9 O 

9 ~. R-α)4 8 10.8 2.1 7.4 

10 ノ. R-013 10 10.9 1.9 7.1 

11 ，. R-006 11 11.0 1.5 8.3 × ~< 

12 ん R・015 12 11.0 1.85 7.85 O O 

13 ィ， R-OI2 13 11.2 2.0 7.2 

14 小皿c R-OI6 16 11.5 2.2 6.9 

15 ク R-0¥7 18 12.4 2.2 7.2 。
16 ~， R心29 17 14.1 3.3 6.9 O 

17 今 R-020 19 12.4 3.4 O 

18 イ〉 R-019 20 12.4 4.2 O 

19 中椀a R-018 21 12.8 3.9 O 

20 '. R-021 22 12.8 3.9 

21 '. R-024 23 13.0 3.6 

22 ~. R-022 24 13.4 4.2 

23 '. R-023 25 14.2 4.4 

24 椀a R-l:ロ6 26 15.2 4.5 O O 

25 鈎c2 R-027 29 14.7 6.05 7.8 

26 。 R-028 28 15.0 6.0 8.0 

27 /. R-005 30 15.8 6.2 8.6 

28 黒色土鍔B椀 R-02S 31 14.8 3.5+ 

q
L
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q
L
 



S-55 

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

ニlニ師器小lIIla R-01I 11 10.0 1.9 7.1 × 

2 の R・010 I3 10.1 1.7 6.3 O 

3 ラ R-012 9 10.1 2.1 6.2 O 

4 " RイJl3 10 10.1 2.2 6.1 

5 h R-α)9 17 10.4 1.8 7.8 、x、

6 。 R-016 14 10.4 2.05 7.1 01  

7 P ノ R-017 15 10.5 1.8 7.5 >~ 

8 ~ R-014 16 10.8 2.3 7.0 × 

9 P ノ R-008 12 11.0 2.1 6.7 O O 

10 丸底均:a R-∞5 24 15.0 4.9 

11 イ少 R-006 25 15.2 4.75 × 

12 中椀a R-003 20 12.6 4.1 6.7 

13 ~ R-018 19 12.9 4.0 8.8 O 

14 4・ R-002 21 13.0 3.8 6.1 X 

15 '. R-α)4 22 13.4 4.1 6.2 O 07 

16 h R-ぽ)) 23 13.6 4.6 7.1 |で「

17 続c R.OO7 26 10.2 6.3 8.4 ロァ
18 黒色土器BIJ、JHla R-015 18 10.4 2.0 7.5 O 

S-60 黒茶色粘土

器 種 A B 口径 器高 底後 C D 

須恵務蓋3 R-005 7 15.45 2.3 

2 土師器椀c R-002 12 14.8 6.25 8.6 × 

1 ん R-α)) 13 15.2 6.1 8.3 × 

4 dち〉 R-007 14 17.45 6.75 10.2 

5 JHla R-008 15 18.1 1.7 14.5 

灰茶色砂

| |器種 I A I B I口径|器高|底径 Ic I D I 

| 1 I黒色土器A 椀 IR剖 1I 4 I 13.0 I 5.9 I - 1 

山
口
比

器種

須恵器杯c

|A  1 B 1にl 径|器高|底筏I c I D I 

|R羽 11 3 1 - 11併 I 8.4 I 0 I 

S-98 黄色土

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

須恵器杯c R-002 7 10.8 4.0 7.0 O 

2 " R-OOI 9 13.0 3.9 8.8 O 07 

一3 ク R-α17 s 13.4 3.9 9.6 

4 " R-005 10 14.8 4.4 8.8 O 

5 JHla R-003 11 14.0 2.9 11.2 

6 小蓋3 R-ぽ】6 5 11.6 1.4 O 

7 蓋3 R-004 6 17.2 2.()+ O 

自 土師器皿b R-008 12 18品 3.3+ 

S-128 _ 4__ 
器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

1 土師器小肌a R-004 11 9.6 0.9 6.9 o 。
2 イ〉 R-伺 3 12 10.0 1.0 8.5 O 

1 '-' R-005 13 10.0 1.0 8.2 

4 .. R-OOl 15 10.2 1.2 7.9 O 

ラ ，. R..(附2 14 10.2 1.3 7.8 O 

5・132

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

1 土師器小lIIla R-003 30 9.3 1.4 7.2 

2 H R-002 24 9.6 0.8 7.7 O O 

3 H R・004 25 9.8 1.3 6.7 O 

4 H R・008 21 9.8 1.3 7.1 O O 

5 H R・009 18 9.8 1.4 7.7 O O 

6 H R-006 17 9.9 0.9 8.0 O 

7 H R-010 22 10.0 1.5 7.7 O O 

日 H R-005 26 10.1 1.0 7.5 O 

9 M R-007 19 10.8 1.3 8.3 O 

10 小皿a2 R・012 27 10.6 1.0 7.3 

11 小皿a2? R-011 23 11.0 0.85 6.3 

12 丸底杯a R・016 31 15.4 4.0 

13 11 R-018 I 32 I 16.0 I 3.9 
--'--ー
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S・169

器 種 A B にI ~f 器高 底 径 C D 

こ1:.師 器 小 皿a R-001 33 9.6 1.4 8.2 O O 

2 ク R-003 34 10.1 I.l 7.4 

3 ん R-002 35 10.2 I.l 7.6 O O 

4 丸底杯a R-004 36 12.0 2.9 

5 '. R・(Xl5 37 15.1 3.3 

S-178 

器 種 A B 口径 器高 !長径 C D 

土師器小皿a R-α11 42 10.5 1.3 7.6 O O 

5・163
2 小lIlla2 R-α)2 43 10.8 0.7 7.8 。O 

器 種 A B 口径 器商 底径 C O 1 小1lllc R-α)3 44 11.6 1.9 6.6 O 

1 土師器小lIlla R-OOo 7 10.4 1.8 o.o O O 4 丸底杯a R-∞4 46 15.5 3.5 

2 M R-004 9 10.5 2.1 5.9 O 5 ，。 R-005 45 16.4 3.4 O 

3 H R-014 11 10.6 1.7 7.4 O O 6 腕c2 R-007 47 15.5 5.3 7.3 

4 H R・005 14 11.0 1.9 6.4 7 " R-006 48 16.1 6.2 7.6 

5 丸Jgf(-a R-009 8 10.5 1.7 

6 H R-011 10 10.5 1.8 O X S-184 

7 H R-008 12 10.6 1.8 O 器 償 A B 口径 器高 lま筏 C 。
8 H R-010 13 10.8 2.2 O 土師器小皿a R-0I0 SI 10.1 1.9 7.2 

9 11 R-007 15 14.0 3.55 2 '. R-0I2 53 10.4 1.3 8.3 。O 

10 小椀E R・013 16 9.2 3.3十 O 3 〆， R-004 52 10.4 1.6 7.3 O ζ) 

11 椀c R・002 18 12.0 4.65 5.6 O O 4 '. R-∞5 54 10.4 1.7 7.8 O O 

12 H R・001 19 14.4 5.9 7.3 5 。 R-006 55 10.5 2‘。 7.5 。O 

13 M R-003 17 14.6 5.0+ O 6 " R-008 57 10.8 2.1 7.8 。
じ4 H R-012 20 4.1+ 7.2 O 7 " R-α)7 56 10.9 1.7 8.4 O O 

8 小1lllc R-014 61 11.9 2.6 7.2 

9 勾'a R-Ot:l 58 10.7 2.2 7.8 O 

10 ん R-011 59 11.0 2.2 8.0 

11 " R-α)9 “} 11.0 2.5 7.0 O 

12 中椀a R-016 62 12.0 3.5 O 

13 ゐ I R-015 63 12.7 4.1 O 

一一

S・167

~~ 種 A B に1 筏:器高 底筏 C 。
$-198 

土師~~ IJ、lIlla R-α)2 24 10.2 1.9 6.9 O ~i 積 A B 口 f壬器~ lif ~.干 C D 

2 椀a R-001 25 10.4 2.0 7.4 O 。 土師器小1llla R-α)5 9.6 1.2 7.9 

1 ク R-003 26 12.2 4.1 O O 2 ，う R-α)8 2 9.8 0.9 7.0 O 

4 " R-004 27 13.0 4.6 O 3 " R-003 4 9.8 1.0 7.1 

5 椀c R-αl5 29 12.2 4.0+ O 4 ，。 R-OOo 3 9.8 1.2 7.5 O 

6 " R-α)6 30 14.2 6.1 8.0 O 5 '. R-007 5 10.0 1.2 8.0 。。
7 ん R-007 28 3.9+ 6.6 O O 6 :' R-002 6 10.2 I.l 8.5 。O 
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7 H R-001 7 10.2 1.2 8.1 O 

8 H R-004 B 10.4 1.2 7.9 O O 

9 H R・009 9 10.6 0.9 7.6 O 

10 H a-6 9.8 0.8 7.4 

11 H a-3 10.4 1.0 7.8 O 

12 H a-4 10.4 1.0 7.8 

13 H a-5 10.6 1.0 8.3 O 

14 H a-2 10.6 1.2 8.2 

15 11 a-1 10.8 1.2 8.8 

16 丸底ty，a R-010 10 14.4 3.1 

17 11 R-011 11 15.2 3.4 

18 H R-012 12 16.0 3.6 

19 椀c2 R-014 13 4.0+ 6.6 

20 黒色土器B椀c R-013 14 15.6 3.4 

5-198 茶色土

器 種 A B 口径 器高 底経 C D 

土陶器小皿a R-018 16 9.6 1.0 7.2 O 

2 ，. R-015 18 9.6 1.1 7.0 。
3 ，. R-α)9 20 10.0 1.1 7.6 。。
4 。 R・011 7 10.0 1.1 7.8 O 

ラ ，. R・017 19 10.0 1.3 7.6 。07 

6 " R-OI4 21 10.2 1.2 7.3 O O 

7 /. R-OIヲ ヲヲ 10.4 1.1 7.4 O 

8 '" R-012 23 10.ラ 1.0 8.0 O 

9 '. R-OIO 25 10.6 I.I 8.0 O O 

10 '" R・016 24 10.8 1.0 8.2 O 

11 ，. a -5 9.4 0.8 7.2 O 

12 ク a -3 9.6 1.2 7.3 

¥3 '. 8 -4 10.0 1.0 8.0 O O 

14 ，. 
8 -8 10.0 I.I 7.2 O O 

15 '. a -1 10.2 0.8 8.0 O O 

16 ィ， 11-7 10.4 1.0 8.1 O 

17 " 8 -6 10.4 1.1 8.1 O 

18 ろ， a -2 10.8 1.2 8.8 O 。
19 ，. a -9 10.0 0.8 7.3 。
20 '. a -10 10.0 1.0 6.8 。
21 小皿a2 R-019 27 10.2 0.6 6.3 。。
ヲヲ " R・020 26 10.4 I.I 7.8 。
23 '. R心21 28 11.4 1.0 7.9 O O 

24 杯a R-007 29 10.6 2.0 8.1 O 

25 ，. R-OOR 30 11.6 2.2 7.5 O 

26 丸底勾:11 R-ぽ)5 31 13.8 3.4 

27 '. R-α)6 32 15.6 きl

28 '" R-α)4 33 16.0 3.4 

29 か R-α)3 34 16.4 3.8 

30 丸底材、c>、椀c R-022 35 14.9 5.1 7.0 o 
31 黒色-':.~B 椀c R.023 36 16.4 5.8 6.2 O 

S-246 

山
口
い
]

器種

土師器杯a

|A  I R I口径|器高|底径Ic I D I 
|R相 11 26 f11.7Ti9 1 5.9 1 ~ 

F
h
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| |器種 1 A 1 B 1口径|器高|底径1 c 1 0 I 
|1 1 土師器杯d 1 R羽 11 31 1 13.9 1 3.7 1“1 1 I 

山
門
白
山
門
白

器種

須E官、器釜3

|A  1 B 1口径|器高|底径1 c 1 D I 
|R羽 11 33 I 13.0 I 1併 1 1 I 

器種

須恵器杯c

|A  1 B 1口径|器高|底径1 c 1 D I 
|R咽 11 34 I -I 2.2+ I 11.1 I 

5-299 

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

須恵器杯c R-OOI 36 14.2 5.7 10.25 O 。
2 蓋l R-∞3 35 15.0 2.2+ 

3 土師it~ 皿b R-α)5 37 16.4 2.7+ 

4 皿 R-∞4 38 18.6 2.2+ 

5 Illlc R-002 39 21.0 2.7 15.0 

茶褐色土

器 種 A B 口径 器高 底径 C DI 
須恵器杯c R-009 2 13.4 3.8 8.2 

2 nlla R・043 3 18.0 1.8 13.8 O 

3 土師務小Illla R-017 4 9.2 1.1 6.8 ヲ

4 ，. R-015 5 9.4 1.1 6.8 O O 

5 イ少 R-034 6 9.5 1.0 7.2 O 

6 " R-039 7 9.6 1.0 7.4 O O 

7 ク R-038 8 9.6 1.2 7.0 O 

8 ク R-033 9 9.7 0.9 7.3 

9 ク R-<:】41 10 9.7 1.2 7.0 

10 F少 R-014 12 10.0 0.9 7.8 

11 ク R-024 11 10.0 0.9 8.0 9 

12 ，. R-062 1ヲ 10.0 1.2 6.6 

13 " R-020 14 10.0 1.3 8.5 ? O 

14 ，。 R-035 15 ¥0.1 1.1 7.6 

15 ，. R-037 16 ¥0.2 0.8 8.0 ? ヲ

16 イツ R-013 17 10.2 0.9 7月 O 

17 (， R-023 18 10.2 0.9 7.7 ? 

18 。 R-OI6 21 10.2 1.1 7.8 O O 

19 " R-026 20 10.2 1.1 8.0 う O 

20 " R-031 19 10.2 1.¥ 7.8 O O 

21 ~ R-032 22 10.2 1.1 7.4 O O 

22 今 Rイロ9 23 10.2 1.3 6.9 ? O? 

23 ク R-027 24 10.2 1.4 7.9 O? O 

24 ん R-028 25 10.3 1.3 8.1 9 O 

25 " R-025 27 10.4 1.0 7.9 ヴ × 

26 イ〉 R-OI8 26 10.4 2.0 7.8 ? O 

27 ィ， R心40 28 10.6 1.2 8.5 O 

28 ん R-036 30 10.8 0.9 8.0 O O 

29 ん R-OI9 29 ¥0.8 1.0 8.3 マ 。
30 h R-022 31 10.8 1.2 8.4 O 。

31 小皿a2 R-030 33 10.2 1.1 8.4 O 

32 ク R-011 34 10.6 1.1 7.4 O O 

33 ~， R-OI2 35 11.0 1.0 7.6 O 

34 小皿c R-042 36 11.4 2.2 8.2 

35 杯aX小I皿a R・021 32 1¥.7 ¥.7 9.1 ヲ O 

36 丸底勾E、a R-051 37 12.4 3.4 O 

37 少 R-055 40 13.3 3.1 O 

38 ん R-057 38 13.6 2.8 

39 ，. R-047 39 13.8 3.0 O 

40 P ノ R-050 42 13.8 3.1 

41 ク R-049 44 14.2 4.0 

42 ん R-045 45 14.6 3.5+ 

43 ん R・054 47 15.0 4.0 

44 ィ， R-046 46 15.2 3.1 

45 ，. R-052 48 15.6 3.1 

46 " R-<:148 50 15.6 4.1 

47 '. R-053 49 15.8 3.5 

48 ク R-05ι 51 15.8 3.9 

49 椀a R-044 41 12.6 4.0 9.4 >~ 

50 椀c R-058 52 14.6 5.3 

51 黒色土器B小皿cI R・0101 56 10.9 2.4 8.0 
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条 118次調査遺構番号台帳

S-番号 遺構番号 種 日リ 地区

11 118SBool 掘立柱建物 C8他

21118SX∞2 整地層 B9 

31 118SB045 掘立柱建物 (調査後、掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) D5 

41 118SB045 掘立柱建物 (調査後、掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) D5 

51118SK∞5 土横 G3 

61118SX∞6 凹み F6 

71118SXα)7 凹み F4 

81118SX∞8 凹み G7 
ト一一一一一一

91118SX∞9 ピット G6 

101 1 18SDOlO 溝(道路側溝) 2ライン

11l118SXOll 凹み G6 

121118SX012 凹み G6 

I31118SX013 凹み H5 

141118SXOl4 凹み G5 

151118SE01ラ井戸 G4 

161118SX016 凹み F5他

171118SX017 凹み G4 

181118SDOI8 溝(道路側溝) 14 

191118SX019 ピット 15 

201118SE020 井戸

21 1 18SX021 ピット

221 118SX022 ピット H6 

231 118SX023 ピット H4 

241118SX024 ピット H5 

251118SK025 土壊 F5 

26 118SX026 ピット H3 

271118SX027 凹み H4 

281 118SX028 ピット H3 

291 1 18SX029 ピット 12 

301 118SD030 溝(道路側溝) H2 

311118SX031 ピット 13 

321 118SX032 ピット 13 

331118SX033 ピット B5 

341 I 18SX034 ピット F4 

351118SX035 凹み 13 

361 118SB045 掘立柱建物 (調査後、掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) E4 

371 118SR045 掘立柱建物 (調査後、掘立柱建物の柱穴を含むことが判明) E5 

381 1 18SX038 土積 E6 

391118SX039 ピット E7 

40 118S0040 自然流路 縄文 14 

41 

42 

43 

44 

451118SB045 掘立柱建物 D5他
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S-3 

|須恵問
土師器|襲、碗a

黒色土器 AJ破片

s-4 ウラコPメ

|土師器|示、妻

q
，a
 

E
 

一
、
一
片
-

一
墾
一
俄
一

一器一
A
一

痕
一
一
器
一

柱
一
節
一
土
一

一
一
色
-

M
一
土
一
黒
一

~ ~ 

須 恵 器 発、 勾~c 戸皿c、 土手c

土師?~ 丸底勾'a、椀c、ifa、破片

瓦 得椀(楠葉つ)

黒色土器 A 破片

黒色こ1・穏 B 椀

港州窯系青磁 椀 ;1(1)

瓦 類破片(格子)

金属製品 釘?、鉱津?

土製品 瓦玉?

"' .目、.

須恵器 鉢b、小盗、益3、杯c、費、破片

脚付鍋、丸底土fa、小皿a、続c2、器台、勾'8、小蛮

土師器 3題、杯c

焼塩壷

瓦 器情(楠葉)

黒色:1:.器 A椀c2

黒色土器 B椀c2、小sIlc

飽州窯系青磁 その他，破片 I類(1)

白 磁椀;IV(I) 

陶 器朝鮮系無袖陶器(1)

瓦 類平瓦(格ナ、縄目)

石製品 滑石片、サヌカイト片

土製品奥

最上層"'且~司、且.

須'f!.器 蓋3、亦c、素

土師器 丸底杯a、小皿a、椀c2、舞、破片

黒色土器 A 倫c

黒色土器 B線c、椀

越州窯系青磁
機;I (¥) 

その他.破片(¥)

白 磁椀 ;III、IV(I)

緑紬陶器 破片

瓦 類平瓦(格子)

金属製品 器種不明(鉄製品)、鉄釘

木製品 炭化物

石製品 石鍋(滑石製)

上層~ .、，

須 恵 器蓋雪、勾~c、妻、高杯、破片

土師器
丸底tT-a、小皿a、!T-a、鍋、竃?、皿a、椀E

小壷、妻、小限a2、小勾'8

黒色二¥.--器 A 椀c、破片

黒色土器 B椀c2、小皿a、椀

椀;1-2b(1) 
越州紫系青磁 その他，鉢 1(1)

長沙窯系青磁 破片(1)

自 磁 椀 ;IV(2)、XI?(2) 

灰紬陶~ 破片

陶 器無粕陶器(水注)(1)、朝鮮系無粕陶器

瓦 額破片(格子、縄目)

金属製品 鉄釘

石製品 滑石片、黒曜石片

土製品 塊

。下層， ，回

須恵 .~if 費、蓋3，ifc、王室(灰紬ヲ)

土師器
丸liま均二a、事、器台、小皿a 、 ifa、椀c2、丸底勾~c

小道、鍋、破片

黒色土器 B椀c、薫?

越州窯系青磁 純;11(1) 

腕;IV(2) 
白 磁1IIl;XI-5? (1) 

灰紬陶器 登
陶 器朝鮮系無紬陶器

瓦 類平瓦(絡子、縄目)

石製品 砥石、黒磁石片、叩石、軽石片

片
一
一

破
一
杯
一

一
器
一
器
一

一
恵
一
師
一

白ヲ

EB--
一

iE

i
 

p
δ
-
弘
ヲ
一
1
「
J

E
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S-15 育灰色土

須恵器 杯c、蓋3 、費、護c、高勾~ ? 

費?、丸底I向、ノj、皿a、椀c2、鉢?、J{;a(昼書)

二1: 師器登

焼猛資

黒色土器 A 椀c2

黒色土器 B備c2

越州窯系青磁
椀;1 -2(1)、Il・2a(1)

その他，香炉脚 1>~ III(I) 

白 磁綿;IV(2) 

瓦 類平瓦(純白)、丸瓦(裕子)

S-15 暗灰色土

須恵器
妻、壷e、壷dXf、蓋3、壷口緑(瓦質)、lHla、輩b

杯c

土師器
費、甑、丸底年aXc、椀c、小皿a、丸底杯a、午d

柑(小登)、器台

黒色土器 B純c

越州、l窯系青磁
椀 ;1(1)、日?(1) 

趣X高原(1)

椀;11 (2)、IV(1)、 V-I(1)、破片(1)

白 磁皿;VII-la(1) 

その他，牽(1)

緑袖陶器 破片

瓦 類破片(縄目、格子)

金属製品 鉄釘

石製品 滑石片

土 ~ 品巨主L

$15 曲物内

|土師跨|椀c、小Jllla

|瓦 類|破片

S-16 

須恵器 I不c、蓋3、資d、費、資f、鉢(篠)

土 師 器 丸底材、、小fina、椀c、費、議片(高台付)、破片

瓦 器破片(楠葉)

黒色土器 A破片

越州窯系青磁
椀;III(1) 

その他，水注×壷1(1)、~:<高麗(1)

椀;H(旬、1I-1(2)、1I・5(¥)、V(¥)、V-l(2)、V-P;2(3)

V-2(l)、 V・2?(1)、 V-3(l)、 IV(6)、IV:<XI(¥)

白 磁 XI(¥)、1:<XI(2)、xm(1)、西村タイプ(1)、破片(1)
皿;V-2(2)、 V-VlI(3)、 lV-Vl(\)、 m>~ 1l・ la(\)

その他，水注注口(1)、水注(¥)、破片(19)

青 白 磁 破片(1)

!?23I~ 
|瓦 類|破片

S-20 暗灰色土

須恵器 まri3、均二c、妻、 蓋c

土師器
器台、丸底勾'8、高年脚、椀c2、血a、小皿a、要

勾~a、破片

黒色土器 A備

黒色土器 B続c

越州、|窯系青磁
倒;11(2) 

その他，水柱:<資(1)

白
磁椀;IV(1) 

皿;11.( a(l) 

緑 紬陶器 破片(長門 1)、段皿、破片

陶 器壷

瓦 類平瓦(格子)

石製品 石鍋(滑石製)

$20 曲物内

l土 師 器|小皿a、-丸底恥

|瓦 類|破片

|針恵一得|費
日l二師器|杯

ー灰秘陶器|破片

|須恵器|杯

器費

類破片(縄自)
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S-25 

須恵器 停c、壷b、費、こね鉢、壷a、鉢b、釜3

土師器 丸底均也、費、小IDla、椀c、杯d

黒色土器 A 破片

黒色土器 B破片

飽州言葉系背磁 椀;Il(輪高台)

椀;Il (7)、 11-1(1)、 11-5(1)、 1(¥)、 I:<XI・1(1) 

白
IV(5)、V-l:.<2(2)、v・2(¥)、V・2b(1)、破片(3)

磁 皿;XI(1)、 11>:IIト1a

その他，小資 11(¥)、破片(旬、破片7(1)

緑紬陶器 破片

須恵、質土器 鉢(東播)

陶 器朝鮮系無手由陶器

中国陶務 問耳議 III

金属製品 鉄事J
瓦 類破片(縄目、格子)

S・26

|須恵器|釜3、杯

|土師器|丸底柄 、 恥

」片一

c
一片一

軍
一
昨
一
破
一

一
器
一
器
一
器
-

一
恵
一
師
一
-

『

，

，

司

自

国

ヲ

-
E
l
-
-

・

5
-須
一
土
一
瓦
-

ー子
-

杯
一
品
開
一

句
3

一
、
古
片
-

蓋
一
型
破
一

喜
一
器
一
額
一

一
恵
一
師
-
-

e
o
-
-
-

園

内

F
-
F
|
回
一
ー
一

L

E

S
E
P引
1
3
一E
-

S-29 

1須恵器|破片

l土師器|破片

片一蔵一言
一

存
一
章
一

一
片
一
三
塩
一

軍
一
椀
一
焼
一

一
器
一
器
一

一
恵
一
師
-

m一
須
一
土
一

S-31 

1土師器|破片

瓦 類|破片

巨 器破片

務純c、小Ima、費

S-33 

| 須 恵 器 | 破 片

|土師器|費、破片

s 34 
|土師器l年

S-35 

l土師器|費、破片

S-36 ウラゴメ

|須恵器|蓋杯

土師器|杯、杯c

5・36 柱痕

l須恵器|杯七

|土師器|杯、椀c、嘉

S-37 ウラゴメ

|須恵器|破片

|土師器|係、要

S-38 

l須恵器|蓋1、皿、杯

卜L 飾器|墾

$39 柱痕

l土 師 務|破片了蓬干二嘉

|黒色土器 AI破片

茶筒色土

須恵器 蓋3、杯c、蛮ー〈費、t{~d

土師器 丸底杯a、小皿a、豪、椀c、釜c、鏑

瓦 器椀c<楠葉か?) 

黒色土器 A椀c

黒色土器 B鉢×皿a、憐c

越州窯系青磁
倒;1(6)、大椀I?(1) 

その他，耳壷1(1)、界1-3(2)、鉢I(l)

機;lV(旬、1I(2)、V-3(1)、 1? (1)、 11-5(1)、 V(I)
白 磁 v・1、、11(2)、V(1)、 v・1:'<2(2) 、 v・2>~VII(1)、 V-2(1)
緑紬陶野 破片、械

陶 器朝鮮系無紬陶器

瓦 額破片(絡子)、丸瓦

石製品 石硯(粘板岩)

-261 -



118次土器の計測表

5・2 灰茶色土

器 種 A B 口径 器高 lま径 C D 

須恵l1if 勾'C R-ぽ12 6 11.6 4.0 8.0 O 
ヲー ん R-OOl 5 12.8 4.7 9.0 O 
3 蓋c3 R-(X14 13.5 1.8+ 

4 h R-朕J3 2 15.5 2.6 

5 釜ヲ R-∞5 1 13.6 1.5 

6 1. R-似)6 4 14.6 1.55 

7 土師l1if 皿b R-α)8 7 15.7 2.5+ 

S-2 暗茶灰色土

l l器 種 IA I B I口径|器高|底径Ic I D I 
|1  I須恵器蓋c31R-∞11 10 1 13.0 1 1.4 1 

S-3 

S-5 

ら10 上層

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

l 士郎器小nn.(糸) R-004 6 8.6 1.1 6.6 

ヲー 小皿a(ヘラ) R-OI2 7 9.15 1.I 6.4 ? 
1 小sIla(糸) R-(Xl5 10 9.2 0.8 7.8 

4 小sIla(へラ) R-O¥3 8 9.2 1.0 6.1 O 
5 ん R-011 9 9.4 1.4 7.5 ヲ

6 丸底勾'a R-()(ゆ 12 14.6 3.5 ? 。
7 ，. R-015 13 15.1 3.8 ? 

8 '. R-α16 17 15.4 3.6 。
9 ん R・014 15 15.4 3.杭

10 '. R・007 14 15.5 3.55 O 
11 h R-α12 16 15.6 3.5 。
12 。 R-OIO 18 16.0 3.5 

13 '. R~ぽ)l 19 16.5 3.9 O 
14 今 R-αl3 20 16.95 3.2 9.1 

トJ? sIla R-併18 11 14.8 1.9 11.3 ? O 
黒色土得A綿 R-016 23 16.0 5.7 7.2 ? 

17 黒色二L器R憐c R-018 24 16.2 5.8 6.6 

18 ヲ， R-017 22 17.2 3.2+ 

19 ん R-019 21 4.3+ 7.0 

S-IO 

l1if 積 A B 口径 器高 底筏 C D 

l 土鵬小皿a(へラ) R-026 4 9.0 1.1 7.6 O O 
2 '. R司028 5 9.0 1.2 7.0 O 
司 " R-α19 3 9.1 1.I 7.1 O 
4 '. R-OI0 6 9.2 1.I 7.2 O 。
5 小皿a(糸) R-024 7 9.3 1.2 6.4 O 
6 小皿a(ヘラ) R・016 B 9.4 1.I 7.4 O O 

7 H 

B H 

9 H 

10 N 

11 H 

12 丸底fi-a
13 M 

14 H 

15 H 

16 H 

17 M 

18 H 

19 H 

20 H 

21 H 

22 H 

23 H 

24 H 

25 11 

26 H 

27 H 

28 H 

29 H 

30 11 

31 11 

32 H 

33 /1 

34 椀E

35 11 

36 H 

37 黒色土器B小I皿C

38 椀C

39 H 

40 月

41 11 

42 11 

5-10 下層

骨手 種

l 土師器小皿a

2 ，. 

司 .~. 

4 ク

5 " 
6 ゐ

" 
8 1， 

9 ル

10 杯a

11 丸底勾'3

12 " 

13 " 
14 ん

15 今

16 " 
17 ん， 

18 " 
19 ん

20 " 

21 ，. 

22 " 
23 " 

24 " 
2S ク

26 " 

27 " 
28 ク

29 ん

30 丸底勾'C
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R・011 9 9.6 1.8 7.6 

R-027 11 9.8 1.2 7.8 

R-014 10 9.8 1.35 7.5 O 
R-025 12 9.9 1.1 7.3 O O 
R・015 13 9.9 1.3 7.5 O 
R・030 14 14.2 3.0 

R・040 15 14.8 3.3 O 
R-029 16 14.8 3.5 

R・038 20 14.8 3.0+ 

R・006 17 15.0 3.3 O 
R・035 18 15.2 3.1 O 
R-007 19 15.2 3.55 O 
R・039 33 15.3 3.0 

R-008 21 15.3 3.4 

R-041 22 15.3 3.9+ 

R司047 23 15.4 3.0 

R-033 24 15.4 4.0 

R-032 25 15.5 3.2 

R-004 26 15.5 4.3 O 
R-036 27 15.6 3.2 

R-005 29 15.6 3.65 O 
R・034 28 15.6 4.0 

R-042 30 15.7 2.9 

R-043 31 15.7 3.6 O 
R-031 32 15.8 3.0 O 
R-037 34 15.8 3.3 O 
R-012 35 15.8 3.5 O 
R-003 36 15.0 5.5 6.4 

R-002 38 15.9 5.75 6.8 

R-001 37 16.6 5.8 7.0 O 
R-045 45 10.6 3.1 5.6 

R-013 42 15.3 5.7 6.05 O O 
R-019 40 15.6 6.0 7.1 

R-046 41 16.0 5.3 7.2 O 
R-018 43 16.4 5.0 7.3 

R-020 44 17.0 7.3 7.35 

A B 日 t歪器高 l!f. 径 C D 

R-ぽ17 2 8.65 1.2 6.65 O? O 
R-0I3 3 9.4 1.7 7.8 。O 
R-012 4 9.5 0.8 7.5 

R-α)<) 7 9.8 1.2 7.6 O? O 
R-(貰)8 5 9.8 1.3 7.6 

R-収15 6 9.8 1.5 6.6 O 。
R-似16 9 10.1 1.3 8.0 O O 
R-011 ¥0 ¥0.1 1.6 7.2 O O 
R・010 B 10.2 1.I 8.3 O 
R-ぽ12 11 15.2 3.0 o 
R-023 12 1-t.8 3.4 

R-022 13 14.9 3.8 O 
}ミーぽ13 14 15.1 3.5 O 
R-OI5 16 15.2 3.5 ζ) 

R-0¥8 20 15.2 3.6 O 
R-032 15 15.2 3.35+ O 
R-OI6 19 15.4 3.4 

R-020 17 15.4 3.6 。
R・ぽ14 18 15.4 3.7 

R-024 21 15.4 3.9 O 
R-029 22 15.6 'U 

R-OI7 23 15.6 3.6 

R-OI9 24 15.7 3.2 

R-025 26 15.8 3.5 O 
R-併l¥ 27 15.8 4.3 O O 
R・030 2S 15.8 2.8+ 

R-026 28 16.0 3.5 O 
R-014 29 16.4 3.6 。
R・027 30 16.6 3.2 。
R-043 33 15.6 S.I 6.7 



S・12

| |器種 1 A 1 B 1口径|器高|底径1c 

| 1 1黒色土器B椀clR-∞11 14 1 - 1 1.9+ 1 6.4 1 

5-15 宵灰色土

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

l 土締器小sllIR-α12 6 9.0 1.5 6.7 O O 
ヴ h R-似)6 7 9.1 0.8 6.6 

1 φ R-005 8 9.7 0.8 7.9 O 
4 J句〉 R-003 10 10.0 0.8 7.8 O 。
5 P ノ R-(ゆ4 9 10.6 1.3 8.1 。。
6 丸底杯a R-007 11 14.0 3.4 

7 h R-似)9 12 14.6 2.9 

8 ん R-ぽ)8 13 15.0 2.5 

S-26 

| |器種 1 A 1 B 1口 径 | 器 高 | 底 径1c 1 D I 
| 1 1土師器丸底年alR-∞11 25 1 16.01 2.9 1 - 1 1 0 I 

相日 器積

瓦 器 椀c

|A  1 B 1口径|器高|底径1c 1 D I 
| R・明11 1 1 ー I 3.2+ I 6.4 l_-"--..... 

条坊跡118次柱穴標高

SB∞1 a 0.93 0.99 28.125 28.065 0.06 28.048 

b 0.93 0.99 28.125 28.065 0.06 

c 29.055 29.055 。
d 0.95 1.01 28.105 28.似 5 0.06 

e 0.95 1.04 28.105 28.015 0.09 

f 0.95 1.01 28.105 28.045 0.06 

g 0.94 1.00 28.115 28.055 0.06 

SB045 a 0.90 1.20 28.155 27.855 0.3 27.898 

b 0.93 0.98 28.125 28.075 0.05 

c 0.92 0.98 28.135 28.075 0.06 

d 0.92 1.30 28.135 27.755 0.38 

e 0.94 1.30 28.115 27.755 0.36 

f 0.93 1.18 28.125 27.875 0.25 
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『大宰府条坊跡jlX

一一-K 

。 10m 

一一ー F

一一一E

一一一D

一一C

一一B

一-A

Fig.139 条141次調査遺構略測図
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条141次調査遺構番号台帳

5・番号 遺構番号 種 Bリ 時 期 地区

1 141SK001 土境 埋土は黒灰色粘。 氾~ BO 

2 ピット群 平安 A2 

3 ピット 平安 A2 

4 ピット 平安 A3 

5 141SD100 道路側溝 埋土は暗茶灰色土。 庇----x A6 

6 ピット 古代 A2 

7 ピット A2 

8 ピット 平安 A4 

9 ピット 古代 A4 

10 141SD010 道路側溝 埋土は暗灰色土。 政----x A5 

11 ピット群 9c中~ AO 

12 ピット群 平安 A3 

13 ピット A5 

14 141SD020 溝 S-168と同一遺構。自然流路の可能性あり。埋土は灰茶色土。 盟~ Aライン

15 141 SD020 溝 埋土は暗灰色土。自然流路の可能性あれ 組 Aライン

16 溝か溜まり A2 

17 ピット 古代 A3 

18 ピット群 古代 BO 

19 ピット 8c A7 

20 141SD020 溝 埋土は暗灰色土。自然流路の可能性あり。 9c後半~ Aライン

21 ピット 古代 A7 

22 ピット 古代 A6 

23 砂溜まり 古代 B6 

24 ピット 古代 AB5 

25 溝か 埋土は暗灰色土。 古代 A5 

26 ピット群 揖乱の可能性あり。 古代以降 B5 

27 141SB130 ピット群 (調査後、群中に掘立柱建物の掘り方を含むことが判明) 古代 B4 

28 1415X028 ピット 古代 B4 

29 ピット 古代 B4 

30 構か溜まり 埋土は黒茶色土。 四----VIII B4 

31 ピット 5・35下層 古代 B3 

32 ピット 5・35下層 B3 

33 ピット B3 

34 1415B130 ピット B3 

35 溜まりか 埋土は暗茶色土。 古代 B3 

36 141SX036 ピット 古代 B5 

37 ピット B5 

38 ピット群 古代 B2 

39 ピット群 C1 

40 1415X040 溜まり 広----x B7 

41 ピット 古代 C1 

42 ピット C1 

43 141SB130 ピット 古代 B3 

44 141SB130 ピット 古代 B4 

45 141SK045 土壇 埋土は黒茶色土。 組 D1・2

46 土横 古代 B6 

47 141SX047 ピット群 古代 C2 
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48 ピット 埋土は茶黒色土。 古代 C2 

49 1415X049 ピット 古代 C2 

50 1415K050 土横 埋土は黒灰色土。 古代 C03 

51 ピット 埋土は茶黒色土。 C3 

52 ピット C3 

53 ピット 古代 B3 

54 1415B130 ピット群 (調査後、群中に掘立柱建物の掘り方を含むことが判明) 10c C3 

55 溝 9c ........ C6 

56 ピット 埋土は茶黒色土。 C3 

57 ピット 古代 C3 

58 ピット群 古代 01 

59 ピット群 古代 01 

60 14150060 溝 切り合い上は明らかにら100より新しい。埋土は黄灰色土。 中世 C6 

61 ピット 02 

62 ピット 古代 C4 

63 1415B130 ピット 古代 C4 

64 ピット 洗浄時にS・81の遺物と混ざっている。 C5 

65 14150065 溝 5-100の上層に閉じ方向である。 却 アライン

66 1415X066 ピット 古代 B2 

67 ピット 古代 B3 

68 1415X068 ピット C1 

69 ピット C1 

70 14150065 5・40と65を合わせたもの。 xl C6 ・~

71 ピット群 古代 03 

72 14158150 ピット群 (調査後、群中に掘立柱建物の掘り方を含むことが判明) 03 

73 ピット群 5・45下層 盟 ~ 
74 ピット 03 

75 1415K075 土境 G2 

76 14158140 ピット 平安 03 

77 14158150 ピット群 (調査後、群中に掘立柱建物の掘り方を含むことが判明) 平安 03・4
78 ピット群 平安 04 

79 ピット群 平安 04 

80 1415K080 土摘 埋土は黒褐色土。 立'""'X 07 

81 1415B140 ピット群 (調査後、群中に掘立柱建物の掘り方を含むことが判明) 04 

1415B150 洗浄時に5・64の遺物と混ざっている。

82 ピット 04 

83 ピット 平安 04 

84 ピット 平安 04 

85 1415E085 井戸 掘り方の埋土は茶褐色砂土。枠内は困層に分けられ、上層よ VDI'"'"'医 F3 

り灰色砂土、茶色砂土、暗茶色砂、灰色粘。

86 1415B140 ピット群 (調査後、群中に掘立柱建物の掘り方を含むことが判明) 05 

87 土境 埋土は黒灰色土。 組 05 

88 溜まり 埋土は灰色砂土。 C5 

89 ピット群 E1 

90 1415K075 土境 12c G2 

91 1415A155 ピット群 (調査後、群中に柵列の掘り方を含むことが判明) 平安 F2 

92 ピット群 E2 

93 1415B150 ピット群 (調査後、群中に掘立柱建物の掘り方を含むことが判明) 平安 E3 

94 ピット群 平安 E3 
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951 141SK095 土膿? S-80につながるか? 埋土は黒褐色土。 IOc C7 

961 141S8 140 ピット (調査後、掘立柱建物の掘り方であることが判明) 平安 E3 

971 141S8150 ビット (調査後、掘立柱建物の掘り方であることが判明) 平安 E4 

98 ピット群 平安 E4 

99 ピット 平安 C5 

100 141S0100 道路側溝 S-5につながるか? S-40の下 lX 7ライン

101 ピット S-lO下層 平安 C5 

102 ピット 平安 E2 

103 ピット群 平安 El 

l例 141S8140 ピット群 (調査後、群中に掘立柱建物の掘り方を含むことが判明) 平安 E4 

105 141SK105 土横? 埋土は茶褐色砂土。 平安 F2 

106 ピット群 E4 

107 ピット 古代 E4 

108 141S8150 ピット (調査後、掘立柱建物の掘り方であることが判明) 古代 E4 

109 ピット群 古代 E4 

110 141S8110 掘立柱建物 8~9c H3他

111 141S8140 ビット (調査後、掘立柱建物の掘り方であることが判明) 古代 E4 

112 141SA155 ピット群 (調査後、群1:j:Jに柵列の掘り方を含むことが判明) 古代 F4 

113 ピット群 古代 F4 

114 ピット 11c後半 F3 

115 ピット 古代 日7

116 j留まり 古代 E3 

117 ピット 古代 F3 

118 141SX1l8 ピット G3 

119 溜まり Xll G2 

120 141SK105 i留まり 平安 F2 

121 ピット 平安 F3 

122 ピット 平安 F4 

123 ピット S-152と同じ。 古代 F4 

124 ピット群 平安 H3 

125 溜まり S-166と同一遺構。 XI'XI1 87 

126 ピット 古代 H3 

127 ピット群 古代 14 

128 ピット群 古代 G4 

129 ピット H4 

130 141S8130 掘立柱建物 S-27 . 34 ・43・44・54・63で構成される。 9~ lOc 84他

131 ピット群 古代 06 

132 ピット 古代 E5 

133 ピット 古代 F4 

134 ピット 古代 F5 

135 

136 ピット 古代 15 

137 ピット 古代 05 

138 141SX138 ピット 古代 G5 

139 j{詰まり 古代 F6 

140 141S8140 掘立柱建物 $-76・81・86・96'104・IIIで構成される。 9~I Oc 04他

141 t蒋 S-IOの続きと思われる。 古代 H5 

142 ピット 古代 Al 

143 ピット 古代 A2 

-267ー



144 ピット 古代 Bl 

145 

146 ピット 平安 A3 

147 141SX147 ピット群 古代 A6 

148 ピット A7 

149 ピット群 古代 E5 

150 掘立柱建物 S-72・77・81・93・97・108で構成される。 9~IOc 04他

151 ビット 古代 E5 

152 141SAI55 ピット群 (調査後、群中に柵列の掘り方を含むことが判明) 古代 F4 

153 ピット群 古代 F4 

154 ピット群 古代 F4 

155 141SA155 柵列 S-91・112・152・161で構成される。 9~IOc F3他

156 ピット群 古代 G3 

157 ピット 古代 G4 

158 ピット群 古代 F3 

159 141SX159 ピット群 古代 F3 

160 141S0160 溜まり 茶褐色砂・茶色粗砂で構成される。 8c後半 南西部

161 141SA155 ヒット (調査後、柵列の掘り方であることが判明) 古代 F3 

162 ピット 古代 F4 

163 ヒット 古代 F4 

164 ヒット 古代 F4 

165 

166 141SXI66 溜まり S-125と同一遺構。埋土は砂(灰・茶・暗茶色のマープJレ)。 XI.XlI A7 

167 141SX167 i留まり S-166につづくか。 167→ 1680 砂(灰・茶・暗茶色のマープル)。 12c- A9 

168 141Soo20 t誇 S-14と同一遺構。自然流路の可能性あり。埋土は灰茶色土。 12c~ Aライン

169 i留まり 埋土は白灰色砂。浅い。 166← 169。 8c A8 

170 141S0170 流路 9c前半 9ライン

171 滑か 埋土は白灰色砂。 8c A8 

円五 ピット 埋土は暗茶色土。 古代 A8 

173 溜まり 埋土はマープル砂。 8c C7 

174 ピット群 埋土は時茶色土。 古代 88 

175 

176 ピット群 埋土は暗茶色土。 平安 B9 

勺 77 ピット 埋土は暗茶色土。 平安 89 

178 ピット群 埋土は暗茶色土。 平安 89 

179 ピット 埋土は茶褐色砂土。 平安 89 

180 141SK180 土墳 埋土は砂混じりの暗灰色土。浅い。 8c F7 

181 ビット 8c s9 

182 ビット 8c~ FI0 

183 ピット 平安 08 

184 ヒット 8c'~ D7 

185 恒三ト 埋士は黒茶色土で硬い。 8c~ F7 
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条坊跡1制次柱穴標高

柱穴記号 上端レベル 下端レベル 標高(上) 標高(下) 高低差 標高下(平均)

SA155 a 1.19 1.28 27.31 27.22 O.明

b 0.97 1.28 27.53 27.22 0.31 

c 0.98 1.03 27.52 27.47 0.05 

d 1.01 1.04 27.49 27.46 0.03 

e 1.04 1.09 27.46 27.41 0.05 

f 1.03 1.14 27.47 27.36 O.ll 

SBllO a 1.04 1.37 27.46 27.13 0.33 27.046 

b 1.10 1.49 27.40 27.01 0.39 

c 1.05 1.52 27.45 26.98 0.47 

d 0.99 1.39 27.51 27.11 0.40 

e 0.99 1.32 27.51 27.18 0.33 

f 0.98 1.33 27.52 27.17 0.35 

g 1.24 1.59 27.26 26.91 0.35 

h 1.26 1.55 27.24 26.95 0.29 

1.24 1.47 27.26 27.03 0.23 

1.22 1.47 27.28 27.03 0.25 

k 1.22 1.37 27.28 27.13 0.15 

1.20 1.46 27.30 27.04 0.26 

口1 1.10 1.42 27.40 27.08 0.32 

n 1.07 1.60 27.43 26.90 0.53 

SB130 a 1.17 1.37 27.33 27.13 0.20 27.042 

b 1.18 1.50 27.32 27.00 0.32 

c 1.31 1.63 27.19 26.87 0.32 

d 1.35 1.48 27.15 27.02 0.13 

e 1.27 1.40 27.23 27.10 0.13 

f 1.25 1.37 27.25 27.13 0.12 

SB140 a 1.01 1.18 27.49 27.32 0.17 27.160 

b 1.12 1.42 27.38 27.08 0.30 

c 1.10 1.35 27.40 27.15 0.25 

d 1.20 1.35 27.30 27.15 0.15 

e 1.10 1.34 27.40 27.16 0.24 

f 1.01 1.40 27.49 27.10 0.39 

SB150 a 1.01 1.25 27.49 27.25 0.24 27.218 

b 1.04 1.29 27.46 27.21 0.25 

c 1.04 1.23 27.46 27.27 0.19 

d 1.11 1.31 27.39 27.19 0.20 

e 1.03 1.35 27.47 27.15 0.32 

f 1.01 1.26 27.49 27.24 0.25 
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大宰府条坊跡第141次

S-1 

須恵器 杯c、蓋3

土 師
器倒c、費、蓋c、均:d、土干a、丸底土干c?、高ιF

焼塩壷

黒色土器 A 椀c、愛?

越州窯系青磁 椀;1(1) 

白 磁椀 ;1(1)
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須恵 m~臣、差c3、杯c、小壷ワ、鉢

椀c、費、杯a、小lllla
土 師 器焼極壷

黒色土器 A椀c

瓦 類平瓦(縄目、斜格子、格子)

石 製 品石鍋(滑石)

金属 製品 鉱淳、器種不明(鉄製品)
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土
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S-9 

l須 恵器|蓋3、愛

l土師器|費

S-10 

須 恵 器奏、葦3、蓋c、年c、壷

自市
器椀c、勾~a、類、小皿a、椀a

焼塩登

黒色土器 A椀c

黒色土器 B椀

也州窯系背磁 椀;1-2a(l)、1(2)、11(1)

緑紬陶器 椀三皿(1)

瓦 類平瓦(縄目、斜格子)、丸瓦(片)

石 製 品石鍋(滑石)、剥片(黒曜石)

金 属製 品 板状鉄製品、破片

FF恵 I埜片

|土師器I~塩登

監
a斗l

 
pa 

-

須恵器勾:c、費、杯a、蓑c

費、坪?、純日、小IEa ? 

黒色土務 A鈎c

鈎;IV(4)、IV，く 11(1)

白 磁 依片(1)

須恵質土器鉢

瓦 類平瓦(縄目)、丸瓦(斜格子)

石 製 品剥片(黛昭石)

S-15 

須恵 器材、c、ままc、王室3、 事、高杯、資つ

土 師
器勾'3、丸底ffa、勾~c、表、椀c、小I皿a

焼塩蛮

黒色:1.:器 A 椀c

黒色土器 B椀c

緑紬陶器 破片(1)

瓦 類平瓦(斜格子、平行タタキ)

1
1
土師器晶

S-18 

|須恵器|勾;、費

|土師器|費、杯a

l瓦 類|破片
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S-21 

1須恵器|褒

E 帯主蓋3

片
一
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1須 恵器|杯

|土師器|蔓

E 
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1須恵

l土師

S-29 

l須 恵

l土師

l瓦

S-40 

2123 

{u 五百、 器発、壷、杯c、皿a、蓋1、重量3、重量4、議c

土 師
椀c、費、杯a、也、皿c、杯d、器台、小皿c、小I皿a

器小皿a、〈勾'a

黒色土器 A 破片

黒色土器 B椀c

越州窯系青磁
椀 ;1(5)、1-1:-:1-2イ(1)、 11(3)、1-2(1)、 11-3(1)

壷×水注;破片(1)

背 磁破片(1)

緑紬陶器 破片(1)

瓦 類平瓦(網目)、軒丸瓦、丸瓦(網目、斜格子)

石 製
日ロ日 石鍋(滑石)、おもり(滑石)、低石(頁岩)
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金属製品鉄製鎌、鉄釘、器種不明(鉄製品)
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5-46 

l土師器|費

|也州窯系青磁|椀;1-1(1) 

|瓦 類|平瓦(裕子)
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S-62 ] I須恵畑釜3 府
|土帥器|杯a

|緑紬陶器|皿(¥)

1 ~・63
Iす意書lJ:fc

1 ~二師畑l黒色土器 AI椀c

5-65 

Zi思

E二ffi!i 器!恥椀、費

須恵 器費、勾:占、釜1、蓋型、蓋4、壷

土 師
器椀c、妻、丸底停a、小皿a、杯a、鍋脚

焼温室?

黒色土器 A椀c

黒色こiニ器 B椀

越州窯系青磁
椀;1(1)、 11(1)

破片(2)

白
磁椀 ;1(1)

皿 ;1-1(1)

灰紬陶器 議(1)
朝鮮無紬陶器 壷(1)
瓦 類丸瓦{斜格子)、平瓦(縄目、すりけし、斜格子}
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|土師器|破片

S-53 

1須恵器 | 蓋 、 費 × 壷

|土師器|杯、椀c

|黒色土器 Î破片

S-54 

l須 恵 器|琢己一重cヲ

l土師器|椀、菱

|黒色土器 Î椀c
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白 磁
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破片(1)
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瓦 類丸瓦(格子)、平瓦(斜裕子、縄目)

石 製 品平玉石
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E 車椀c
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1土飾 器|杯
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|須 恵器!被片

記主主

S-161 

|土 師 器|純c
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|土 師 器|破片

] Itz;院
] I土師附

須 窓
器蓋c、蓋l、杯葦a13眠、鉢?、壷a、壷b、大菱、高杯

皿a、勾'C、 、平瓶、、壷

高杯胸、釜c、椀c、器台、費、年d、杯a、小皿lc
士. 自市 器

丸底勾'a、椀

黒色土器 A腕c

館州窯系青磁 線;1(3)、11(2)

背 磁破片(1)

椀;V(1)、 VIII(¥)、1(1)、 VXVIII(1)

自 磁皿;IX(1) 

破片(3)

瓦 類平瓦(斜裕子、縄目、文字}、丸瓦(縄目、斜格子)

縄文土器 破片

S-167 

須 窓
高宣杯c、、費、 蓋l、蓋c3、蓋4、年a、杯c、小議、 蛮a

器 皿a、平瓶

皿a、費、杯c、椀c、鉢?、杯a(ヘラ)、杯a(イト)

師 器小皿a、高杯、器台、竃

焼塩壷

黒色土器 A椀c

黒色土器 B破片

椀;1-1h(¥)、I・2(1)、 1-2a(l)、1(3)

飽州黛系青磁 I1(3)、11・2c(1)

皿;1-2(1) 

龍泉窯系青磁 皿，破片(1)

椀;11(1)、 IV(l)、破片(3)

臼 磁皿;破片(1)

破片(6)

緑紬陶鍔 皿(2)、椀(1)、破片(1)

瓦 類平瓦(縄目、格子)、丸瓦(斜格子)、場

石 製 品規l片(黒曜石、安山岩)、平玉石、石鍬(安山岩)

:t 製 品ふいご羽口

縄文土器鉢

金属製品四二均 一
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須 恵 器費、釜3、蓋c、登釜、年c

土 8市
器竃、費、腕c、大椀c、勾~a、杯d

;焼塩壷

黒色士器 A破片

越州窯系青磁
椀;1-1(1)、11(1)

破片(1)

同安窯系青磁 椀;1(1) 

白
磁椀;11(1)、 IV町、 V(I)、破片(2)

皿，破片(1)

緑紬陶器 破片(1)

灰紬陶器 椀(1)

褐紬陶器 破片(1)

白紬 陶 器 破片(1)

暗緑紬陶器 腕(2)

染 付破片(1)

近世陶器 透明紬腕，破片(1)

瓦 類平瓦(縄目)、丸瓦(斜格子}

石 製 品滑石片、剥片(黒曜石)

縄文土器?破片

巨
語I蚕一面7董4、耳記
器破片
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器硯?

土 師
器勾二a、土不d、高杯、皿a、大皿c、蓋4、腕c、受

焼温室

黒色土器 A椀c

越州窯系青磁
椀;1(1) 

水注v資(2)

瓦 類平瓦(縄目、斜裕子) 丸瓦

石 製 品剥片(安山岩)、砥石(火成岩)

土 製 品焼土塊、瓦玉

l須恵器|要「蚕4

|土師器|墾v壷

S・172

|土師器|破片

、c、霊l、蓋1、皿a、高志F

S-174 

|須恵器|墾

|土師桜|破片

l弥生土器つ|破片

ME 

器|畿c、蓋3、J!

器皿a、費、釜3、椀c

類破片
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恵

自市
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恵 ヤ茸c
自市 器杯、翌
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|土 師 器|費
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淡灰色土

須 恵
墾、杯a、杯c、4高、原蓋、高杯(古境)、 小杯c、蛮b、霊長?

器鉢a3、重~3、蓋 ? (ヘラ嫡き有)

童、小slla、小皿c、杯a、杯c、均二d、丸底惇a、鉢

土 師
丸底杯c、器台、皿a、血c、椀c、竃?， ~語、高杯

器蓋3

焼塩壷

黒色土器 A 鈎c

黒色土器 B椀c

椀;1(9)、ト2(2)、11(4)、H・3(3)

越州窯系青磁
査>~水注，破片(1)

褐手由，壷(1)

器種不明，破片(1)

曜×長沙 壷×水注(1)

泉窯系青磁 椀，破片(1)

7守 磁
椀，破片(1)

器種不明，破片(1)

椀;11(4)、IV(I)

白 磁皿;IX(2)、破片(1)

器移.不明，破片(6)

緑紬陶器 皿?(1)、破片(2)

灰納陶器 小壷(1)

朝鮮無紬陶器 査(1)

褐紬陶器 椀(1)

染 付破片付)

瓦 類平瓦(文様、斜格子、純白) 丸瓦石(鍋片{) 

石 製 品平玉石、毒剤j片(安山岩、黒曜石)、 滑石)

縄文土器 破片

弥生土器?破片

土 製 品焼土塊

金属製品 鉄釘、銅鏡、針状鉄製品、板状鉄製品
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暗灰色土

須 定、
壷a、壷b、皿a、杯、杯a、ifc、大年c、小坪c、高勾:

器 蓋2、釜113、蓋c3、鉢、費、鉢'.'登

土 師
年c、年d、大杯c、高杯、豪、董3、血b

器焼塩査、製塩土器

瓦 類平瓦(純白) 丸瓦(すりけし)

土 製 品焼土宛

弥生土器?破片

石 製 品納l片(黒曜石;安山岩)、砥石(砂岩)、平玉石(堆積岩)

金属製 品 ?if種不明(鉄製品)

茶褐色砂

須 窓

|蓋大釜1(転c3問、、、蓋室1長蓋蓋a、2 華81 蓋c1 叢c2 蓋日
輩蓋 勾~a;・:壷蓋a、壷口緑、壷、壷a

器寧b、登f、蛮(般入品)、小霊長、皿a、鉢、胸、椀c

杯a、年c、小!.fc、大杯c、高句、、J¥

壷、資(古噴)、鉢、 皿a、Islb、血c、皿、 費、 ，荷主干脚

土 師 器保a、杯c、停d、大杯c、竃、蓋3、椀c

焼塩輩、製塩j器

黒色土器 A椀c

日 磁 腕 ;1(1)

灰紬陶器 壷?の)

瓦 類平瓦(縄目)、丸瓦(すりけし)、軒丸瓦

石 製
品平玉石、剥片(安山岩、黒曜石)、石鍬(安山岩)

凹み石(火成岩)、すり石(火成岩)

土 製 品ふいご羽口

縄文土器 浅鉢、鉢

金属製 品 器種不明(鉄塊)

撹乱

器|童約、歪c、杯n，恥、蚤白、壷b、鉢、素;壷い

器|勾'3、年c、杯d、皿a、費、小年c

類|平瓦(縄目)

品|砥石(砂岩}、観j片(黒曜石)

|石 製 品|剥片(黒曜石}

表土

須 恵
何'3、勾'C、蓋2、差3、菱4、蓑c、襲、壷、小壷

器高杯、 slln

鍋、費、勾:a(ヘラ)、杯a(イト)、杯d、丸底勾'n

土 師 器高年、蓋c、筆、椀c、小皿a、鉢、牽?

焼塩章、製塩土器

黒色土器 A椀c、愛〉・鉢

館州窯系青磁 椀;11-3(1)、 11(1)、 1-ln(1)

白 磁破片(3、近代以降)

陶 器破片(2、近代以降}

染
肥前系，椀(1)

付破片(3)

瓦 類平瓦(網目、文字、いぶし)、丸瓦(片)

石 製 品滑石製品、剥片(黒曜石)

縄文土器?破片
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大宰府条坊跡
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号5 種

二t師線小皿a

須恵器遣をc3

黒色土器A腕c

S-IO 

器 種

土師~f小皿a
少

椀a

椀c

5-15 

器 種

土師~f小ITna

丸成長Fa

器 種

須恵、器大均二c

蓋c3

~f 種
土商事苛苛宍ラ)

ん(?) 

5-36 

器種

土師器小ITna

年a

椀c

$85 枠内灰色砂土

u 種

黒色土器A椀c

585 枠内茶色砂土

務積

土師器不司

S-85 枠内灰色粘

器種

土師器勾'C

5-85 茶褐色砂土

S-95 

器極

黒色土器R腕c

@ 器 種 ~叫 E口官I~.~I c I ~ I 土師器椀c

器 種

l 土師器小皿a::<年a{?)

ヲー ん(へラ)

S-40 ヲ 杯a

器 種 4 小椀c

土師器小皿a(?) 5 椀

小ITnc 6 黒色土器B綿 c

小i皿a杯Xa Jh 

ん， 

S-45 

務 種 A R 口径 器商 底径 C 。 S-IOO 

土師器小ITna R-003 1 9.8 1.9 7.6 O 器 種

ラ 冷(?) R-似12 2 10.2 1.4 8.3 O 土師器小ITna

3 ん(ヘラ) R-OOl 3 10.4 1.2 8.2 。 ヲ " 

4 丸底土干a R-α)4 4 15.4 3.3 『 小ITnc

5 !' R-006 5 16.0 3.2 4 ん

6 " R-削)5 6 16.0 3.6 5 杯a

7 ぞ〉 R-∞7 7 16.2 3.6 O 6 大椀c

s 黒色土器B純c R-(XJ8 8 15.8 4.7+ 

5-47 @ 器 種

土師器勾'8

告書 積

土師u皿b

器 種

5-49 I 11 須恵器勾~c

器 種

土師器皿b

器 富

須恵苦言小杯

器 福一一一丁一

士郎務椀小c皿a(ワ)
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A B 口径 器高 底径 C D 

R-005 8 11.2 1.9 9.0 

R-α)4 9 11.6 2.1 8.1 O 
R-α)2 10 13.6 3.9 9.6 O 
R-αH 11 8.7 3.5 4.9 O 

ト一一一ー
R-003 12 14.2 4.2+ 

R-飢16 13 2.4+ 7.9 

A 日 口径 器高 底径 C D 

R-004 11 11.3 2.0 7.7 O 
R-ぽ)3 12 11.4 1.8 7.3 

R-OOl 14 11.6 1.6 品目

R-006 15 12.5 2.3 8.3 O 
R-α)7 13 11.7 2.7 8.5 

R-α19 16 4.3+ 14.0 
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器 種

主百害百
椀

椀c

椀c

務種

土師器勾~a

ん{イト)

S・168

器 種

主百害実否:

S・170

器 種A A B 口径 器高 底径 C D 

土師器杯a R-(狗1 6 12.9 3.9 8.3 今 X 

2 h R-α)2 7 13.8 3.6+ 8.8 。 ? 

3 杯d R-003 5 14.0 3.7 7.6 

4 nna R-開 4 8 13.3 2.1 9.2 O X 

5 大1Illc R-α】S 9 25.0 3.4 18.8 

6 須恵、器杯c R-α)6 2 12.2 3.2 9.0 

7 蓋3 R-007 12.8 1.7+ 

E 括償一恥-器

器
一
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器種

土師器小lIIlc

t不a

丸底f(-a

須恵器小J(-c
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器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

土師ilif大Jfc R-(川2 23 18.4 4.8 13.8 

2 須磨.器杯a R-011 8 13.8 3.8 ¥0.4 

3 小均二c R-∞8 9 9.6 3.9 7.3 

4 勾::c R-022 15 13.3 4.5 9.8 

5 ん R-∞4 11 13.7 4.0 9.3 

前 ク R-032 12 13.9 3.5 ¥0.6 

7 " R-似J6 13 14.6 4.0 10.4 

8 ク R・003 14 15.0 4.3 11.2 

9 '" R-∞1 16 15.0 6.0 9.3 

¥0 '" R-αゅ ¥0 2.7+ 8.9 

11 大杯c R-(旧日5 17 17.0 5.5 11.5 

12 ク R-似17 18 18.6 5.9 12.1 

13 nna R-OI0 19 19.0 3.2 16.0 

14 4シ R・012 20 19.2 3.6 16.6 

15 蓋a3 R-013 2 13.4 ¥.9 

16 釜c3 R-015 4 14.7 4.0 

17 " R-031 3 14.8 2.2 

18 ノ， R-033 5 15.6 ¥.9 

19 イラ R-014 6 15.7 2.7 

20 今 R-016 7 15.8 1.3 

21 蓋2 R-017 14.8 1.1+ 

茶渇色砂

器 種 A B 口径 器高 1ま後 C D 

土師器年a R-051 44 12.2 2.8 8.3 O 
2 。 R-052 45 13.4 3.5 7.6 O 
3 h R-050 46 14.3 2.8 8.8 O 
4 m R-053 50 22 21+ 
5 nna R-か19 49 13.4 2.2 10.2 

6 皿b R-047 48 18 2.6 16.2 

7 nnc R-054 51 21.6 2.7 15.4 

8 ぞ〉 R-055 52 15+ 15 

9 須恵器勾'a R-022 17 13.4 3.8 ¥0.7 

10 イP R・025 14 2.5+ 7.6 

11 小坪c R-似Il 18 8.6 3.5 6.0 

12 杯c R-似13 19 13.2 4.2 8.1 

13 ん R-α)4 20 13.8 3.8 9.2 

14 ク R-航路 21 14.4 3.9 11.0 

15 イ少 R-償16 22 14.5 3.9 9.5 

16 '" R-α】7 24 15.2 4.0 9.6 

17 今 R-α}宮 23 15.2 4.9 10.6 

18 大杯c R-024 25 17.8 5.5 11.8 

19 " R-008 26 18.0 5.4 1¥.8 

20 nna R-026 15 12.0 2.8 10.0 

21 " R-027 27 14.8 1.8 12.5 

22 ゐ R-029 28 15.2 2.7 12.7 

23 ク R-030 29 18.8 2.3 15.0 

24 手シ R-028 30 21.0 2.6 18.0 

25 釜c1 R-019 4 15.2 3.2+ 

26 ん R-018 5 18.2 2.3 

27 釜c2 R-013 7 16.0 2.0 

28 蓋tc3 R-012 s 15.0 2.6 

29 /， R-015 9 15.2 2.2 

30 F ノ R-Oll 10 16.0 3.4 

31 大蓋c3 R-014 11 18.0 2.2 

32 釜a1 R-020 12.9 2.3 

33 蓋l R-016 2 12.4 3.1十

34 P ノ R-017 3 16.2 2.4+ 

35 蓋2 R-OlO 6 16.0 1.6+ 
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出土金属製品一覧
粂 87次 条 14 1次

s-替号 遺構沓号 種別 Fig |挿OONo. 5 14150100暗茶灰色土 鉄釘、工具 108 20 
3 10 14150010 不明鉄片
5 87S0∞5 灰茶色土 40 1415X040 鉄釘4点、鉄鎌 122 1O~13 

87S0∞5 茶色土 鉄釘、小銅片 金具 2点 122 14 

7 鉄製環状金具 65 14150065 鉄釘 111 12 

8 87S0∞8 鉄釘 68 14150068 鉄釘2点

10 87Soo1O 鉄車I 70 14150065 鉄釘、万子 111 11 

12 87Soo12 不明鉄片 85 1415E085灰色砂土 鉄釘、不明銅片 107 3 

15 87SE015 万子 2点、鉄釘 5点 13 11-----15 95 1415K095 鉄釘

不明鉄片 100 14150100 工具? 108 21 

18 87Soo18 鉄釘 110 1415B110 不明鉄片

87Soo18 茶黒色土 鉄鎌、鉄釘 114 鉄釘 106 4 

不明鉄片 167 1415X167 鉄釘2点

87Soo18 黒茶色土 不明鉄片 20 20 淡灰色土 銅鏡片、鉄釘 126 16・17
26 87SX026 鉄釘 22 11 

30 87Soo30 万子

39 87SX039 茶黒色土 鉄釘 2点、不明鉄片 22 12 

44 不明鉄片

不明鉄片
暗灰色土 不明鉄片
茶褐色砂 不明鉄片
淡茶色土 鉄釘

46 鉄釘

61 不明鉄片

62 鉄釘

64 87SX064 鉄釘 22 13 

84 87SX084 鉄釘

112 87SK112 茶黒色土 不明鉄片

162 工具?

茶褐色土 刀子 26 11 

粂 98次
2 98SE002 黒色士 |銅不読明鉄1片7枚、 鉄釘 PL 17 
4 98SEOO4 
5 98SXOO5 黒褐色土 鉄釘

12 工具?

16 鉄釘

た106次

9 106SXα)9 
|鉄問釘I 

13 

14 鉄製留金具

15 106S0015 鉄釘

22 鉄釘

25 106SX025 万子
35 I06S0035 鉄釘

60 106SE060 鉄釘
103 106SX103灰茶色砂 不明鉄片
132 106SX132 鉄釘、不明銅片 74 34 

154 106SX154 鉄釘 74 35 

163 106SK163 鉄釘
167 I06SKI67 鉄釘 2点 68 32 

178 106SX178 鉄釘 75 49 

201 106SX201 鉄釘
241 I06SX241 不明鉄片

248 鉄釘 77 10 

249 不明鉄片

余黄褐色土色土
刀子、鉄釘 80 65-----67 

不明鉄片

殺 11 8次

5 118SK∞5 
|加鉄釘I2点、 工具10 118S0010 92 26 

11 118SX0I1 鉄釘 2点 95 13 

15 118SE020暗灰色土 鉄釘 88 15 

16 118SXOI6 鉄釘 5点、万子 95 23・24
25 1 18SK025 鉄釘 89 10 
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